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メインテーマ「咬合・咀嚼が創る健康長寿－補綴歯科が発信するライフイノベーション－」
2011年5月21日（土）

第1会場 第2会場 第3会場 第4
会場

第5
会場

第6
会場

9:00

国際セッション招待講演
『Advancement of Prosthodontics

in Asian Countries』

座長：馬場一美（昭和大）
　　　前田芳信（大阪大）
講師：Dr. Richard Leesungbok
　　　(KAP, Korea)
　　　Dr. Wang Yining (CPS, China)
　　　Dr. Suhasini J. Nagda (IPS, India)

臨床リレーセッション1

『クラウンブリッジアップデート』

座長：松村英雄（日本大）
　　　宮内修平（関西支部）
講師：五味治徳（日歯大）
　　　船登彰芳（関西支部）
　　　川本善和（東京支部）
　　　柏田聰明（東京支部）

ジョイントシンポジウム1

『CAD/CAMからDigital Dentistryへ
―コンピュータを応用した
歯科治療の最前線―』

共催：日本歯科理工学会
　　　日本歯科技工学会
座長：末瀬一彦（大歯大）
　　　疋田一洋（北医療大）
基調講演：宮崎　隆（昭和大）
シンポジスト：中村隆志（大阪大）
　　　　　　　細川隆司（九歯大）
　　　　　　　増田長次郎（兵庫県）

ポ
ス
タ
ー
展
示

専
門
医
ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

企
業
展
示

10:00

11:00

理事長講演
『補綴歯科の歩みと未来』

座長：矢谷博文（大阪大）
講師：古谷野　潔（九州大）12:00

ポスター討論・奇数題（第4会場）

13:00

ポ
ス
タ
ー
展
示

14:00

メインシンポジウム
※同時通訳あり

『バイオエンジニアリングが拓く
補綴歯科イノベーション』

座長：赤川安正（広島大）
基調講演：西村一郎（UCLA, USA）
シンポジスト：鮎川保則（九州大）
　　　　　　　園山　亘（岡山大）
　　　　　　　江草　宏（大阪大）

臨床リレーセッション2※
『欠損歯列を読む：

治療結果に影響する因子を探る』

座長：前田芳信（大阪大）
　　　宮地建夫（東歯大）
講師：森本達也（東海支部）
　　　牛島　隆（九州支部）
　　　鷹岡竜一（東京支部）
　　　前田芳信（大阪大）

ジョイントシンポジウム2

『咀嚼機能検査に基づく
補綴歯科治療の確立に向けて』

共催：日本顎口腔機能学会
　　　日本口腔検査学会
座長：大川周治（明海大）
　　　栗原英見（広島大）
基調講演：井上　孝（東歯大）
シンポジスト：堀　一浩（新潟大）
　　　　　　　志賀　博（日歯大）
　　　　　　　服部佳功（東北大）

15:00

16:00

シンポジウム2

※同時通訳あり

『補綴歯科治療に潜むドグマ』

座長：矢谷博文（大阪大）
　　　佐藤博信（福歯大）
問題提起：水口俊介（医歯大）
　　　　　前川賢治（岡山大）
　　　　　小見山　道（日大松戸）
アンサー：Dr. Gunnar E. Carlsson
　　　　　(Univ. of Göteborg, Sweden)

臨床リレーセッション3

『パーシャルデンチャーを活かす
診断と設計』

座長：小出　馨（日歯大新潟）　　
　　　鈴木　尚（明海大）　
講師：斎藤純一（東北北海道支部）
　　　松田光正（九州支部）
　　　武藤晋也（東海支部）
　　　小出　馨（日歯大新潟）

一般口演
演題：2-3-1～2-3-4

ニューロサイエンス・口腔機能

一般口演
演題：2-3-5～2-3-8

ニューロサイエンス・口腔機能

17:00

一般口演
演題：2-3-9～2-3-12

インプラント18:00

19:00

社団法人日本補綴歯科学会 第120回記念学術大会 大会日程
2011年5月19日（木） 2011年5月20日（金）

第1会場 第2会場 第3会場 第4
会場

第5
会場

第6
会場

9:00 9:00

平成23年度
第1回定例総会
9:00～12：00

10:00 10:00

11:00 11:00

12:00 12:00

専門医筆記試験
12:00～12：50

13:00 13:00

シンポジウム1
『審美領域におけるインプラント

補綴のコンセンサス』

座長：小宮山彌太郎（東京支部）
　　　市川哲雄（徳島大）
シンポジスト：塩田　真（医歯大）
 石川知弘（東海支部）
 武田孝之（東歯大）

臨床スキルアップセミナー
『全部床義歯補綴を
首尾良く貫徹する方法』

座長：長岡英一（鹿児島大）
講師：河相安彦（日大松戸）
　　　越野　寿（北医療大）

国際セッション
一般口演発表（英語）
演題：1-3-1～1-3-3

広仁会館
（広島大学） 国際セッション

一般口演発表（英語）
演題：1-3-4～1-3-7

14:00

会務
連絡会
14:00～
15:00

14:00

国際セッション
一般口演発表（英語）
演題：1-3-8～1-3-11

15:00

平成
23年度
第1回
理事会
15:00～
18:00

15:00

課題口演
演題：1-1-1～1-1-3
（補綴歯科における）
治療効果の評価

一般口演
演題：1-2-1～1-2-4

有床義歯

一般口演
演題：1-3-12～1-3-15

ニューロサイエンス・口腔機能

一般口演
演題：1-2-5～1-2-8

有床義歯

一般口演
演題：1-3-16～1-3-19

ニューロサイエンス・口腔機能

16:00 16:00

課題口演
演題：1-1-4～1-1-6

（歯科補綴学に関連する）
バイオメカニクス・
メカノバイオロジー

一般口演
演題：1-2-9～1-2-12

有床義歯

一般口演
演題：1-3-20～1-3-23

バイオロジー17:00 17:00

課題口演
演題：1-1-7～1-1-9
（補綴歯科領域の）
トランスレーショナル

リサーチ

一般口演
演題：1-2-13～1-2-16
クラウンブリッジ

一般口演
演題：1-3-24～1-3-27
バイオマテリアル

18:00 18:00

19:00 19:00
懇親会（全員参加型）

19：00～21：00

（会場：ANAクラウンプラザホテル広島）

※ 臨床リレーセッション2は専門医研修会参加として単位認定されます．
　ただし，臨床リレーセッション2と専門医研修会の両方に参加しても単位認定は1回（4単位）のみです．



社団法人日本補綴歯科学会 第120回記念学術大会 大会日程
2011年5月22日（日）

第1会場 第2会場 第3会場 第4
会場

第5
会場

第6
会場

9:00

臨床リレーセッション4

『インプラントを用いた
欠損補綴歯科治療の展開』

座長：横山敦郎（北海道大）
　　　山根　進（九州大）
講師：飯島俊一（東歯大）
　　　日高豊彦（鶴見大）
　　　上田秀朗（福歯大）

ジョイントシンポジウム3

『介護予防に対する
補綴歯科の新たなチャレンジ』

共催：日本咀嚼学会
　　　日本老年歯科医学会
座長：小林義典（日歯大）
　　　森戸光彦（鶴見大）
基調講演：小坂　健（東北大）
シンポジスト：植田耕一郎（日本大）
 松山美和　（徳島大）
 吉田光由　（広島大）

一般口演
演題：3-3-1～3-3-3
クラウンブリッジ

ポ
ス
タ
ー
展
示

専
門
医
ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

企
業
展
示

一般口演
演題：3-3-4～3-3-7

ニューロサイエンス・口腔機能

広島県民文化センター
10:00

市民公開講座
10:00～12：15

『認知症予防の第1歩！
しっかり咀嚼するために
義歯やインプラント治療を』

座長：宮地建夫　（東歯大）
講師：小野塚　實（神歯大）
　　　川良美佐雄（日大松戸）
　　　小宮山彌太郎

（東京支部）

一般口演
演題：3-3-8～3-3-11

その他

11:00

特別講演
『新しい時代の医療・介護の連携』

座長：古谷野　潔（九州大）
講師：大島伸一（国立長寿医療
　　　研究センター総長）12:00

ポスター討論・偶数題（第4会場）

13:00

専
門
医
審
査表彰式

14:00

専門医研修会
『補綴歯科専門医に必要な

顎顔面補綴治療』
座長： 祇園白信仁（日本大）
講師： 後藤昌昭　（佐賀大）
　　 石上友彦　（日本大）

臨床リレーセッション5

『インプラントスタート
アップ』

座長：渡邉文彦
（日歯大新潟）

　　　萩原芳幸 （日本大）
講師：澤瀬　隆 （長崎大）
　　　小久保裕司 （鶴見大）
　　　友竹偉則 （徳島大）
　　　城戸寛史 （福歯大）

研究セミナー
『口腔と脳機能を語る―エビデンス
構築のためのクリティカルレビュー

とアクションプラン―』

座長：皆木省吾（岡山大）
　　　佐々木啓一（東北大）
クリティカルレビュー：
泰羅雅登 （医歯大），井上　誠 （新潟大）
アクションプラン案提示：
泰羅雅登 （医歯大），井上　誠 （新潟大），
木本克彦 （神歯大），服部佳功 （東北大），
志賀　博 （日歯大），豊下祥史 （北医療大）

15:00

16:00

17:00

●広島大学（霞キャンパス）広仁会館
　5月19日（木）
　・会務連絡会
　・平成23年度第1回理事会

●広島国際会議場
　5月20日（金），21日（土），22日（日）

第1会場：地下1階　フェニックスホール
第2会場：地下2階　ヒマワリ
第3会場：地下2階　コスモス
第4会場：地下1階　会議運営事務室
第5会場：地下2階　ラン①
第6会場：地下2階　ダリア

　・平成23年度第1回定例総会（第1会場）
　・専門医筆記試験（第2会場）

●ANAクラウンプラザホテル広島
　5月20日（金）
　・懇親会（全員参加型）

●広島県民文化センター
　5月22日（日）
　・市民公開講座

メインテーマ「咬合・咀嚼が創る健康長寿－補綴歯科が発信するライフイノベーション－」



Main Theme "A Healthy Long Life Built by Mastication and Occlusion -Prosthodontics Creates Life Innovation-"

May 21 (Sat), 2011

Room 1 Room 2 Room 3
Room

4
Room

5
Room

6
9:00

International Invited 
Session

"Advancement of Prosthodontics 
in Asian Countries"

Speakers: 
Dr. Richard Leesungbok (KAP, Korea)
Dr. Wang Yining (CPS, China)
Dr. Suhasini J Nagda (IPS, India)

Clinical Lecture Series 1

"Crown and Bridge Prosthodontic 
Technique Update"

Joint Symposium 1

"Digital Dentistry Based on
CAD/CAM System

―The Forefront of Dental 
Treatment Supported by 

Computer―"
Co-organized by: 

The Japanese Society for Dental 
Materials and Devices,
Nippon Academy of Dental Technology
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10:00

11:00

President's Keynote 
Lecture

"Past and Future of 
Prosthodontics"12:00

Poster Discussion (odd number) Room 4

13:00

P
o

ste
r P

re
se

n
ta

tio
n

14:00

Main Symposium

"Innovation of Prosthodontic 
Care Based on Cutting-edged 

Bioengineering"
Keynote Lecturer: 

Dr. Ichiro Nishimura (UCLA, USA)

Simultaneous translation available

Clinical Lecture Series 2

"How to Evaluate the Partially 
Edentulous Dental Arch?
Factors Influencing the 

Prognosis and Outcome with 
Prosthodontic Interventions"

Joint Symposium 2

"Towards the Establishment of 
Prosthetic Dental Treatment 

Based on Examining Masticatory 
Function"

Co-organized by: 
Japanese Society of Stomatognathic 
Function,
Japanese Society for Evidence and 
the Dental Professional

15:00

16:00

Symposium 2

"Dogmas in Prosthodontic 
Treatment"

Answer:
Dr. Gunnar E. Carlsson
(Univ. of Göteborg, Sweden)

Simultaneous translation available

Clinical Lecture Series 3

"Revisits to Partial Denture: 
Its Diagnosis and Treatment 

Strategy"

Oral Presentation

2-3-1～2-3-4

Oral Presentation

2-3-5～2-3-8

17:00

Oral Presentation

2-3-9～2-3-1218:00

19:00

The 120th Commemorative Scientifi c Meeting of Japan Prosthodontic Society

May 19 (Thu), 2011 May 20 (Fri), 2011

Room 1 Room 2 Room 3
Room

4
Room

5
Room

6
9:00 9:00

General Meeting
9:00～12:00

10:00 10:00

11:00 11:00

12:00 12:00

Written Exam 
for Specialists

12:00～12:50

13:00 13:00

Symposium 1

"Consensuses on 
Implant Restoration in 

Aesthetic Zone"

Clinical Skill-up
 Seminar

"Methods of Accomplishing 
Successfully Clinical 

Procedures for Complete 
Denture Treatment"

International Session

Oral Presentation (English)

1-3-1～1-3-3

Koujin 
Conference Hall
（Hiroshima
　  University） International Session

Oral Presentation (English)

1-3-4～1-3-7

14:00

Executive
Board

Meeting

14:00～15:00

14:00

International Session

Oral Presentation (English)

1-3-8～1-3-11
15:00

Board
Meeting

15:00～
18:00

15:00

Oral Presentation
Competition

1-1-1～1-1-3

Oral Presentation

1-2-1～1-2-4

Oral Presentation

1-3-12～1-3-15

Oral Presentation

1-2-5～1-2-8

Oral Presentation

1-3-16～1-3-19

16:00 16:00

Oral Presentation
Competition

1-1-4～1-1-6
Oral Presentation

1-2-9～1-2-12

Oral Presentation

1-3-20～1-3-2317:00 17:00

Oral Presentation
Competition

1-1-7～1-1-9

Oral Presentation

1-2-13～1-2-16

Oral Presentation

1-3-24～1-3-27

18:00 18:00

19:00 19:00

Get-together with Dinner

19:00～21:00
(ANA CROWNE PLAZA HOTEL HIROSHIMA)



The 120th Commemorative Scientifi c Meeting of Japan Prosthodontic Society

May 22 (Sun), 2011

Room 1 Room 2 Room 3
Room

4
Room

5
Room

6
9:00

Clinical Lecture 
Series 4

"Development of 
Prosthodontic 

Treatments for Missing 
Teeth Using Dental 

Implants"

Joint Symposium 3

"New Challenge of 
Prosthodontics for 

Minimizing Nursing Care 
Needs"

Co-organized by: 
Japanese Society for 
Mastication Science and 
Health Promotion,
Japanese Society of 
Gerodontology

Oral Presentation

3-3-1～3-3-3

P
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Oral Presentation

3-3-4～3-3-7

Hiroshima Prefectural 
Culture Center

10:00

Health Lecture for 
Citizen

10:00～12:15
"Impact of Denture and 
Implant Treatment on 
Dementia Prevention"

Oral Presentation

3-3-8～3-3-11

11:00

Plenary Lecture

"Cooperation between 
Medical Care and 

Long-term Care in the 
New Era"12:00

Poster Discussion (even number) Room 4

13:00

A
p

p
lica

n
ts 

E
x
a
m

in
a
tio

nAward Ceremony

14:00

Prosthodontic 
Specialist Seminar

"Required the Clinical 
Skill about Maxillofacial 
Prosthetic Treatment for 
Prosthetic Specialists"

Clinical Lecture 
Series 5

"Start Up Implant Clinic
Attentions of 

Introducing Implant 
Clinic to Dental 

University or College by 
Prosthodontic 
Department"

Research Seminar

"Interactive Function of 
Brain and 

Stomatognathic System
―Critical Review and 

Action Plan for Braiding 
Evidence―"

15:00

16:00

17:00

•International Conference Center Hiroshima

  May 20(Fri) – 22(Sun), 2011

Room 1: Phoenix Hall (B1F)
Room 2: International Conference Hall “Himawari” (B2F)
Room 3: Medium Conference Room “Cosmos” (B2F)
Room 4: Conference Management Room (B1F)
Room 5: Small Conference Room “Ran①” (B2F)
Room 6: Large Conference Room “Dahlia” (B2F)

General Meeting (Room1)
Written Exam for Specialists (Room2)

•ANA Crowne Plaza Hotel Hiroshima
  May 20(Fri), 2011

Get-together with Dinner

•Hiroshima Prefectural Culture Center
  May 22(Sun), 2011

Health Lecture for Citizen

Main Theme "A Healthy Long Life Built by Mastication and Occlusion -Prosthodontics Creates Life Innovation-"
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社団法人日本補綴歯科学会 第120回記念学術大会

大会長挨拶

大会長　赤川　安正

この度の東日本大震災で被災された皆様ならびに被災された日本補綴歯科学会の関係者の方々に，心からお見舞
い申し上げるとともに，一日も早い復興を祈念いたしております．
社団法人日本補綴歯科学会は，節目となる第120回記念学術大会を2011年 5月20日（金），21日（土），22日（日）
の3日間にわたり，広島市の広島国際会議場で開催いたします．ここに大会長として，謹んでご挨拶申し上げます．
本記念大会のメインテーマは，「咬合・咀嚼が創る健康長寿－補綴歯科が発信するライフイノベーション－」です．
このメインテーマは，わが国の少子高齢社会のなかで健康長寿を願う国民に対して極めて重要な役割を担う咬合と咀
嚼機能の重要性について，広く社会にアピールすべく，第18期日本学術会議咬合学研究連絡委員会が 2004年に提
言したものです．本学会はこの提言を2005年の第113回学術大会から引き継ぎ，補綴歯科が健康長寿に果たす役割
について研究を進め，国民に訴えてきました．本記念大会においては，さらに明確なイノベーションのメッセージを発
信したいと考えています．そこで，国立長寿医療研究センター大島伸一総長に「新しい時代の医療・介護の連携」に
ついて特別講演をお願いし，さらに，メインシンポジウム「バイオエンジニアリングが拓く補綴歯科のイノベーション」
では先駆者である西村一郎教授（UCLA）の基調講演をいただきながら，バイオエンジニアリングの最先端を議論し
ます．
補綴学会ならではのシンポジウムを2つ企画しました．「審美領域におけるインプラント補綴のコンセンサス」では，
前歯インプラント補綴のコンセンサスをまとめる予定であり，「補綴歯科治療に潜むドグマ」では，補綴歯科における
エビデンスにもっとも通暁しているGunnar E. Carlsson名誉教授（Göteborg 大学）を迎え，「全部床義歯の製作法」，
「治療的顎位」，「TMDマネジメント」についてドグマを排する熱い議論をたたかわせます．
本記念大会では，今後の方向を決める2つの試みを行います．その一つは，学際領域学会との3つのジョイントシ
ンポジウムです．ジョイントシンポジム1（日本歯科理工学会，日本歯科技工学会と共催）では「Digital Dentistry」を，
ジョイントシンポジム2（日本口腔検査学会，日本顎口腔機能学会と共催）では「咀嚼機能検査の確立」を，ジョイ
ントシンポジム3（日本老年歯科医学会，日本咀嚼学会と共催）では「介護予防へのチャレンジ」を取り上げ，現状
と将来を指向します．共催いただく各学会には心からお礼を申し上げる次第です．
もう一つの新しい試みは臨床リレーセッションです．ここでは，土日の丸2日間，「クラウンブリッジアップデート」，

「欠損歯列の読み方」，「パーシャルデンチャーを活かす診断と設計」，「インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展
開」，「インプラントスタートアップ」の5つのテーマのもと，19名の日本有数の演者が現在の補綴歯科臨床の水準を
語ります．一方で，若手のスキルアップも重要で，臨床スキルアップセミナーや研究セミナーも続けます．さらに，社
会とより向き合うため，広島市の中心地において「咀嚼の意義，補綴の意義」について，わかりやすい市民公開講座
を行います．
楽しい企画も用意しました．参加者全員が集う懇親会です．老いも若きも是非一堂に会して，広島の味覚を堪能し
ていただければありがたいと思います．Enjoyableな会とすべく，大会長として全力を注ぎます．
このようなことから演題を募集したところ217題の応募を，64の賛助会員・企業からの展示広告をいただきました．
また，日本歯科医師会をはじめ，10の団体から暖まる後援をいただきました．皆様の絶大なるご支援に厚くお礼を申
し上げます．さあ，舞台は整いました．第120回記念学術大会は今後の歯科補綴学と補綴歯科臨床の方向性を議論
する，さらに友情を温め深める絶好のフォーラムとなることはまちがいありません．季節はあざやかな新緑に包まれる
5月，3,000名を超える皆様の多数のご参加を心からお待ち申し上げています．
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社団法人日本補綴歯科学会 第120回記念学術大会

理事長挨拶

社団法人日本補綴歯科学会
理事長　　　古谷野　潔

本年3月11日に発生した東日本大震災におきまして亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに，被
災された方々に心よりお見舞い申し上げます．また，被災地が一刻も早く復興することをお祈り申し上げます．
本年の社団法人日本補綴歯科学会の学術大会は，第120回の記念学術大会として5月20日（金）から22日（日）
の3日間にわたり，広島国際会議場において赤川安正教授（広島大学）を大会長として開催されます．ご準備いただ
きました赤川大会長を始め，関係者の皆様に心より感謝申し上げます．
本大会は記念大会として，例年より長い2.5日間の学術プログラムとなっています．「咬合・咀嚼が創る健康長寿－
補綴歯科が発信するライフイノベーション－」のメインテーマのもと，意欲的なプログラムが並んでいます．
特別講演は，国立長寿医療研究センター大島伸一総長に「新しい時代の医療・介護の連携」についてお話いただ
きます．海外からは，西村一郎教授（UCLA）とGunnar E. Carlsson 名誉教授（Göteborg 大学）をお招きしていま
す．西村教授には，メインシンポジシウム「バイオエンジニアリングが拓く補綴歯科のイノベーション」で基調講演を
いただき，補綴学会の若手研究者とともにバイオエンジニアリングの最先端と補綴臨床への応用について議論してい
ただきます．また，Carlsson名誉教授には，シンポジウム「補綴歯科治療に潜むドグマ」にご参加いただき，「全部
床義歯の製作法」，「治療的顎位とは」，「TMD のマネージメント」の3つのトピックについてエビデンスに基づいて
検証します．さらには，「審美領域におけるインプラント補綴のコンセンサス」と題したシンポジウムで，前歯部のイ
ンプラント補綴治療のコンセンサスについて検討します．
また，近年広がりをみせる補綴関連の学際領域のテーマについて，関連学会とのジョイントシンポジウムが企画さ
れています．「Digital Dentistry」（日本歯科理工学会，日本歯科技工学会との共催），「咀嚼機能検査の確立」（日本
口腔検査学会，日本顎口腔機能学会との共催），「介護予防へのチャレンジ」（日本老年歯科医学会，日本咀嚼学会と
の共催）の3つですが，いずれも今後の歯科臨床を考えるうえで重要なテーマであり，それらの現状と将来について
関連学会が協力して取り組み，議論する意義深い試みです．
さて，私は本年4月より本学会理事長を務めることになりました．学会活動の原点は，専門分野に興味を持つ者が
集い，研究（臨床）成果を持ち寄って議論し，切磋琢磨することによって学術（臨床）の進歩に寄与することにあり
ます．また，本会は臨床分野の専門学会であり，臨床の進歩を通して国民の健康の向上に資することが最大の使命で
す．そこで，理事長としての方針のなかでも重要なものとして，学術大会のさらなる活性化と臨床的視点の重視を掲
げました．
本大会は私が理事長としてはじめて迎える学術大会ですので，この方針を具現化する試みとして，臨床リレーセッ
ション，すなわち臨床的な話題を取り上げる5つのセッションを土・日の2日間を通して，連続して設定していただき
ました．補綴歯科臨床において著名な10名の座長，19名の演者が，「クラウンブリッジアップデート」，「欠損歯列の
読み方」，「パーシャルデンチャーを活かす診断と設計」，「インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展開」，「インプ
ラントスタートアップ」の5つのテーマについて臨床を語り議論します．専門医を目指している若手はもちろん，一般
臨床医にとっても大変興味深い内容となっています．
もちろん，従来通り臨床スキルアップセミナーや研究セミナー，そして市民公開講座も企画されています．また，赤
川大会長の発案で，参加者全員が集う懇親会を企画していただきました．多くの会員が一堂に会して，広島の味覚を
堪能しつつ懇親を図る絶好の機会となります．
以上のように，さまざまな新企画と共に一般臨床医向けのプログラムも充実させています．補綴学会の変化と活力
を実感していただけるものと確信しています．広島の地で，3,000 名を超える皆様とお会いできることを楽しみにして
います．
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広島県民文化センター

広島国際会議場

広島県民文化センター

広島国際会議場

ANAクラウンプラザホテル広島 広仁会館（広島大学）

ANAクラウン
プラザホテル広島

　＜会場周辺地図＞

　＜広域地図＞

●会場へのアクセス
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広島国際会議場へのアクセス

■ JR広島駅から
・路線バス　約 20分
南口バスのりばA-3 ホームより，広島バス 24 号線
吉島営業所または吉島病院行，「平和記念公園」下車
すぐ．
・市内電車　約 25分
広島港①行「袋町」下車，徒歩約 10 分．
西広島②，江波⑥，宮島行「原爆ドーム前」下車，
徒歩約 10 分．
・ タクシー　約 15分

■ 広島バスセンターから
・徒歩　約 10分

■ 広島空港から
・リムジンバス　約 70分
空港ターミナルビル1階到着フロア1番ホームより，
広島バスセンター行終点下車，徒歩約 10 分．
・タクシー　約 50分

■ 広島西飛行場から
・路線バス　約 25分
広島電鉄バス 3号線広島駅行「中電前」下車，徒歩
約 10 分．
・タクシー　約 10分

■ 広島港（宇品港）から
・路線バス　約 35分
広島バス 21 号線広島駅，向洋大原，洋光台団地行「中
電前」下車，徒歩約 10 分．
・市内電車　約 35分
広島駅①，西広島③行「中電前」下車，徒歩約 10 分．
・タクシー　約 20分

● 広島国際会議場

第 1会場 ： 地下 1階　フェニックスホール
第 2会場 ： 地下 2階　ヒマワリ
第 3会場 ： 地下 2階　コスモス
第 4会場 ： 地下 1階　会議運営事務室
第 5会場 ： 地下 2階　ラン①
第 6会場 ： 地下 2階　ダリア

ANAクラウンプラザホテル広島へのアクセス

■ 広島空港から
バスセンターまでリムジンバス約 50 分，バスセン
ターより徒歩約 12 分．
バスセンターから地下通路へは中央8入口から入り，
アストラムライン本通り駅の東 1出口より地上へ．
左折方向で徒歩約 5分．
（注） 地下通路には東出口が 2箇所ありますのでご注

意ください．

■ 広島駅から
・タクシー　約 10分
・市内電車　約 20分
1 番宇品行き「袋町」下車

・路線バス　約 15分
Aホーム3番乗り場広島西飛行場行き「袋町」下車．

広島県民文化センターへのアクセス

バス・電車「紙屋町」「紙屋町西」で下車
■ JR広島駅から
路線バス，市内電車で約 10 分．

■ 広島バスセンターから
徒歩約 3分．

■ 広島空港から
リムジンバスで約 60 分．

■ 広島港（宇品港）から
路線バス，市内電車で約 30 分．

■ アストラムライン本通駅から
徒歩約 2分．

広仁会館（広島大学）へのアクセス

■ JR広島駅から　約 15分
・ 広電バス 5 号線大学病院行，終点「大学病院前」
下車．

・広島バス26-1号（旭町）線，「大学病院入口」下車．

■ 広島バスセンターから
バスセンター向かい広島県庁バス停まで徒歩，
広島バス 23・23-1 号（横県）線，終点「大学病院前」
下車．

●交通のご案内
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●広島国際会議場 会場一覧

【地下1階】

【地下2階】

【第 1会場】
フェニックスホール

【第 4会場】
会議運営事務室

受付

【第 2会場】
ヒマワリ

【第 6会場】
ダリア

【第 3会場】
コスモス

【第 5会場】
ラン①

演者受付・
PC受付・
データ確認
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●広仁会館 （広島大学霞キャンパス）

広仁会館

正門・正面入口

ロータリー
バス・タクシー乗場
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Hiroshima
Bus Center

A-bomb Dome

Sta on: Kamiya cho

Sta on: Hondori

Sta on: Fukuro machi

Sta on: Chuden maeBus stop: Heiwa kinen koen

Heiwa Odori Ave.

Heiwa bashi BridgeNishi heiwa bashi Bridge

Honkawa bashi
Bridge

Motoyasu bashi
Bridge

Aioi dori Ave.

Rijo
doriA

ve.

Hiroshima Peace Memorial Park

Aioi bashi Bridge Sta on: Genbaku domu mae

Heiwa Odori Ave.

Hiroshima
Bus Center

Hiroshima Sta.

Nishi Hiroshima Sta.

HIROSHIMA PREFECTURAL
CULTURE CENTER

INTERNATIONAL
CONFERENCE CENTER

HIROSHIMA

HIROSHIMA PREFECTURAL
CULTURE CENTER

INTERNATIONAL
CONFERENCE CENTER

HIROSHIMA

ANA CROWNE PLAZA HOTEL
HIROSHIMA

KOJIN CONFERENCE
HALL HIROSHIMA
UNIVERSITY

ANA CROWNE
PLAZA HOTEL
HIROSHIMA

　＜Surrounding Area Map ＞

　＜Wider Area Map ＞

● ACCESS
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Access to International Conference Center 
Hiroshima

■ From JR Hiroshima Station
・By Bus: About 20 minutes
Take No.24 Hiroshima Bus for Yoshijima from A-3 
at the south exit of Hiroshima Station, and get off  
at “Peace Memorial Park.”

・By Streetcar: About 25 minutes
Take a streetcar for Ujina, and get off at 
“Fukuromachi”. From here, on foot about 10 
minutes.
Take a streetcar for Eba or Miyajima, and get off  
at “Genbaku Dome Mae”. From here, on foot about 
10 minutes.

・By Taxi: About 15 minutes

■ From Hiroshima Bus Center
・On foot: About 10 minutes

■ From Hiroshima Airport
・By Limousine Bus: About 70 minutes
From the airport, take the limousine bus bound for 
Hiroshima Bus Center from the 1st floor of the 
arrival gate, and get off at the Hiroshima Bus 
Center. From here, on foot about 10 minutes.
・By Taxi: About 50 minutes

■ From Hiroshima Nishi Airport
・By Bus: About 25 minutes
Take the No.3 Hiroden Bus bound for Hiroshima 
Station, and get off  at “Chuden Mae.” From here, on 
foot about 10 minutes.
・By Taxi: About 10 minutes

■ From Hiroshima Port
・By Bus: About 35 minutes
Take the No.21 Hiroshima Bus for Hiroshima 
Station, and get off  at “Chuden Mae.” From here, on 
foot about 10 minutes.
・By Streetcar: About 35 minutes
Take a streetcar for “Hiroshima Station” or 
“Miyajima,” and get off at “Chuden Mae”. From 
here, on foot about 10 minutes.
・By Taxi: About 20 minutes

Access to ANA Crowne Plaza Hotel Hiroshima

■ From Hiroshima Airport
50 minutes from Hiroshima Airport to Hiroshima 
Bus Center by Limousine Bus. Then 12 minutes 
walk from Hiroshima Bus Center.

■ From JR Hiroshima Station
・10 minutes from JR Hiroshima Station by car.
・ 20 minutes from JR Hiroshima Station by 
Streetcar.
・ Please take No.1 streetcar bound for Hiroshima 
port or Hirodenhonshamae and get off at 
Fukuromachi.
・ 15 minutes from JR Hiroshima Station by bus.
・ Departure from the third bus stop on the 
platform “A” for Hiroshima west airport. Please 
get off  at Fukuromachi.

Access to Hiroshima Prefectural Culture 
Center

Please get off at “Kamiya-chou” by bus or 
street car.

■ From Hiroshima station
About 10 minutes by bus or street car.

■ From Hiroshima bus center
About 3 minutes on foot.

■ From Hiroshima airport
About 60 minutes by airport limousine bus.

■ From Hiroshima port
About 30 minutes by bus or street car.

■ From Ast ramline station “Hondori”
About 2 minutes on foot.

●Access Guide
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● International Conference Center Hiroshima

【B1F】

【B2F】

【Room 1】
Phoenix Hall

【Room 4】
Conference
Management
Room

【Room 2】
“Himawari”

【Room 6】
“Dahlia”

【Room 3】
“Cosmos”

【Room 5】
“Ran①”

Reception

Speaker
Reception
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第 120 回記念学術大会参加の皆様へ

１．参加受付は 5月 20 日（金）・21 日（土）・22 日（日）8：30 より行います．
国際会議場地下 1階　総合受付にて当日会費をお支払いの上，学術大会参加章と学術大会抄録集
をお受取りください．

第 120 回記念学術大会参加費
正会員，賛助会員　当日会費 15,000 円
準会員　　　　　　当日会費 7,500 円
学生会員　　　　　当日会費 2,000 円
非会員（一般）　　当日会費 20,000 円
非会員（学生）　　当日会費 3,000 円

２．学術大会会費前納者には大会参加章と学術大会抄録集を事前にお送りします．当日，お忘れなく
ご持参ください．

３．学術大会参加章には氏名・所属を記入の上，身につけてご入場ください．参加章下部は，領収書
になっています．学会員の方は IDのご記入をお願いいたします．

４．本学会専門医の申請あるいは更新を希望する場合は，学術大会参加章から専門医研修カードを切
り離し，必要事項をご記入の上，総合受付に設けた専用ポストに投函してください．

第 120 回記念学術大会専門医研修カード（受付提出用）の受付時間
5 月 20 日（金）8：30 ～ 18：10
5 月 21 日（土）8：30 ～ 18：10
5 月 22 日（日）8：30 ～ 16：30（締切厳守）

※ 専門医研修カード（研修会後提出用）につきましては，研修会終了後，16：00 ～ 16：30 の間
に第 1会場出入口にて回収いたします．
※臨床リレーセッション 2は専門医研修会参加として単位認定されます．
　 ただし，臨床リレーセッション 2と専門医研修会の両方に参加しても単位認定は 1回（4単位）
のみです．

５．学会会場におけるビデオ ･写真撮影等は，発表者の著作権保護のため，禁止させていただきます．
なお，特別な事由がある場合は，大会長に申し込んでください．

６．懇親会
本大会では 5月 20 日（金）19 時からANAクラウンプラザホテル広島にて学会参加者の懇親会
を開催いたします．ぜひご参加下さいますようお願いいたします．当日受付も行いますので，会
場受付にてお申し込みください．（当日参加費 10,000 円）
事前申し込みをされた参加者は，懇親会参加チケットをご持参下さい．このチケットは本抄録集
と一緒に同封しております．
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日歯生涯研修について
本学術大会に参加（出席）した場合には，特別研修として 10 単位が取得できます．なお，特別研
修の単位登録には，受講研修登録用 IC カードが必要ですので，ご自身の日歯 IDカードを必ずお
持ちください．また当分の間，特別研修の取得単位は一般の研修単位（教材研修・受講研修・能動
的研修）には加算されず，修了基準の対象からは除外されます．
詳細は日本歯科医師会にお問い合わせください．

日本補綴歯科学会会員の参加者へ（日本補綴歯科学会会員証をご持参ください）
本年4月にバーコード付き会員証が本学会会員に送付される予定です．この会員証で学会参加登録，
専門医研修会出席，同時通訳用レシーバー貸出証明などが可能ですので，必ずご持参ください．

専門医研修に関するお知らせ
　臨床リレーセッション 2は専門医研修会参加として単位認定されます．
　 ただし，臨床リレーセッション 2と専門医研修会の両方に参加しても単位認定は 1回（4単位）
のみです．
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発表される先生方へ

課題口演発表

１．発表日時・会場
平成 23 年 5 月 20 日（金）15：10 ～ 18：10
第 1 会場（フェニックス）

２．発表方法
１）　口演発表について
（１）　 口演発表は，発表 10 分，質疑応答 10 分です．質疑に関しては，座長の指示に従ってくだ

さい．
（２）　 発表開始と同時に演台上に，残り時間表示が始まります．

終了時にランプでお知らせしますので，時間厳守でお願いいたします．
（３）　次演者は，所定の位置（次演者席）にてお待ちください．
２）　プレゼンテーションについて
（１）　 課題口演は，全てPCによる発表（単写）とします．

・スライドやビデオは使用できませんのでご注意ください．
・発表時は演台上のマウスとキーボードをご自身で操作してください．

（２）　 Windows にて発表データを作成された場合は，USBフラッシュメモリーまたはCD-R に
てご提出ください．
・CD-R の書き込みはハイブリッド（ISO9660）フォーマットをご使用ください．

（３）　発表用のパソコンとしてWindows7（PowerPoint 2010インストール）を用意しております．
（４）　Macintosh をご使用の場合は，ご自身の PCをお持ちください．
（５）　 発表予定時刻の 60 分前までに，PC受付（地下 2階）にて，発表データの試写確認なら

びに提出を行ってください．
（６）　 ご自身の PCを持参される場合は，試写確認後に発表会場内左手前方の PCオペレーショ

ンデスクにて PCをお預かりいたします．
（７）　作成されたデータファイルは「セッション番号演者名」としてください．
◇発表データを持ち込まれる方へ　（Windows のみ）
・Microsoft PowerPoint 2003/2007/2010 で作成し，次のOS標準フォントをご使用ください．
　［日本語］MSゴシック，MSPゴシック，MS明朝，MSP明朝
　 ［英語］Times New Roman，Arial，Arial Black，Arial Narrow，Century，Century Gothic，
Courier，Courier New，Georgia
・ アニメーション・動画は使用可能ですが，Windows（OS）及び Windows Media Player の初
期状態に含まれるコーデックで再生できる動画ファイルをお持ちください．
　動画ファイルはMPEG1 形式を推奨します．
・音声もご使用頂けます．
・ファイルサイズは動画ファイルを含め 700MB以内とします．
・ 発表に使用する PCの解像度はXGA（1,024 × 768）に統一しますので，ご使用の PCの解像
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度をXGAに合わせてからレイアウトをご確認ください．
・ メディアを介したウィルス感染の事例がありますので，最新のウィルスチェックソフトでス
キャンを行ってください．
・発表データは事務局で責任を持って消去いたします．
◇PCをご持参頂く方へ
・ 利用機種，OS，アプリケーションに制限はありませんが，D-sub15 ピンによるモニター出力
が必要です．一部のノートパソコンでは本体付属外部出力コネクターが必要な場合がございま
すので，必ず各自でご用意ください．
・動画・音声も使用可能ですが，PC受付にて必ず動作確認を行ってください．
・ 画面の解像度はXGA（1,024 × 768）に統一しますので，ご使用の PCの解像度をXGAに合
わせてからレイアウトをご確認ください．
・ スクリーンセーバー，省電力設定，ウィルスチェックならびに起動時のパスワードは予め解除
しておいてください．
・電源ケーブルを必ずご持参ください．バッテリーでのご使用はトラブルの原因となります．
・予備のバックアップデータを必ずお持ちください．
・ 発表終了後は会場内左手前方の PCオペレーションデスクにて PCをご返却致します．
　スペースの関係上，講演終了後は速やかにお引取りくださいますよう，お願いいたします．
３）　質疑応答について
（１）　 発表者は座長の指示に従い，所定のマイクで所属，氏名を明らかにして要領よく簡潔に質

疑を行ってください．
（２）　時間節約のため，発言される方はあらかじめ質問用のマイク付近にお越しください．

座長の先生方へ
課題口演座長の先生は，ご担当セッションの開始 20 分前までに所定の席（次座長席）にお越しく
ださい．
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一般口演発表

１．発表日時・会場
平成 23 年 5 月 20 日（金）13：00 ～ 15：00
　第 3会場（コスモス）（国際セッション）
平成 23 年 5 月 20 日（金）15：10 ～ 18：10
　第 2会場（ヒマワリ）
　第 3会場（コスモス）
平成 23 年 5 月 21 日（土）16：10 ～ 18：10
　第 3会場（コスモス）
平成 23 年 5 月 22 日（日）9：00 ～ 11：00
　第 3会場（コスモス）

２．発表方法
１）　口演発表について
（１）　口演発表は，発表 8分，質疑応答 2分です．質疑に関しては，座長の指示に従ってください．
（２）　 発表予定時刻 60 分前までに，PC受付（地下 2階）にて，発表データの試写確認ならび

に提出を行ってください．
（３）　その他の発表方法については，先の課題口演発表に準じます．
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ポスター発表

１．発表日時
平成 23 年 5 月 21 日（土）9：00 ～ 18：10
平成 23 年 5 月 22 日（日）9：00 ～ 13：10

２．会場
第 4会場（会議運営事務室）

３．発表方法
１）　展示について
21 日，22 日の 2日連続して展示していただきます．貼り替えはありません．
（１）　 ポスター発表の受付は，以下の日時に行います．会場受付に

て演題番号，所属，氏名を明示し，演題番号を記した名札を
受け取ってください．

　　　受付時間：平成 23 年 5 月 21 日（土）9：00 ～ 10：00
（２）　 展示用に，横 90 cm × 縦 180 cm の展示板を 1枚用意いた

します．
（３）　右図の網掛けの範囲内に展示してください．
（４）　 大会事務局で展示板に演題番号を用意します．演題，氏名，

所属は発表者自身が用意してください．また，ポスターの右
上隅に発表者の写真（L版）を掲示してください．

（５）　 ポスターの展示板への取り付けは画鋲を使用し，テープなど
の粘着テープは使用しないでください．

　　　画鋲は，会場に用意します．
２）　ポスター討論（質疑応答）について
（１）　質疑応答は，以下の時間に行います．
　平成 23 年 5 月 21 日（土）12：10 ～ 13：10
　　（演題番号末尾が奇数の演題）
　平成 23 年 5 月 22 日（日）12：10 ～ 13：10
　　（演題番号末尾が偶数の演題）
　ただし，国際セッションのポスター討論については，21 日（土）12：10 ～ 13：10 に行います．
（２）　 発表者は，上記の時間中ポスターの横に待機し，質疑応答を行ってください．また，この

時間内は発表者を区別しやすいように，名札を胸につけてください．
　　　不在時は，名札をポスターに留めて置いてください．

４．ポスターの掲示・撤去
１）　掲示は以下の期間中に行ってください．
平成 23 年 5 月 21 日（土）9：00 ～ 10：00
２）　撤去は，以下の期間に行ってください．
平成 23 年 5 月 22 日（日）13：10 ～ 14：10（14：10 以降は事務局で処分いたします）

20

20

160

30 90

演題
番号

演題・発表者名
　　・所属

単位 cm

5020

写真
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専門医ケースプレゼンテーション

１．発表日時
平成 23 年 5 月 21 日（土）
 9：00 ～ 18：10（展示）
平成 23 年 5 月 22 日（日）
 9：00 ～ 13：00（展示）
13：00 ～ 14：00（審査：1演題 30 分）

２．会場
第 5会場（ラン①）

３．発表方法
１）　展示について
（１）　 受付は，平成 23 年 5 月 21 日（土）

9：00 ～ 10：00 に行います．会場
受付にて演題番号，所属，氏名を
明示し，演題番号を記した名札を
受け取ってください．

（２）　 展示用に横180 cm×縦180 cmの展示板1枚と資料展示用テーブル1本を用意いたします．
（３）　右図の網掛けの範囲内に展示してください．
（４）　 大会事務局で展示板に演題番号を用意します．演題，氏名，所属は申請者が用意してくだ

さい．
（５）　 ポスターの展示板への取り付けは画鋲を使用し，テープなどの粘着テープは使用しないで

ください．
　　　画鋲は，会場に用意してあります．
２）　審査について
（１）　審査委員の指示に従い，10 分程度で説明を行ってください．
（２）　その後，申請者は，審査委員の質疑を受けてください．

４．ポスター発表の掲示・撤去
１）　掲示は，以下の期間中に行ってください．
平成 23 年 5 月 21 日（土）9：00 ～ 10：00

２）　撤去は，以下の期間に行ってください．
平成 23 年 5 月 22 日（日）14：00 ～ 15：00（15：00 以降は事務局で処分いたします）

20

20

160

30 180

演題
番号 演題・発表者名・所属

単位 cm

14020

写真
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社団法人日本補綴歯科学会 第120回記念学術大会 大会日程
2011年5月19日（木） 2011年5月20日（金）

第1会場 第2会場 第3会場 第4
会場

第5
会場

第6
会場

9:00 9:00

平成23年度
第1回定例総会
9:00～12：00

10:00 10:00

11:00 11:00

12:00 12:00

専門医筆記試験
12:00～12：50

13:00 13:00

シンポジウム1
『審美領域におけるインプラント

補綴のコンセンサス』

座長：小宮山彌太郎（東京支部）
　　　市川哲雄（徳島大）
シンポジスト：塩田　真（医歯大）
 石川知弘（東海支部）
 武田孝之（東歯大）

臨床スキルアップセミナー
『全部床義歯補綴を
首尾良く貫徹する方法』

座長：長岡英一（鹿児島大）
講師：河相安彦（日大松戸）
　　　越野　寿（北医療大）

国際セッション
一般口演発表（英語）
演題：1-3-1～1-3-3

広仁会館
（広島大学） 国際セッション

一般口演発表（英語）
演題：1-3-4～1-3-7

14:00

会務
連絡会
14:00～
15:00

14:00

国際セッション
一般口演発表（英語）
演題：1-3-8～1-3-11

15:00

平成
23年度
第1回
理事会
15:00～
18:00

15:00

課題口演
演題：1-1-1～1-1-3
（補綴歯科における）
治療効果の評価

一般口演
演題：1-2-1～1-2-4

有床義歯

一般口演
演題：1-3-12～1-3-15

ニューロサイエンス・口腔機能

一般口演
演題：1-2-5～1-2-8

有床義歯

一般口演
演題：1-3-16～1-3-19

ニューロサイエンス・口腔機能

16:00 16:00

課題口演
演題：1-1-4～1-1-6

（歯科補綴学に関連する）
バイオメカニクス・
メカノバイオロジー

一般口演
演題：1-2-9～1-2-12

有床義歯

一般口演
演題：1-3-20～1-3-23

バイオロジー17:00 17:00

課題口演
演題：1-1-7～1-1-9
（補綴歯科領域の）
トランスレーショナル

リサーチ

一般口演
演題：1-2-13～1-2-16
クラウンブリッジ

一般口演
演題：1-3-24～1-3-27
バイオマテリアル

18:00 18:00

19:00 19:00
懇親会（全員参加型）

19：00～21：00

（会場：ANAクラウンプラザホテル広島）
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メインテーマ「咬合・咀嚼が創る健康長寿－補綴歯科が発信するライフイノベーション－」
2011年5月21日（土）

第1会場 第2会場 第3会場 第4
会場

第5
会場

第6
会場

9:00

国際セッション招待講演
『Advancement of Prosthodontics

in Asian Countries』

座長：馬場一美（昭和大）
　　　前田芳信（大阪大）
講師：Dr. Richard Leesungbok
　　　(KAP, Korea)
　　　Dr. Wang Yining (CPS, China)
　　　Dr. Suhasini J. Nagda (IPS, India)

臨床リレーセッション1

『クラウンブリッジアップデート』

座長：松村英雄（日本大）
　　　宮内修平（関西支部）
講師：五味治徳（日歯大）
　　　船登彰芳（関西支部）
　　　川本善和（東京支部）
　　　柏田聰明（東京支部）

ジョイントシンポジウム1

『CAD/CAMからDigital Dentistryへ
―コンピュータを応用した
歯科治療の最前線―』

共催：日本歯科理工学会
　　　日本歯科技工学会
座長：末瀬一彦（大歯大）
　　　疋田一洋（北医療大）
基調講演：宮崎　隆（昭和大）
シンポジスト：中村隆志（大阪大）
　　　　　　　細川隆司（九歯大）
　　　　　　　増田長次郎（兵庫県）

ポ
ス
タ
ー
展
示

専
門
医
ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

企
業
展
示

10:00

11:00

理事長講演
『補綴歯科の歩みと未来』

座長：矢谷博文（大阪大）
講師：古谷野　潔（九州大）12:00

ポスター討論・奇数題（第4会場）

13:00

ポ
ス
タ
ー
展
示

14:00

メインシンポジウム
※同時通訳あり

『バイオエンジニアリングが拓く
補綴歯科イノベーション』

座長：赤川安正（広島大）
基調講演：西村一郎（UCLA, USA）
シンポジスト：鮎川保則（九州大）
　　　　　　　園山　亘（岡山大）
　　　　　　　江草　宏（大阪大）

臨床リレーセッション2※
『欠損歯列を読む：

治療結果に影響する因子を探る』

座長：前田芳信（大阪大）
　　　宮地建夫（東歯大）
講師：森本達也（東海支部）
　　　牛島　隆（九州支部）
　　　鷹岡竜一（東京支部）
　　　前田芳信（大阪大）

ジョイントシンポジウム2

『咀嚼機能検査に基づく
補綴歯科治療の確立に向けて』

共催：日本顎口腔機能学会
　　　日本口腔検査学会
座長：大川周治（明海大）
　　　栗原英見（広島大）
基調講演：井上　孝（東歯大）
シンポジスト：堀　一浩（新潟大）
　　　　　　　志賀　博（日歯大）
　　　　　　　服部佳功（東北大）

15:00

16:00

シンポジウム2

※同時通訳あり

『補綴歯科治療に潜むドグマ』

座長：矢谷博文（大阪大）
　　　佐藤博信（福歯大）
問題提起：水口俊介（医歯大）
　　　　　前川賢治（岡山大）
　　　　　小見山　道（日大松戸）
アンサー：Dr. Gunnar E. Carlsson
　　　　　(Univ. of Göteborg, Sweden)

臨床リレーセッション3

『パーシャルデンチャーを活かす
診断と設計』

座長：小出　馨（日歯大新潟）　　
　　　鈴木　尚（明海大）　
講師：斎藤純一（東北北海道支部）
　　　松田光正（九州支部）
　　　武藤晋也（東海支部）
　　　小出　馨（日歯大新潟）

一般口演
演題：2-3-1～2-3-4

ニューロサイエンス・口腔機能

一般口演
演題：2-3-5～2-3-8

ニューロサイエンス・口腔機能

17:00

一般口演
演題：2-3-9～2-3-12

インプラント18:00

19:00

※ 臨床リレーセッション2は専門医研修会参加として単位認定されます．
　ただし，臨床リレーセッション2と専門医研修会の両方に参加しても単位認定は1回（4単位）のみです．
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社団法人日本補綴歯科学会 第120回記念学術大会 大会日程
2011年5月22日（日）

第1会場 第2会場 第3会場 第4
会場

第5
会場

第6
会場

9:00

臨床リレーセッション4

『インプラントを用いた
欠損補綴歯科治療の展開』

座長：横山敦郎（北海道大）
　　　山根　進（九州大）
講師：飯島俊一（東歯大）
　　　日高豊彦（鶴見大）
　　　上田秀朗（福歯大）

ジョイントシンポジウム3

『介護予防に対する
補綴歯科の新たなチャレンジ』

共催：日本咀嚼学会
　　　日本老年歯科医学会
座長：小林義典（日歯大）
　　　森戸光彦（鶴見大）
基調講演：小坂　健（東北大）
シンポジスト：植田耕一郎（日本大）
 松山美和　（徳島大）
 吉田光由　（広島大）

一般口演
演題：3-3-1～3-3-3
クラウンブリッジ

ポ
ス
タ
ー
展
示

専
門
医
ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

企
業
展
示

一般口演
演題：3-3-4～3-3-7

ニューロサイエンス・口腔機能

広島県民文化センター
10:00

市民公開講座
10:00～12：15

『認知症予防の第1歩！
しっかり咀嚼するために
義歯やインプラント治療を』

座長：宮地建夫　（東歯大）
講師：小野塚　實（神歯大）
　　　川良美佐雄（日大松戸）
　　　小宮山彌太郎

（東京支部）

一般口演
演題：3-3-8～3-3-11

その他

11:00

特別講演
『新しい時代の医療・介護の連携』

座長：古谷野　潔（九州大）
講師：大島伸一（国立長寿医療
　　　研究センター総長）12:00

ポスター討論・偶数題（第4会場）

13:00

専
門
医
審
査表彰式

14:00

専門医研修会
『補綴歯科専門医に必要な

顎顔面補綴治療』
座長： 祇園白信仁（日本大）
講師： 後藤昌昭　（佐賀大）
　　 石上友彦　（日本大）

臨床リレーセッション5

『インプラントスタート
アップ』

座長：渡邉文彦
（日歯大新潟）

　　　萩原芳幸 （日本大）
講師：澤瀬　隆 （長崎大）
　　　小久保裕司 （鶴見大）
　　　友竹偉則 （徳島大）
　　　城戸寛史 （福歯大）

研究セミナー
『口腔と脳機能を語る―エビデンス
構築のためのクリティカルレビュー

とアクションプラン―』

座長：皆木省吾（岡山大）
　　　佐々木啓一（東北大）
クリティカルレビュー：
泰羅雅登 （医歯大），井上　誠 （新潟大）
アクションプラン案提示：
泰羅雅登 （医歯大），井上　誠 （新潟大），
木本克彦 （神歯大），服部佳功 （東北大），
志賀　博 （日歯大），豊下祥史 （北医療大）

15:00

16:00

17:00
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●広島大学（霞キャンパス）広仁会館
　5月19日（木）
　・会務連絡会
　・平成23年度第1回理事会

●広島国際会議場
　5月20日（金），21日（土），22日（日）

第1会場：地下1階　フェニックスホール
第2会場：地下2階　ヒマワリ
第3会場：地下2階　コスモス
第4会場：地下1階　会議運営事務室
第5会場：地下2階　ラン①
第6会場：地下2階　ダリア

　・平成23年度第1回定例総会（第1会場）
　・専門医筆記試験（第2会場）

●ANAクラウンプラザホテル広島
　5月20日（金）
　・懇親会（全員参加型）

●広島県民文化センター
　5月22日（日）
　・市民公開講座

メインテーマ「咬合・咀嚼が創る健康長寿－補綴歯科が発信するライフイノベーション－」
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The 120th Commemorative Scientifi c Meeting of Japan Prosthodontic Society

May 19 (Thu), 2011 May 20 (Fri), 2011

Room 1 Room 2 Room 3
Room

4
Room

5
Room

6
9:00 9:00

General Meeting
9:00～12:00

10:00 10:00

11:00 11:00

12:00 12:00

Written Exam 
for Specialists

12:00～12:50

13:00 13:00

Symposium 1

"Consensuses on 
Implant Restoration in 

Aesthetic Zone"

Clinical Skill-up
 Seminar

"Methods of Accomplishing 
Successfully Clinical 

Procedures for Complete 
Denture Treatment"

International Session

Oral Presentation (English)

1-3-1～1-3-3

Koujin 
Conference Hall
（Hiroshima
　  University） International Session

Oral Presentation (English)

1-3-4～1-3-7

14:00

Executive
Board

Meeting

14:00～15:00

14:00

International Session

Oral Presentation (English)

1-3-8～1-3-11
15:00

Board
Meeting

15:00～
18:00

15:00

Oral Presentation
Competition

1-1-1～1-1-3

Oral Presentation

1-2-1～1-2-4

Oral Presentation

1-3-12～1-3-15

Oral Presentation

1-2-5～1-2-8

Oral Presentation

1-3-16～1-3-19

16:00 16:00

Oral Presentation
Competition

1-1-4～1-1-6
Oral Presentation

1-2-9～1-2-12

Oral Presentation

1-3-20～1-3-2317:00 17:00

Oral Presentation
Competition

1-1-7～1-1-9

Oral Presentation

1-2-13～1-2-16

Oral Presentation

1-3-24～1-3-27

18:00 18:00

19:00 19:00

Get-together with Dinner

19:00～21:00
(ANA CROWNE PLAZA HOTEL HIROSHIMA)



― 23 ―

Main Theme "A Healthy Long Life Built by Mastication and Occlusion -Prosthodontics Creates Life Innovation-"

May 21 (Sat), 2011

Room 1 Room 2 Room 3
Room

4
Room

5
Room

6
9:00

International Invited 
Session

"Advancement of Prosthodontics 
in Asian Countries"

Speakers: 
Dr. Richard Leesungbok (KAP, Korea)
Dr. Wang Yining (CPS, China)
Dr. Suhasini J Nagda (IPS, India)

Clinical Lecture Series 1

"Crown and Bridge Prosthodontic 
Technique Update"

Joint Symposium 1

"Digital Dentistry Based on
CAD/CAM System

―The Forefront of Dental 
Treatment Supported by 

Computer―"
Co-organized by: 

The Japanese Society for Dental 
Materials and Devices,
Nippon Academy of Dental Technology

P
o

ste
r P

re
se

n
ta

tio
n

S
p

e
cia

list A
p

p
lica

n
ts C

a
se

 P
re

se
n

ta
tio

n

E
x
h

ib
itio

n

10:00

11:00

President's Keynote 
Lecture

"Past and Future of 
Prosthodontics"12:00

Poster Discussion (odd number) Room 4

13:00

P
o

ste
r P

re
se

n
ta

tio
n

14:00

Main Symposium

"Innovation of Prosthodontic 
Care Based on Cutting-edged 

Bioengineering"
Keynote Lecturer: 

Dr. Ichiro Nishimura (UCLA, USA)

Simultaneous translation available

Clinical Lecture Series 2

"How to Evaluate the Partially 
Edentulous Dental Arch?
Factors Influencing the 

Prognosis and Outcome with 
Prosthodontic Interventions"

Joint Symposium 2

"Towards the Establishment of 
Prosthetic Dental Treatment 

Based on Examining Masticatory 
Function"

Co-organized by: 
Japanese Society of Stomatognathic 
Function,
Japanese Society for Evidence and 
the Dental Professional

15:00

16:00

Symposium 2

"Dogmas in Prosthodontic 
Treatment"

Answer:
Dr. Gunnar E. Carlsson
(Univ. of Göteborg, Sweden)

Simultaneous translation available

Clinical Lecture Series 3

"Revisits to Partial Denture: 
Its Diagnosis and Treatment 

Strategy"

Oral Presentation

2-3-1～2-3-4

Oral Presentation

2-3-5～2-3-8

17:00

Oral Presentation

2-3-9～2-3-1218:00

19:00
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The 120th Commemorative Scientifi c Meeting of Japan Prosthodontic Society

May 22 (Sun), 2011

Room 1 Room 2 Room 3
Room

4
Room

5
Room

6
9:00

Clinical Lecture 
Series 4

"Development of 
Prosthodontic 

Treatments for Missing 
Teeth Using Dental 

Implants"

Joint Symposium 3

"New Challenge of 
Prosthodontics for 

Minimizing Nursing Care 
Needs"

Co-organized by: 
Japanese Society for 
Mastication Science and 
Health Promotion,
Japanese Society of 
Gerodontology

Oral Presentation

3-3-1～3-3-3

P
o

ste
r P

re
se

n
ta

tio
n

S
p

e
cia

list A
p

p
lica

n
ts C

a
se

 P
re

se
n

ta
tio

n

E
x
h

ib
itio

n

Oral Presentation

3-3-4～3-3-7

Hiroshima Prefectural 
Culture Center

10:00

Health Lecture for 
Citizen

10:00～12:15
"Impact of Denture and 
Implant Treatment on 
Dementia Prevention"

Oral Presentation

3-3-8～3-3-11

11:00

Plenary Lecture

"Cooperation between 
Medical Care and 

Long-term Care in the 
New Era"12:00

Poster Discussion (even number) Room 4

13:00

A
p

p
lica

n
ts 

E
x
a
m

in
a
tio

nAward Ceremony

14:00

Prosthodontic 
Specialist Seminar

"Required the Clinical 
Skill about Maxillofacial 
Prosthetic Treatment for 
Prosthetic Specialists"

Clinical Lecture 
Series 5

"Start Up Implant Clinic
Attentions of 

Introducing Implant 
Clinic to Dental 

University or College by 
Prosthodontic 
Department"

Research Seminar

"Interactive Function of 
Brain and 

Stomatognathic System
―Critical Review and 

Action Plan for Braiding 
Evidence―"

15:00

16:00

17:00
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•International Conference Center Hiroshima

  May 20(Fri) – 22(Sun), 2011

Room 1: Phoenix Hall (B1F)
Room 2: International Conference Hall “Himawari” (B2F)
Room 3: Medium Conference Room “Cosmos” (B2F)
Room 4: Conference Management Room (B1F)
Room 5: Small Conference Room “Ran①” (B2F)
Room 6: Large Conference Room “Dahlia” (B2F)

General Meeting (Room1)
Written Exam for Specialists (Room2)

•ANA Crowne Plaza Hotel Hiroshima
  May 20(Fri), 2011

Get-together with Dinner

•Hiroshima Prefectural Culture Center
  May 22(Sun), 2011

Health Lecture for Citizen

Main Theme "A Healthy Long Life Built by Mastication and Occlusion -Prosthodontics Creates Life Innovation-"
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■ メインテーマ

「咬合・咀嚼が創る健康長寿―補綴歯科が発信するライフイノベーション―」

■ 特別講演 5月 22日（日）第 1会場　11：10～ 12：10

新しい時代の医療・介護の連携
座長：古谷野　潔 （九州大）
講師：大島伸一　 （独立行政法人国立長寿医療研究センター総長）

日歯生涯研修事業用研修コード 2109

超高齢社会を迎えた我が国にあって，高齢者に対する医療は，「疾病を治す」から「QOLを維持する」医
療へと大きな転換を迫られています．我々は常々，補綴歯科治療はQOLの向上に役立つと主張してきま
した．しかし一方で，いかに「治す」かに腐心し，高度で精緻な技術を尊んできたのも事実です．本講演
を，我々が今後目指すべき方向性をあらためて見つめ直す機会にしていただきたいと思います．
 （座長　古谷野　潔）

■ 国際セッション招待講演 5月 21日（土）第 1会場　9：00～ 10：45

Advancement of Prosthodontics in Asian Countries
座長：馬場一美（昭和大）
　　　前田芳信（大阪大）
講師：Richard Leesungbok （Korean Academy of Prosthodontics, Korea）
　　　Wang Yining （Chinese Prosthodontic Society, China）
　　　Suhasini J. Nagda （Indian Prosthodontic Society, India）

日歯生涯研修事業用研修コード 2699

本セッションでは交流協定に基づいて日本補綴歯科学会と学会間学術交流を行ってきた韓国補綴歯科学会
（Korean Academy of Prosthodontics; KAP），中国補綴歯科学会（Chinese Prosthodontic Society; CPS），
ならびにインド補綴歯科学会（Indian Prosthodontic Society; IPS）から演者を招き，各学会において推
進されている歯科補綴学のトピックを紹介していただき，学会間学術交流の推進を図る．
 （座長　馬場一美，前田芳信）

社団法人日本補綴歯科学会 第 120 回記念学術大会
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■ 理事長講演 5月 21日（土）第 1会場　11：10～ 12：10

補綴歯科の歩みと未来
座長：矢谷博文 （大阪大）
講師：古谷野　潔 （九州大）

日歯生涯研修事業用研修コード 2699

本年 4月から，古谷野　潔・九州大学教授が理事長に就任され，新執行部のもと活動を開始しております．
佐々木啓一前理事長に次ぐ若い理事長の誕生です．そこで，今後 2年間の活動方針等を伺います．選挙時
の氏の所信表明を見ると，原点への回帰，臨床的視点の重視，国民に貢献する専門医制度の展開，学術的
基盤の整備と発信，世界に向けた国際交流の展開，透明性の高い学会運営が謳ってあります．なかでも世
界に多くの知己を持つ氏のリーダーシップによる国際交流の発展に期待するところ大です．会員の皆様に
おかれましては，是非とも会場に足をお運びいただき，若さと希望に溢れるご講演をお聞きください．
 （座長　矢谷博文）

＊ 海外からの特別講演者の西村一郎教授（UCLA）とGunnar E. Carlsson名誉教授（University of Göteborg）
にコメントをいただく予定です．

■ メインシンポジウム 5月 21日（土）第 1会場　14：00～ 16：00

バイオエンジニアリングが拓く補綴歯科イノベーション
座長：　　　　赤川安正（広島大）
基調講演：　　西村一郎（UCLA，USA） 「歯科補綴バイオエンジニアリング」
シンポジスト：鮎川保則（九州大） 「臨床ニーズに即した骨再生のストラテジー」
　　　　　　　園山　亘（岡山大） 「自己組織幹細胞による歯の機能再生」
　　　　　　　江草　宏（大阪大） 「歯肉を iPS 細胞源とする補綴歯科治療の可能性」

日歯生涯研修事業用研修コード 3199

バイオエンジニアリングの進歩は目覚ましく，これを基盤として補綴歯科治療のよりよい予後と患者の
QOL，健康長寿につながる材料や治療技術のイノベーションを推進しなければならない．「ベンチからク
リニック」への流れを加速すべく，このバイオエンジニアリングの研究動向の最前線をUCLA西村教授
の基調講演と 3名のシンポジストの研究成果の議論から明らかにし，補綴歯科のイノベーションに向けて
の方向性を提示したい． （座長　赤川安正）
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■ シンポジウム 1 5月 20日（金）第 1会場　13：00～ 15：00

審美領域におけるインプラント補綴のコンセンサス
座長：　　　　小宮山彌太郎（東京支部）
　　　　　　　市川哲雄　　（徳島大）
シンポジスト：塩田　真　　（医歯大） 「審美領域における上部構造の設計指針」
　　　　　　　石川知弘　　（東海支部）  「審美インプラント治療における，硬組織，軟組織の

 三次元的なマネージメント」
　　　　　　　武田孝之　　（東歯大臨床教授）
 「長期予後から見る成功の条件」

日歯生涯研修事業用研修コード 2609

歯科治療に対する患者の要求も多様化し，より高度な結果を求める傾向にあります．ことに審美領域では，
一歩誤ると患者の満足が得られないばかりか，周囲組織に大きな欠損をきたすなど，その問題は大きくな
りがちです．本シンポジウムでは，難易度が高い審美領域での治療が，長期間にわたり患者のQOLの改
善に寄与するための要点を経験豊かなお三方から提示していただき，まとめたいと考えます．
 （座長　小宮山彌太郎，市川哲雄）

■ シンポジウム 2 5月 21日（土）第 1会場　16：10～ 18：10

補綴歯科治療に潜むドグマ
座長：　　矢谷博文　（大阪大）
　　　　　佐藤博信　（福歯大）
問題提起：水口俊介　（医歯大）  「補綴装置製作に関するドグマ―全部床義歯の製作法，特に印象

 法について―」
　　　　　前川賢治　（岡山大）  「咬合に関するドグマ―治療的咬合（Therapeutic Occlusion）を

 現時点ではどのようにとらえるか？―」
　　　　　小見山　道（日大松戸）  「顎関節症（TMD）に関するドグマ―顎関節症の治療における

 補綴歯科治療の役割は何か―」
アンサー：Gunnar E. Carlsson（University of Göteborg, Sweden）

日歯生涯研修事業用研修コード 2899

未来の我が国の補綴歯科治療全体のレベルを引き上げるためには，偶然性の強い個人的経験や観察に基づ
く治療から，体系的に蓄積されたエビデンスに基づく治療へと転換し，患者中心の補綴歯科治療につなげ
ていかなければならない．本シンポジウムにおいては，補綴歯科臨床における臨床エビデンスに通暁して
いるイェテボリ大学名誉教授Gunnar Carlsson 先生をお迎えし，3名の先生方にそれぞれ異なる問題提起
を行っていただき，提起された問題に関して臨床エビデンスに基づいたアンサーをいただきながら，補綴
歯科治療におけるドグマを明らかにしていきたい． （座長　矢谷博文，佐藤博信）
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■ ジョイントシンポジウム 1 5月 21日（土）第 3会場　9：00～ 11：00

共催：日本歯科理工学会，日本歯科技工学会

CAD/CAMからDigital Dentistryへ―コンピュ―タを応用した歯科治療の最前線―
座長：　　　　末瀬一彦　（大歯大）
　　　　　　　疋田一洋　（北医療大）
基調講演：　　宮崎　隆　（昭和大） 「デジタルデンティストリーの変遷」
シンポジスト：中村隆志　（大阪大） 「最新のオールセラミックレストレーション」
　　　　　　　細川隆司　（九歯大）  「インプラント補綴治療介入におけるCTシミュレーション

 の活用」
　　　　　　　増田長次郎（兵庫県）  「ジルコニアを理解し，包括的に幅広く歯科臨床へ応用する」

日歯生涯研修事業用研修コード 3101

コンピュータ支援による歯科治療は安心・安全な医療を国民に提供できるとともに，術者側においては診
査・診断の確定，手術治療支援，治療効果の判定，補綴装置の生産性向上，作業環境の改善，確実な情報
伝達など多くの利点がある．補綴治療においてはデジタルデンティストリーを有効活用して，高精度・高
品質な補綴装置を提供するために歯科医師と歯科技工士が情報を共有し，同じ到達目標をもつというチー
ムアプローチを諮らなければならない． （座長　末瀬一彦，疋田一洋）

■ ジョイントシンポジウム 2 5月 21日（土）第 3会場　14：00～ 16：00

共催：日本顎口腔機能学会，日本口腔検査学会

咀嚼機能検査に基づく補綴歯科治療の確立に向けて
座長：　　　　大川周治（明海大）
　　　　　　　栗原英見（広島大）
基調講演：　　井上　孝（東歯大） 「歯科領域における臨床検査の確立―口腔医を目指して―」
シンポジスト：堀　一浩（新潟大） 「顎口腔機能検査の現状」
　　　　　　　志賀　博（日歯大） 「保険収載を見据えた咬合・咀嚼機能検査」
　　　　　　　服部佳功（東北大） 「咀嚼機能検査に残された課題」

日歯生涯研修事業用研修コード 2399

咀嚼機能検査法の確立と実用化は，補綴歯科治療を的確に行う上で極めて重要です．しかし，咀嚼機能検
査法として種々の方法が報告されてきましたが，一般に普及しているとはいえません．そこで，本シンポ
ジウムでは 4人の先生方をお迎えして臨床検査法，特に咀嚼機能検査の現状と問題点，そして先進医療技
術として認可された有床義歯における咀嚼機能検査法の紹介とともに今後の展望についてご講演いただき
ます． （座長　大川周治，栗原英見）
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■ ジョイントシンポジウム 3 5月 22日（日）第 2会場　9：00～ 11：00

共催：日本咀嚼学会，日本老年歯科医学会

介護予防に対する補綴歯科の新たなるチャレンジ
座長：　　　　小林義典　（日歯大）
　　　　　　　森戸光彦　（鶴見大）
基調講演：　　小坂　健　（東北大） 「健康寿命と介護予防」
シンポジスト：植田耕一郎（日本大） 「口腔機能向上と補綴歯科」
　　　　　　　松山美和　（徳島大） 「介護予防としての「食べること」の支援
  ―補綴歯科と栄養の協同により目指すもの―」
　　　　　　　吉田光由　（広島市総合リハビリテーションセンター）
 「運動器の機能向上と補綴歯科」

日歯生涯研修事業用研修コード 2499

健康長寿の達成には介護予防が大きく関わる．「健康長寿と介護予防」について展望しながら，介護予防
の 3つの柱である口腔機能の向上，運動器の機能の向上および栄養改善に対して，現在補綴歯科との関わ
りがどこまで明らかにされていて，どのような因果関係が想定されるか，今後の行うべき研究とはなにか，
などについて議論し，健康長寿に貢献する補綴歯科の新たなチャレンジについて提言したい．
 （座長　小林義典，森戸光彦）

■ 研究セミナー 5月 22日（日）第 3会場　14：00～ 16：00

口腔と脳機能を語る―エビデンス構築のためのクリティカルレビューとアクションプラン―
座長：　　　　　　　　　皆木省吾　（岡山大）
　　　　　　　　　　　　佐々木啓一（東北大）
クリティカルレビュー：　泰羅雅登　（医歯大） 「脳機能と咀嚼システムの統合的理解のために」
　　　　　　　　　　　　井上　誠　（新潟大）  「「咀嚼」から「統合された咀嚼・嚥下」機能の理

 解のために」
アクションプラン案提示：泰羅雅登　（医歯大）
　　　　　　　　　　　　井上　誠　（新潟大）
　　　　　　　　　　　　木本克彦　（神歯大）
　　　　　　　　　　　　服部佳功　（東北大）
　　　　　　　　　　　　志賀　博　（日歯大）
　　　　　　　　　　　　豊下祥史　（北医療大）

日歯生涯研修事業用研修コード 2499

咀嚼などの口腔機能の遂行が脳機能を賦活し，健康の向上に関わっているという知見が集積されつつあり
ます． この領域にさらなるエビデンスを構築するには，歯学，脳科学，生命科学など幅広い観点から『脳
機能と咀嚼・口腔機能の相互連関の統合的理解』というテーマのもとに学会をあげて研究を進めることが
期待されます．学会としての研究協力の進むべき方向性を議論する場として，ディスカッションが進めら
れればと思います． （座長　皆木省吾，佐々木啓一）
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■ 臨床スキルアップセミナー 5月 20日（金）第 2会場　13：00～ 15：00

全部床義歯補綴を首尾よく貫徹する方法
座長：長岡英一（鹿児島大）
講師：河相安彦（日大松戸） 「無歯顎の印象採得を基本から再考する」
　　　越野　寿（北医療大） 「複製義歯を利用した無歯顎補綴治療」

日歯生涯研修事業用研修コード 2608

全部床義歯補綴において，無歯顎者のほとんどがすでに義歯を使用していることから，使用中の義歯の不
具合の要因分析が重要である．要因としての義歯床の粘膜面と辺縁，人工歯の咬合関係と下顎位は，義歯
新製における歯科医にとって重要な技術である印象採得と咬合採得に係わる事項であり，これらの不具合
を改善するために用いられる複製義歯の活用も有用な技術である．本セミナーでは，印象採得の基本と複
製義歯の活用に焦点を当てる． （座長　長岡英一）

■ 臨床リレーセッション 1 5月 21日（土）第 2会場　9：00～ 11：00

クラウンブリッジアップデート
座長：松村英雄（日本大）
　　　宮内修平（関西支部）
講師：五味治徳（日歯大） 「ファイバー補強レジンブリッジ」
　　　船登彰芳（関西支部） 「補綴治療の一環としての歯周治療―歯周組織の安定を求めて―」
　　　川本善和（東京支部）  「接着と合着の選択基準―補綴装置の表面処理および仮着に対する

 注意点―」
　　　柏田聰明（東京支部）  「咬合崩壊を防ぐための補綴修復治療―超高齢社会で求められるパ

 ラダイムシフト―」
日歯生涯研修事業用研修コード 2607

本セッションでは，今日のクラウンブリッジの臨床展開に欠かせない接着，支台築造，オールセラミック
クラウン，歯周組織のマネージメント等の臨床について学ぶ．この分野に造詣が深く経験も豊富な先生方
に，研究データおよび長年の臨床経験に基づいた臨床展開について講演いただく．
 （座長　松村英雄，宮内修平）
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■ 臨床リレーセッション 2 5月 21日（土）第 2会場　14：00～ 16：00

欠損歯列を読む：治療結果に影響する因子を探る
座長：前田芳信（大阪大）
　　　宮地建夫（東歯大臨床教授）
講師：森本達也（東海支部） 「力の集中による欠損の進行」
　　　牛島　隆（九州支部） 「欠損歯列におけるリスク因子データの評価」
　　　鷹岡竜一（東京支部） 「それでもパーシャルデンチャーを選択するとき」
　　　前田芳信（大阪大）  「歯と顎堤の欠損の拡大に影響する因子：補綴装置装着後 5年以上

 の 80 症例の経過から」
日歯生涯研修事業用研修コード 2606

欠損歯列の話題は従来，ややもすると補綴装置の選択や設計や作り方に終始してきた．本来はどのような
病態レベルにあって，どちらに向おうとしているか，避けなければならない事態とはなにか，といった欠
損歯列の臨床評価が先行すべきではないだろうか．しかし実際には有効な評価法や指標が確立されている
ようには思えない．そこでこのセッションでは経過観察や臨床データからどのように欠損歯列を読むべき
なのかをテーマに採りあげた． （座長　前田芳信，宮地建夫）

■ 臨床リレーセッション 3 5月 21日（土）第 2会場　16：10～ 18：10

パーシャルデンチャーを活かす診断と設計
座長：小出　馨（日歯大新潟）
　　　鈴木　尚（明海大臨床教授）
講師：斎藤純一（東北北海道支部） 「補綴処置の第一歩は可逆的処置」
　　　松田光正（九州支部） 「インプラントを支台としたパーシャルデンチャーの臨床」
　　　武藤晋也（東海支部） 「パーシャルデンチャーの長期予後を見据えて」
　　　小出　馨（日歯大新潟） 「パーシャルデンチャーの問題点と予知性を高めるための解決策」

日歯生涯研修事業用研修コード 2606

欠損補綴治療における第 1選択はインプラントであり，治療費の出せる人はインプラントで，出せない人
がパーシャルデンチャーといった不可解な選択基準が一般臨床で拡大しつつあります．インプラントで対
応するよりもパーシャルデンチャーで対応する方が有利なケースやインプラントとの併用が有効なケース
について，その特徴と診断・設計基準，治療上の重要事項，さらに長期的なメインテナンスのポイントを
明確にするのがこのセッションの目的です． （座長　小出　馨，鈴木　尚）
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■ 臨床リレーセッション 4 5月 22日（日）第 1会場　9：00～ 11：00

インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展開
座長：横山敦郎（北海道大）
　　　山根　進（九州大臨床教授）
講師：飯島俊一（東歯大臨床教授） 　「インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展開」
　　　日高豊彦（鶴見大診療教授） 　「審美的インプラント修復におけるプロトコル」
　　　上田秀朗（福歯大臨床教授） 　 「咬合再構成における欠損補綴のデシジョンメーキング

 ―従来型とインプラントをどう使う―」
日歯生涯研修事業用研修コード 2609

オッセオインテグレーションの概念に基づくインプラントが補綴臨床に応用され，40 年以上が経過しま
した．機能回復や予後に関する多くの良好な報告がなされ，現在では欠損補綴治療の一選択肢として広く
普及しつつあります．本セッションにおいては，3名の講師にご登壇を願い，豊富な臨床例をご提示いた
だくとともに，インプラント上部構造に関する問題点と解決法，咬合再構成におけるインプラント，イン
プラント治療における審美的修復についてお話しを伺う予定です． （座長　横山敦朗，山根　進）

■ 臨床リレーセッション 5 5月 22日（日）第 2会場　14：00～ 16：00

インプラントスタートアップ―補綴学教室がインプラント治療を導入する際の注意点―
座長：渡邉文彦　（日歯大新潟）
　　　萩原芳幸　（日本大）
講師：澤瀬　隆　（長崎大） 「インプラントで補綴の幅を広げよう！」
　　　小久保裕司（鶴見大） 「インプラントスタートアップ」
　　　友竹偉則　（徳島大） 「当教室でのインプラント治療の変遷と現状」
　　　城戸寛史　（福歯大） 「補綴（入れ歯）科におけるインプラント治療」

日歯生涯研修事業用研修コード 2609

現在インプラント治療は各大学で行われているが，その出発点は補綴科，口腔外科，歯周科などそれぞれ
異なる．インプラント治療を大学病院で導入するためにはどのようなことが必要であるのか，どのような
症例からスタートすべきか，我々補綴医が埋入手術を行うべきか，また補綴関連のインプラント指導者の
育成はどのようにすべきかについて模索・検討することが本セッションの目的である．
 （座長　渡邉文彦，萩原芳幸）
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■ 専門医研修会 5月 22日（日）第 1会場　14：00～ 16：00

補綴歯科専門医に必要な顎顔面補綴治療
座長：祇園白信仁（日本大）
講師：後藤昌昭　（日本顎顔面補綴学会認定医，佐賀大学）
 「口腔外科医の立場から望む知識と技術」
　　　石上友彦　（日本顎顔面補綴学会認定医，日本大）
 「顎顔面補綴科医の立場から望む知識と技術」

日歯生涯研修事業用研修コード 2699

顎顔面補綴治療は補綴歯科専門医として必修の内容であるが，一般的な補綴治療とは異なり傾注した外科
的知識，柔軟な補綴思考および多くの他領域との連携が必要とされる．この度の専門医研修会においては，
補綴歯科専門医が知識としてあるいは術式として習得しておくべき基本的な要点について，日本顎顔面補
綴学会認定医としての口腔外科医と補綴科医の立場からの教育的な講演を組んでいます．
 （座長　祇園白信仁）

■ 市民公開講座 5月 22日（日）広島県民文化センター　10：00～ 12：15

認知症予防の第１歩！　しっかり咀嚼するために義歯やインプラント治療を
座長：宮地建夫　　（東歯大臨床教授）
講師：小野塚　實　（神歯大） 「噛むチカラで脳を守る」
　　　川良美佐雄　（日大松戸） 「よい義歯治療とは」
　　　小宮山彌太郎（東京支部） 「良いインプラント治療とは」

日歯生涯研修事業用研修コード 2499

元気で長生きをすることが，いま国民がもっとも願っていることです．咀嚼することが，認知という脳の
高次機能に関係することが明らかになっている現在，この「噛むこと」での脳神経ネットワークの活性を
ベースに，歯・歯列が欠損して噛めない人たちに提供する良い義歯治療とインプラント治療について，わ
かりやすく説明し，認知症にならないための補綴歯科の貢献を啓発する予定です． （座長　宮地建夫）
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第 1日目：5月 20日（金）［第 1会場］
■ 9 : 00～ 12 : 00　平成 23年度第 1回定例総会

■ 13 : 00～ 15 : 00　シンポジウム 1：審美領域におけるインプラント補綴のコンセンサス
座長： 　　　　小宮山彌太郎 （東京支部）
 　　　　市川哲雄　　  （徳島大）
シンポジスト：塩田　真　　  （医歯大）

　　　　　　　　「審美領域における上部構造の設計指針」
 　　　　石川知弘　　  （東海支部）

　　　　　　　　「 審美インプラント治療における，硬組織，軟組織
の三次元的なマネージメント」

 　　　　武田孝之　　  （東歯大臨床教授）
　　　　　　　　「長期予後から見る成功の条件」

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 15 : 10～ 16 : 10　課題口演：（補綴歯科における）治療効果の評価
 座長　馬場一美（昭和大）
日‒会場‒演題
1-1-1 7年間の縦断的研究による高齢者の口腔機能の変化と QOLとの関係
 ○榎木香織，池邉一典，松田謙一，吉田 実，前田芳信（大阪大）
1-1-2 インプラント義歯装着患者の残存歯の予後に関する 10年間の後ろ向きコホート研究
 ○山崎聖也，荒川　光，野田欣志，松香芳三，窪木拓男（岡山大）
1-1-3 症型分類に基づく補綴治療の妥当性に関する多施設共同研究─ベースラインの評価─
 ○會田英紀，木村　彩 1，佐々木啓一 2，佐藤裕二 3，石橋寛二 4，窪木拓男 1，馬場一美 3，秀島雅之 5，

小林　博 6，櫻井　薫 7，鱒見進一 8，越野　寿，平井敏博（北医療大，1岡山大，2東北大，3昭和大，
4岩手医大，5医歯大，6新潟大，7東歯大，8九歯大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2699

■ 16 : 10～ 17 : 10　課題口演： （歯科補綴学に関連する）バイオメカニクス・メカノバイオロジー
 座長　二川浩樹（広島大）
日‒会場‒演題
1-1-4 即時荷重の大きさの違いがインプラント周囲骨の反応に与える影響
 ○江﨑大輔，松下恭之，鮎川保則，松﨑達哉，古谷野　潔（九州大）
1-1-5 低強度・高周波振動刺激によるインプラント周囲骨の骨形成活性化に関する研究
 ○小川　徹，張　暁磊 *，Naert Ignace*，佐々木啓一，Duyck Joke* （東北大，* Department of 

Prosthetic Dentistry, BIOMAT Research Cluster, Katholieke Universiteit Leuven）
1-1-6 圧縮刺激が誘発する顎堤吸収機構の解明に向けた骨免疫学的アプローチ
 ○明石喜裕，江草　宏，矢谷博文（大阪大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2299
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■ 17 : 10～ 18 : 10　課題口演：（補綴歯科領域の）トランスレーショナルリサーチ
 座長　窪木拓男（岡山大）
日‒会場‒演題
1-1-7 ポリリン酸吸着連通多孔性アパタイトのインプラント周囲 GBR能
 ○竹下　亮，土井一矢，森田晃司，梶原志穂，久保隆靖，赤川安正（広島大）
1-1-8 カルシウム修飾チタンの創製と in vivo骨結合能評価
 ○坂口真実，都留寛治，鮎川保則，森山泰子，古谷野潔（九州大）
1-1-9 ALCAMを指標とした口腔組織からの骨前駆細胞の分取
 ○鎌田浩一，西村正宏 *，貞森紳丞，赤川安正（広島大，*長崎大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2299

第 1日目：5月 20日（金）［第 2会場］
■ 12 : 00～ 12 : 50　専門医筆記試験

■ 13 : 00～ 15 : 00　臨床スキルアップセミナー：全部床義歯補綴を首尾よく貫徹する方法
座長：長岡英一（鹿児島大）
講師：河相安彦（日大松戸）

「無歯顎の印象採得を基本から再考する」
　　　越野　寿（北医療大）

「複製義歯を利用した無歯顎補綴治療」
日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 15 : 10～ 15 : 50　一般口演：有床義歯 座長　原　哲也（岡山大）
日‒会場‒演題
1-2-1 オトガイ孔の三次元的な位置関係に関する研究
 ○佐々木　健，古屋純一，玉田泰嗣，澤田　愛，横瀬隆夫，大久保卓也，織田展輔，近藤尚知，
 鈴木哲也（岩手医大）
1-2-2 がん終末期医療における歯科介入：義歯治療について
 ○向山　仁（横浜市立みなと赤十字病院歯科口腔外科）
1-2-3 実験的口蓋床装着時の発話能力評価に会話明瞭度自動検査システムを用いた研究
 ○服部麻里子，隅田由香，谷口　尚（医歯大）
1-2-4 大臼歯歯頸線から外斜線および顎舌骨筋線までの距離─下顎義歯床翼長の評価への応用─
 ○敦井智賀子，櫻井直樹，伊藤恭輔，影山幾男 *，野村修一（新潟大，*日歯大新潟）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608
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■ 15 : 50～ 16 : 30　一般口演：有床義歯 座長　北川　昇（昭和大）
日‒会場‒演題
1-2-5 下顎片側遊離端義歯における支台歯の挙動─片側義歯における双子鉤改変の効果─
 ○関根貴仁，大野敦司，早田幸夫，山内貴子，鈴木文章，山森徹雄，近江谷尚紀 *，田中義博 *，

清野和夫（奥羽大，*東北・北海道支部）
1-2-6 全部床義歯装着の有無が中咽頭の三次元的形態に与える影響
 ○玉田泰嗣，古屋純一，阿部里紗子，山本尚徳，原　淳，野村太郎，織田展輔，鈴木哲也（岩手医大）
1-2-7 口蓋形態が全部床義歯のひずみに及ぼす影響
 ○高橋利士，権田知也，富田章子，水野遥子，高垣喬三，藤浪陽三，前田芳信（大阪大）
1-2-8 義歯支持粘膜の性状が疼痛閾値に及ぼす影響
 ○磯部明夫，佐藤裕二，北川　昇，下平　修，原　聰，竹内沙和子（昭和大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 16 : 30～ 17 : 10　一般口演：有床義歯 座長　西　恭宏（鹿児島大）
日‒会場‒演題
1-2-9 粘弾性性質に基づく顎堤粘膜のバイオメカニクス
 ○小奈正弘，若林則幸，澤田　愛 *，渡辺竜登美 *，五十嵐順正，鈴木哲也 *（医歯大，*岩手医大）
1-2-10 義歯床用材料の表面摩擦感の客観的評価に関する研究
 ○河野健太郎，廣田正嗣，新保秀仁，村石絵麻，徳江　藍，早川　徹，大久保力廣（鶴見大）
1-2-11 弾性熱可塑性合成樹脂と軟質義歯裏装材の接着に関する研究
 ○北野展久，鈴木達也，徳江　藍，新保秀仁，大久保力廣（鶴見大）
1-2-12 弾性熱可塑性合成樹脂義歯（ノンクラスプデンチャー）のアンケート調査
 ○鈴木達也，新保秀仁，北野展久，佐藤　薪，川井善之，神吉ゆかり，大久保力廣（鶴見大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2608

■ 17 : 10～ 17 : 50　一般口演：クラウンブリッジ 座長　清水博史（福歯大）
日‒会場‒演題
1-2-13 純チタンとレジンセメントの接着におけるプラズマ処理の効果
 ○江越貴文，添野光洋，平　曜輔，澤瀬　隆（長崎大）
1-2-14 ジルコニアオールセラミッククラウンの破折への対策に関する研究
 ○新田　悟，松永興昌，佐々木　碧，片渕三千綱，大郷友規，後藤加寿子，松浦尚志，松家茂樹，

佐藤博信（福歯大）
1-2-15 歯冠用硬質レジンとレーザー焼結した Co-Cr合金との引張り強さ
 ○村冨隆太，鎌田幸治，樋口鎮央 *，平　曜輔，澤瀬　隆（長崎大，*和田精密歯研）
1-2-16 レジン削片が糖尿病マウスの歯周組織に与える影響について─病理組織学的検討─
 ○村守樹理，若見昌信，宇都宮忠彦，内田貴之，竹林千賀子，伊藤孝訓，山本浩嗣，
 會田雅啓（日大松戸）

日歯生涯研修事業用研修コード　2607
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第 1日目：5月 20日（金）［第 3会場］
■ 13 : 00～ 13 : 40　Oral Presentation: International Session 座長　大久保力廣（鶴見大）
日‒会場‒演題
1-3-1 Towards the Establishment of a Three-Dimensional Finite Element Model that can Elucidate the Mechanism 

of Bone Loss around Failing Implants
 Stegaroiu R, Takano R, Kurokawa K（Niigata University）
1-3-2 Signifi cance of the Main Occluding Area in Implant Treatment
 Goto T, Nishinaka H, Kashiwabara T, Tomotake Y, Nagao K, Ichikawa T（The University of Tokushima）
1-3-3 Effects of Splinted or Unsplinted Implants with Bar or Ball Attachments on Stress Distribution of Maxillary 

Implant-supported Overdentures in Vitro
 Haruta A, Matsushita Y, Tsukiyama Y, Yamada A, Koyano K（Kyushu University）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 13 : 40～ 14 : 20　Oral Presentation: International Session

 座長　尾澤昌悟（愛院大）
日‒会場‒演題
1-3-4 Oral Health Related Quality of Life in Patients Treated by Implant Supported Fixed Dentures and Removable 

Partial Dentures
 Hiroaki Tsukasaki, Chisako Furuyama, Masayuki Takaba, Mika Inukai*, Yoshimasa Igarashi*, 
 Kazuyoshi Baba（Showa University, *Tokyo Medical Dental University）
1-3-5 Implant Placement in esthetic zone
 Jigna Shah（Government Medical College, India）
1-3-6 Comparison of Analysis of Surface Topography, Histomorphometry and Removal Torque between the Laser 

Etched Implant and the Mg-incorporated Oxidized Implant in the Rabbit Femur
 Sang-Hwan Kang（The Graduate School of Kyungbook Uviversity, Korea）
1-3-7 Effect of Histone Deacetylase Inhibitor on Bone Regeneration in Rat
 Rashid MD. Mamunur, Yosuke Akiba, Masaru Kaku, Masako Nagasawa and Katsumi Uoshima（Niigata 

University）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 14 : 20～ 15 : 00　 Oral Presentation: International Session 座長　魚島勝美（新潟大）
日‒会場‒演題
1-3-8 Anti-infection Capability of Anti-oxidant Amino Acid Derivative on Bone Biomaterial
 Masahiro Yamada, Kaoru Sakurai（Tokyo Dental College）
1-3-9 Intermittent PTH Therapy Accelerates the Healing of Tooth Extraction Sockets and Preserves the Alveolar 

Ridge
 Junro Yamashita（University of Michigan, USA）
1-3-10 Comparative Speech Analysis of Patients Affected with Acquired Hard and Soft Palate Defects
 Darshana N Shah（Ahmedabad Dental College & Hospital, India）
1-3-11 Causal Affect of Earrings for Pierced Ears on Dental Metal Allergy
 Hosoki M, Satsuma T, Nishigawa K, Takeuchi H, Kanbara S, Kamiryou T*, Kubo Y, Bando E（The 

University of Tokushima, *Kansai Branch）

日歯生涯研修事業用研修コード　2299
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■ 15 : 10～ 15 : 50　一般口演：ニューロサイエンス・口腔機能
 座長　池田和博（北海道医療大）
日‒会場‒演題
1-3-12 唾液ストレスマーカーによるストレス耐性評価─みつばち産品摂取の効果─
 ○伊東佑記，高橋英敬，牧野路子，正木千尋，中本哲自，細川隆司（九歯大）
1-3-13 チューイング時間が唾液中ストレスマーカーに及ぼす影響
 ○佐々木啓充，田坂彰規，竹内　快，吉井崇之，添田亮平，杉山哲也，櫻井　薫（東歯大）
1-3-14 ガム咀嚼が脳機能に及ぼす影響─正常有歯顎者と部分床義歯装着者の比較─
 ○松田梨沙，諸熊正和，米山喜一，岡本直子，細井紀雄，大久保力廣（鶴見大）
1-3-15 脳梗塞モデルラットにおける神経栄養因子発現への咀嚼の効果
 ○佐々木みづほ，豊下祥史，渡部真也，川西克弥，會田英紀，橋川美子 *，小西洋次 **，
 伊東由紀夫 **，越野　寿，平井敏博（北医療大，*九州支部，**東北・北海道支部）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 15 : 50～ 16 : 30　一般口演：ニューロサイエンス・口腔機能
 座長　築山能大（九州大）
日‒会場‒演題
1-3-16 心拍数変動をトリガーとする電気刺激を用いた睡眠時ブラキシズムの能動的抑制
 ○角谷誠和，瑞森崇弘，小林靖宜，稲野眞治，村嶋史子，矢谷博文（大阪大）
1-3-17 頭位の側方傾斜が顆頭位に及ぼす影響
 ○中島　優，小出　馨，佐藤利英，近藤敦子，浅沼直樹，水橋　史，高橋　睦，西川正幸，
 荒川いつか，小出勝義（日歯大新潟）
1-3-18 間欠性ロック症例に対する補綴学的対応─病状と咬合状態および症状の変化との関連─
 ○浅野惇太，佐久間重光，森　隆司，安藤清文，池田大恵，尾関万里奈，服部豪之，山本　尚，
 藤原道夫，伊藤　裕（愛院大）
1-3-19 睡眠時下顎安静状態における顎位と咬筋活動
 ○鈴木善貴，大倉一夫，重本修伺，安陪　晋，山本修史，薩摩登誉子，野口直人，中村真弓，
 坂東永一（徳島大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 16 : 30～ 17 : 10　一般口演：バイオロジー 座長　西村正宏（長崎大）
日‒会場‒演題
1-3-20 マウス骨芽細胞様細胞における低周波変動磁場に対する遺伝子応答
 ○福澤　蘭，尾澤昌悟，久保勝俊，杉田佳彦，前田初彦，田中貴信（愛院大）
1-3-21 イヌの口腔粘膜線維芽細胞と rhBMP-2を利用した骨再生療法の基盤研究
 ○梅原康佑，五十嵐順正，山口　朗（医歯大）
1-3-22 飼料性状の違いが老化促進モデルマウス P8の学習記憶能力に経時的に及ぼす影響
 ○尾関　創，横山　隆，加藤大輔，柴田紀幸，足立　充，土屋智昭，阿部亜希子，村上　弘，
 伊藤　裕（愛院大）
1-3-23 長期間咬合支持を喪失させたラットにおける咬合支持の回復が空間認知能に及ぼす影響
 ○坂本隼一，原　哲也，黒住明正，岡　森彦，黒田知沙，河田かずみ，荒木大介，飯田祥与，
 皆木省吾（岡山大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2499
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■ 17 : 10～ 17 : 50　一般口演：バイオマテリアル 座長　木本　統（日大松戸）
日‒会場‒演題
1-3-24 義歯床用レジンの機械的性質に及ぼす PMMA粒子分子量の影響
 ○川口智弘，Lippo V.J. Lassila*，徳江　藍，Pekka K. Vallittu*，髙橋　裕 **（鶴見大，*トゥルク大，

**福歯大）
1-3-25 硬質リライン材の曲げ強さおよび動力学的性質に及ぼすフッ素系モノマー添加の効果
 ○吉田和弘，黒木唯文，中村康司，渡邊郁哉，村田比呂司（長崎大）
1-3-26 片側遊離端欠損における各種部分床義歯設計の力学的検討
 ○神原　亮，中村好徳，増田達彦，大野芳弘，熊野弘一，田中貴信（愛院大）
1-3-27 ラット頭蓋骨欠損モデルにおける抜去歯の骨補填材としての効果の検討
 ○松川良平，近藤ゆかり，尾澤昌悟，宮田也寸紘，小島規永，田中貴信，水谷　誠，大野紀和（愛院大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2299

第 2日目：5月 21日（土）［第 1会場］
■ 9 : 00～ 10 : 45　国際セッション招待講演：
 Advancement of Prosthodontics in Asian Countries

座長：馬場一美 （昭和大）
前田芳信 （大阪大）

講師：Richard Leesungbok （Korean Academy of Prosthodontics, Korea）
　　　Wang Yining （Chinese Prosthodontic Society, China）
　　　Suhasini J. Nagda （Indian Prosthodontic Society, India）

日歯生涯研修事業用研修コード　2699

■ 11 : 10～ 12 : 10　理事長講演：補綴歯科の歩みと未来
座長：矢谷博文　 （大阪大）
講師：古谷野　潔（九州大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2699

■ 14 : 00～ 16 : 00　メインシンポジウム： バイオエンジニアリングが拓く
補綴歯科イノベーション

座長：　　　　赤川安正（広島大）
基調講演：　　西村一郎（UCLA, USA）

　　　　「歯科補綴バイオエンジニアリング」
シンポジスト：鮎川保則（九州大）

　　　　「臨床ニーズに即した骨再生のストラテジー」
　　　　　　　園山　亘（岡山大）

　　　　「自己組織幹細胞による歯の機能再生」
　　　　　　　江草　宏（大阪大）

　　　　「歯肉を iPS細胞源とする補綴歯科治療の可能性」
日歯生涯研修事業用研修コード　3199
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■ 16 : 10～ 18 : 10　シンポジウム 2：補綴歯科治療に潜むドグマ
座長：　　矢谷博文　 （大阪大）
　　　　　佐藤博信　 （福歯大）
問題提起：水口俊介　 （医歯大）

　　　「 補綴装置製作に関するドグマ─全部床義歯の製作法，特に印
象法について─」

　　　　　前川賢治　 （岡山大）
　　　「 咬合に関するドグマ─治療的咬合（Therapeutic Occlusion）を

現時点ではどのようにとらえるか？─」
　　　　　小見山　道（日大松戸）

　　　「 顎関節症（TMD）に関するドグマ─顎関節症の治療におけ
る補綴歯科治療の役割は何か─」

アンサー：Gunnar E. Carlsson（University of Göteborg, Sweden ）
日歯生涯研修事業用研修コード　2899

第 2日目：5月 21日（土）［第 2会場］
■ 9 : 00～ 11 : 00　臨床リレーセッション 1：クラウンブリッジアップデート

座長：松村英雄（日本大）
　　　宮内修平（関西支部）
講師：五味治徳（日歯大）

「ファイバー補強レジンブリッジ」
　　　船登彰芳（関西支部）

「補綴治療の一環としての歯周治療～歯周組織の安定を求めて～」
　　　川本善和（東京支部）

「接着と合着の選択基準─補綴装置の表面処理および仮着に対する注
意点─」

　　　柏田聰明（東京支部）
「咬合崩壊を防ぐための補綴修復治療─超高齢社会で求められるパラ
ダイムシフト─」

日歯生涯研修事業用研修コード　2607

■ 14 : 00～ 16 : 00　臨床リレーセッション 2：
 欠損歯列を読む：治療結果に影響する因子を探る

座長：前田芳信（大阪大）
　　　宮地建夫（東歯大臨床教授）
講師：森本達也（東海支部）

「力の集中による欠損の進行」
　　　牛島　隆（九州支部）

「欠損歯列におけるリスク因子データの評価」
　　　鷹岡竜一（東京支部）

「それでもパーシャルデンチャーを選択するとき」
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　　　前田芳信（大阪大）
「歯と顎堤の欠損の拡大に影響する因子：補綴装置装着後 5年以上の

80症例の経過から」
日歯生涯研修事業用研修コード　2606

■ 16 : 10～ 18 : 10　臨床リレーセッション 3：パーシャルデンチャーを活かす診断と設計
座長：小出　馨（日歯大新潟）
　　　鈴木　尚（明海大臨床教授）
講師：斎藤純一（東北北海道支部）

「補綴処置の第一歩は可逆的処置」
　　　松田光正（九州支部）

「インプラントを支台としたパーシャルデンチャーの臨床」
　　　武藤晋也（東海支部）

「パーシャルデンチャーの長期予後を見据えて」
　　　小出　馨（日歯大新潟）

「パーシャルデンチャーの問題点と予知性を高めるための解決策」
日歯生涯研修事業用研修コード　2606

第 2日目：5月 21日（土）［第 3会場］
■ 9 : 00～ 11 : 00　ジョイントシンポジウム 1： CAD/CAMからDigital Dentistryへ

―コンピュータを応用した歯科治療の最前線―
共催：　　　　日本歯科理工学会，日本歯科技工学会

座長：　　　　末瀬一彦　 （大歯大）
　　　　　　　疋田一洋　 （北医療大）
基調講演：　　宮崎　隆　 （昭和大）

　　　　　「デジタルデンティストリーの変遷」
シンポジスト：中村隆志　 （大阪大）

　　　　　「最新のオールセラミックレストレーション」
　　　　　　　細川隆司　 （九歯大）

　　　　　「 インプラント補綴治療介入における CTシミュレーショ
ンの活用」

　　　　　　　増田長次郎（兵庫県）
　　　　　「ジルコニアを理解し，包括的に幅広く歯科臨床へ応用する」

日歯生涯研修事業用研修コード　3101
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■ 14 : 00～ 16 : 00　ジョイントシンポジウム 2：
 咀嚼機能検査に基づく補綴歯科治療の確立に向けて

共催：　　　　日本顎口腔機能学会，日本口腔検査学会

座長：　　　　大川周治（明海大）
　　　　　　　栗原英見（広島大）
基調講演：　　井上　孝（東歯大）

　　　　「歯科領域における臨床検査の確立─口腔医を目指して─」
シンポジスト：堀　一浩（新潟大）

　　　　「顎口腔機能検査の現状」
　　　　　　　志賀　博（日歯大）

　　　　「保険収載を見据えた咬合・咀嚼機能検査」
　　　　　　　服部佳功（東北大）

　　　　「咀嚼機能検査に残された課題」
日歯生涯研修事業用研修コード　2399

■ 16 : 10～ 16 : 50　一般口演：ニューロサイエンス・口腔機能
 座長　上田貴之（東歯大）
日‒会場‒演題
2-3-1 臼歯低位咬合における下顎の動態とスピーの弯曲について─矢状面図形上における検討─
 ○狩野　薫，大畑　昇 *（東北・北海道支部，*北海道大）
2-3-2 70歳の口腔機能と栄養摂取状態に関する実態調査
 ○猪俣千里，香川良介，池邉一典，岡田匡史，大久保公美 *，権藤恭之，前田芳信（大阪大，*東京大）
2-3-3 東京都在住の超高齢者の口腔関連 QOLと全身状態との関係
 ○福本宗子，飯沼利光，内藤善仁，近藤雄学，竹内　健，由木　智，新井康通 *，高山美智代 *，

広瀬信義 *，小宮山一雄，祇園白信仁（日本大，*慶應義塾大）
2-3-4 全身姿勢評価のための標準立位姿勢の確立─補綴治療が全身に及ぼす影響の評価基盤─
 ○川上滋央，坂本隼一，前田直人，森本雄太，玉田宜之，洲脇道弘，兒玉直紀，沖　和広，
 皆木省吾（岡山大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 16 : 50～ 17 : 30　一般口演：ニューロサイエンス・口腔機能
 座長　隅田由香（医歯大）
日‒会場‒演題
2-3-5 口腔周囲筋の筋力トレーニングが睡眠状態に及ぼす影響　第 1 報
 ○鈴木浩司，浅野　隆，渡辺愛斗，青野寛史，吉村万由子，永田綾子，高尾めぐみ，本木久絵，
 川良美佐雄（日大松戸）
2-3-6 クレンチング習癖者におけるバイオフィードバック訓練閾値設定に関する検討
 ○渡邉　明，飯塚知明，佐藤雅介，岩瀬直樹，猪野照夫，岡本和彦，藤澤政紀，金村清孝 *，
 田邉憲昌 *，石橋寛二 *（明海大，*岩手医大）
2-3-7 無歯顎者における嚥下動作と呼吸
 ○田中帝臣，西　恭宏，加地彰人，冨宿美紀，鎌下祐次，長岡英一（鹿児島大）
2-3-8 咀嚼運動時の咬筋における IL1の役割
 ○土谷昌広，米田博行，木山朋美，佐々木啓一（東北大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899
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■ 17 : 30～ 18 : 10　一般口演：インプラント 座長　武部　純（岩手医大）
日‒会場‒演題
2-3-9 低出力パルス超音波刺激が上顎洞底挙上術後の治癒に与える影響
 ○建部廣明，仲西康裕，松原秀樹，廣瀬由紀人，小林秀樹，越智守生（北医療大）
2-3-10 インプラント体の埋入方向と上部構造体の傾斜角度が周囲組織の力学的挙動に及ぼす影響
 ○山中大輔，大山哲生，石上友彦，中林晋也，内田天童，梅川義忠（日本大）
2-3-11 Cone-beam CTを用いたボクセル値によるインプラント 初期固定の予測
 ○磯田　桂，鮎川保則，築山能大，筑井　徹，十河基文 *，松下恭之，古谷野潔（九州大，*大阪大）
2-3-12 レーザー溶接カスタムアバットメントに関する研究　セメントと長径の違いによる接着強度
 ○尾崎隆海，鎌田政宣，錦織聡明，二瓶智太郎，渥美美穂子（神歯大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

第 2日目：5月 21日（土）［第 4会場］
■ポスター発表　21日　9 : 00～ 18 : 10，22日　9 : 00～ 13 : 10　2日間の掲示です .

 （討論　21 日　12 : 10～ 13 : 10）
 ＊演題番号末尾奇数の演題
 （討論　22 日　12 : 10～ 13 : 10）
 ＊演題番号末尾偶数の演題

■International Session
日‒会場‒演題
1-4-1 Relation between Aging and Exteroceptive Suppression Periods in the Masseter Muscle
 Ryoko Nagata, Osamu Komiyama, Takashi Iida, Takashi Asano, Hiroshi Suzuki, Ryuichi Takigawa, 

Hiroshi Aono, Toshikazu Kuroki, Misao Kawara（Nihon University School of Dentistry at Matsudo）
1-4-2 Stability and Stress Analysis of a Posterior Resin-bonded Fixed Partial Denture with Different Retainer 

Designs: A 3D Finite Element Study
 Jie Lin, Akikazu Shinya*, Daiichiro Yokoyama, Harunori Gomi, Akiyoshi Shinya（The Nippon Dental 

University; *University of Turku）
1-4-3 Analysis of Molecular Mechanism for Pathogenesis of Nickel Allergy
 Meinar Nur Ashrin, Watanabe Megumi, Ichikawa Tetsuo（The University of Tokushima）
1-4-4 Full Mouth Rehabilitation in Upper Arch with Implant Fixed Restorations
 Myung-Joo Kim, Woo-Taek Lee, Jae-Bong Lee, Jung-Suk Han, Seong-Joo Heo, Jai-Young Koak, 
 Seong-Hun Kim, Seong-Kyun Kim, Young-Jun Lim, Ho-Beom Kwon, In-Sung Yeo（Seoul National 

University）
1-4-5 Treatment of Partially Edentulous Patients with Implant-supported Fixed Prosthesis
 Jai-Young Koak, Myung-Joo Kim, Young-Jun Lim, Sung-Hun Kim, Seong-Kyun Kim, Jung-Suk Han, 
 Jai-Bong Lee, Seong-Joo Heo（Seoul National University）
1-4-6 The Enhancement of Bone Formation by Various Modifications of Biphasic Calcium Phosphate Bone 

Substitute
 Sungtae Kim（Yonsei University College of Dentistry）
■有床義歯
日‒会場‒演題
1-4-7 全部床義歯補綴学教育における同時中継講義システムの評価
 ○岩城麻衣子，金澤　学，木下淳博，須永昌代，安藤一夫，水口俊介（医歯大）
1-4-8 レーザー積層造形法を用いた全部床義歯用メタルフレームの作製
 ○金澤　学，今村宗一郎，水口俊介，野村直之，塙　隆夫（医歯大）
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1-4-9 下顎総義歯の歪み挙動に関する基礎的研究─咬合様式の違いによる影響─
 ○佐伯　啓行，木本　統，河相　安彦，菅野　京子，島　由樹，宗　邦雄（日大松戸）
1-4-10 全部床義歯補綴学実習におけるペインティング模型の効果
 ○荒川いつか，小出　馨，浅沼直樹，近藤敦子，佐藤利英，水橋　史，高橋　睦，中島　優，
 西川正幸，小出勝義（日歯大新潟）
1-4-11 CAD/CAM技術を応用した全部床義歯作製における顔貌シミュレーションシステム
 ○片瀬　洋，金澤　学，猪越正直，山本信太，平野滋三，水口俊介，片岡恵一，和田精二 *（医歯大，

*湘南工大）
1-4-12 総義歯補綴治療前後における咀嚼機能の客観的評価
 ○橋本　真，志賀　博，小林義典，荒川一郎，横山正起，中島邦久（日歯大）
1-4-13 試作クラスプコーティングレジンに関する研究─エーテル系ウレタン素材の接着強さ─
 ○濵坂弘毅，曽根峰世，栗原美詠，下川原　忍，豊田有美子，根来理沙，頼近　繁，　眞木信太郎，

西脇信文 *，戸辺武一 *，大川周治（明海大，*東関東支部）
1-4-14 ノンクラスプデンチャー用床用材料の適合性の検討
 ○宮永裕彰，安藤貴則，田内義人，岡田政俊 *，前田芳信（大阪大，*岡田歯科医院）
1-4-15 ノンクラスプデンチャー用床用材料の熱衝撃試験後の機械的性質
 ○濵中一平，清水博史，高橋　裕（福歯大）
1-4-16 熱可塑性ポリアミドナイロン製ノンクラスプデンチャーの設計と製作方法
 ○有田正博，鱒見進一，坂本文比古，古橋会治，堀　祥二，久保雅晴，安元和雄，和久田一成，
 岡吉哲生（九歯大）
1-4-17 支台歯荷重と義歯床下荷重に基づくノンクラスプデンチャーに関する考察
 ○依田信裕，渡辺　誠，末永華子，宮嶋一樹，千葉貴大，濱田泰三，佐々木啓一（東北大）
1-4-18 部分歯列欠損患者の咀嚼時顎筋活動の協調性に関する検討─義歯装着の効果について─
 ○神谷和伸，成田紀之，石井智浩，佐藤貴信，中村耕実，秦　由香里（日大松戸）
1-4-19 光重合パターンを用いた部分床義歯フレームワークの製作
 ○高市敦士，若林則幸，上條真吾，村上奈津子，豊嶋悠輔，松原　恒，五十嵐順正（医歯大）
1-4-20 可撤性部分床義歯装着患者の残存歯歯周組織状態に対するメインテナンスケアの効果
 ○冨士岳志，花渕　静，小山重人，依田信裕，佐々木具文，横山政宣，小川　徹，塙　総司，
 佐藤奈央子，重光竜二，末永華子，折居雄介，赤塚　亮，白石　成，竹内裕尚，佐々木啓一（東北大）
1-4-21 歯科用鋳造用磁性合金 Attract P の吸引力および組成解析
 ○吉原健太郎，岩井孝充，中村好徳，河合達志，高田雄京 *，田中貴信（愛院大，*東北大）
1-4-22 PMMA/アジピン酸ジビニル系レジンの義歯床への応用
 ○原　哲也，田仲持郎，皆木省吾（岡山大）
1-4-23 現在主流な義歯床用流し込みレジンの基礎的物性
 ○安藤智宏，佐藤雅之，和達重郎，関西崇史，五十嵐順正（医歯大）
1-4-24 混水比および練和方法がアルジネート印象材の特性に及ぼす影響
 ○木村　彩，川原綾夏，矢崎貴啓，谷本安浩，河相安彦（日大松戸）
1-4-25 鋳造体とクラスプ線のレーザー溶接における継手形態の影響
 ○高山慈子，野本理恵，大久保力廣（鶴見大）
1-4-26 口腔癌術後に舌接触補助床による摂食・嚥下リハビリテーションを行った 1症例
 ○安藝紗織，古屋純一，中村俊介，佐藤友秀，米澤　悠，依田秀一郎，菅野夕貴，鈴木哲也（岩手医大）
1-4-27 声道模型を用いた発音シミュレーションシステムの開発
 ○隅田由香，猪原　健 *，**，服部麻里子，大林尚人，谷口　尚（医歯大，*アルバータ州立大，
 **日本大）
1-4-28 新規粒度解析による食品種に依存しない咀嚼能力評価法─高齢者の食形態診断に向けて─
 ○杉本恭子，Carolina M. Iegami*，飯田祥与，内藤万弥，鳥越真由美，Regina Tamaki*，
 皆木省吾（岡山大，*サンパウロ大）
1-4-29 試作クラスプパターン用光重合レジンを用いた鋳造鉤の適合性について
 ○小木曽太郎，坂根　瑞，中村好徳，熊野弘一，増田達彦，河合達志，田中貴信（愛院大）
■クラウンブリッジ
日‒会場‒演題
1-4-30 約 20年経過したポーセレンラミネートベニアの 2症例
 ○中澤　章（東京支部）
1-4-31 新規セルフアドヒーシブレジンセメントの各種セラミックスとの接着強さ
 ○吉田圭一，鎌田幸治，平　曜輔，澤瀬　隆（長崎大）
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1-4-32 ジルコニアフレームに対する常温重合レジン築盛の最適条件
 ○藤野智子，藤井孝政，大河貴久，小正　聡，鳥井克典，田中昌博（大歯大）
1-4-33 CAD/CAMシステムによるオールセラミッククラウンの色調選択に関する検討
 ○大平千之，石岡真理絵，猪又裕美子，小見憲夫，吉田大徹，示野達也，古川良俊，武部　純，
 石橋寛二（岩手医大）
1-4-34 サンドブラストのアルミナ粒径がジルコニア修復物の接着強さに及ぼす影響
 ○村口浩一，村原貞昭，迫口賢二，塩向大作，南　弘之，嶺崎良人，鬼塚　雅，田中卓男，
 諸星裕夫 *（鹿児島大，*神奈川県開業）
1-4-35 ジルコニアとハイブリッドセラミックスの接着強さに関する研究─イトロ処理の影響─
 ○宮地克佳，石田善紀，佐藤仁昭，中山奈美，西本秀平，雨宮幹樹，長嶺　学，林　太一，
 大友悠資，岡本　望，坂井祐真，影山勝保，鎌田政善（奥羽大）
1-4-36 ナノジルコニア材料（P-ナノ ZR）を用いた補綴処置の 1症例
 ○有賀　隆，高山義央，西山佳秀 *（医療法人柊和会，*デンタルサポート㈱）
1-4-37 ナノジルコニアを用いたオールセラミック修復物の臨床評価
 ○木津喜裕子，川津麻乃，植田洋二，根本怜奈，藤田理雅，三浦宏之（医歯大）
1-4-38 レジンセメントの色調がラミネートベニア修復の色調に及ぼす影響
 秋山麻沙子，○黒岩昭弘，溝上真也，小町谷美帆，山口正人，鈴木雄一朗（松歯大）
1-4-39 装着時の光照射が各修復物直下のデュアルキュアレジンセメントの硬化に及ぼす影響
 ○塩向大作，南　弘之，迫口賢二，村原貞昭，村口浩一，嶺﨑良人，鬼塚　雅，鈴木司郎 *，
 田中卓男（鹿児島大，*アラバマ大）
1-4-40 各種暫間被覆冠用レジンの摩耗
 ○村原貞昭，迫口賢二，南　弘之，村口浩一，塩向大作，嶺﨑良人，鬼塚　雅，田中卓男，
 鈴木司郎 *（鹿児島大，*アラバマ大）
1-4-41 フィラー含有トリブチルホウ素重合開始型メタクリルレジンの接着性と耐摩耗性について
 ○内藤浩司，小泉寛恭，山下美由紀，石井隆哉，堤　光仁 *，田中秀享，庄司喜則 **，鳥塚周孝，

行田克則，松村英雄（日本大，*中国・四国支部，**東海支部）
1-4-42 セルフアドヒーシブセメントと従来型レジンセメントの各種歯科材料に対する接着性能
 ○大竹志保，植田洋二，犬塚麻美，駒田　亘，池田正臣，吉田惠一，三浦宏之（医歯大）
1-4-43 三点曲げ試験による新規支台築造用コンポジットレジンの検討
 ○佐々木圭太，坪田有史，山崎弘光，西村　康，深川菜穂，野本理恵，福島俊士（鶴見大）
1-4-44 ファイバーポスト併用レジン支台築造に関する長期臨床研究　第 1報
 ○坪田有史，深川菜穂，西村　康，佐々木圭太，横山貴士，福島俊士，三浦宏之 *，駒田　亘 *，

新谷明喜 **，新谷明一 **，田中卓男 ***，嶺崎良人 ***（鶴見大，*医歯大，**日歯大，
 ***鹿児島大）
1-4-45 付加型シリコーンゴム印象の消毒薬液への長時間浸漬が歯型の寸法精度に及ぼす影響
 ○平口久子，米山隆之（日本大）
1-4-46 21年経過した重度歯周病患者に対するクロスアーチ・ブリッジによる補綴例
 ○小林賢一，関田俊明，小林弘清 *，星野　崇，竹内周平（医歯大，*東京支部）
1-4-47 ダイレクトボンディングブリッジに用いる各種ポンティックの維持力に関する実験的研究
 ○嶺崎良人，南　弘之，村原貞昭，村口浩一，門川明彦，野村賢介 *，鈴木司郎 **，鬼塚　雅，
 田中卓男（鹿児島大，*九州支部，**アラバマ大）
1-4-48 咬合性外傷を惹起する口腔内環境の基礎的検討─第一報　歯冠修復状況について─
 ○今井敦子，田中昌博 *（関西支部，*大歯大）
1-4-49 機能時における支台築造歯の応力分布に関する研究
 ○岡田大蔵，三浦宏之，小椋麗子，進　千春，駒田　亘，熊谷直輔，植田洋二，稲垣祐久，
 藤田理雅（医歯大）
1-4-50 東京医科歯科大学歯学部附属病院における各種補綴物の製作状況に関する統計的調査
 ○進　千春，岡田大蔵，阿部晴臣，小椋麗子，熊谷直輔，根本怜奈，大森　哲，牧野　祥，
 片岡いづみ，植田洋二，稲垣祐久，藤田理雅，吉田惠一，三浦宏之（医歯大）
1-4-51 鶴見大学歯学部附属病院における難民申請者支援歯科治療 （第 1報）
 ○深川菜穂，西村　康，佐藤洋平，新保秀仁，水野行博，福島俊士，大久保力廣，永坂　哲（鶴見大）
1-4-52 有歯顎用ゴシックアーチ口内描記装置を用いたチェックバイト法による顆路角の測定精度
 ◯安藤清文，佐久間重光，森　隆司，足立　充，尾関　創，服部豪之，藤原道夫，伊藤　裕（愛院大）
1-4-53 健常有歯顎者における咬合彎曲と咀嚼能力との関連
 ○笛木賢治，岡野耕大，吉田英子，庄井和人，加賀谷健介，五十嵐順正（医歯大）
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1-4-54 健常有歯顎者における咬合彎曲と咀嚼運動との関連
 ○岡野耕大，笛木賢治，吉田英子，庄井和人，加賀谷健介，五十嵐順正（医歯大）
1-4-55 咬合接触面積測定方法についての検討─感圧シートとシリコーンチェックバイト─
 ○村井俊介，松田謙一，池邉一典，宮下祐治，前田芳信（大阪大）
■ニューロサイエンス・口腔機能
日‒会場‒演題
1-4-56 咀嚼時の脳機能活動に加齢が及ぼす影響
 ○小林琢也，鳥谷　悠，上中晴貴，桜庭浩之，近藤貴之，原　総一朗，鈴木哲也（岩手医大）
1-4-57 実験的下顎偏位が前頭前野脳血流に及ぼす影響─ TRSによる検討─
 ○雨宮あい，武田友孝，黒川勝英，長谷川　賢，高山和比古，佐藤武司，中島一憲，石上惠一，
 辻井岳雄 *，酒谷　薫 *（東歯大，*日本大）
1-4-58 咀嚼運動と身体運動における咀嚼運動野，身体運動野，前頭運動野の脳血流の変化
 ○志賀　博，小林義典，荒川一郎，横山正起，渋谷　始（日歯大）
1-4-59 義歯による前頭前皮質の活動性を考える
 ○成田紀之，神谷和伸，石井智浩，川崎真護 *（日大松戸，*㈱日立メディコ）
1-4-60 咀嚼時の顎 ･頸筋活動の協調性に関する検討
 ○石井智浩，成田紀之，神谷和伸，遠藤博史 *，佐藤貴信，中村耕実，秦　由香里（日大松戸，
 *（独）産業技術総合研究所）
1-4-61 臼歯咬合支持喪失の程度がラット両側線条体ドパミン放出に及ぼす影響
 ○國場幸恒，奥田恵司，前田照太，岡崎定司（大歯大）
1-4-62 口腔内での形状弁別（OSA）にかかわる後頭皮質の活動性
 〇飼馬祥頼，成田紀之 *，神谷和伸 *，香川知範，石井智浩 *，水口俊介，川崎真護 **（医歯大，
 *日本大松戸，**㈱日立メディコ）
1-4-63 下顎位および顎機能の偏りが身体重心動揺に及ばす影響　第 3報　咬合力バランスと身体重心動揺

および足圧の左右差
 ○西山雄一郎，大貫昌理，大久保力廣，宮本秀臣 *，岡本直子，岡山章太郎（鶴見大，
 *インターリハ㈱）
1-4-64 実験的下顎偏位が静的重心動揺に及ぼす影響　第 1報：3次元的動作解析及び床反力計によるバイ

オメカニクス的検討
 ○山崎　豪，武田友孝，雨宮あい，三島　攻，黒川勝英，中島一憲，島田　淳，成松慶之郎，
 関口千栄子，前田昌彦，石上惠一（東歯大）
1-4-65 実験的に付与した脚長差が直立姿勢，頭位および顎口腔機能に及ぼす影響について
 ○前田　望，坂口　究，丸山智章 *，横山敦郎（北海道大，*茨城工専）
1-4-66 咬合違和感を訴える患者に対する臨床的分類について
 ○島田　淳（医療法人グリーンデンタルクリニック）
1-4-67 顎関節マニピュレーションによる症状と咬合の変化について
 ○島田　淳（医療法人グリーンデンタルクリニック）
1-4-68 咬合違和感に関する臨床的研究　第二報　咬合違和感の発症原因に関する検討
 ○小林　剛，益岡大輔，大津尚貴，島田　淳，澁谷智明，三村将文，宮地英雄 *，宮岡　等 *，
 和気裕之，玉置勝司（神歯大，*北里大）
1-4-69 若年期における咀嚼感覚の減少は認知機能の老化を促進する
 ○川畑政綱，大野晃教，川本翔一，堀　紀雄，木本克彦（神歯大）
1-4-70 男女別における咬合力の統計学的検討─咬合力の標準値について─
 ○近藤康史，中村健太郎，林　徳俊，山本司将，小島栄治 *，倉田　豊 **，冨澤　倫 ***，
 岡本直樹 ****，小野沢秀樹 *****，辻　昌夫 ******（東海支部，*西関東支部，**東関東支部，
 ***東京支部，****九州支部，*****㈱ジーシー，******シモレックス㈱）
1-4-71 顎関節症の治療効果についての前向き介入研究─臨床的に意義のある OHIP値変化量の算出─
 ○船登雅彦，工藤有加，西山　暁 *，阿部有吾，太田武信 *，木野孔司 *，古屋良一，馬場一美
 （昭和大，*医歯大）
1-4-72 顎顔面形態が睡眠呼吸障害患者の夜間咬筋活動に及ぼす影響
 ○猪子芳美，吉田　満，清水公夫，井田　泉，渡邉文彦，寺田員人，河上雄之介 *（日歯大新潟，
 *中国・四国支部）
1-4-73 閉塞性睡眠時無呼吸症候群における口腔内アプライアンスの効果
 ○野々垣龍吾，太田雅司，伊藤隆祥，松井孝介，横山貴紀，宇野光乗，岡　俊男，石神　元，
 倉知正和（朝日大）
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1-4-74 筋電図連続記録による日中と夜間の咀嚼筋筋活動の比較
 ○田邉憲昌，金村清孝，遠藤　寛，今村博高，浅野明子，武部　純，石橋寛二（岩手医大）
1-4-75 運動論的咬合採得法の検討─顆頭位の決定法について─
 ○板東伸幸，重本修伺，石川輝明，鈴木善貴，中村真弓，薩摩登誉子，中野雅徳，坂東永一（徳島大）
1-4-76 舌挙上運動の評価に関する研究
 ○白髭智子，森本雄太，内藤万弥，追坂則弘 *，洲脇道弘，沖　和広，皆木省吾（岡山大，
 *追坂電子機器）
1-4-77 ECG電位変動のウェーブレット解析による痛みの客観的評価
 ○佐久間重光，中田和彦，大塚文与，稲本京子，永田鎮也 *，安藤清文，池田大恵，服部豪之，
 田部　修，竹内康人，藤原道夫，森　隆司，中村　洋，伊藤　裕（愛院大，*大日本住友製薬㈱）
1-4-78 下顎の動きで操作する代替コンピュータマウスの試作
 ○中村真弓，重本修伺，中野雅徳，郡　元治，大倉一夫，鈴木善貴，板東伸幸，坂東永一（徳島大）
1-4-79 口腔から咽頭への嚥下圧伝搬様相
 ○渋谷友美，田中栄士，辻本香織，髙橋一也，小正　裕（大歯大）
■インプラント
日‒会場‒演題
1-4-80 血管柄付腓骨皮弁にて再建された両側性上顎切除患者にインプラントを応用した顎義歯を装着した

1症例
 ○乙丸貴史，隅田由香，小坂　萌，宗像源博，立川敬子，春日井昇平，谷口　尚（医歯大）
1-4-81 唇顎口蓋裂症例におけるインプラント治療に関する臨床的検討
 ○宮前　真，村上　弘，竹内一夫，上野温子，石川　輔，佐橋清実，服部正巳（愛院大）
1-4-82 歯科医師におけるインプラント治療の意識に治療経験の有無が与える影響
 ○柏木宏介，藤井隆晶，新井是宣，谷岡款相，田中昌博，川添堯彬（大歯大）
1-4-83 患者立脚型アウトカム指標を用いたインプラント補綴治療介入術式の評価
 ○三隅沙緒理，牧野路子，赤崎洋介，妹尾吉訓，正木千尋，中本哲自，細川隆司（九歯大）
1-4-84 2次元リアルタイムレーザー血流計を用いた補綴治療介入の術後評価
 ○金尾将人，梶原基弘，中本哲自，近藤祐介，飯田太一，正木千尋，細川隆司（九歯大）
1-4-85 可撤性義歯によるインプラントと天然歯の連結に関する実験的研究─第 1報　補綴装置の垂直的変

位量─
 ○堀江伸行，渡邉武之，新部邦透，有馬誠亮，西山留美子，池田浩子，鈴木啓介，鈴木　潔，
 中川種昭（慶應義塾大）
1-4-86 口腔インプラント手術後疼痛ならびに腫脹感の経時的変化と関連因子の検討─携帯電話端末を情報

入力源とした Ecological Momentary Assessmentの応用─
 ○黒井隆太，水口　一，川上　彩，松香芳三，岡田宏基 *，窪木拓男（岡山大，*香川大）
1-4-87 インプラント埋入手術が頭頸部の疼痛閾値に及ぼす影響
 ○小野清美，石垣尚一，内田昌範，宮内鉄平，福田修二，矢谷博文（大阪大）
1-4-88 メカニカルストレスに対する破骨細胞の反応にカルシウムの流入が関与している
 ○岡崎昌太，牧平清超 *，峯　裕一，首藤崇裕 *，諸井亮司 *，寺田善博 *，二川浩樹（広島大，*九州大）
1-4-89 各種骨補填材の in vitroでの骨髄間質細胞の骨分化に与える影響の検討
 ○吉澤　祐，西村正宏，末廣史雄，黒木唯文，浪越建男，村田比呂司（長崎大）
1-4-90 陽極酸化・水熱処理チタンと結合組織の付着─培養線維芽細胞を用いた検討─
 ○三浦真悟，武部　純，伊藤茂樹，菊地静一郎，宮田京平，石橋寛二（岩手医大）
1-4-91 ナノ構造制御したチタン表面における生体適合性
 ○小正　聡，西田尚敬，田口洋一郎，藤野智子，更谷啓治，武田昭二，田中昌博，川添堯彬（大歯大）
1-4-92 改良型薄膜生成技術により形成されたチタン複合体表面の検討
 ○桒原淳之，堀　紀雄，星　憲幸，澤田智慈，木本克彦（神歯大）
1-4-93 三次元有限要素法における上下顎モデルの応力解析─境界条件の設定と咬合条件の検討─
 ○大野芳弘，神原　亮，中村好徳，熊野弘一，増田達彦，岩井孝充，田中貴信（愛院大）
1-4-94 2型糖尿病老齢ラットにおける切歯抜歯窩骨反応のバイオメカニクス
 ○仲村浩正，西崎　宏，岡崎定司（大歯大）
1-4-95 コラーゲンの量的・質的分析による骨質測定の試み─コラーゲン量，リジン残基の水酸化の程度と

ミネラル量の関係─
 ○佐々木美智子，松浦尚志，徳富健太郎，片渕三千綱，石川美咲，佐藤博信（福歯大）
1-4-96 口腔インプラントのための光学印象システムの開発─従来法との印象精度の比較─
 ○小野真司，楠本直樹，中野　環，矢谷博文（大阪大）
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■バイオマテリアル
日‒会場‒演題
1-4-97 試作義歯床用アクリルレジンの曲げ強さおよび色調安定性について
 ○ディリヌル・マイマイティサウット，洪　 光，佐々木啓一，濱田泰三（東北大）
1-4-98 試作光重合型パターン用レジンのレオロジー的性質に関する研究
 ○門川明彦，蟹江隆人，嶺崎良人，藤井孝一，有川裕之，田中卓男（鹿児島大）
1-4-99 マイクロ波重合型床用レジン重合法における磁気遮蔽の効果
 ○柏原稔也，後藤崇晴，永尾　寛，市川哲雄（徳島大）
1-4-100 PMMAレジンの口腔環境における生物学的劣化（biodeterioration）─使用義歯の劣化の評価につい

て─
 ○松尾　洋，末永華子，高橋正敏，鈴木　治，佐々木啓一，高橋信博（東北大）
1-4-101 抗菌性機能水（バイオショット ®）が義歯床用アクリリックレジンの表面性状に及ぼす影響
 ○衣松枝里，田坂彰規，髙野智史，山田将博，上田貴之，小田　豊 *，櫻井　薫（東歯大）
1-4-102 義歯床用レジンに付着したカンジダへの抗菌性機能水（バイオショット ®）の抗菌効果
 ○竜　正大，和泉佐知，安井雅子，上田貴之，山田将博，玉井久貴 *，櫻井　薫（東歯大，*西関東支部）
1-4-103 S-PRGフィラー含有MMAレジンの P.gingivalisへの影響
 ○上松信助，渡邉一弘，瀧田史子，東野嘉文，苦瓜明彦，岩堀正俊，都尾元宜（朝日大）
1-4-104 MPCポリマーによる義歯床表面への S, mutansバイオフィルム形成抑制
 ○高橋那奈，森崎弘史，井上祐貴 *，平沼克己 **，木下　亨 **，安田　登 *，石原一彦 *，五十嵐　武，

馬場一美（昭和大，*東京大，**歯と口の健康を守ろう会）
1-4-105 ポリマー化した可塑剤を用いた耐久性の高いティッシュコンディショナーの開発
 ○柄　博紀，洪　 光 *，前田武志，水町　亘，貞森紳丞，二川浩樹，赤川安正（広島大，*東北大）
1-4-106 市販ティッシュコンディショナーの細胞毒性に関する研究
 ○港　哲平，末廣史雄，黒木唯文，山口義和，西村正宏，村田比呂司（長崎大）
1-4-107 クリームタイプ義歯安定剤および口腔内保湿剤の初期粘度および粘着強さ
 ○洪　 光，ディリヌル・マイマイティサウット，濱田泰三，佐々木啓一（東北大）
1-4-108 マウスガード除菌・洗浄スプレーの義歯清掃への応用
 ○渡辺愛斗，鈴木浩司，川良美佐雄，松原由佳，黒木俊一，小見山　道，飯田　崇，瀧川龍一，
 吉村万由子（日大松戸）
1-4-109 マウスガードシートの熱収縮が厚さに及ぼす影響─シートの形状による違い─
 ○高橋　睦，小出　馨，水橋　史，大沼智之，渡辺秀昭，森田修己 *（日歯大新潟，*日歯大）
1-4-110 活性酸素を使用した新たな消毒方法の可能性─床用レジンへの影響─
 ○小田切　憲，澤田智史，堀　紀雄，木本克彦（神歯大）
1-4-111 非貴金属合金と補修用常温重合レジンの接着に及ぼす非貴金属用プライマーの影響
 ○南　弘之，村口浩一，塩向大作，迫口賢二，村原貞昭，嶺崎良人，田口則宏，鬼塚　雅，
 鈴木司郎 *，田中卓男（鹿児島大，*アラバマ大）
1-4-112 レーザー溶接時の波形が歯科用金属フレームの変形に及ぼす影響
 ○三浦浩輝，佐藤仁昭，坂井祐真，嶋倉道郎（奥羽大）
1-4-113 光触媒材料含有粘膜調整材の抗菌・抗真菌効果の持続性
 ○諸井亮司，内丸雅之，坂井貴子，出口幹人 *，寺田善博（九州大，*㈱松風）
1-4-114 象牙質知覚過敏症治療剤による根面齲蝕の予防システム構築─フッ化物イオン溶出量変化─
 ○大神浩一郎，古池崇志，西宮紘子，上田貴之，古賀　寛，眞木吉信，櫻井　薫（東歯大）
1-4-115 アルミナとジルコニアセラミックスの破壊靭性値に及ぼす荷重量の影響
 ○原田光佑，黒田聡一，林　捷，横山大一郎，新谷明一 *，五味治徳，波多野泰夫，新谷明喜
 （日歯大，*Univ. of Turku）
1-4-116 シリカコーティング法がジルコニア結晶構造や陶材焼付強さに及ぼす影響
 ○山口紘章，浜野奈穂，北條　了，岡田周策，田村年彦 *，寺中敏夫，井野　智（神歯大，
 *西関東支部）
1-4-117 カーボンナノチューブを修飾した 3次元細胞培養担体の骨再生への応用
 ○平田恵理，宇尾基弘，亘理文夫，横山敦郎（北海道大）
1-4-118 超短波療法の歯科口腔領域への応用─超短波パルス照射の唾液分泌能へ与える影響─
 ○向井知理，城所愛美，向坊太郎，中本哲自，牧野路子，正木千尋，細川隆司（九歯大）



― 50 ―

■バイオロジー
日‒会場‒演題
1-4-119 ラジアルフロー型バイオリアクターを用いたヒト骨髄間葉系幹細胞の三次元培養
 ○片山愛子，荒野太一，佐藤　亨（東歯大）
1-4-120 マウス胎仔の舌発生と microRNAの発現変化
 ○幕内俊介，山根　明，大久保力廣（鶴見大）
1-4-121 歯根膜における XII型コラーゲンの局在と石灰化能への影響
 ○加来　賢，Rocavado JM Rosales，野澤恩美，魚島勝美（新潟大）
1-4-122 歯牙移植後の付着様式に与えるエムドゲイン塗布と組織培養の影響
 ○加藤剛士，齋藤　彰，齋藤恵美子，弓削文彦，大畑　昇（北海道大）
1-4-123 エムドゲインを塗布する前に行う根面処理が抜去歯の残存歯根膜へ及ぼす影響
 ○弓削文彦，齋藤　彰，齋藤恵美子，谷野之紀，加藤剛士，大畑　昇（北海道大）
1-4-124 IL-6および sIL-6rがヒト軟骨細胞の PGE2産生と破骨細胞分化に及ぼす影響
 ○本田和寛，會田有希子，渡部悠介，谷川志保子，藤井　宏，八木庸行，吉成勝海，高野研一 *，

中里憲文 **，松村英雄（日本大，*東北・北海道支部，**東関東支部）
1-4-125 小分子化合物を用いた歯肉由来 iPS細胞の骨芽細胞分化促進
 ○萱島浩輝，江草　宏，佐々木淳一，裏口真也，于　冠男，王　放放，福安　翔，矢谷博文（大阪大）
1-4-126 骨芽細胞の分化過程における small Heat Shock Proteinの発現
 ○野澤恩美，加来　賢，Rocavado JM Rosales，魚島勝美（新潟大）
1-4-127 メカニカルストレスによる骨芽細胞シグナル伝達路活性化メカニズムの分子生物学的解析
 ○福野直人，松井裕之，神田佳明，鈴木　治，小林孝安，田村眞理，佐々木啓一（東北大）
1-4-128 線維芽細胞増殖因子が口腔上皮由来幹細胞の機能と分化を制御する
 ○呉本晃一，前田照太，西崎　宏，岡崎定司（大歯大）
1-4-129 口腔連鎖球菌が制御性 T細胞の増殖ならびに機能に及ぼす影響
 ○佐伯　歩，横山敦郎（北海道大）
1-4-130 毛包から純化した神経堤細胞の象牙芽細胞への分化誘導
 ○宮内知彦，須澤徹夫，小野美樹，林　竜平 *，西田幸二 *，槇宏太郎，上條竜太郎，馬場一美
 （昭和大，*大阪大）
1-4-131 機能的な歯の再生─再生歯ユニットによる歯・歯周組織の包括的再生と生理機能の回復─
 ○大島正充，水野光政 1，小川美帆 3，中尾一久，山本照子 1，春日井昇平 2，齋藤正寛，辻　孝 3

 （東理大，1東北大，2医歯大，3㈱オーガンテクノロジーズ）
1-4-132 金属（Ni）アレルギー動物モデルの作出とグラム陰性細菌毒素（LPS）の影響
 ○足立憲正，高山英次，倉知正和，近藤信夫（朝日大）
1-4-133 上顎欠損患者の舌と顎義歯粘膜面における細菌叢の関係
 ○村上　格，西　恭宏，瀬戸　佳，鎌下祐次，長岡英一（鹿児島大）
1-4-134 義歯床用レジンの表面性状は Candida albicansの抗真菌剤感受性に影響を与える
 ○綿本隆生，伊村沙織，佐々木淳一，江草　宏，矢谷博文（大阪大）
1-4-135 鏡面研磨によるデンチャープラーク付着抑制の検討
 ○西　恭宏，村上　格，丸山浩美，牛島正雄，鎌下祐次，濱村俊一，梅園　穣，久冨木原秀幸，
 長岡英一（鹿児島大）
1-4-136 上顎大連結子の形態と設定位置が唾液中アミラーゼに与える影響
 ○古川麻希子，前田照太，岡崎定司（大歯大）
1-4-137 低ミネラル食を与えた卵巣摘出ラットの大腿骨をMicro-CTによる定性と定量分析
 ○鈴木静夏，中田浩史，林　幸男，郡司敦子，河相安彦（日大松戸）
1-4-138 三叉神経領域における神経障害性疼痛に対する改良 A型ボツリヌス毒素の効果
 ○熊田　愛，松香芳三，丸濵功太郎，前川賢治，窪木拓男（岡山大）
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第 2日目：5月 21日（土）［第 5会場］
■専門医ケースプレゼンテーション
 21日　9 : 00～ 18 : 10，22日　9 : 00～ 14 : 00　2日間の掲示です .

 （審査　22 日（日）　13：00～ 14：00）
日‒会場‒演題
1-5-1 上顎無歯顎の口唇裂口蓋裂患者の有床義歯補綴症例
 ○乙丸貴史（医歯大）
1-5-2 バーアタッチメントを適用したインプラント支持可撤性ブリッジによる下顎無歯顎の補綴
 ○川本真一郎（鹿児島大）
1-5-3 フレンジテクニックを用いた総義歯により口腔習癖による義歯の安定不良を改善した症例
 ○古池崇志（東歯大）
1-5-4 下顎前歯部咬耗による咀嚼機能障害の回復を図った症例
 ○澤田智史（神歯大）

第 3日目：5月 22日（日）［第 1会場］
■ 9 : 00～ 11 : 00　臨床リレーセッション 4：インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展開

座長：横山敦郎（北海道大）
　　　山根　進（九州大臨床教授）
講師：飯島俊一（東歯大臨床教授）

「インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展開」
　　　日高豊彦（鶴見大診療教授）

「審美的インプラント修復におけるプロトコル」
　　　上田秀朗（福歯大臨床教授）

「咬合再構成における欠損補綴のデシジョンメーキング
 ─従来型とインプラントをどう使う─」

日歯生涯研修事業用研修コード　2609

■ 11 : 10～ 12 : 10　特別講演：新しい時代の医療・介護の連携
座長：古谷野　潔（九州大）
講師：大島伸一　 （独立行政法人国立長寿医療研究センター総長）

日歯生涯研修事業用研修コード　2109

■ 13 : 30～ 14 : 00　表彰式
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■ 14 : 00～ 16 : 00　専門医研修会：補綴歯科専門医に必要な顎顔面補綴治療
座長：祇園白信仁（日本大）
講師：後藤昌昭　 （佐賀大）

　「口腔外科医の立場から望む知識と技術」
　　　石上友彦　 （日本大）

　「顎顔面補綴科医の立場から望む知識と技術」
日歯生涯研修事業用研修コード　2699

第 3日目：5月 22日（日）［第 2会場］
■ 9 : 00～ 11 : 00　ジョイントシンポジウム 3： 介護予防に対する補綴歯科の新たな

チャレンジ
共催：　　　　日本咀嚼学会，日本老年歯科医学会

座長：　　　　小林義典　 （日歯大）
　　　　　　　森戸光彦　 （鶴見大）
基調講演：　　小坂　健　 （東北大）

　　　　　「健康寿命と介護予防」
シンポジスト：植田耕一郎（日本大）

　　　　　「口腔機能向上と補綴歯科」
　　　　　　　松山美和　 （徳島大）

　　　　　「 介護予防としての「食べること」の支援
　　　　　 ─補綴歯科と栄養の協同により目指すもの─」

　　　　　　　吉田光由　 （広島市総合リハビリテーションセンター）
　　　　　「運動器の機能向上と補綴歯科」

日歯生涯研修事業用研修コード　2499

■ 14 : 00～ 16 : 00　臨床リレーセッション 5：
 インプラントスタートアップ―補綴学教室がインプラント治療を導入する際の注意点―

座長：渡邉文彦　 （日歯大新潟）
　　　萩原芳幸　 （日本大）
講師：澤瀬　隆　 （長崎大）

　「インプラントで補綴の幅を広げよう！」
　　　小久保裕司（鶴見大）

　「インプラントスタートアップ」
　　　友竹偉則　 （徳島大）

　「当教室でのインプラント治療の変遷と現状」
　　　城戸寛史　 （福歯大）

　 「補綴（入れ歯）科におけるインプラント治療」
日歯生涯研修事業用研修コード　2609
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第 3日目：5月 22日（日）［第 3会場］
■ 9 : 00～ 9 : 30　一般口演：クラウンブリッジ 座長　田上直美（長崎大）
日‒会場‒演題
3-3-1 43年経過観察症例
 ○山下　敦（中国・四国支部）
3-3-2 支台歯形成時期がレジンコアの接着強さに及ぼす影響
 ○本多利人，渡邉文彦（日歯大新潟）
3-3-3 クラウン仮着後の新規仮着用セメントの残留
 ○山内六男，石田勝重，三尾真人，福原隆久，中村文美，鈴木勝博（朝日大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2607

■ 9 : 30～ 10 : 10　一般口演：ニューロサイエンス・口腔機能
 座長　西川啓介（徳島大）
日‒会場‒演題
3-3-4 プロセスモデルにおける StageⅡ transportと咀嚼回数との関係─咀嚼リズムの変更に伴う StageⅡ

transportの発現様相─
 ○杉田乃亮，松尾浩一郎，加藤光雄 *，山下秀一郎（松歯大，*東京支部）
3-3-5 顎関節症として治療を開始し 24年経過した一症例
 ○岸本満雄（九州支部）
3-3-6 MR撮像による健常有歯顎者の関節円板と下顎頭について─中心位における検討─
 ○山本司将，中村健太郎，林　徳俊，近藤康史，小島栄治 *，倉田　豊 **，岡本直樹 ***，
 冨澤　倫 ****，小倉順子 *****（東海支部，西関東支部 *，東関東支部 **，九州支部 ***，
 東京支部 ****，メディカルサテライト八重洲クリニック *****）
3-3-7 咀嚼運動路の終末位に関する研究─咀嚼終末位分析プログラムの開発─
 ○中村健太郎，林　徳俊，山本司将，近藤康史，森山　毅 *（東海支部，*㈱松風）

日歯生涯研修事業用研修コード　2899

■ 10 : 10～ 11 : 00　一般口演：その他 座長　松浦尚志（福歯大）
日‒会場‒演題
3-3-8 上顎腫瘍切除患者の発音機能検査─サージカルオブチュレータと最終顎義歯の比較─
 ○長井巴奈，隅田由香，服部麻里子，村瀬　舞，谷口　尚（九歯大）
3-3-9 補綴歯科治療の難易度を測定するプロトコルの信頼性と妥当性の検討
 ○木村　彩，窪木拓男，市川哲雄 1，秀島雅之 2，佐藤裕二 3，玉置勝司 4，赤川安正 5，永尾　寛 1，

櫻井　薫 6，馬場一美 3，皆木省吾，鱒見進一 7，佐藤博信 8，澤瀬　隆 9，長岡英一 10，和気裕之 11，
大山喬史 2，平井敏博 12，佐々木啓一 13（岡山大，1徳島大，2医歯大，3昭和大，4神歯大，5広島大，
6東歯大，7九歯大，8福歯大，9長崎大，10鹿児島大，11みどり小児歯科，12北医療大，13東北大）

3-3-10 転倒患者のリハビリテーションの効果に補綴的介入が与える影響
 ○田中睦都，林亜紀子，向井憲夫，谷岡款相，田中順子，田中昌博（大歯大）
3-3-11 歯の欠損の健康関連 QoLへの影響
 ○古山千紗子，森智恵子 *，田中裕子 **，飯田美智子，工藤有加，石澤由起子，塚崎弘明，
 馬場一美（昭和大，*日立横浜病院新川崎・大森健康管理センター，**牧田総合病院歯科口腔外科）

日歯生涯研修事業用研修コード　2699
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■ 14 : 00～ 16 : 00　研究セミナー： 口腔と脳機能を語る―エビデンス構築のための
クリティカルレビューとアクションプラン―

座長：　　　　　　　　　皆木省吾　 （岡山大）
　　　　　　　　　　　　佐々木啓一（東北大）
クリティカルレビュー：　泰羅雅登　 （医歯大）

　　　　　「脳機能と咀嚼システムの統合的理解のために」
　　　　　　　　　　　　井上　誠　 （新潟大）

　　　　　「「咀嚼」から「統合された咀嚼・嚥下」機能の理解のために」
アクションプラン案提示：泰羅雅登　 （医歯大）
　　　　　　　　　　　　井上　誠　 （新潟大）
　　　　　　　　　　　　木本克彦　 （神歯大）
　　　　　　　　　　　　服部佳功　 （東北大）
　　　　　　　　　　　　志賀　博　 （日歯大）
　　　　　　　　　　　　豊下祥史　 （北医療大）

日歯生涯研修事業用研修コード　2499

第 3日目：5月 22日（日）［広島県民文化センター］
■ 10 : 00～ 12 : 15　市民公開講座： 認知症予防の第１歩！　しっかり咀嚼するために

義歯やインプラント治療を
座長：宮地建夫　　 （東歯大臨床教授）
講師：小野塚　實　 （神歯大）

　　 「噛むチカラで脳を守る」
　　　川良美佐雄　 （日大松戸）

　　 「よい義歯治療とは」
　　　小宮山彌太郎（東京支部）

　　 「良いインプラント治療とは」
日歯生涯研修事業用研修コード　2499
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■ Main Theme

A Healthy Long Life Built by Mastication and Occlusion
―Prosthodontics Creates Life Innovation―

■ Plenary Lecture May 22 (Sun) Room 1　11:10~12:10

Cooperation between Medical Care and Long-term Care in the New Era
Chairperson : Kiyoshi Koyano (Kyushu University) 
Speaker : Shinichi Ohshima (National Center for Geriatrics and Gerontology)

■ International Invited Session May 21 (Sat) Room 1　9:00~10:45

Advancement of Prosthodontics in Asian Countries
Chairperson : Kazuyoshi Baba (Showa University)
 Yoshinobu Maeda (Osaka University)
Speakers :  Richard Leesungbok (Korean Academy of Prosthodontics, Korea)
 Wang Yining (Chinese Prosthodontic Society, China)
 Suhasini J. Nagda (Indian Prosthodontic Society, India) 

■ President's Keynote Lecture May 21 (Sat) Room 1　11:10~12:10

Past and Future of Prosthodontics
Chairperson : Hirofumi Yatani (Osaka University) 
Speaker : Kiyoshi Koyano (Kyushu University)
Commentator : Ichiro Nishimura (UCLA, USA)
 Gunnar E. Carlsson (University of Göteborg, Sweden)

The 120th Commemorative Scientifi c Meeting of
Japan Prosthodontic Society
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■ Main Symposium　[*Simultaneous translation available] 
 May 21 (Sat) Room 1　14:00~16:00

Innovation of Prosthodontic Care Based on Cutting-edged Bioengineering
Chairperson : Yasumasa Akagawa (Hiroshima University)
Keynote Lecturer : Ichiro Nishimura (UCLA, USA) 
 “Bioengineering in Prosthetic Dentistry”
Speakers : Yasunori Ayukawa (Kyushu University)
 “Strategies for Bone Regeneration Based on the Clinical Demands”
 Wataru Sonoyama (Okayama University)
 “Recovery of Tooth Function with Autologous Tissue-specifi c Stem Cells”
 Hiroshi Egusa (Osaka University)
 “Possible Application of Gingiva-Derived iPS Cells in Prosthetic Dentistry”

■ Symposium 1 May 20 (Fri) Room 1　13:00~15:00

Consensuses on Implant Restoration in Aesthetic Zone
Chairperson : Yataro Komiyama (Tokyo Branch)
 Tetsuo Ichikawa (The University of Tokushima)
Speakers : Makoto Shiota (Tokyo Medical and Dental University)
 “Guidelines for the Design of Implants’ Superstructures in the Esthetic Zone”
 Tomohiro Ishikawa (Tokai Branch)
 “ Three-Dimensional Bone and Soft Tissue Management for Esthetic Implant 

Therapy”
 Takayuki Takeda (Clinical Professor at Tokyo Dental College)
 “Criteria of Success from Long-term Prognosis”
Commentator : Gunnar E. Carlsson (University of Göteborg, Sweden) 
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■ Symposium 2　[*Simultaneous translation available]
 May 21 (Sat) Room 1　16:10~18:10

Dogmas in Prosthodontic Treatment
Chairperson : Hirofumi Yatani (Osaka University) 
 Hironobu Sato (Fukuoka Dental College)
Clinical Question : Shunsuke Minakuchi (Tokyo Medical and Dental University)
 “Dogmas Related to Fabrication of Prosthesis
  ―Discussion on Complete Denture Fabrication, Especially Impression Technique―”
 Kenji Maekawa (Okayama University)
 “Dogmas Related to Dental Occlusion
  ―Discussion on the Current Concept of Therapeutic Occlusion―”
 Osamu Komiyama (Nihon University School of Dentistry at Matsudo)
 “Dogmas Related to Temporomandibular Disorders
  ―Discussion on the Role of Prosthodontic Approach in the Management of TMD―”
Answer : Gunnar E. Carlsson (University of Göteborg, Sweden) 

■ Joint Symposium 1 May 21 (Sat) Room 3　9:00~11:00

Co-organized by : The Japanese Society for Dental Materials and Devices
 Nippon Academy of Dental Technology

Digital Dentistry Based on CAD/CAM System
―The Forefront of Dental Treatment Supported by Computer―

Chairperson : Kazuhiko Suese (Osaka Dental University)
 Kazuhiro Hikita (Health Sciences University of Hokkaido) 
Keynote Lecturer : Takashi Miyazaki (Showa University)
 “Overview of Digital Dentistry”
Speakers : Takashi Nakamura (Osaka University)
 “Latest All-Ceramic Restorations”
 Ryuji Hosokawa (Kyushu Dental College)
 “ The Application of CT Simulation in Prosthetic Intervention with Dental 

Implants”
 Chojiro Masuda (Hyogo Prefecture)
 “ Understand the Zirconia : Be Applied to a Wide Range of Comprehensive 

Dental Practice”
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■ Joint Symposium 2 May 21 (Sat) Room 3　14:00~16:00

Co-organized by : Japanese Society of Stomatognathic Function
 Japanese Society for Evidence and the Dental Professional

Towards the Establishment of Prosthetic Dental Treatment Based on 
Examining Masticatory Function

Chairperson : Shuji Ohkawa (Meikai University)
 Hidemi Kurihara (Hiroshima University)
Keynote Lecturer : Takashi Inoue (Tokyo Dental College)
 “Honing Clinical Examination Technique in the Dental Practice
  ―Toward being Oral Stomatologist―”
Speakers : Kazuhiro Hori (Niigata University)
 “The Current State of Stomatognathic Function Evaluation”
 Hiroshi Shiga (The Nippon Dental University)
 “ An Examination of Masticatory Function and Occlusion Meant for the 

Social Insurance”
 Yoshinori Hattori (Tohoku University)
 “ What Remains to be Done to Encourage Broad Use of Masticatory 

Function Tests”

■ Joint Symposium 3 May 22 (Sun) Room 2　9:00~11:00

Co-organized by : Japanese Society for Mastication Science and Health Promotion
 Japanese Society of Gerodontology

New Challenge of Prosthodontics for Minimizing Nursing Care Needs
Chairperson : Yoshinori Kobayashi (The Nippon Dental University)
 Mitsuhiko Morito (Tsurumi University)
Keynote Lecturer : Ken Osaka (Tohoku University)
 “ Healthy Longevity and “Kaigo-yobo” Preventing Conditions Requiring 

the Long-term Care”
Speakers : Koichiro Ueda (Nihon University)
 “The Prosthodontics Plays an Important Role in Oral Health Care”
 Miwa Matsuyama (The University of Tokushima)
 “Support of Eating for Elderly in Care Prevention Services
  ―Direction by Cooperation of Prosthodontics and Nutrition―”
 Mitsuyoshi Yoshida (Hiroshima City General Rehabilitation Center)
 “The Role of Prosthetic Dentistry for Preventing Locomotive Syndrome”
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■ Research Seminar May 22 (Sun) Room 3　14:00~16:00

Interactive Function of Brain and Stomatognathic System
―Critical Review and Action Plan for Braiding Evidence―

Chairperson : Shogo Minagi (Okayama University)
 Keiichi Sasaki (Tohoku University)
Critical Reviewer : Masato Taira (Tokyo Medical and Dental University)
 “Not only Chewing but also Integrated Function of Chewing and Swallowing”
 Makoto Inoue (Niigata University)
 “Not only Chewing but also Integrated Function of Chewing and Swallowing”
Speakers : Masato Taira (Tokyo Medical and Dental University)
 Makoto Inoue (Niigata University)
 Katsuhiko Kimoto (Kanagawa Dental College)
 Yoshinori Hattori (Tohoku University)
 Hiroshi Shiga (The Nippon Dental University)
 Yoshifumi Toyoshita (Health Sciences University of Hokkaido)

■ Clinical Skill-up Seminar May 20 (Fri) Room 2　13:00~15:00

Methods of Accomplishing Successfully Clinical Procedures for Complete 
Denture Treatment

Chairperson : Eiichi Nagaoka (Kagoshima University)
Speakers : Yasuhiko Kawai (Nihon University School of Dentistry at Matsudo)
 “Fundamental Consideration and Refl ection of Edentulous Impression Procedure” 
 Hisashi Koshino (Health Sciences University of Hokkaido)
 “Prosthodontic Treatment in Edentulous Patients using Duplicate Dentures” 
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■ Clinical Lecture Series 1 May 21 (Sat) Room 2　9:00~11:00

Crown and Bridge Prosthodontic Technique Update
Chairperson : Hideo Matsumura (Nihon University)
 Shuhei Miyauchi (Kansai Branch)
Speakers : Harunori Gomi (The Nippon Dental University)
 “Fiber Reinforced Resin Bridge”
 Akiyoshi Funato (Kansai Branch)
 “Periodontal Treatment as a Part of Prosthetic Therapy -Achieving Tissue Stability-”
 Yoshikazu Kawamoto (Tokyo Branch)
 “Selecting Criteria for Adhesive Bonding or Cementation
  ―Precaution of Prosthesis Surface Treatment and Temporary Cementation―”
 Toshiaki Kashiwada (Tokyo Branch)
 “Prosthetic Restoration to Prevent Bite Collapse
  ―The Desired Paradigm Sift in the Super-Aging Society―”

■ Clinical Lecture Series 2 May 21 (Sat) Room 2　14:00~16:00

How to Evaluate the Partially Edentulous Dental Arch?
Factors Infl uencing the Prognosis and Outcome with Prosthodontic Interventions

Chairperson : Yoshinobu Maeda (Osaka University)
 Tateo Miyaji (Clinical Professor at Tokyo Dental College) 
Speakers : Tatsuya Morimoto (Tokai Branch)
 “Progress of Tooth Loss by the Concentration of Occlusal Force”
 Takashi Ushijima (Kyushu Branch)
 “Evaluation of Risk Profi le on the Partially Edentulous Arch”
 Ryuichi Takaoka (Tokyo Branch)
 “When are Removable Partial Dentures still Chosen over Implants?”
 Yoshinobu Maeda (Osaka University)
 “ Factors Infl uencing the Longevity of Remaining Teeth and Residual Ridge 

Resorption; Results from 80 Patients with more than 5 Years of Maintenance”
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■ Clinical Lecture Series 3 May 21 (Sat) Room 2　16:10~18:10

Revisits to Partial Denture: Its Diagnosis and Treatment Strategy
Chairperson : Kaoru Koide (The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata)
 Hisashi Suzuki (Clinical Professor at Meikai University)
Speakers : Junichi Saito (Tohoku Hokkaido Branch)
 “Removable Partial Denture as First Step of Reversible Process”
 Kosei Matsuda (Kyushu Branch)
 “Clinical Case Report of Implant Supported RPD”
 Shinya Mutoh (Tokai Branch)
 “Prerequisites for Satisfactory Prognosis of Partial Denture”
 Kaoru Koide ( The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata)
 “Problems and Solution for Success of Removable Partial Denture”

■ Clinical Lecture Series 4 May 22 (Sun) Room 1　9:00~11:00

Development of Prosthodontic Treatments for Missing Teeth Using Dental 
Implants

Chairperson : Atsuro Yokoyama (Hokkaido University)
 Susumu Yamane (Clinical Professor at Kyushu University)
Speakers : Toshikazu Iijima (Clinical Professor at Tokyo Dental College)
 “ The Developments of Prosthodontic Treatment for Missing Teeth Using 

Implants”
 Toyohiko Hidaka (Clinical Professor at Tsurumi University)
 “Protocols in Esthetic Implant Restoration”
 Hideaki Ueda (Clinical Professor at Fukuoka Dental College)
 “Prosthetic Decision-making in Occlusal Reconstruction
  ―How Should We Use Conventional Option and Implant?―” 
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■ Clinical Lecture Series 5 May 22 (Sun) Room 2　14:00~16:00

Start Up Implant Clinic
― Attentions of Introducing Implant Clinic to Dental University or College by 
Prosthodontic Department―
Chairperson : Fumihiko Watanabe (The Nippon Dental University)
 Yoshiyuki Hagiwara (Nihon University)
Speakers : Takashi Sawase (Nagasaki University)
 “Expand Your Prosthetic Options with Implant Treatment!”
 Yuji Kokubo (Tsurumi University)
 “Making a Start for Implant Treatment”
 Yoritoki Tomotake (Tokushima University)
 “ Dental Implant Therapy in the Department of Prosthodontics in Tokushima 

University”
 Hirofumi Kido (Fukuoka Dental College)
 “Implant Treatment in the Department of Prosthodontics”

■ Prosthodontic Specialist Seminar May 22 (Sun) Room 1　14:00~16:00

Required the Clinical Skill about Maxillofacial Prosthetic Treatment for 
Prosthetic Specialists

Chairperson : Nobuhito Gionhaku (Nihon University)
Speakers : Masaaki Goto (Saga University)
 “ Theory and Technique of Oral and Maxillofacial Rehabilitation for Prosthodontic 

Specialty, in Position of Oral Surgery”
 Tomohiko Ishigami (Nihon University)
 “ The Knowledge and Technique of Maxillofacial Prosthodontist for a General 

Prosthodontist”
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■ Health Lecture for Citizen
 May 22 (Sun) Hiroshima Prefectural Culture Center　10:00~12:15

Impact of Denture and Implant Treatment on Dementia Prevention
Chairperson : Tateo Miyaji (Clinical Professor at Tokyo Dental College)
Speakers : Minoru Onozuka (Kanagawa Dental College)
 “Involvement of Chewing in Prevention of Dementia”
 Misao Kawara (Nihon University School of Dentistry at Matsudo)
 “What Kind of Denture will be Good Denture?”
 Yataro Komiyama (Tokyo Branch) 
 “Preferable Implant as One Treatment Option”
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日補綴会誌　3・120回特別号，2011 特 別 講 演

トピックス
●治し支える医療
●地域完結型医療
●医療連携

トピックス
●超高齢社会
●医療と介護
●補綴歯科治療の役割

特 別 講 演　Plenary Lecture

新しい時代の医療・介護の連携
Cooperation between Medical Care and Long-term 
Care in the New Era

座長
古谷野　潔
九州大学大学院歯学研究院
インプラント・義歯補綴学分野
Chairperson
Kiyoshi Koyano
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry,
Faculty of Dental Science, Kyushu University

大島伸一
独立行政法人国立長寿医療研究センター
Shin-ichi Ohshima
National Center for Geriatrics and Gerontology

従来の歯科治療においては，口腔内にはう蝕や
歯周病などの疾患や歯の欠損を抱えるものの，全
身的には健康で自身の足で歩いて歯科外来を受診
する患者がほとんどであった．そうした患者に
とっては，「歯の治療」を受けることは「歯が良
くなる」というインパクトしかもたなかった．一
方，超高齢社会を迎えた今日，補綴歯科治療の対
象患者も高齢化してきた．そうした高齢の患者で
は，「歯の治療」が「食べる喜び」をもたらし，
全身的なQOLが向上するため，患者の生活にとっ
てより大きなインパクトを与えることになる．第
116 回大会以来，今大会にいたるまで，われわれ
の学術大会のメインテーマを「咬合・咀嚼が創る
健康長寿」として掲げ続けてきた所以である．わ
れわれは今後さらに，補綴歯科治療が健康長寿に
果たす役割に目を向け，社会に発信し，その社会
的価値を高めていく必要がある．

今回の特別講演では，超高齢社会を迎えたわが
国における新しい時代の医療と介護の連携につい
てお話いただく．上述のごとく補綴歯科治療が健
康長寿にきわめて大きな役割を果たせることを頭
においたうえで，超高齢社会の中で，医療の場だ
けでなく介護の場も含めて，今後の補綴歯科治療
が果たす役割について考える機会としていただき
たい．

平成 21 年 8 月に日本歯科医師会は「生きがい
を支える国民歯科会議」を立ち上げ，翌年の 11
月に会議でまとめられた提言を受けた．提言の内
容は，①歯科医療の目的を「歯の治療」から「食
べる幸せ」へと拡げて欲しい，②活躍の場を診察
室から地域社会へと展開して欲しい，③地域では
さまざまな職種と協働し，全人的医療の一翼を
担って欲しい，というものである．

今，日本は超高齢社会を迎えて，従来の医療か
ら，どのように脱皮するのか，大きな転換点に立っ
ている．従来の医療とは何か，それを象徴してい
るのは広辞苑の医療の項にある．医療とは「医術
で病気を治すこと」とあり，それ以外の記載はな
い．この定義では，不治の病気や終末期では医療
は必要がないことになる．

高齢者では，救命・延命を目指す，治す医療だ
けに徹すると辛いことになる．時には病気と共存
してでも，QOL を落とさないような医療や，そ
の時が来たら安心し納得して終末期を迎えられる
ように支援をする医療も必要である．

すなわち「治す」ことを目的とした医療モデル
から「治し支える」ことを目的とする生活モデル
への転換，具体的には，病院で完結した医療から
地域全体でみてゆく医療への変化である．地域で
の医療の原則は生活の場の中にある医療であり，
したがってそれを展開するうえで，欠かせないの
は地域のあらゆる資源を利用した，人的，組織的
な連携である．

このような医療の大きな転換期にあって，重要
なことは専門職能集団全体における方針の合意で
ある．日本歯科医師会は，これからの医療の方向
性について，職能団体としての方針を明確にして
おり，これは日本の医療の歴史のなかでも稀有な
ことではないかと思う．



― 68 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011国際セッション招待講演

トピックス
●グローバリゼーション
●アジアにおける歯科補綴学の進歩
●国際学術交流

国際セッション招待講演　International Invited Session

Advanced of Prosthodontics in Asian Countries

座長
馬場一美
昭和大学歯学部歯科補綴学講座
前田芳信
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座歯科補綴学第二教室
Chairpersons
Kazuyoshi Baba
Department of Prosthodontics, School of 
Dentistry, Showa University
Yoshinobu Maeda
Osaka University Graduate School of Dentistry 
Department of Prosthodontics and Oral 
Rehabiliation

近年の CAD-CAM を初めとするデジタル技術
の導入，インプラント治療の進化は補綴歯科治療
の質や予知性を飛躍的に向上した．これらの分野
における日本補綴歯科学会会員諸兄の活躍には目
を見張るべきものがあり，歯科補綴治療だけでな
く歯科医療全体のレベルアップに大きく貢献して
きた．また，日本補綴歯科学会では学会主導で大
型科学研究費を基盤とした臨床研究活動を行って
きた．これらの研究活動も国内の歯科補綴学関連
の臨床研究の推進に大きな役割を担っており，特
に医療問題検討委員会，ガイドライン委員会を中
心として取り組んできた欠損歯列患者の症型分類
に関する研究，咀嚼機能評価法の確立に向けた研
究，広く患者立脚型アウトカムとして認知される
ようになった口腔関連 QoL を用いた臨床研究な
ど，補綴学会を基盤とした多施設共同研究の研究
成果には枚挙にいとまがない．

本セッションではまず座長よりこれらの研究成
果を中心に日本補綴歯科学会の研究推進に関する
取組について簡単に解説する．引き続き，交流協
定に基づいて日本補綴歯科学会と学会間学術交流
を 行って き た 韓 国 補 綴 歯 科 学 会（Korean 
Academy of Prosthodontics; KAP，平成 18 年 4
月 28 日交流協定締結），中国補綴歯科学会

（Chinese Prosthodontic Society; CPS， 平 成 18
年 8 月 25 日交流協定締結），ならびにインド補綴
歯科学会（Indian Prosthodontic Society; IPS，
平成 19 年 3 月 28 日交流協定締結）から Dr. 
Richard Leesungbok（KAP），Dr. Wang Yining

（CPS），Dr. Suhasini J. Nagda（IPS）をお招きし，
3 名の招待演者から，それぞれの専門分野につい
てのトピックと各学会において推進されている歯
科補綴学のトピックを紹介していただき，日本補
綴歯科学会も含めた各学会の臨床・研究・教育活
動に関する情報共有・情報交換を行い学会間での
学術交流の推進を図る．
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日補綴会誌　3・120回特別号，2011 国際セッション招待講演

Paradigm Shift on Loading Protocols for 
Posterior Maxilla in Implant Dentistry

Richard Leesungbok, DMD, MSD, PhD

Chair of Student Affairs Committee, Head 
Professor, Professor ＆ Chair, Department of 
Biomaterials ＆ Prosthodontics, Kyung Hee 
University School of Dentistry, Seoul, South 
Korea
Head, Center of Implant ＆ Esthetic Dentistry
Vice-Dean, Kyung Hee University Dental 
Hospital at Gangdong, Seoul, South Korea

In 2009, the Scientific Committee of ITI
（International Team for Implantology）made a 
consensus document through discussion of 
several division of tasks based on carefully 
selected evidence-based scientifi c results of pre-
searched theses from year 2000 to 2008. This 
was conducted by 24 invited implant scholars 
throughout 20 or more countries whom were 
divided into 3 groups.
1. Immediate loading in posterior maxilla

The scientifi c evidence for ‘immediate loading’ 
in partially edentulous maxilla is still insuffi  cient. 
But, in some of clinical reports, immediate 
loading in posterior maxilla sometimes show 
good results under limited conditions as follows,
1） Utilize micro-rough surface treated implants,
2） Maintain around 30~55Ncm of insertion 

torque on implant surgery,
3） Confirm the implant bed of at least 5mm 

remaining bone thickness vertically, when 
cortical bone fixation technique（bicortical 
fi xation）with sinus fl oor elevation is applied,
In only those cases that primary stability 
effect is expected, which depends on pure 
physical force and no micro-movement what 
so ever, during 1 week post-insertion and 
etc. immediate loading by connecting 
immediate functional restorations is possible.

2. Early loading in posterior maxilla
The existing researches support ‘early 

loading’ from 6 to 8 weeks post-insertion of 
micro-rough surface treated implants in 
posterior maxilla and mandible. Therefore, in 
most patients, loading to the implants under this 
periodic protocol may be regarded as commonly 
accepted treatment procedure.

However, due to the appearance of SLActive 
surface made changes in the early loading 
protocol, and early loading after 1 week post-
insertion of implants is made possible. The 
reduction of ‘stability dip’ which contributes to 
shortening of bone healing period, brought 
about a clinical innovation through signifi cantly 
reducing risk factors causing implant failure in 
immediate to early loaded implants after implant 
surgery.
3. Conventional loading in posterior maxilla

Conventional loading in partially posterior 
edentulous area is the utmost choice in those 
cases showing insufficient primary stability

（insertion torque）of implants for early or 
immediate loading protocol, which could be 
applied to particular clinical conditions at ease. 
In other words, this protocol may be applied in 
cases requiring extensive bone augmentation or 
in cases that underwent sinus elevation or in 
cases of existing oral parafuctions.

Expectably, the introduction of SLActive 
surface altered conventional loading protocol, 
and notably made possible the loading of 
implants after 2 months post insertion.
Conclusion

The bone quality of posterior maxilla is 
mostly D4, and in these cases achieving 
insertion torque that exceeds 20Ncm is almost 
impossible even through under dri l l ing 
technique of implant bed to smaller diameter 
than implant fixture. Consequently, in most 
cases, it is correct to consider immediate loading 
impossible, but once in a while, immediate 
loading may be applied in cases restricted to 
those achieving insertion torques that exceed 
30~35Ncm through bicortical fi xation after sinus 
elevation.
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日補綴会誌　3・120回特別号，2011国際セッション招待講演

Evidence Based Tooth Bleaching

Yining Wang

Professor and Chairman 
Department of Prosthodontics 
School of Stomatology 
Wuhan University, China
Councilor of Chinese Stomatological Association
Vice-chairman of the Chinese Prosthdontics 
Society
Councilor of Chinese Society of Aesthetic and 
Plastic Doctor
Fellowship of International College of Dentists

Bleaching is consided a more conservative 
approach to l ightening teeth than more 
aggressive methods, such as resin-bonded 
veneers or crowns. The objective of this 
presentation is to increase your understanding 
of tooth whitening. We will do this by reviewing 
the clinical studies in the scientific literature 
that has been published. The presentation 
would answer following questions many dentists 
met. What is tooth bleaching? What are 
advantages and disadvantages of at-home 
bleaching and in-office bleaching? Is bleaching 
safe? How long is the bleching treatment? What 
is a correct option for certain person? When 
should the patient be rebleached? In addition, 
question should include how to prevent and 
treat tooth sensitivity during bleaching. And 
what is benefi t for a combind bleaching plan?
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日補綴会誌　3・120回特別号，2011 国際セッション招待講演

Advances in Prosthodontics in Asian 
Countries

Suhasini J. Nagda, MDS, FDS, RCPS,
（Glasgow）

Professor and Head, 
Department of Prosthodontics
Nair Hospital Dental College, Mumbai
Dean, Nair Hospital Dental College
Presently President, Indian Prosthodontic 
Society
Chairperson, Savitribai Phule Gender Resource 
Center
Chairperson, CDE committee, MUHS, Nashik
Member Senate, Maharashtra University of 
Health Sciences, Nashik

Oral Health issues are as old as the existence 
of mankind. Dentistry has it’s inception and has 
indeed evolved in Asian countries. The oral 
health issues of the population in diff erent Asian 
countries are varied due to the habits, culture, 
oral hygiene protocols fol lowed and the 
prevailing economical status of the population. 
Earlier oral health problems were solved by 
unqualifi ed personnels in an empirical manner. 
Today, the practice of dentistry in Asia ＆ 
worldwide is addressed with a scientific 
background and with evidence based approach. 
Though advanced dental care is rendered in 
most Asian countries, still a vast cross section of 
population is devoid of standard health care 
procedures. This paper gives an overview of 
Advances in Prosthodontics in Asian countries. 
It will also highlight the quality of research and 
publications in these regions. With technological 
progress the world has become a global village, 
moreover job opportunities have seen the 
migration in Asian population within and 
outside Asia. Hence there is need for experts in 
the various countries in Asia to come together 
and address the future issues with collaborative 
aproach.
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日補綴会誌　3・120回特別号，2011理事長講演

トピックス
●日本補綴歯科学会の歩み
●第 100 回記念大会～第 120 回記念大会
●本学会の将来の方向性

理事長講演　President’s Keynote Lecture

補綴歯科の歩みと未来
Past and Future of Prosthodontics

座長
矢谷博文
大阪大学大学院歯学研究科顎口腔咬合学分野
Chairperson
Hirofumi Yatani
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka 
University Graduate School of Dentistry

　
古谷野　潔
九州大学大学院歯学研究院インプラント・義歯補
綴学分野
Kiyoshi Koyano 
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, 
Faculty of Dental Science, Kyushu-University

本年の学術大会は，第 100 回大会以来の記念大
会である．この機会に第 100 回以後の学術大会の
メインテーマを軸に本学会の歩みを振り返り，本
学会の現在と今後について考える．

1998 年に開催された 100 回大会は，「健康科学
における歯科補綴学―21 世紀に目指すもの―」
をテーマとして歯科補綴学の将来展望を示した．
2000 年には国際シンポジウム大阪 2000 を催し，
国際化の端緒となった．その後，韓国，中国，イ
ンドの補綴学会との交流協定締結や GNYAP と
の 2 度 に わ た る 学 会 の 共 催，IADR の
Prosthodontic Research Groupとの連携などへと
発展した．また，2002 年には英文誌の発行を開
始し，現在では海外からの投稿論文も増え，IF
取得目前まで来ている．

2001 年の 106 回から 112 回までは，「新しい歯
科補綴のパラダイム」をメインテーマに据え，副
題として，「エビデンスとアセスメントの確立へ
向けて」（106 回）が取り上げられ，この時期に
医学・歯学分野に急速に導入された EBM への対
応が図られた．今日，本会は Minds 収載の 2 つ
を含め，多くのガイドラインを作成し歯科界を
リードしているが，この時期の取り組みが今に繋
がっている．「口腔の機能を測る」（111 回），「生
体との接点を求めて」（112 回）は，今日の咀嚼
機能評価の先進医療採用，バイオロジー研究の発
展の礎となった．

一方，113 回から今回までは，一貫して「咬合・
咀嚼が創る健康長寿」がメインテーマとして取り
上げられ，補綴歯科が健康長寿に果たす役割につ
いての研究を推進してきた．これは，補綴歯科の
目標を歯や口腔から，健康長寿という全人的な価
値に拡げるものであった．講演では，これらを基
盤として，本学会の現在と将来の方向性について
述べる．
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バイオエンジニアリングが拓く
補綴歯科イノベーション
Innovation of Prosthodontic Care Based on 
Cutting-edged Bioengineering

座長
赤川安正
広島大学大学院医歯薬学総合研究科
先端歯科補綴学研究室
Chairperson
Yasumasa Akagawa
Department of Advanced Prosthodontics 
Hiroshima University Graduate School of 
Biomedical Sciences

歯科補綴バイオエンジニアリング
西村一郎
UCLA 歯学部先端歯科補綴-生体材料-病院歯科
部門
ワイントロープ再建生体工学研究所
Bioengineering in Prosthetic Dentistry
Ichiro Nishimura
The Weintraub Center for Reconstructive 
Biotechnology
Division of Advanced Prosthodontics 
Biomaterials ＆ Hospital Dentistry 
UCLA School of Dentistry

補綴歯科のイノベーションを推進していくため
には，金属やポリマー材料の新開発とこれらに基
づいた医療技術の開発を目指した伝統的な歯科補
綴学をさらに深化させながら，一方で，先端的な
科学技術の進歩を取り込み，新しい領域の進化に
対応する創生的な歯科補綴学を発展させなければ
ならない．この主要な領域としてバイオエンジニ
アリングが挙げられる．生体システムの構造や機
能を解明し，これらの結果に基づいて革新的な新
素材や医療技術を開発するバイオエンジニアリン
グの進歩は，従来の常識をくつがえす新素材や治
療技術革新をもたらす可能性を秘めており，その
ゴールを考えるとき，補綴歯科がイニシアティブ
をとることのできるものである．そこで，補綴歯
科治療のより良い予後と患者の QOL の向上，健
康長寿につながるためのイノベーティブな新素
材・材料や医療技術の開発を推進するとのミッ
ションのもと，このシンポジウムではバイオエン
ジニアリングの研究動向の最前線を総括すること
とする．

まず，先駆的にバイオエンジニアリングを歯科
補綴学に取り入れた UCLA 西村一郎教授には，
補綴歯科のイノベーションにつながる先生の数々
の先端研究の成果を講演していただく．次いで，
この西村教授の基調講演をもとに，学会の次世代
を担う若手研究者に，骨再生，生物学的歯根再生
および iPS 細胞を用いる補綴歯科の診断と治療の
可能性について，それぞれの最新の知見を語って
もらうことにする．これらをまとめながら，さら
なる進歩を臨床現場に活かすための課題と解決方
策についても議論を重ね，バイオエンジニアリン
グが拓く補綴歯科のイノベーションの方向性を明
確に示したいと考えている．

Nishimura is Professor in the Division of 
Advanced Prosthodontics, Biomaterials and 
Hospital Dentistry and the Section of Oral 
Biology at UCLA School of Dentistry. Nishimura 
received his dental training from Tokyo Dental 
College（DDS, 1981）and Harvard School of 
Dental Medicine（DMD, 1993）. His advanced 
research training at Harvard resulted in the 
Doctor of Medical Sciences（DMSc）degree in 
1986. After postdoctoral fellowship in cellular 
and molecular biology under Professor Bjorn 
Olsen at Harvard Medical School, Nishimura 
started tissue regeneration and biotechnology 
research in 1989. He has served as Director of 
the Harvard-MIT Biomaterials Research 
Training Program（1993-95）and Director of 
the Predoctoral Research Program of the 
Harvard School of Dental Medicine（1995-97）. 
He joined UCLA in 1997 and established the 
Jane  and  Jerry  We in t raub  Center  f o r 
Reconstruct ive Biotechnology,  which is 
supported by the National Center for Research 
Resources and philanthropic contributions from 
fi lm and entertainment industry.

Nishimura has served as a reviewing 
consultant for National Institutes of Health

（USA）, National Science Foundation（USA）, 
Biotechnology and Biological Sciences Research 
Coun c i l（UK）and  Ch r i s t i a n  Dopp l e r 
Forschungsgesellschaft（Austria）. He has 
received scientific/academic awards including 
Distinguished Faculty Award（Harvard, 1993）, 
Turner-Newell Fellowship Award（University 
of Manchester, UK, 1995）, Distinguished Service 
Award（American Association for Dental 
Research, 1999）, Appreciation of Services（US 
Department of Health ＆ Human Services, 2000 
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臨床ニーズに即した骨再生のストラテジー
鮎川保則
九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座
インプラント・義歯補綴学分野
Strategies for Bone Regeneration Based on the 
Clinical Demands
Yasunori Ayukawa
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry 
Division of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental 
Science, Kyushu University

これまで歯科補綴学は，材料学や機械工学と
いった工学分野との緊密な連携を特色として発展
してきた歴史がある．金属，ポリマー，セラミッ
クス等の新素材の開発や，インプラント - 骨界面
での応力分布研究等は，より良い歯科補綴医療
サービスを展開する基礎になってきた．バイオエ
ンジニアリングとは，生体システムの機能構造を
新素材に応用したり，工学系のアルゴリズムを医
療に応用したり，生命科学と工学分野の新しい接
点に立って急速に発展している研究部門である．
医療分野のなかでも，工学を基盤に持つ歯科補綴
学が，バイオエンジニアリングを先導していくこ
とは当然のことといえる．

こうした新しい研究のゴールが，歯科補綴医療
サービスの向上にあることは言うまでもない．し
かしながら，これまでの，研究室から診療室へと
いう一方的な研究の流れは，ときに患者ニーズと
研究課題にギャップが生じ，臨床応用に至らない
という経験をしてきた．歯科補綴臨床に直結した
トランスレーショナル研究は，むしろ患者ニーズ
を敏感に汲み上げる，診療室―研究室―診療室と
いう流れが好ましいと考えている．われわれは現
在解決していくべき問題として，無歯顎歯槽堤の
激しい吸収，BMP 等の生体因子の現実的な臨床
応用，放射線治療後遺症への対応，ビスフォスフォ
ネートによる顎骨壊死，インプラントオッセオイ
ンテグレーションのリアルタイムな検証などを挙
げ，バイオエンジニアリングを基礎に研究開発を
急いでいる．

本シンポジウムでは，これらの現在進行してい
るプロジェクトを例に，歯科補綴バイオエンジニ
アリングの研究体制を模索する．

補綴学的観点からインプラント治療を見たと
き，いわゆるトップダウントリートメントは治療
の要諦であると考えられる．その際，高度に萎縮
した顎骨を有することが多い本邦の無歯顎患者に
おいては，骨増生法の併用を要する頻度は高いも
のとなっている．しかし，現在の骨増生法には骨
補填材料が必須であるものの，本邦では使用でき
る骨補填材の種類には制限が非常に多く，一方で
自家骨を充分な量得るためには，患者，術者双方
に負担を強いているのも事実である．また，自家
骨や人工材料を移植した際，不完全な生着や感染
をコントロールしきれないケースもみられる．こ
れらのことより，臨床の場からは安全，確実，低
侵襲な骨再生・骨増生法の発展が求められている
といえる．

このような立場を踏まえ，臨床に直結する骨再
生法に関する多種多様な研究がなされてきた．特
に BMP-2 を用いた骨再生は多角的に検討され続
けており，一定の成果を上げ，諸外国では臨床の
場に供されている．しかし，成長因子を用いた骨
再生法は現在のところ非常に高価である．また，
BMP をはじめとする種々の成長因子の安全性や
効果の確実性については，さらなる検討が必要で
あると考えられている．

これまでわれわれの研究室では，高脂血症治療
薬の骨再生薬としての可能性について，特にイン
プラント治療と関連した領域で検討を加えてき
た．スタチン類と呼ばれるこれらの薬剤は，1999
年に Mundy らが骨形成効果を報告し，その本質
が BMP-2 の生合成を促進することにあることが
明らかになっている．

本シンポジウムでは，特に臨床的なニーズが高
いと思われる，安全，確実，簡単，安価な骨再生
法の可能性について，「注射でできる骨再生」と
して，これまでに当教室で行ってきた動物実験の
成果を紹介する予定である．

＆ 2005）and Distinguished Scientist Award
（International Association for Dental Research, 
2004）. His consulting activity covers from 
biotechnology to applied mathematics. His 
current research focuses on the biotechnology 
of tissue engineering and wound healing, which 
has been published in scientifi c journals such as 
Journal of Biological Chemistry, Proceeding of 
National Academy of Science USA, and Journal 
of Clinical Investigation.
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自己組織幹細胞による歯の機能再生
園山　亘
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
インプラント再生補綴学分野
Recovery of Tooth Function with Autologous 
Tissue-specifi c Stem Cells
Wataru Sonoyama
Department of Oral Rehabilitation and 
Regenerative Medicine, Okayama University 
Graduate School Medicine, Dentistry and 
Pharmaceutical Sciences

歯肉を iPS細胞源とする補綴歯科治療の可能性
江草　宏
大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座
歯科補綴学第一教室
Possible Application of Gingiva-Derived iPS 
Cells in Prosthetic Dentistry
Hiroshi Egusa
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka 
University Graduate School of Dentistry

従来の補綴歯科臨床では，歯が失われた際の機
能回復には固定性ブリッジや可撤性床義歯が応用
されてきたが，国民の健康感の変化と基礎的研究
の蓄積による信頼性の向上を背景にして，口腔イ
ンプラントの需要が急増している．しかし，この
口腔インプラントも歯根膜を有しないゆえの生理
的感覚の欠如や，成長・老化に伴う歯や顎骨の変
化に対応できないなどの欠点を有しており，さら
なる改善が望まれている．すなわち，生体と生物
学的に調和し，恒常性を維持するような機能回復
法の開発が望まれている．この要件を満たすスト
ラテジーとしては，歯そのものの再生が理想的で
ある．事実，齧歯類では胎生期の組織や歯胚細胞
を用いた歯の再生に成功しており，世界的にたい
へんな注目を集めた．しかし，これらの研究では，
本来あるべき大きさまで歯胚を成長させること
や，欠損の部位に応じて歯冠形態を制御するには
至っていない．このような現状を鑑みると，ヒト
での「歯」の再生には，克服すべき重大な課題が
まだまだ数多く残されていると考える．

そこで，われわれの研究グループでは，現状で
利用し得る材料と技術を用いて生物学的な人工

「歯根」を作製し，歯の機能再生を行う手法の確
立を目指し，検討を重ねている．本シンポジウム
では，一個体から複数種の組織幹細胞を分離し，
その特徴を生かしつつ組織工学的手法と歯科補綴
学的手法を組み合わせ，同一個体で歯の機能再生
を目指した大型動物モデルでの検討結果を紹介す
る予定である．

歯科補綴学および補綴歯科治療術式の目覚しい
進歩は，失われた歯および歯周組織の機能・審美
的な修復・再生を可能にしてきた．同時に，補綴
治療計画の立案には以前にも増して外科的治療概
念が包含されるようになり，予知性の高い治療を
行うためには，炎症・免疫・再生などのバイオロ
ジカルな生体反応機構の理解が必要不可欠となっ
ている．一方では，同様の再生医療術式を施した
にもかかわらず，治療経過に個人差を認めること
は臨床的な事実であり，QOL を患者一律に回復
するためには，治療経過の個人差を克服するため
の術前診断技術の確立が必要となる．

近年，皮膚などの体細胞に数個の遺伝子を導入
することで，人工多能性幹細胞（iPS 細胞）を作
製する技術が報告された．この技術によって，胚
性幹細胞（ES 細胞）のように胚を破壊すること
なく，個々の患者の細胞から万能細胞が作製可能
となるため，その医療への応用が期待されている．
iPS 細胞の臨床応用には，採取の容易な組織細胞
から iPS 細胞を効率よく作製する技術が重要とな
る．歯肉は歯科治療の過程で切除される機会の多
い組織であり，切除歯肉片は一般的に廃棄されて
いる．われわれは，マウスおよび患者の歯肉由来
線維芽細胞に山中 4 因子あるいは 4 因子から癌遺
伝子 c-Myc を除いた 3 因子を導入することで容
易に iPS 細胞が樹立可能であることを見出してい
る．

個々の患者から作製された iPS 細胞は，将来的
にはさまざまな組織の再生医療への応用が期待さ
れるだけでなく，試験管内で患者固有の歯周組織
における生体反応を再現するツールとなる可能性
を秘めている．本講演では，歯肉由来 iPS 細胞の
樹立およびその補綴歯科治療への応用の可能性に
ついて言及しつつ，今後の課題と将来の展望につ
いて考察したい．
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審美領域におけるインプラント補綴のコンセンサス
Consensuses on Implant Restoration in Aesthetic Zone

座長
小宮山 彌太郎
東京支部
市川 哲雄
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔顎顔面補綴学分野
Chairpersons
Yataro Komiyama 
Tokyo Branch
Tetsuo Ichikawa 
Department of Oral ＆ Maxillofacial 
Prosthodontics, Institute of Health Biosciences, 
The University of Tokushima

審美領域における上部構造の設計指針
塩田　真
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
インプラント・口腔再生医学
Guidelines for the Design of Implants’ 
Superstructures in the Esthetic Zone
Makoto Shiota
Tokyo Medical and Dental University, Graduate 
School, Division of Oral Health Science, Oral 
Implantology and Regenerative Medicine

長期間にわたり機能的のみならず審美的にも良
好な状態を保つことを治療結果に求める患者が増
えてきました．オッセオインテグレーションを基
本とするインプラントにあっては，適切な治療が
なされるならば周囲組織の形態を安定した状態で
保持しやすいことが知られていますが，それはす
べての条件が揃った場合に，はじめて可能となり
ます．絶えず目に触れる審美領域にあっては，診
断から最終的な補綴装置の装着，さらにはアフ
ターケアにいたるまで，より細心の配慮が求めら
れるきわめて高度な知識と技術とが求められます．

同部位へのインプラント療法の適用に際しては
解剖学的な制約を受けやすいことが，治療を難し
くしている要因でしょう．したがって，患者が結
果に何を期待しているのかをはじめとし，詳細な
診察・検査とそれをもととした厳密な治療計画の
立案，ならびに細心の手技だけではなく補綴学的
観点からの総合調整が求められます．

本シンポジウムでは，審美領域におけるインプ
ラント治療が，長期間にわたり患者に満足してい
ただけるための要点を整理したく，経験豊かな 3
名の先生方にご講演いただきます．塩田 真先生
には治療の成否を左右する診察・検査に続く治療
計画の立案，そしてその適用をお話しいただきま
す．石川先生からは卓越した外科的手技をご自身
の症例を通して解説していただき，武田先生には，
ご自身の長期の臨床経験をもとに本治療法成功の
要点をまとめていただきます．加えて，咬合領域
の世界的権威 Gunnar E. Carlsson 先生からこの
治療法に関する注意点などをご指摘いただく予定
です．

今後，より盛んになるであろう審美領域におけ
るインプラント補綴の臨床応用に関して，本シン
ポジウムで学会としてのコンセンサスが得られる
ようにしたいと思います．

伝統的な補綴の基準からすると，補綴医がイン
プラントの審美に関与できる領域は限定されてい
る．なぜならば審美補綴に要求される支台の形態
や辺縁部位置の設定はインプラントにおいて技工
士の専権事項であり，補綴医に委ねられた作業は
印象採得と咬合採得ならびに最終補綴物の調整と
装着に留まるからである．しかし伝統的な審美補
綴では歯冠のパフォーマンスがほとんどの成否を
負うのに対し，インプラント審美補綴では周囲粘
膜やインプラントの位置も成否に関与する．その
中で補綴医が与る領域は多くかつ重要である．

インプラントの審美補綴では，歯冠の要素は
white esthetic score として，周囲粘膜の要素は
pink esthetic score として数値化され，さらにそ
の中の形態的要素を補綴医が担うこととなる．ま
た，シミュレーションソフトとガイデッドサー
ジェリーの発達に伴いインプラントの位置要素を
補綴医がコントロールすることが可能となり，外
科担当医への実効性をもった注文が可能となっ
た．補綴医によるインプラント埋入位置や方向の
指定は，上部構造の設計と直接は関与しないが，
周囲粘膜の安定性や上部構造作製の自由度を増大
させることと繋がり審美性の向上に密接に影響す
る．したがって補綴主導の概念に基づいたインプ
ラント三次元的配置のマネジメントは，審美補綴
を具現するための必然といえる．また，インプラ
ントの審美における pink esthetic score の重要性
は十分認識されているが，score 向上には GBR
や結合組織移植などの外科手技と同様に仮封冠装
着から始まる粘膜貫通部の形態形成が肝要であ
る．さらに，獲得された審美性の維持には最終補
綴の粘膜貫通部形態の整備が不可欠となる．この
ような形態に関わる要因に加えて使用される材料
の審美性への関与についても言及したい．
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トピックス
●骨と軟組織の三次元的要件
● GBR
●軟組織マネージメント

トピックス
●インプラント補綴
●埋入ポジション
●長期予後

審美インプラント治療における，硬組織，
軟組織の三次元的なマネージメント
石川知弘
東海支部
Three-Dimensional Bone and Soft Tissue 
Management for Esthetic Implant Therapy
Tomohiro Ishikawa
Tokai Branch

長期予後から見る成功の条件
武田孝之
東京支部・東京歯科大学臨床教授
Criteria of Success from Long-term Prognosis
Takayuki Takeda
Tokyo Branch
Clinical Professor at Tokyo Dental College

審美領域に欠損が生じた場合，患者の最大の関
心は審美性の回復であろう．健全歯質を保全する
ため，あるいは欠損歯数が大きく，従来の補綴治
療が困難な症例においてインプラント治療は非常
に有効な選択肢となる．現在インプラント治療の
成功基準にも審美性の獲得があげられている．し
かし現実にはほとんどの前歯部欠損症例におい
て，インプラント周囲に天然歯列と同様な審美的
軟組織のフレームを再現するためには，骨や軟組
織が不足している．特に多数歯に欠損が及ぶ場合
より顕著である．患者にも術者にとっても十分満
足できる審美性を獲得するためには，術前に治療
目標を設定し，失われた組織を外科的に再建する
か，もしくは補綴的に再建するかを決定し，それ
ぞれの設計に適した位置にインプラントを正確に
埋入する必要がある．外科的に審美的な軟組織の
フレームを再建する場合，単にインプラントを骨
内に納めるだけでは不十分である．それはインプ
ラントには天然歯に存在するような付着機構がな
く，インプラント上部構造周囲に歯間乳頭を再現
するためには，それを支える骨組織が不可欠とな
るからである．また，インプラント周囲の軟組織
が薄いとインプラント周囲の骨吸収を引き起こす
可能性があるため，審美性と清掃性を獲得するた
めには，十分な厚さ，そして周囲の組織に適合し
た角化組織の獲得も重要である．これらの組織マ
ネージメントが行われたうえで，アバットメント，
上部構造による軟組織形態の調整が可能となり，
最終的に審美性の獲得が達成される．本講演では
インプラント治療において審美性を獲得するため
に必要な骨と軟組織の三次元的な要件と，その手
法についての GBR，軟組織のマネージメントに
ついて症例を通して解説したい．

インプラントが審美補綴の一翼を担うように
なって，すでに 15 年以上経過した．

インプラントの治療計画において，古くは機能
回復を主体として骨のある部位にインプラントを
安全に埋入することを第一義的に考えた骨主導型
から始まり，その補綴的欠点を補うために上部構
造を中心に考え，天然歯の位置，形態を遵守した
補綴主導型へと移行してきた．しかし，補綴主導
型でインプラントを配置するためには大半の症例
で骨が不足し，骨造成を行うことが必須とされて
きた．骨は造成できるもの，安定して経過するも
のと認識されてきたが，炎症性化骨である造成骨
は変化を避けられない．

そこで，既存骨を主体として唇頬側に水平支持
骨を保存できるような臨床的工夫を行うことで，
患者負担を少なく近似した結果を得ることが推奨
されてきている．

今回は，経過例から見えてきた審美領域のイン
プラント補綴の留意点を報告する．
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トピックス
●全部床義歯
●咬合
●顎関節症
●ドグマ

トピックス
●全部床義歯の印象法
●患者の満足度
●辺縁形成

シンポジウム 2　Symposium 2

補綴歯科治療に潜むドグマ
Dogmas in Prosthodontic Treatment

座長
矢谷博文
大阪大学大学院歯学研究科顎口腔咬合学分野
佐藤博信
福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野
Chairpersons
Hirofumi Yatani
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka 
University Graduate School of Dentistry
Hironobu Sato
Department of Fixed Prosthodontics, Fukuoka 
Dental College

問題提起
補綴装置製作に関するドグマ
―全部床義歯の製作法，特に印象法について―
水口俊介
東京医科歯科大学大学院全部床義歯補綴学分野
Dogmas Related to Fabrication of Prosthesis
―Discussion on Complete Denture Fabrication, 
Especially Impression Technique―
Shunsuke Minakuchi
Complete Denture Prosthodontics, Graduate 
School, Tokyo Medical and Dental University

歴史的に見ると，歯科補綴学研究は豊かな臨床
経験則に基づき，臨床先行型研究として発展して
きた．そのため，伝統的に少数のオピニオンリー
ダーの影響力が強く，サイエンスから遠いところ
に向かいがちであった．したがって，われわれが
日常臨床において正しいと信じて疑わない補綴歯
科治療技術の中には実は臨床エビデンスがないド
グマも多く含まれているものと思われる．

未来の歯科補綴を考えるとき，歯科補綴学の真
の意味でのサイエンスとしての地位を確立するこ
とが必要である．すなわち，補綴歯科治療全体の
レベルの引き上げを図るためには，偶然性の強い
個人的経験や観察に基づく医療から，体系的に収
集され，確認された臨床エビデンスに基づく医療
へと転換し，患者中心の補綴歯科治療につなげて
いかなければならない．

そこで，前学術委員の中から選ばれた 3 名の先
生方にそれぞれに異なる問題提起を行っていただ
き，それに対してイェテボリ大学名誉教授
Gunnar E. Carlsson 先生から臨床エビデンスに基
づいたアンサーをいただくというシンポジウムを
企画した．Carlsson 先生は International Journal 
of Prosthodontics の編集長を長い間お務めにな
り，補綴歯科臨床における臨床エビデンスに通暁
しておられることはよく知られており，本シンポ
ジウムにもっともふさわしい先生である．

取り上げる問題は，それぞれドグマが多く含ま
れていると考えられる全部床義歯の印象法，治療
的咬合，顎関節症の補綴歯科治療の 3 つであり，
問題提起に続く Carlsson 先生からのアンサーと
ディスカッションを通じてこれらに含まれるドグ
マを浮かび上がらせてみたい．会場からもたくさ
ん質問をいただき，有意義なシンポジウムにした
いと考えています．

全部床義歯補綴においては義歯の維持安定を周
囲軟組織に依存しているため，これら軟組織と義
歯との機能的協調がきわめて重要と認識されてい
る．したがって一般的な全部床義歯製作・義歯形
態決定の過程は，軟組織との調和を図る過程でも
ある．

多くの歯科大学，歯学部で個人トレーとコンパ
ウンド等を使用した辺縁形成の手法が採用されて
いる．それは口腔各部の解剖学的生理学的要件と
義歯との関係を確認しながら床縁形態を順次決め
てゆくこの手法が，時間を要するが教育的効果の
高い手法であると認識されているからである．し
かしながら通常使用されるコンパウンドは，習熟
の困難な材料で，辺縁形成に習熟するまでには訓
練が必要であり，現状の教育環境でそれが達成で
きているかどうか疑わしい．また実際の臨床の現
場では，時間的コストの問題等のため，この手法
が主流であるかどうかは全く疑わしい．もちろん
医療経済的な問題はあるにしても，それらが現代
においても不適切な形態の義歯が巷に多く存在す
る一因ではないかと思う．そしてそのような形態
の義歯でも満足して使用している患者が多く存在
するのも事実であろう．

全部床義歯は起源が古く，歯科補綴学の中では
いわば古典である．さらに口腔の機能とともに大
きく動く補綴装置でありであり，周囲軟組織との
関連を議論しなければならないためエビデンスを
求めることが困難である．したがって全部床義歯
の製作法の中には多くのドグマが存在しているよ
うな気がする．今回は上述の印象採得についての
問題点を提起し，議論を尽くしたいと考えている．
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トピックス
●治療的咬合
●理想咬合
●咬合のドグマ

トピックス
●顎関節症
●咬合
●下顎位

問題提起
咬合に関するドグマ
―治療的咬合（Therapeutic Occlusion）を
現時点ではどのようにとらえるか？―
前川賢治
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
インプラント再生補綴学分野
Dogmas Related to Dental Occlusion
―Discussion on the Current Concept of 
Therapeutic Occlusion―
Kenji Maekawa 
Department of Oral Rehabilitation and 
Regenerative Medicine, Okayama University 
Graduate School of Medicine, Dentistry, and 
Pharmaceutical Sciences

問題提起
顎関節症（TMD）に関するドグマ
―顎関節症の治療における補綴歯科治療の
役割は何か―
小見山　道
日本大学松戸歯学部口腔機能学講座
Dogmas Related to Temporomandibular 
Disorders
―Discussion on the Role of Prosthodontic 
Approach in the Management of TMD―
Osamu Komiyama 
Department of Clinical Oral Physiology, Nihon 
University School of Dentistry at Matsudo

われわれが日常臨床で実施するほぼ全ての診療
行為には，咬合に関する診断，治療が関与し，咬
合の概念なしに歯科臨床を語ることはできない．
理想的な咬合の定義については，19 世紀末から
様々な理論が提案され，それに対する論争が途絶
えることはなかった．さらに，それらの理論に基
づく理想の咬合を，歯科医がいわゆる “ 不正咬合 ”
と診断する目の前の患者に，どこまで適応するの
かに関しても議論が止むことはなかった．その大
きな理由は，これらの議論をすすめるうえで，決
定打を与えるような科学的根拠を示せた研究成果
が存在しないからに他ならない．しかし，単一因
子が大きくその疾患の成立や治療に関与する遺伝
子疾患や感染症等とは異なり，構造的特性，生体
の適応能力，嗜好など，各個人間で全てに差異を
認める複数の因子が複雑に絡みあって形成される
咬合に，その答えを単純に求めるのは不可能なの
かも知れない．

そのような状況下においても，歯の欠損や移動
を繰り返して咬合が崩壊し，咀嚼障害を訴える患
者を目前にした場合には，臨床エビデンスの有無
にかかわらず，歯科医は理想の咬合をめざした口
腔リハビリテーションを施す必要があるであろ
う．咬合再構成に際し，決して過剰治療とならず，
患者の長期的な満足が得られる咬合を，現時点で
どのように捉え，与えるべきかをひとつの大きな
トピックとして問題提起したい．なかでも，治療
的顎位をどのように（HOW），どこに（WHERE）
与えるべきか，また，どのような咬合様式を与え
るべきかに焦点を絞り，Dr. Carlsson に時間の許
す限りお答えいただくとともに，咬合に関するド
グマを探りたいと思う．

日本補綴歯科学会は，2010 年 3 月に出された
米国歯科研究学会による TMD 基本声明に対し
て，現時点における最も標準の見解であり，これ
に従って TMD の診断と治療が行われるかぎり，
多くの TMD 患者にとって福音となると認め，
ホームページおよび学会誌に掲載した．

その声明は，TMD の治療法に関して，第一選
択は保存的で可逆的かつ証拠に基づく治療法を強
く薦め，また多くの TMD 患者の自然経過より，
TMD は時間経過とともに改善し，治癒すること
が示唆されるとしている．そして効果的と証明さ
れた特定の治療法は存在しないが，保存的療法の
多くが侵襲的な治療法と同程度に症状を改善し，
また不可逆的な変化を起こさず，害をもたらすリ
スクは格段に少ないとしている．

しかしながら，このような基本声明がなされた
現在においても，TMD の治療と称して，異常な
咬合高径を設定して装着された，過度に長い歯冠
長を有する補綴装置や，咬合面を平らにするまで
削る咬合調整が，いまだに散見されるのは，どう
いうことなのであろうか．おそらくこれらは，
TMD の原因として咬合をとらえており，それに
基づく TMD の治療法としての咬合治療をまだま
だ正しいという立場で診断，治療が行われている
ことを意味している．

今回，症例を通じて，いまだに TMD の原因と
しての咬合を疑わず，そして TMD の治療方法と
して大規模な咬合治療が行われているという現実
問題を提起し，Dr. Carlsson からのアンサーをも
とに，TMD と咬合の間に横たわるドグマに関し
て，有意義なディスカッションができれば幸甚で
ある．



― 80 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011シンポジウム 2

　
問題提起に対するアンサー
Gunnar E. Carlsson, L.D.S., Odont Dr/PhD, 
Dr Odont hc, Dr Dent hc2, FDSRCS（Eng）
University of Göteborg, Sweden

Dr. Carlsson was Professor and chairman of the 
Department of Stomatognathic Physiology（with 
its clinic for TMD patients）at the Faculty of 
Odontology, University of Göteborg, Sweden, 
1969 to 1987, and Professor and chairman of the 
Department of Prosthetic Dentistry at the same 
faculty 1987 to 1995. He is now Professor 
emeritus. He was Dean of the Faculty of 
Odontology 1974-1977 and 1987-1990.

Dr. Carlsson has published about 400 articles 
and several book chapters on prosthodontics, 
occlusion and temporomandibular disorders. He 
was editor-in-chief of the International Journal of 
Prosthodontics 1997 to 2004 and held the same 
position for the Acta Odontologica Scandinavica 
1991 to 1997. He was Co-President of the 
International College of Prosthodontists 1998-
1999. He has continued his scientifi c activity and 
international lecturing, and he has been author 
or co-author of > 30 publications during the last 
5 years（2006-2010）.
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トピックス
●デジタルデンティストリ―
● CAD/CAM システム
●チームアプローチ

トピックス
●デジタルデンティストリー
● CAD/CAM
●品質管理

ジョイントシンポジウム 1　Joint Symposium 1

CAD/CAMから Digital Dentistryへ
―コンピュータを応用した歯科治療の最前線―

Digital Dentistry Based on CAD/CAM System
―The Forefront of Dental Treatment Supported by Computer―

座長
末瀬一彦
大阪歯科大学
疋田一洋
北海道医療大学
Chairpersons
Kazuhiko Suese
Osaka Dental University
Kazuhiro Hikita
Health Sciences University of Hokkaido

デジタルデンティストリーの変遷
宮崎　隆
昭和大学歯学部歯科理工学教室
Overview of Digital Dentistry
Takashi Miyazaki
Department of Oral Biomaterials and 
Technology, Showa University School of 
Dentistry

補綴治療は本来，患者個々の症状に対するオー
ダーメイド治療で，修復物製作においても歯科医
師あるいは歯科技工士の繊細な技術によるハンド
メイドによって行われてきたが，製作者の技術に
よって最終補綴物の評価は大きく異なるだけでな
く，医療における品質管理の点からも安定的な供
給が困難である．近年コンピュータの普及によっ
て歯科治療にも大きな変革がおこっている．疾病
構造の変化や患者の高齢化，多様なニーズに対応
するための新素材の開発や技術革新と相まって，
コンピュータ支援による歯科治療は安心・安全な
医療を国民に提供できる期待がある．さらに，術
者側においても診査・診断の確定，手術治療支援，
治療効果の判定，生産性の向上，作業環境の改善，
情報伝達など多くの利点がある．しかし，一方で
はコンピュータを操作するのは専門職の高度な知
識であり，情報収集，準備作業や最終仕上げのた
めの卓越した技術が必要になってくる．特に補綴・
インプラント治療にあっては，上部構造の設計か
らみた埋入位置の診査，支台歯形成，スキャニン
グされたデータから補綴装置の構造設計，患者
個々の色調再現などはコンピュータを有効に利用
するために歯科医師や歯科技工士が行わなければ
ならない作業である．さらに患者に対して高精
度・高品質な補綴装置を提供するためには歯科医
師と歯科技工士が情報を共有して，同じ到達目標
をもつというチームアプローチをはからなければ
ならない．今回のシンポジウムでは，CAD/
CAM システムによって注目されてきたデジタル
デンティストリ―について，歯科治療への応用の
経緯，新素材の特性，審美修復治療やインプラン
ト治療，歯科技工への臨床応用，将来への展望な
どについて補綴，理工，技工のそれぞれの立場か
らご発表をいただく．

歯科医療がこれまで以上に国民の長寿健康に貢
献していくためには，患者とのコミュニケーショ
ン，検査，診査・診断，治療計画立案，手術支援，
補綴装置の製作，予後管理などを含めて多くの分
野でデジタル情報とデジタル機器，デジタル技術
の活用，すなわちデジタルデンティストリーが必
要になってきた．

補綴治療においては，各種材料を成形加工して
作製した補綴装置を多用してきた．その変遷をみ
ると，ロストワックス精密鋳造法，陶材焼付技術，
コンポジットレジンと光重合技術，接着材，レー
ザ溶接など，いずれも画期的な材料や技術の開発
と導入により歯科医療の体系が変革してきた．近
年，歯科疾病構造の変化，患者の高齢化や意識の
変化などにより，患者の求める補綴装置は，快適
さ，審美性，安全性，経済性，早期の機能回復，
長期の機能期間の保証などにシフトしている．こ
れらに対応するためには，従来の高度に専門化し
た歯科技工技術によるオーダーメード生産体制だ
けでは不十分である．デジタルデンティストリー，
とりわけコンピュータを応用した成形加工システ
ムすなわち CAD/CAM の導入が期待される．

CAD/CAM システムを導入する利点は，ファ
インセラミックスやチタンなどの新素材の適用，
歯科技工作業環境の改善，歯科用装置の生産性の
向上，医療費の削減，歯科用装置の品質保証など
である．今後の超高齢社会においては，医療の目
的で体に適用する装置の品質管理がこれまで以上
に重要になる．

講演では，1970 年代から導入された歯科用
CAD/CAM システムの開発の歴史を振り返り，
近年のインプラントや審美歯科領域に応用されて
いる新しい材料やシステムへの変遷，さらにデジ
タルデンティストリーの今後の展望を紹介したい．
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最新のオールセラミックレストレーション
中村隆志
大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座
Latest All-Ceramic Restorations
Takashi Nakamura
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka 
University Graduate School of Dentistry

インプラント補綴治療介入における
CTシミュレーションの活用
細川隆司
九州歯科大学口腔機能再建学講座
口腔再建リハビリテーション学分野
The Application of CT Simulation in Prosthetic 
Intervention with Dental Implants
Ryuji Hosokawa
Division of Oral Reconstruction and Rehabilitation 
Department of Oral Functional Reconstruction 
Kyushu Dental College

審美性や生体親和性に優れたオールセラミック
クラウンやブリッジが，前歯部だけでなく臼歯部
でも用いられるようになってきた．このような
オールセラミックレストレーションが普及したの
は，ジルコニアに代表される材料の進歩に加えて，
セラミックスの加工にコンピュータ技術が応用さ
れるようになったことが大きい．歯科用セラミッ
クスには，ガラスセラミックスや長石系ポーセレ
ンのように透過性に優れるが，強度や靭性はそれ
ほど大きくないものとジルコニアやアルミナのよ
うに，高い強度や靭性をもつが，光はあまり透過
しないものがある．前者はインレーや前歯クラウ
ン，そして前装材料として使用され，後者はクラ
ウン・ブリッジのフレームに用いられる．歯科用
CAD/CAM システムは，当初ガラスセラミック
スを切削加工するものが市場に登場したが，現在
の主流は，レーザーや可視光を用い非接触式で模
型を計測したデータをもとに CAD によりデザイ
ンを決定し，CAM によりジルコニアやアルミナ
を切削加工する各種のシステムである．

本シンポジウムでは，まずオールセラミックレ
ストレーションで使用されるセラミックス材料に
ついて解説し，ジルコニアを加工する数多くの
CAD/CAM システム，なかでも国産のシステム
を中心にその概要や特徴を紹介したい．ここでは，
前装ポーセレンの破折を防ぐフレームデザインに
ついても言及したい．また，実際の臨床では，
CAD/CAM システムにより計測や加工が行いや
すいように支台歯形成をする必要がある．そこで，
形成における注意点についても解説したい．今回
の講演が参加された先生方の明日からの臨床に役
立てば幸いである．

口腔インプラント治療において，外科侵襲の最
小化，すなわちミニマルインターベンション（MI）
の導入に対してはさまざまな議論があり，臨床上
のリスクが増えることを理由に，その適用にあ
たっては慎重な意見も多い．代表的な MI 術式で
あるグラフトレス手術，フラップレス手術，イミ
ディエートローディング（即時荷重）や，いわゆ
るオールオン 4 のような術式のリスク回避におい
ては，術前診断が極めて重要となるが，これまで
の 2 次元情報の画像診断では限界があったのは事
実である．

しかし，近年，CT 撮影を行い顎骨の 3 次元デー
タを用いてコンピュータで術前解析を行い，狙い
通りにインプラント手術が実施できるシステムが
開発されたことにより，インプラント補綴におけ
る MI 治療が比較的安全確実に行えるようになっ
てきた．さらに，最近，CT の 3 次元データを用
いて，3 次元有限要素法モデルを構築して生体力
学的なシミュレーションを行うことにより，術前
にインプラントの本数や配置を最適化することも
可能になりつつある．加えて，従来困難であった
軟組織の 3 次元情報，とくに付着（角化）歯肉と
遊離歯肉の境界を CT データに加えて，軟組織の
マネージメントまで術前にシミュレーションでき
るようになってきている．

そこで，本シンポジウムでは，インプラント補
綴治療介入における CT データを用いたシミュ
レーションの活用に関して，まずは，3 次元情報
を用いた術前診断の有用性について整理したい．
続いて，実際の症例を示しながら，現状のインプ
ラント治療シミュレーションの問題点や限界を示
し，最後に，現在のわれわれの取り組みを紹介し
つつ，未来に向かってどのような研究開発を行う
べきかについて，私見を示させていただき，有意
義な議論の場にしたいと考えている．
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ジルコニアを理解し，包括的に幅広く
歯科臨床へ応用する
増田長次郎
兵庫県
Understand the Zirconia
Be Applied to a Wide Range of Comprehensive 
Dental Practice
Chojiro Masuda
Hyogo Prefecture

歯科医療における補綴の役割は，外科術式や補
綴の技術革新によって，術後の予知性と審美性の
両立が可能かつ容易となった．歯列の連続性を回
復し顎口腔機能へアプローチした上で審美性を確
立していかなければならない．

歯科材料の目覚しい発展によって，外科術式や
補綴の選択肢・優位性が向上したことは周知の事
実である．特に，CAD/CAM の進歩により，審
美修復およびインプラント修復の幅が大きくなっ
た．しかしながら，それらが先行するがあまり，
本来の患者本位の歯科医療の分野が置き去りにさ
れていないかを再考してみたい．そこで今回は新
素材ジルコニアに焦点を絞って，強度や光透過性
や組織親和性などその特性を紹介したい．また，
ジルコニアフレームの特徴を最大限引き出すため
の手法や，CZR- プレス，インプラント（アバッ
トメント）も含めた幅広い臨床応用や留意点を解
説していく．

チェアーサイドとラボの役割分担を明確にし，
そして，同じ意識で一人の患者・一つの模型に取
り組まなければならない．審査・診断・治療計画
から，審美性と機能の回復，メインテナビリティー
の確立のために何が必要か，症例を通して示した
い．
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咀嚼機能検査に基づく補綴歯科治療の確立に向けて
Towards the Establishment of Prosthetic Dental Treatment Based on 

Examining Masticatory Function

座長
大川周治
明海大学歯学部機能保存回復学講座
歯科補綴学分野
栗原英見
広島大学大学院医歯薬学総合研究科
歯周病態学分野
Chairpersons
Shuji Ohkawa
Division of Removable Prosthodontics 
Department of Restorative ＆ Biomaterials 
Sciences, Meikai University School of Dentistry
Hidemi Kurihara
Department of Periodontal Medicine 
Hiroshima University Graduate School of 
Biomedical Sciences

歯科領域における臨床検査法を確立するととも
に，これらの検査を日常臨床において常態として
実施することは EBM に基づいた歯科医療を実践
するうえで不可欠です．特に咀嚼機能検査法の確
立と実用化は，本学会が長年にわたって取り組ん
できたテーマであり，補綴歯科治療を的確に行う
うえできわめて重要です．しかし，咀嚼機能検査
法として種々の方法が報告されてきましたが，一
般に普及しているとは言い難い状況にあります．
そこで，本シンポジウムでは 4 人の先生方をお迎
えして臨床検査法，特に咀嚼機能検査の現状と問
題点，および今後の展望についてご講演いただき
ます．まず基調講演として井上先生には，日本口
腔検査学会を代表して，口腔医を目指すという意
識改革の重要性とともに臨床検査の必要性につい
てご講演いただきます．堀先生には，嚥下機能を
含めた顎口腔機能に関する検査の概要と，これら
の検査が一般に普及しない原因についてご講演い
ただき，本シンポジウムにおける問題提起をして
いただきます．そして志賀先生には，本年 2 月厚
生労働省および中医協において先進医療技術とし
て認可されました「有床義歯補綴治療における総
合的咬合・咀嚼機能検査」についてご紹介してい
ただき，服部先生には，検査方法の標準化，評価
基準の設定など，咀嚼機能検査法を日常の臨床に
普及させていくための今後の課題についてご講演
いただきます．

有床義歯補綴治療における咀嚼機能検査法が保
険収載に向けて大きい一歩を踏み出しました．本
シンポジウムにより，歯科領域における臨床検査
法，特に咀嚼機能検査法の重要性を再認識すると
ともに，EBM に基づいた歯科医療の実践へと大
きく前進する契機となれば幸いです．

トピックス
●臨床検査
●咀嚼機能検査
●先進医療技術
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歯科領域における臨床検査の確立
―口腔医を目指して―
井上　孝
東京歯科大学臨床検査病理学講座
Honing Clinical Examination Technique in the 
Dental Practice 
―Toward being Oral Stomatologist―
Takashi Inoue
Department of Clinical Pathophysiology, Tokyo 
Dental College

顎口腔機能検査の現状
堀　一浩
新潟大学大学院医歯学総合研究科
摂食・嚥下リハビリテーション学分野
The Current State of Stomatognathic Function 
Evaluation
Kazuhiro Hori
Division of Dysphagia Rehabilitation, Niigata 
University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences

歯の欠損を埋めることに奔走してきた歯科医師
は，口腔単位で診ていく口腔科医に変貌を遂げな
くてはいけない時期を迎えている．昨今では，口
腔疾患と糖尿病，動脈硬化，心筋梗塞との関係は
明らかになり，また咀嚼により痴呆症の予防が可
能になるという記事が新聞誌上に載ったのも記憶
に新しい．つまり，口腔機能の改善は患者の全身
状態を抜きに考えられないのである．今回のテー
マである咀嚼機能検査ももちろん臨床検査である
が，その検査の持つ意味を十分把握しなければ，
そして口腔治療が健康長寿につながることを理解
しなければ意味がない．そして，患者の全身状態
を知るためには臨床検査は欠かせないものであ
る．長い間，歯科医師が臨床検査を谷底に置き去
りにしてきた歯科医療を，口腔医として臨床検査
を谷底から引き上げ，根拠ある歯科医療に変える
必要がある．現在，物言う医療消費者に変貌した
患者に対応するためにも，患者と向き合い，病態
を説明し，根拠ある診断，治療，予後判定を行わ
なければならないことを念頭に置く必要もある．
そのためにも臨床検査の必要性は言うまでもない．

結論として，先生方の意識改革なくして歯科に
検査の導入は難しい．今回は講演の機会を与えて
いただき，口腔医として歯科特殊検査と臨床検査
から，今回のシンポジウムのテーマを考える．

咀嚼障害の程度や補綴治療効果の評価などを行
うために，顎運動・筋活動・咬合力・咬合接触面
積・咀嚼能力検査など，多くの顎口腔機能評価法
が開発されてきた．また，昨今のセンシング技術
の向上に伴いその精度は飛躍的に向上するととも
に，顎口腔機能を測るための新たなアプローチも
試みられている．さらに，このような客観的な評
価結果を用いて，補綴装置の予後予測や患者の
QOL（Quality of Life）に及ぼす影響を明らかに
することもできるようになってきた．

しかしながら，各医療機関での検査法は統一さ
れているわけではなく，結果の解釈にコンセンサ
スを得ることは難しいのが現状である．さらに，
いまだ一般歯科医においてこのような検査法が幅
広く行われているとは言い難い．

本シンポジウムでは，現在までに行われてきた
顎運動・筋活動・咬合力・咬合接触面積・咀嚼能
力検査，そして嚥下機能を含めた顎口腔機能に関
する検査法の概要と特徴をまとめる．また，これ
ら多数の検査法を理解するために，それぞれの検
査結果の相互関係について現在までにわかってい
ることをレビューする予定である．そのうえで，
これらの検査が一般歯科医へ普及しない原因につ
いて考察し，今回のシンポジウムにおける問題提
起とし，その方策を考えるに当たっての一助とし
たい．さらに，演者は摂食・嚥下リハビリテーショ
ンの専門とする分野に所属しており，その立場か
ら咀嚼機能と嚥下機能との関わりについても言及
できればと考えている．
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保険収載を見据えた咬合・咀嚼機能検査
志賀　博
日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 1 講座
An Examination of Masticatory Function and 
Occlusion Meant for the Social Insurance
Hiroshi Shiga
Department of Partial and Complete Denture 
School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon 
Dental University

咀嚼機能検査に残された課題
服部佳功
東北大学大学院歯学研究科
口腔機能形態学講座加齢歯科学分野
What Remains to be Done to Encourage Broad 
Use of Masticatory Function Tests
Yoshinori Hattori
Division of Aging ＆ Geriatric Dentistry, 
Department of Oral Function and Morphology 
Tohoku University Graduate School of Dentistry

歯の欠損に伴う咀嚼障害を有する患者に対する
有床義歯補綴治療の治療成果が長期にわたって維
持されるためには，調整・指導による適切な管理
が必要不可欠であり，これによって患者の健康の
維持・増進が図られます．従来の有床義歯の調整
法は，咬合接触点の印記や下顎運動の視診，患者
自身による違和感の訴えの有無等により，咬合調
整の必要性の有無や調整箇所の把握を行うもので
した．特に両側遊離端義歯や全部床義歯症例等，
咬合状態が安定しない困難な症例においては，咬
合の不正や咬合干渉の有無の把握が困難な場合が
あり，微細な調整の必要性を必ずしも十分に捉え
ることが可能であるとはいえない点が指摘されて
いました．これに対して，咬合および咀嚼機能の
状態を客観的に評価することにより，従来法では
把握が困難であった微細な咬合の不正や咬合干渉
の捕捉が可能となり，より的確な有床義歯の調整
や指導・管理を行うことが可能となる新技術（有
床義歯補綴治療における総合的咬合・咀嚼機能検
査）が提案され，先進医療として認可されました．
本技術は，有床義歯新製前，新製有床義歯装着後
の調整時，有床義歯調整後の各段階において，顎
運動検査と咀嚼能力に係る検査を行い，咬合状態
と咀嚼機能の状態を総合的に評価するものです．
具体的には，下顎の 3 次元運動を磁気センサや
ヘッドマウントカメラで検出して咀嚼運動を自動
解析して得られた運動経路のパターンや下顎運動
の安定性から，咬合調整の必要性を判断するもの
です．また，グミゼリーを片側咀嚼させた後のグ
ルコース濃度を咀嚼能力測定用の専用のグルコー
ス測定機器を用いてグルコースの溶出量を測定
し，有床義歯による咀嚼機能の改善状況を把握す
るものです．

本講演では，本技術による検査法について紹介
させていただきます．

臨床検査としての咀嚼機能検査には，大掛かり
な道具立てが要らず，検査や分析に手間も時間も
かからない利便性が求められるが，まして重要な
のは検査成績と咀嚼機能との良好な相関であり，
標準化された検査方法や，明示された検査成績の
評価基準であろうと思われる．

咀嚼機能は狭義には食物細分にかかる能力を指
し，運動機能との関連が強い．しかし細分された
食物粒子の凝集を促し，形成された食塊と粘膜の
摩擦を減じて，食道に向けた移送をたやすくする
のは唾液の作用であり，刻々変化する食物性状の
感知は口腔感覚の作用である．顎口腔の感覚，運
動，分泌のいずれが損なわれても，咀嚼機能は低
下する．機能低下の機序を問わず，その影響を同
等に評価する検査法が求められる所以である．

検査方法の標準化の重要性は改めて指摘するに
及ばない．感圧フィルム法による最大咬合力検査
のように簡便な検査でも，同等の対象群の計測値
は施設間で著しい不均質を示す．原因はおそらく
検査や解析の手順の瑣末な相違であろう．検査法
の標準化は施設間で検査の均質性を担保する必須
要件であり，基準値設定の重要な前提でもある．

基準値の設定は大きな課題である．健常者向け
の常食からさまざまな段階の介護食まで，粒径や
硬さなどの異なる食形態ごとに咀嚼能力の基準値
が示すことで，根拠に基づいた緻密な食事指導が
可能になる．また患者の口腔状態に応じた咀嚼能
力の期待値が補綴治療以前に推定できれば，補綴
治療には量的目標が設定されることになる．

補綴歯科治療における咀嚼機能検査が保険収載
に向けて一歩を踏み出した今日，先達のご尽力に
深く敬意を表しつつ，補綴臨床における咀嚼機能
検査の普及に向け，今後の課題を展望したい．
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介護予防に対する補綴歯科の新たなチャレンジ
New Challenge of Prosthodontics for Minimizing Nursing Care Needs

座長
小林義典
日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 1 講座
森戸光彦
鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座
Chairpersons
Yoshinori Kobayashi
Department of Partial and Complete Denture 
School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon 
Dental University
Mitsuhiko Morito
Department of Geriatric Dentistry, Tsurumi 
University School of Dental Medicine

今日の高齢化の問題は，高齢化の「速さ」から，
老年人口割合の「高さ」へと変化している．高齢
社会対策大綱では，高齢期に至っても長く健康を
保ち，健康を害してもできるだけ回復に努め，健
やかで充実した生活を全うできるよう，生涯にわ
たる健康づくりを総合的に推進することが求めら
れている．

補綴歯科は，これから高齢者になろうとしてい
る人やすでに高齢者となった人と常に接している
が，要介護となった高齢者との接点は比較的少な
いと言える．このため，高齢者医療や訪問診療と
いった話題となると，「敷居が高い」，「われわれ
には関係がない」と，思いがちな傾向があるかも
しれない．

しかし，介護予防という観点に立つとかなり身
近な課題として感じることができる．「要介護状
態になることをできる限り防ぐ（遅らせる），あ
るいは要介護状態であっても，それ以上に悪化さ
せないようにする（維持・改善を図る）」と，視
点を少し変えるだけで日常臨床において実践でき
ることが多いことがわかる．たとえば，口腔機能
向上サービスの対象者は，硬いものが咬みにくく
なっていたり，水を飲んでよくムセたり，口の中
が渇いてきた人たちであり，このような患者には
常に接している．さらに，身長や体重を聞くこと
で低栄養状態を推測したり，つま先が上がらず「す
り足歩行」となっているのを見て，転倒リスクが
推察できたりもする．そして，このような要介護
になるかもしれないリスクを持つ患者を適切に予
防することが，今日の補綴歯科に強く求められて
いる．

一方，補綴歯科治療そのものが介護予防につな
がる可能性を示すエビデンスがいくつか示されて
いる．このことこそ，これからの補綴歯科が担う
べき大きな責任と考える．本シンポジウムでは，

「介護予防」の視点から補綴歯科の可能性を探っ
てみたい．

トピックス
●介護予防とは
●介護予防と歯科
●補綴歯科の新たな価値
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トピックス
●介護予防
●口腔機能向上支援
●歯科補綴

健康寿命と介護予防
小坂　健
東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野
Healthy Longevity and “Kaigo-yobo” Preventing 
Conditions Requiring the Long-term Care
Ken Osaka
Department of Community and International 
Health, Graduate School of Dentistry, Tohoku 
University

口腔機能向上と補綴歯科
植田耕一郎
日本大学歯学部摂食機能療法学講座
The Prosthodontics Plays an Important Role in 
Oral Health Care
Koichiro Ueda
Nihon University School of Dentistry 
Department of Rehabilitation Dysphagia

わが国は，自立した生活ができる期間を示す健
康寿命は世界でもトップクラスであるとされる．
しかし，これを支えてきた医療・介護といった社
会保障制度については，人口の急速な高齢化とそ
れを支える生産者人口の減少により，制度の維持
には大幅な改革が必要となる．その一歩として，
従来は考えられなかった保険料を予防に投入する
という新たなスキームがなされた．それが口腔機
能の向上，運動機能の向上および栄養改善を 3 本
の柱とする介護予防プログラムの介護保険制度へ
の導入であった．導入から数年が経過したが，口
腔の問題が専門家以外には依然としてハードルが
高いと感じられており，市町村や介護施設などで
のサービスの提供体制は十分とは言えない．介護
保険制度への導入により，「口腔機能」や「口腔
ケア」という言葉は，多くの介護関係者や在宅医
療に関わる医療職に広まってきているが，義歯の
作製が必要な場合といった歯科的な介入が必要な
場合にも，漫然と画一的な口腔清掃が行われてい
るだけの場合もある．介護予防の取組を入り口と
して，広く口腔の問題とその対応について，実際
に高齢者の療養に関わる介護・看護職などに指導
し，必要な場合に積極的に歯科への連携をしても
らう体制を整備していく必要がある．医療保険に
おいて在宅療養支援歯科診療所が新設され，更な
る在宅医療の推進が示されたこともあり，これま
での治療に加え，摂食嚥下や栄養等を含めた介護
予防，さらには終末期の看取りまで含めた対応が
必要になる．その中で，補綴治療を行う歯科医師
が大きな責任を持ち，積極的に外に出て，本当の
意味での他職種協働が実行されていくことによ
り，住み慣れた場所で，医療と介護が一体的に提
供され看取りまでなされるという「地域包括ケア」
の実現に近づくと思われる．

2006 年の介護保険改訂にあたり，活力ある高
齢社会を目標に「介護予防重視型施策」が唱えら
れ，具体的に「運動器の機能向上支援」「栄養改善」
そして「口腔機能の向上支援」の 3 本柱が介護予
防施策になりました．2000 年に介護保険制度が
スタートした時点では，一切触れられていなかっ
た「口腔」という文言が，高齢者健康施策に明記
されたことは画期的なことでした．これらを実行
することにより，高齢者の健康の維持増進および
要介護状態の重度化予防が図れることが国策レベ
ルで認められたのです．

口腔機能向上支援（通称口腔ケア）は，「摂食
機能訓練」と「口腔衛生管理」の 2 軸から構成さ
れています．口腔ケアは今や，医科，歯科，介護，
保健問わず共通言語となりました．歯科補綴とい
う「医療」が「介護」領域と組みするためには，

「補綴」という歯科医療の概念を，「リハビリテー
ション」あるいは「生活支援のための補助装置」
であるとの概念にシフトする必要があります．「治
療」ではなく「支援」であり，「改善」ではなく「維
持」であるといった新たな価値観の構築が望まれ
ます．

本シンポジウムでは，超高齢化社会に向けて世
界に誇るべき介護保険制度を背景に，歯科補綴の
延長線上における歯科医療従事者としての在り方
について検討させていただきます．
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トピックス
●咬合と運動機能
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介護予防としての「食べること」の支援
―補綴歯科と栄養の協同により目指すもの―
松山美和
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔機能福祉学分野
Support of Eating for Elderly in Care Prevention 
Services
―Direction by Cooperation of Prosthodontics 
and Nutrition―
Miwa Matsuyama
Department of Functional Oral Care and 
Welfare, Institute of Health Bio Sciences, The 
University of Tokushima Graduate School

運動器の機能向上と補綴歯科
吉田光由
広島市総合リハビリテーションセンター
The Role of Prosthetic Dentistry for Preventing 
Locomotive Syndrome
Mitsuyoshi Yoshida
Hiroshima City General Rehabilitation Center

日本は高齢者数の急速な増加に伴い，国の高齢
社会対策の一つとして介護保険制度を平成 12 年
から開始した．当初，この制度は介護重視モデル
であったが，軽度者（要支援，要介護 1）の増加
に伴い，平成 18 年に介護予防重視型に改正され
た．介護予防とは要介護状態になることをできる
限り防ぎ，そして状態が重度化しないように維持
改善を図ることである．具体的には，地域の高齢
者のうち，要支援・要介護になるおそれのある者
を対象に，閉じこもり予防・支援，認知症予防・
支援，うつ予防・支援，運動器の向上，栄養改善，
口腔機能の向上を目標とした介護予防事業を実施
している．

厚生労働省のホームページには介護予防マニュ
アル概要版や，前述 6 項目のマニュアル（改訂版）
が掲載されている．その一つである栄養改善マ
ニュアル（改訂版）には，「栄養改善」の基本的
な考え方として，低栄養の改善だけでなく，高齢
者の「食べること」を楽しみや生きがいのうえか
ら重要とし，「食べること」への支援を通じて，
社会参加や生活機能の向上，コミュニケーション
の回復，生体リズムの保持へとつなげると記され
ている．また，タンパク質とエネルギーの十分な
摂取による身体機能や生活機能の維持や，免疫機
能維持による感染予防により，介護予防を行うと
している．

補綴歯科もまた，欠損補綴治療によって「食べ
ること」を機能面から支援する専門であり，食内
容や食行動から「食べること」を支援する栄養改
善には少なからず影響があると考えられる．そこ
で本講演では，両者の関係を文献的に考察し，補
綴歯科が栄養改善の観点からも介護予防に貢献で
きることを示したい．補綴歯科が他職種，また多
職種と協同して高齢者の「食べること」を支援す
ることは，社会的な要求が高く，期待が大きいも
のと考える．

より多くの高齢者が住み慣れた地域での安心し
た生活を継続的に支えていくことができるよう介
護保険制度が予防重視型のシステムへと転換さ
れ，予防給付として①運動機能の向上，②栄養改
善，③口腔機能の向上サービスが提供されている．
さらに，これらのサービスの組み合わせによる相
乗効果も今後期待されている．

歯が多く残存し，咬合が保持されている高齢者
では，開眼片足立ち時間が有意に長い，下肢筋力
が有意に大きいとの報告がいくつかある．そのメ
カニズムとしては，歯根膜の深部知覚が重心の安
定に働いている，噛みしめにより下肢筋の拮抗筋
反射が強まるなどが考えられており，歯を多く残
存させることが運動器の機能維持に役立つ可能性
がある．

一方で，要介護高齢者の多くはすでに多くの歯
を喪失しており，補綴歯科治療がリハビリテー
ションとして，このような機能を補完できるかを
明らかにすることが求められる．なぜなら，介護
予防とは「要介護状態の発生をできる限り防ぐ（遅
らせる）こと」であるとともに，「要介護状態にあっ
てもその悪化をできる限り防ぐこと」とであるか
らである．われわれ補綴歯科は，残存歯を守るこ
とで介護予防に貢献することはもちろん，喪失歯
を補綴し口腔の機能回復を図ることで，介護の重
症化予防に大きく貢献できるものと考える．歯を
多く喪失した認知症高齢者に対して，義歯治療を
行うことで，転倒予防につながったという報告も
あり，われわれ補綴歯科と介護の重症化予防との
関わりを考えるうえで一つの示唆を与えてくれて
いる．

ここでは，このような口腔と運動器の機能向上
に関する文献をレビューしながら，補綴歯科が介
護予防・介護の重症化予防にどのように貢献でき
るかについて議論を進めたい．
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研究セミナー　Research Seminar

口腔と脳機能を語る
―エビデンス構築のためのクリティカルレビューとアクションプラン―

Interactive Function of Brain and Stomatognathic System
―Critical Review and Action Plan for Braiding Evidence―

座長
皆木省吾
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
咬合・有床義歯補綴学分野
佐々木啓一
東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野
Chairpersons
Shogo Minagi
Department of Occlusal　and Oral Functional 
Rehabilitation, Okayama University Graduate 
School
Keiichi Sasaki
Department of Advanced Prosthetic Dentistry 
Tohoku University Graduate School

近年，高齢者における咀嚼・口腔機能への取り
組みが，高齢者の健康維持に大きく寄与している
ことへの理解が進み，クローズアップされていま
す．とりわけ咀嚼などの口腔機能の遂行が，口腔
感覚や脳血流の増加等を介して脳機能を賦活し，
健康の向上に関わっているエビデンスが集積され
つつあります．

咀嚼・口腔機能と脳機能との相互連関の統合的
理解を促進し，さらなるエビデンスを構築するた
めには，口腔感覚，発語，嚥下などの口腔機能と
脳機能，その他の全身機能との関連，さらには動
物モデル形成等，咀嚼・口腔機能に関する基礎研
究，臨床研究ならびにフィールド研究を遂行する
ことが必須となります．そのために，本学会では
歯学，脳科学，生命科学を含む幅広い研究者を結
集して，『脳機能と咀嚼・口腔機能の相互連関の
統合的理解』というテーマのもとに学会を挙げて
研究，解析を目指す企画を設立しました．本学会
が組織しつつある研究グループは，
1）脳機能と咬合咀嚼（基礎研究），2）脳機能と
咬合咀嚼（フィールド研究），3）脳機能と口腔感
覚，4）脳機能を発語 ･ 嚥下，5）咬合咀嚼と全身
機能，6）実験動物モデルの開発，
の 6 領域から形成されています．

会員の多くの先生方が協力して高い学術成果が
達成できるよう，戦略についての十分な議論を行
う場として，本セミナーを企画致しました．参加
者の皆様から，多彩な切り口で活発な意見交換が
行われることを期待しております．
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脳機能と咀嚼システムの統合的理解のために
泰羅雅登
東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
認知神経生物学分野
Not only Chewing but also Integrated Function 
of Chewing and Swallowing
Masato Taira
Department of Cognitive Neurobiology 
Graduate School of Medical and Dental Sciences 
Tokyo Medical and Dental University

「咀嚼」から「統合された咀嚼・嚥下」機能
の理解のために
井上　誠
新潟大学大学院医歯学総合研究科
摂食・嚥下リハビリテーション学分野
Not only Chewing but also Integrated Function 
of Chewing and Swallowing
Makoto Inoue
Division of Dysphagia Rehabilitation, Niigata 
University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences

咀嚼運動は，3 つのサブシステム，中枢制御シ
ステム，効果器のサブシステムそして，感覚器の
サブシステムが相互に関係しながら遂行されると
考えられている．したがって効果器のサブシステ
ムを変更する，あるいは感覚器のサブシステムを
少し変更すればそれが中枢制御システムにも影響
する．つまり，噛み合わせを治療して正しい咀嚼
ができるようにすれば，それが健やかな脳の育成
につながる可能性は十分にある．しかしその一方
で中枢のサブシステムが効果器サブシステムをコ
ントロールしていることも忘れてはならない．

認知症患者の脳機能を回復するための介入を
行ったところ，前頭葉機能検査，認知機能検査と
もに回復し，食べることの質が大きく変化した．
認知症の症状がひどかった頃は，おそらくは皮質
の機能は大きく低下しているので，皮質からの指
令で食べることを行っているとは考えがたい．で
は，脳のどこが皮質に変わって指令をだすのであ
ろうか．おそらくは，皮質よりもう 1 段下に位置
する大脳辺縁系の関わりが大きいと思われる．食
感，食物の匂い，味は咀嚼運動に対して非常に強
い影響を及ぼすが，これらの情報は大脳辺縁系に
影響して情動反応を引き起こす．たとえば，食感
を思い浮かべたときの脳活動をみると，島皮質に
強い活動がみられる．この領域は味覚の情報処理
にも関係し，また，痛みなど，情動と強い関係の
ある領域である．

辺縁系の行動発現のための回路は皮質の行動発
現の回路と独立している．たとえば，作り笑いと
自然な笑いは，別々の回路で発現する．つまり，
頭で考えて行動することと，情動的に，自然に行
動するということは経路が全く別であることを意
味している．したがって，われわれの咀嚼運動に
も，意図して制御する以外に，もう少し自然な咀
嚼運動があると考えられる．本シンポジウムでは，
脳機能と咀嚼システム歯科臨床や基礎研究の進む
べき方向について考えたい．

日本は，平均寿命の着実な伸びと出生率の低下
により，世界に例を見ない速さで人口の高齢化が
進み， 65 歳以上の高齢者の全人口に占める割合
は 2010 年には 23％に迫る勢いである．高齢者の
歯および口腔の健康を保つことは，咀嚼や咬合だ
けでなく，全身の健康を維持し，食事や会話を楽
しむなどの生活の質を向上させ，豊かな人生を送
るための基礎になると考えられる．このことは，
歯科補綴治療に対する考え方の転換にも通じてお
り，これまで目指してきた咀嚼機能の回復と維持
のみならず，食べる機能を包括的に捉える医療が
推進されなければいけないことを意味する．

摂食・嚥下機能が低下した要介護高齢者に対す
る口腔ケアや摂食・嚥下リハビリテーションなど
の重要性が社会に認知されるに従って，臨床現場
において歯科医師が果たす役割の重要性が注目さ
れてきている．しかしながら残念なことに，現在
に至るまでこれらの医療体系が十分なエビデンス
に基づいて構築されたものとは言えず，多くは臨
床報告や疫学的観察による報告に頼るにとどまっ
ている．

咀嚼・嚥下は単純な神経筋機能ではなく，食欲，
経験，嗜好などの上位脳による統合機能を含み，
また医療に加えて看護・介助などの環境設定にも
左右される．歯科補綴治療を含むこれからの歯科
医療は，単に口腔にとどまらずに感覚・運動を統
合する全身機能の一部としてこれらを理解するこ
と，さらに臨床・基礎研究の基盤整備を進めるう
えでは歯学のみならず医工学や食品科学などの異
分野との交流を進めていくことが望まれる．「咬
めば頭が良くなる」，「口腔機能の減退は認知症に
つながる」などといった短絡的なプロパガンダの
時代は終わった．本シンポジウムでは，咀嚼機能
から咀嚼・嚥下機能の理解を求めた歯科臨床や基
礎研究の進むべき方向について考えたい．
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臨床スキルアップセミナー　Clinical Skill-up Seminar

全部床義歯補綴を首尾良く貫徹する方法
Methods of Accomplishing Successfully Clinical Procedures 

for Complete Denture Treatment

座長
長岡英一
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
口腔顎顔面補綴学分野
Eiichi Nagaoka
Department of Oral and Maxillofacial 
Prosthodontics, Kagoshima University Graduate 
School of Medical and Dental Science

無歯顎の印象採得を基本から再考する
河相安彦
日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学
Fundamental Consideration and Refl ection of 
Edentulous Impression Procedure
Yasuhiko Kawai
Department of Removable Prosthodontics, Nihon 
University School of Dentistry at Matsudo

全部床義歯補綴は，いわゆるデンチャースペー
スに人工歯列と義歯床により構成される義歯を作
製・装着する一連の処置であるが，デンチャース
ペースにはすでに義歯が装着・使用されているの
がほとんどであることから，義歯を新製する理由
としての使用中義歯の不具合の要因分析が重要で
ある．不具合の要因としては，義歯床の粘膜面と
辺縁，下顎位と咬合平面および人工歯の咬合関係
が重要であるが，これらは義歯の新製にあたって
は歯科医にとって重要な技術である印象採得と咬
合採得に係わる事項であり，これらの不具合を改
善するために用いられる複製義歯の活用も有用な
技術である．いずれにしても，分析に基づく治療
方針の決定にあたっては，一般的な治療法だけで
なく，各患者に固有の問題に対処する方法を加味
する必要がある．

今回のセミナーでは，印象採得と複製義歯に焦
点をあて，これらに造詣の深い河相安彦先生と越
野　寿先生に講演していただきます．

印象採得については，いろいろな方法が行われ
ているが，その後のステップの基盤となるもので
あり，目的に応じた方法と材料の選択が重要であ
る．このような点を踏まえ，河相安彦先生には無
歯 顎 印 象 採 得 の 基 本 と し て の「 印 象 採 得

（impression taking，以下 IT）」と「印象調製
（impression making，以下 IM）」について再考し，
解説していただきます．

複製義歯については，治療用義歯あるいは移行
義歯など，その目的に応じた活用は有用であり，
越野　寿先生には無歯顎補綴治療における複製義
歯を利用した具体的な治療の進め方について，治
療結果に影響する因子を再考し，解説していただ
きます．

本セミナーが全部床義歯補綴を首尾良く貫徹す
るための印象採得と複製義歯活用のスキルアップ
になることを確信しています．

全部床義歯による補綴を首尾良く貫徹するため
に印象採得が重要であることに異論はないが，無
歯顎の印象採得法が術者の考え方の相違を出発点
としている側面もあり，その方法は「千思万考」
の感がある．

一方，さまざまな成書を集約すると，印象採得
法は印象対象である無歯顎の口腔を解剖学的状態
の自然形態の印象を得ようとする「印象採得

（impression taking，以下 IT）」と，より補綴学
的観点から床縁および床下被圧組織を調整しよう
とする「印象調製（impression making，以下
IM）」とに類型されるともいえる．

一般に教科書的な総義歯製作法は既製トレーを
用いて IT を行い，得られる研究模型で診査を十
分に行った後，個人トレーを製作し，筋圧形成と
印象材を選択し IM を行う流れである．IT と IM
の術式と使用器材は大きく異なるため，それぞれ
の器材の所用性質に精通し，前準備と技能の基本
を考えながら繰り返し印象採得を行い，習熟する
ことが良い印象を得るための一歩であり，全部床
義歯成功へ通ずる道と考える．

そこで本セミナーでは以下の 3 点に絞り基本に
立ち返り自説・他説を交えて考察する予定である．

1．IT の前準備と技法
2．IT から IM への準備
3．IM の前準備と技法

他に，印象採得に関する今後の基礎的および臨床
的検討課題について簡単に説明を加える予定であ
る．印象採得に関するヒントになれば幸いである．



― 93 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011 臨床スキルアップセミナー

トピックス
● 無歯顎補綴治療
● 複製義歯
● 粘膜・咬合治療

　

複製義歯を利用した無歯顎補綴治療
越野　寿
北海道医療大学歯学部口腔機能修復再建学系
咬合再建補綴学分野
Prosthodontic Treatment in Edentulous Patients 
using Duplicate Dentures
Hisashi Koshino
Division of Occlusion and Removable 
Prosthodontics, Department of Oral 
Rehabilitation, Health Sciences University of 
Hokkaido School of Dentistry

わが国は世界一の長寿国であり，総務省発表の
推計人口によると，65 歳以上の人口は前年より
46 万人多い 2944 万人となり，総人口に占める割
合は 23.1％と過去最高を更新した．一方，歯の平
均寿命はそれほど長くはなく，多くの高齢者は義
歯を使って咀嚼を営むこととなる．高齢者が質の
高い生活（QOL）を送るためには，なるべく自
立した生活を確保し，自らの持てる力を維持・回
復することが必要であるとされており，適正な咀
嚼機能を含む顎口腔系機能が必要である．

本セミナーでは，無歯顎補綴治療において，治
療結果に影響を及ぼす因子を再考するとともに，
複製義歯を利用した無歯顎補綴治療の進め方につ
いて解説する．

治療結果に影響を及ぼす因子については，術者
側因子と患者側因子に分けて，咀嚼機能の回復に
及ぼす影響を提示する．

複製義歯を利用した治療の進め方については，
下顎位が不安定で，義歯の維持・安定の確保が困
難な症例と，比較的小さな部分床義歯から全部床
義歯に移行させざるを得ない症例を取り上げる予
定である．前者は，いわゆる，治療用義歯として
の複製義歯の活用であり，咬合や粘膜に問題を抱
える症例に幅広く応用できる術式と考える．後者
は，一般に即時義歯が適用となる症例であるが，
ここでは，複製義歯の製作方法を応用した，より
患者に有益となる治療の進め方を紹介する．
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臨床リレーセッション 1　Clinical Lecture Series 1

クラウンブリッジアップデート
Crown and Bridge Prosthodontic Technique Update

座長
松村英雄
日本大学歯学部歯科補綴学教室Ⅲ講座
宮内修平
関西支部
Chairpersons
Hideo Matsumura
Department of Fixed Prosthodontics, Nihon 
University School of Dentistry
Shuhei Miyauchi
Kansai Branch

ファイバー補強レジンブリッジ
五味治徳
日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2 講座
Fiber Reinforced Resin Bridge
Harunori Gomi
Department of Crown and Bridge, School of Life 
Dentistry at Tokyo, The Nippon Dental 
University

本セッションでは，今日のクラウンブリッジの
臨床展開に欠かせない歯周組織のマネージメン
ト，接着歯冠修復，支台築造，オールセラミック
スによる補綴処置等の臨床について学ぶ．この分
野に造詣が深く経験も豊富な臨床医諸氏に，研究
データおよび長年の臨床経験に基づいた臨床展開
について講演いただくことを企図した．

船登先生には，補綴処置に関連した骨形態の再
構築，生物学的幅径の重要性，歯間乳頭に対する
配慮等，歯周治療と補綴治療の接点についての講
演をお願いした．

川本先生は，固定性補綴装置は接着材料で装着
することが前提である，という観点から，補綴装
置と支台歯の表面処理，仮着材が接着材料の接着
耐久性に及ぼす影響などについて，実験結果と症
例を紹介する予定である．

五味先生には，間接修復用コンポジットレジン
の変遷，グラスファイバー補強レジンブリッジ，
支台歯形成なしの接着ブリッジ等について講演い
ただく．

柏田先生からは，最新の材料，技術を駆使する
ためのコンセプト，その結果，咬合崩壊を防ぐこ
とができた症例供覧等々をお願いした．

本セッションは，リレーの第一走者として，ジャ
ストミートによる開幕ダッシュと，次のセッショ
ンおよび臨床への絶妙なバトンパスを目指す．

今日のクラウンブリッジ補綴臨床では，陶材を
はじめとするセラミックスや高分子材料の硬質レ
ジンを応用した陶材焼付鋳造冠やポーセレンジャ
ケットクラウン，オールセラミッククラウン，レ
ジン前装冠やレジンジャケットクラウンなどが審
美補綴物として臨床応用されている．これら審美
補綴材料にはそれぞれ長所と短所があり，患者の
要望や症例に合わせた選択をすべきと考える．

硬質レジンは，従来の耐摩耗性不足や変色と
いった欠点を克服すべく，1980 年代前半からワ
ンペーストタイプの光重合技術が開発され，フィ
ラーの配合や改良により画期的にその機械的・物
理的性質が向上した．また技工操作の簡便性や低
コスト，容易な色調再現性等の特徴から 1986 年
4 月の前歯ブリッジの保険導入を期に国民の咀嚼
機能・審美性回復に重要な役割を果たしてきた．
現在では前歯部や小臼歯部の前装冠やジャケット
クラウンだけでなく，大臼歯クラウンに応用可能
なハイブリッドレジンが開発され，さらにグラス
ファイバーを連結部に補強することでメタルフ
リーのレジンブリッジも応用可能となっている．

ブリッジ用のファイバーは，束ねられた繊維が
単一方向に走行するため，金属などの等方性材料
に対して異方性材料ということができる．その構
造上ガラス繊維と垂直的な力には硬く反応し，水
平力には軟らかくしなるという特徴がある．さら
に歯科領域では支台築造体のポスト部やクラウン
用，矯正のリテーナーや歯の固定などさまざまな
用途で臨床応用可能である．

本セッションでは，これら硬質レジンの変遷と
ともに，当講座で行ってきたグラスファイバー補
強レジンブリッジの研究データに基づいた臨床に
ついて話をさせていただきたい．
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補綴治療の一環としての歯周治療
―歯周組織の安定を求めて―
船登彰芳
関西支部
Periodontal Treatment as a Part of Prosthetic 
Therapy
―Achieving Tissue Stability―
Akiyoshi Funato
Kansai Branch

接着と合着の選択基準
―補綴装置の表面処理および仮着に対する
注意点―
川本善和
東京支部
Selecting Criteria for Adhesive Bonding or 
Cementation
―Precaution of Prosthesis Surface Treatment 
and Temporary Cementation―
Yoshikazu Kawamoto
Tokyo Branch

補綴治療の成功を左右する要因の一つに，いか
に安定した歯周組織を再構築できるかが挙げられ
る．では，安定した歯周組織とは，何を意味する
のか？そのことを明確に理解するために，われわ
れは BOGR コンセプトを提唱している．BOGR
とは，Balanced Osso-Gingival Relationship の略
語であり歯槽骨と歯肉の良好な関係を意味する．

BOGR を構築するための考慮事項を下記に掲
げる．
1） Physiological osseous morphology（生理
的な骨形態）の再構築

まず，われわれは正常な骨形態を再確認し，そ
の骨形態に切除・再生療法を用い再構築すること
を優先せねばならない．なぜならば，その形態が
軟組織の形態に影響を及ぼし，ひいては補綴物の
形態すらも左右するからである．
2） Gingival tissueの再構築

Gingival tissue の再構築を唇側部と歯間部との
二つの側面から考える．まずは唇側部では，
Biologic width の再構築を優先する．周知のよう
に生物学的幅径は 3 mm と言われているが，あ
くまでも平均値であり，また Biotype も加味しな
がら，その幅径を個々に判断していかねばならな
い．なぜならば，補綴物の最終マージン設定に影
響を及ぼすからである．

次に歯間部では，歯周外科を行うと一端，乳頭
は喪失，もしくは減少してしまう．そのため，補
綴物作製するためには，ある指標が必要である．
なぜならば歯間部を過度につめた補綴物は，後に
清掃性に悪影響を及ぼすからである．

すなわち，生理的で自然な骨形態とそれに支え
られた Biologic width のコンセプトに基づく歯肉
との良好な関係を意味する BOGR を具現化する
ことが，安定した歯周組織を提供し，補綴治療を
成功させるため鍵だと言える．本セッションでは，
このコンセプトを用いた症例を供覧し，本会員の
皆様の一助になれば幸いである．

近年接着により臨床応用の範囲が広がったこと
で，機械的維持を目的に削除されてきた歯質を保
存できるようになった．従来，歯冠修復物の機械
的維持を目的として付与されてきた保持形態は，
接着力による維持に置き換わりつつあり，また
Minimal Intervention の浸透で歯質削除を最低限
に抑えることが定着してきた．それに伴い接着の
担う役割・要求も大きくなり，さまざまな接着シ
ステムが開発されてきた．このことが逆に臨床に
おける接着操作を多様化し，どの症例に何を使え
ば良いのか臨床家を悩ませるという弊害を生み出
している．

良好な長期経過を得るためには，①支台歯，②
装着材料，③補綴装置の 3 つの組合せが重要であ
り，それぞれに適した被着体の表面処理が予後に
直結するため，私たち臨床家は多くの製品の中か
ら種類や目的によって最適な装着材料を選択し，
かつ材料の適切な使用が求められている．加えて
間接修復物を装着する際，支台歯に仮着材が残留
すると装着材料と歯質との接着に好ましくない影
響を及ぼすことが報告されており，この影響を最
小限に減らすことも重要な接着ステップの一つで
あると考えられる．

オールセラミックスおよび接着ブリッジ等では
厳密な接着操作が求められるが，必ずしもすべて
の補綴症例で接着することが得策ではなく，合着
が適する場合もある．そのため接着機構や装着材
料の利点を活かし，本来の能力を発揮させるよう
な使い分けが必要である．

本セッションでは具体的な臨床例をあげて接着
と合着の選択基準と，補綴装置の表面処理 , 仮着
材の影響およびオールセラミックスの接着につい
て解説していく予定である．
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咬合崩壊を防ぐための補綴修復治療
―超高齢社会で求められる
パラダイムシフト―
柏田聰明
東京支部
Prosthetic Restoration to Prevent Bite Collapse
―The Desired Paradigm Shift in the Super-
Aging Society―
Toshiaki Kashiwada
Tokyo Branch

2007 年，わが国は高齢化率が 21％を超えて，
超高齢社会に突入した．高齢者の補綴修復のあり
方も社会の変化に応じて転換を迫られている．

咀嚼機能喪失（咬合崩壊）が認知症発症や身体
的健康悪化，生命予後などに大きく影響するとい
うエビデンスがある．咬合再建はそれらのリスク
を減じるが，困難な補綴に挑戦する前に，高齢に
なっても咬合崩壊を起こさない治療はどうあるべ
きかを追求すべきである．

85 歳で咬合崩壊を招かないためには，60 歳ま
では欠損をつくらないことである．そのために必
要とされるのが予防であることは論を俟たない
が，では不幸にして補綴修復が必要になった歯は
どうすべきか．それは，極力歯髄を守ること，絶
対に二次齲蝕の起こらない治療を行うこと，歯根
破折を回避する材料と治療法を選ぶこと，言葉を
換えれば「予防的修復治療」を行うことである．

予防的修復治療で演者が重視してきたのが，咬
合力と細菌である．修復歯の二次齲蝕も，歯根破
折も，原因は細菌と咬合にある．これらをターゲッ
トに，長年，歯質-修復物界面を緊密に封鎖し，
歯質を強化する目的で，AD ゲル法と徐放性フッ
素含有接着材を臨床応用してきた．この方法で，
従来抜歯されていたようなトラブル歯であって
も，細菌と咬合力に抗して長期に機能させること
が可能になった．結果，修復歯のトラブルは激減
し，2008 年からは，定期的なメインテナンスに
応じることを条件に，治療の 15 年保証を行うよ
うになっている．

超高齢社会の到来を，義歯やインプラントの需
要の増加と結びつけて考える前に，これからの補
綴修復学は咬合崩壊を防ぐために何をすべきかに
もっと関心を向けるべきであると考える．
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臨床リレーセッション 2　Clinical Lecture Series 2

欠損歯列を読む：治療結果に影響する因子を探る
How to Evaluate the Partially Edentulous Dental Arch?

Factors Infl uencing the Prognosis and Outcome with Prosthodontic 
Interventions

座長
前田芳信
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座歯科補綴学第二教室
宮地建夫
東京支部・東京歯科大学臨床教授
Chairpersons
Yoshinobu Maeda
Osaka University Graduate School of Dentistry 
Department of Prosthodontics and Oral 
Rehabiliation
Tateo Miyachi
Tokyo Branch, Clinical Professor at Tokyo 
Dental College

力の集中による欠損の進行
森本達也
東海支部
Progress of Tooth Loss by the Concentration of 
Occlusal Force
Tatsuya Morimoto 
Tokai Branch

これまで欠損歯列に関しては，ややもすると補
綴装置の選択や設計・製作方法が話題の中心と
なってきた．しかし，長期に経過を観察すると同
様な欠損形態を呈する場合に同様な処置しても異
なった経過を示す場合があること，欠損が次第に
急速に拡大する場合としない場合があることなど
に気づく．

このことは治療に着手する以前に，本来は現状
の欠損歯列がどのような病態レベルにあって，今
後どのような状態に向おうとしているか，避けな
ければならない事態とはなにか，といった欠損歯
列の臨床的評価を先行しなければならないことを
意味している．欠損歯列の病態とその成因ならび
に増悪に寄与する因子を把握すれば，治療後の推
移と変化への効果的な対処を予測できる．ただ，
残念ながら実際には有効な評価法や指標がまだ明
確に確立されているとはいいがたい．

そこで，本セッションではどのように「欠損歯
列を読む」べきかをテーマとして採りあげ，各経
過観察や臨床データから欠損歯列の臨床的評価に
おいて有効な評価法や指標を明らかにすることを
試みたいと考える．

欠損歯列の評価として，咬合三角，アイヒナー
の分類，受圧条件，加圧条件などから，症例の全
体像の特徴，補綴物の効果とリスク，その後の進
行の傾向などを推測している．しかし同じ欠損形
態でも，その評価が処置方針に直結しない場合も
多々あるため，さらに細かい評価項目を設けて，
経過の中から処置方針を考えていく方法をとって
いる．今回初期に予想された病態の進行がおこら
なかった症例を通じて，上記の評価基準の次に考
慮した方が良いと思われる評価項目について検討
してみた．
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欠損歯列におけるリスク因子データの評価
牛島　隆
九州支部
Evaluation of Risk Profi le on the Partially 
Edentulous Arch
Takashi Ushijima
Kyushu Branch

それでもパーシャルデンチャーを
選択するとき
鷹岡竜一
東京支部
When Are Removable Partial Dentures still 
Chosen over Implants?
Ryuichi Takaoka
Tokyo Branch

“ 欠損歯列を読む ” ということが，現状歯の残
り方を評価，診断し，処置方針を決断するという
思考過程を指すと考えれば，そこに欠損進行のリ
スク予測は必要条件となる．しかしながら，その
根拠は未だ確かなエビデンスとなるものがほとん
どなく，症例の経過観察や，文献などの知識によ
るものが中心となっている．非常に多くの複合的
要素によっておこる欠損進行は，予測不可能な部
分が多いものの，先輩歯科医師の方々の長期経過
症例による疑似体験や，短いながらも自分自身の
臨床から得られる経験から学んだいくつかの仮説
も臨床判断の根拠としつつ，臨床にあたっている．
欠損進行のリスク因子は初期欠損から，中期欠損，
多数歯欠損といった欠損進行の過程のなかで，因
子の影響の大きさは異なるものも多く，補綴設計
を考えるうえでも，その比重を考えながら進めて
いく必要がある．特に難しいのは多くのリスク因
子が重なった状態で，その診断は慎重になされな
ければならない．個々のケースに対峙したときに，
どういった因子が欠損進行に影響するのかを思考
する場面では，すべての因子を総合的に判断し，
柔軟な個別対応が必要になるが，仮説の検証のた
めには，問題点は一つひとつバラバラにしてみた
ほうが考察しやすく，これまで自分自身の臨床，
あるいはスタディグループなどで臨床データをも
ちより，欠損の進行にかかわる要素の分析とその
傾向を探ってきた．もちろん，グレードの高い統
計分析を行うことができるほど，問題は簡単では
なく，手技も持ち合わせていないが，臨床におけ
る将来予測を踏まえた，診断と処置方針の決断に
は，単なる症例集積でもずいぶん役立っているよ
うに思われる．今回は欠損進行に関する臨床デー
タを分析し，“ 欠損歯列を読む ” ことの一助とし
ている例をご紹介させていただきたい．

近年のインプラントの発展はめざましく，その
生存率も格段に高くなっています．インプラント
を応用すれば従来，ブリッジで対応していたよう
な少数歯欠損症例はなくなり，現在ではパーシャ
ルデンチャーの適応であった多数歯欠損症例への
応用もしばしば見られクラウンブリッジで対応で
きる歯列へ改変されています．

しかしながら歯科疾患は慢性疾患であり，処置
方針も経過の良否も患者の個別性に色濃く影響を
受けると言われています．欠損歯列も類に違わず
画一的・永続的な処置方針は選択しにくく，術者
が製作するパーシャルデンチャーに次の一手とい
う設計を組み込む理由も理解できます．言い換え
れば年齢とともに変化してゆく生体への対応を加
味しているのかも知れません．

不変のインプラントが変化してゆく生体と共存
できるかはいまだ議論の余地を残すところであろ
うと考えています．

今回のセッションでは欠損歯列の難症例といわ
れている咬合三角第 III エリアに突入している症
例を提示させていただきます．患者の個別性を配
慮しながらそれらの症例が本当に難症例なのかを
検証し，欠損歯列の改変の必要性を考察しながら
従来法であるパーシャルデンチャーの可能性と限
界を探ってみたいと考えております．
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歯と顎堤の欠損の拡大に影響する因子：
補綴装置装着後 5年以上の 80症例の
経過から
前田芳信
大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座歯科補綴学第二教室
Factors Infl uencing the Longevity of Remaining 
Teeth and Residual Ridge Resorption; Results 
from 80 Patients with more than 5 Years of 
Maintenance
Yoshinobu Maeda
Osaka University Graduate School of Dentistry 
Department of Prosthodontics and Oral 
Rehabiliation

欠損歯列に対する補綴処置を考える場合，従来
はどのように機能を回復するか，装置をいかに長
期に安定させるかが重要な課題としてとりあげら
れてきた．しかしながらそれにも増して，来院さ
れた状態より「歯と顎骨の欠損を拡大しない」こ
とを目的とし，そのためには何をみて何をしなけ
ればならないかを問題にする必要があるように思
われる．

私は，補綴装置については常に「適合・外形・
咬合・剛性」を評価することにしている．なぜな
ら「適合」はすべての口腔内装置の原点であり，
特に可徹性補綴装置の場合，その変化は顎堤の吸
収進行状況と支台歯への負担を示すバロメータと
することができ，外形は補綴装置周囲の筋の活動
状態と適応状況を示すものであり，咬合とその変
化は咬合支持域と関連して顎位ならびに装置の安
定度を示し，さらに剛性は咬合とあいまって補綴
装置の支持組織への力の分散と集中を決定する因
子として重要だからである．

今回は私自身が装置を装着して 5 年以上最長
27 年を経過した 80 症例の経過観察結果から「適
合・外形・咬合・剛性」に関して分析した結果を
もとに，特に「欠損が加速的に拡大した症例」「欠
損が進行しなかったか，進行がわずかであった症
例」について考察してみたい．その中からテーマ
である「欠損歯列を読む」際の助けとなるものが
示唆できればと考える．
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パーシャルデンチャーを活かす診断と設計
Revisits to Partial Denture: Its Diagnosis and Treatment Strategy

座長
小出　馨
日本歯科大学新潟生命歯学部
鈴木　尚
東京支部・明海大学臨床教授
Chairpersons
Kaoru Koide 
The Nippon Dental University School of Life 
Dentistry at Niigata
Hisashi Suzuki 
Tokyo Branch, Clinical Professor at Meikai 
University

補綴処置の第一歩は可逆的処置
斎藤純一
東北北海道支部
Removable Partial Denture as First Step of 
Reversible Process
Junichi Saito
Tohoku Hokkaido Branch

近年，インプラント治療の普及にともない，欠
損補綴治療における第 1 選択はインプラントであ
り，治療費の出せる人はインプラントで，出せな
い人がパーシャルデンチャーといった不可解な選
択基準が一般臨床で拡大しつつある．パーシャル
デンチャーは痛くて良く噛めないものだとして安
易にインプラントを薦めるのにも問題があり，
パーシャルデンチャーの特徴を活かすことがむし
ろ患者の利益につながる症例も実際には多数ある
ことも事実である．これらの点を明確にし，パー
シャルデンチャーを活かす診断と設計を考えるの
がセッション 3 の目的である．

そこで臨床経験が豊富で長期経過症例をお持ち
の齋藤純一先生，松田光正先生，武藤晋也先生に
講師をお願いした．今回は，あえて先生方にテー
マを分けて役割を配分することはせずに，それぞ
れインプラント治療後の再治療に苦慮した症例な
どを提示してその原因の究明と対応の基準をお示
しいただく．次いで，パーシャルデンチャーの特
徴を活かし，長期的に良好な予後が得られている
症例や，インプラントとの併用により問題を解決
した症例をご供覧いただく．これらをとおして，
パーシャルデンチャーの難症例に対して予知性が
高く安全な治療を行うための診断と設計，そして
長期的なメインテナンスのポイントを順次ご提示
いただく．

その後，ご提示くださったポイントを小出が整
理し，診断と設計の基準，さらにインプラントで
対応するよりもパーシャルデンチャーで対応する
ほうが有利なケースやインプラントとの併用が有
効なケースについて，その特徴と治療上の重要事
項，さらにメインテナンスのポイントをまとめます．

最後に，講師間のディスカッションとフロアの
先生方との活発な質疑応答を行いたいと考えてい
る．

近年のインプラント治療の進歩普及は目覚まし
く，欠損補綴治療の大きな部分を占めるように
なった．特に少数歯の欠損や中間欠損，短い遊離
端欠損では，手技の簡便さや予知性の高さ，周囲
組織の温存，などから確立された技法に近づいて
いる．そのためインプラント治療を選択した時点
で，診断も処置方針も予後さえも決まったような
感覚に陥ることがある．

しかし補綴治療が歩んできた道は，試行錯誤に
よる失敗ややり直しの積み重ねであるといっても
過言ではない．また目の前にいる患者さんの口腔
内においても，トライアンドエラーから新たな診
断が導かれることも多い．そして診断自体が治療
中に変わってくることも多く経験している．さら
に補綴治療が持つリハビリテーションの一面から
も，試行錯誤は補綴処置の欠くべからざる有効な
手段となっている．試行錯誤である以上，可能な
限り可逆的な方法が優先されるべきと考える．進
行した欠損症例では最終的にインプラント治療を
選択するとしても，初期治療としてパーシャルデ
ンチャーによる機能回復は必須の過程であろう．

ではパーシャルデンチャーによる補綴は一時的
で診断情報を得る時のみ有効なのかと言えば，そ
うではない．最大のメリットは，推測しにくい生
体の変化や事故に対応しやすいことではないだろ
うか．それは最初に戻って，可逆的な処置ならで
はの利点であると思っている．条件が厳しい欠損
に対して，逃げ場のない不可逆的な行為を行わな
ければならないリスクは，今後明らかになると想
像している．

今回は治療の予知性が低いために選択したパー
シャルデンチャーや，高齢者の咀嚼嚥下等の低下
から選択したパーシャルデンチャーなどを通して
明らかな機能回復よりも，身体に優しい補綴処置
を提示したい．
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インプラントを支台とした
パーシャルデンチャーの臨床
松田光正
九州支部
Clinical Case Report of Implant Supported RPD
Kosei Matsuda
Kyushu Branch

パーシャルデンチャーの長期予後を見据えて
武藤晋也
東海支部
Prerequisites for Satisfactory Prognosis of 
Partial Denture
Shinya Mutoh
Tokai Branch

多数歯欠損におけるパーシャルデンチャーの経
過を見ていくと必ずしも良好なものばかりとは限
らない．とりわけ咬合支持が減少した症例におい
てその傾向が顕著であると感じており，その原因
としては補綴手法よりも咬合支持の減少，長い遊
離端欠損の存在，顎堤の吸収や犬歯欠損などの欠
損歯列そのものが抱える性状が大きく影響してい
るものと考えている．

その一方で近年は骨増成，上顎洞へのアプロー
チなどインプラント治療の適応症が拡大され，多
数歯欠損にもインプラントによる固定性補綴が多
く行われるようになってきた．しかしながら，こ
のような多数歯欠損症例にインプラントを多用し
ての固定性補綴にて臨むとなれば多数のインプラ
ント植立が必要になり，外科的手技はもちろんの
こと補綴治療においても難易度は高くなってく
る．しかも多数歯欠損における残存歯はカリエス
や歯周炎などの病態も進行していることが多く，
新たに植立されたインプラントはそのよう弱体化
した天然歯に対して新たな加圧因子となって作用
することとなりインプラントと天然歯の共存を考
えれば予後に不安を感じざるを得ない．また，多
数のインプラントによる固定性補綴物を長期にわ
たり維持安定させていくことは術者のみならず患
者にとっても大きなハードルとなってくる．

演者はこのような症例に少数のインプラントを
用いることで欠損歯列の改変を試みてきた．多数
歯欠損症例においては患者はすでに義歯を装着し
ていることが多く，それらの経過から機能回復の
レベルは低いながらも義歯の安定が得られれば主
訴のほとんどを解決できるように感じている．

今回は多数歯欠損症例に少数のインプラントを
用いたパーシャルデンチャーの中期的な経過を供
覧し，その有効性について述べてみたい．

欠損歯列は慢性疾患によく例えられる．慢性疾
患は不可逆的にゆっくりとしかも確実に進行しそ
の上に加齢が加わり長い時間軸の中で多様な変化
を示しながら経過は長期に及ぶ．欠損歯列に対し
補綴処置を行う際，パーシャルデンチャー，イン
プラントどちらの補綴方法を選択するにしても，
それを行うことによるリスクがついて回る．この
リスクは，決定した治療方法を行うことによる現
時点でのリスクと，その処置によって経年変化の
中で将来起こりうるリスクとがある．この二つの
リスクに対して積極的な補綴介入によって，現在
および将来のリスクを回避することが可能か？将
来の時点において対処するのか？いづれの場合で
も診断と設計は，確実な予測を求められ，リスク
の回避につなげなければならない．パーシャルデ
ンチャーの問題点は，咬合支持の喪失，歯列内配
置の乱れ，骨吸収，上下顎対向関係の不均衡など
を改善できずに，欠損によって生じた現況を受け
入れ補綴処置をしなければならない点にある．

結果として，①義歯の回転沈下，②顎堤の吸収，
③支台歯への負荷，④人工歯の咬耗，⑤義歯の破
損等が挙げられ，これらは機能時の力と経過に起
因すると考えており，設計はいかに力・応力集中
に対処できるかにかかっていると考えている．ま
た，その構造物と大きさは広範囲におよび患者に
受け入れられにくい点も挙げられる．しかし，パー
シャルデンチャーにおいても長期に機能し続ける
症例も見られ，義歯の設計，支台歯との連結様式
など適応症の選択を誤らなければ良好な予後も期
待でき，最近ではインプラントの応用も義歯の問
題解決につなげる手段となってきている．

本セッションでは，義歯の経過観察から診断・
設計およびインプラントとのコラボレーションに
対する考え方も含めて報告する予定である．
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パーシャルデンチャーの問題点と
予知性を高めるための解決策
小出　馨
日本歯科大学新潟生命歯学部
Problems and Solution for Success of Removable 
Partial Denture
Kaoru Koide
The Nippon Dental University School of Life 
Dentistry at Niigata

国民の健康長寿に貢献するうえで，部分欠損に
対する補綴治療の果たす役割は大きい．治療法の
選択にあたっては，本学会の症型分類をみてもま
ず現状の検査に基づき病態診断を行うことが重要
であり，その結果をもとに検討がなされる．そし
て実際の具体的な治療方針の決定には，①現状把
握のための “ 病態診断 ”，②再発防止のための現
状に至った “ 発症メカニズムの診断 ”，③具体的
な治療目標決定のための “ エンドポイントの診
断 ”，以上 3 つの診断が予知性を高めるうえで不
可欠である．

また，パーシャルデンチャーの設計原則は「残
存組織保全と機能回復率向上の両立」を図ること
である．その際に考慮すべき要素には，①義歯の
動きの最小化，②咬合様式，③支台歯の負担軽減，
④歯周組織への配慮，⑤感覚上の配慮，⑥審美性，
以上 6 項目があげられる．特に機能時とパラファ
ンクション時の力の適正配分にかかわる要素を十
分に検討することが肝要であり，さらに生涯とし
ての時間軸を踏まえたリスクに対応できる治療計
画が予知性を大きく左右することを認識しておく
必要がある．

“ インプラントかパーシャルデンチャーか ” と
いう治療法の選択は，もちろん全身的要素，局所
的要素，精神的要素，ならびに経済的理由から適
正に決定されるべきである．補綴治療が持つリハ
ビリテーションの要素からもパーシャルデン
チャーで対応するほうが有利なケースやインプラ
ントとのコラボレーションが有効なケースなど，
その診断と設計の基準，治療上の重要事項，さら
に時間軸をふまえた長期的メインテナンスの要点
を，3 名の講師の先生方が長期経過症例を通して
示された論点から整理させていただき，ディス
カッションへ移行する予定である．本企画が将来
多くの国民の健康長寿に寄与する一助になれば幸
いである．
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インプラントを用いた欠損補綴歯科治療の展開
Development of Prosthodontic Treatments for Missing Teeth Using Dental 

Implants

座長
横山敦郎
北海道大学大学院歯学研究科口腔機能補綴学教室
山根　進
中国四国支部・九州大学臨床教授
Chairpersons
Atsuro Yokoyama
Department of Oral Functional Prosthodontics 
Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido 
University
Susumu Yamane
Chugoku-shikoku Branch
Clinical Professor at Kyushu University

インプラントを用いた
欠損補綴歯科治療の展開
飯島俊一
東関東支部・東京歯科大学臨床教授
The Developments of Prosthodontic Treatment 
for Missing Teeth Using Implants
Development of Dental Implant Prostheses
Toshikazu Iijima
Higashi-kanto Branch
Clinical Professor at Tokyo Dental College

オッセオインテグレーションの概念に基づくイ
ンプラントが歯科臨床に応用され，すでに 40 年
以上が経過しました．初期においては，その適応
は無歯顎に限られていましたが，新たな材料や技
術の開発，手術方法の改良等により，インプラン
トの適応は，部分欠損から単独歯欠損，さらには
顎欠損まで拡大しています．補綴装置についても，
当初のボーンアンカードブリッジから，審美的修
復や CAD/CAM の応用と発展しつつあります．
また，補綴主導型インプラント治療の概念がイン
プラント治療に導入されるとともに，機能回復や
長期予後などについてもエビデンスに基づく多く
の良好結果が報告されています．このように現在
では，インプラント治療は，ブリッジや可撤性義
歯と同じく，欠損歯列に対する補綴方法の一選択
肢として，広く普及しつつあります．

本リレーセッションでは，補綴治療におけるイ
ンプラントの展開について，臨床家として最前線
でご活躍されるとともに，大学において臨床教授
の立場で教育や臨床研修に携わっておられる 3 名
の先生をお招きし，豊富な臨床例をご提示してい
ただき，ご講演を願います．飯島俊一先生には，
新しいインプラント上部構造の特徴，適応と製作
方法について，日高豊彦先生には，インプラント
修復における審美的リスク評価とそれに基づく治
療の選択肢について，上田秀朗先生には，咬合再
構成におけるインプラント治療の選択についての
お話しを伺います．

今後の会員の皆様の臨床，特にインプラントを
用いた補綴治療に活かすことができますよう，本
セッションを進めていきたいと考えています．

インプラント治療は当初，オッセオインテグ
レーションの獲得と上部構造の装着がゴールで
あったが，現在患者は，インプラント上部構造が，
より長期間機能し，審美性を備えていることを求
めている．その条件を達成し，より長期の臨床的
成功を達成するためには，われわれ臨床家は，ど
んなインプラントを選択し，どんな上部構造を提
供すればよいのかについて臨床例を供覧して述べ
てみたい．新しいインプラント体と上部構造の材
料の変化に伴い，インプラント上部構造自体にも
変化をきたした．それらの変化による新しいイン
プラント上部構造の特徴と，その適応，製作法に
ついて述べてみたい．具体的には，インプラント
の合併症で一番多いインプラント周囲炎，二番目
に多い上部構造の破折などの問題，三番目に多い
ネジのゆるみなどの問題について解決するための
方法について述べたい．インプラントについては，
コニカルコネクションタイプのインプラントの使
用の増加とそれに伴うインプラントの使い分けに
ついて述べたうえで，CAD/CAM の使用による
上部構造の変化とインプラントヘッドの変化，さ
らに上部構造とインプラントの固定法にも変化を
もたらし，その結果インプラント治療の合併症で
一番多く発生するマイクロギャップ，マイクロ
ムーブメントを減少させることができ，インプラ
ント周囲炎を減少させることにつなぐことができ
る．そして CAD/CAM の利用は，上部構造材料
の種類を増やし，上部構造が，より審美的で長期
の安定を獲得できるようになった．CAD/CAM
の印象システムも，カメラによる口腔内ダイレク
トスキャンの使用が可能になり，その製作法や精
度にも変革をもたらすようになってきた．今後こ
れらはさらに進化をし，インプラント補綴歯科治
療の新しい展開へとつながると考えている．
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審美的インプラント修復におけるプロトコル
日高豊彦
鶴見大学歯学部診療教授
Protocols in Esthetic Implant Restoration
Toyohiko Hidaka 
Clinical Professor at Tsurumi University

咬合再構成における欠損補綴の
デシジョンメーキング
―従来型とインプラントをどう使う―
上田秀朗
福岡歯科大学臨床教授
Prosthetic Decision-making in Occlusal 
Reconstruction ―How Should We Use 
Conventional Option and Implant?―
Hideaki Ueda
Clinical Professor at Fukuoka Dental College

P. I. Brånemark により始められた骨性結合型
インプラント（osseointegration implant）およ
び各インプラント製造メーカーの開発努力は，欠
損修復治療が必要な患者と治療を行う歯科医療従
事者に多くの恩恵を与えている．しかしながら，
審美的に患者の希望とは異なる結果や，術者の予
想しなかった結果を呈する症例が増えていること
も事実である．また，審美部位におけるインプラ
ントにはさまざまなアプローチ方法やインプラン
トの形態が報告されているが，それらの報告は臨
床においてもはたして真実なのであろうか．本
セッションでは，インプラントによる修復治療に
おいて，本当に守るべきルールは何なのか，イン
プラントの理想的埋入位置（Implant position），
インプラントから修復物への移行形態（Prosthetic 
emergence）について臨床例を提示して解説する
とともに，臨床において活用しているインプラン
ト修復における審美的リスク評価表（Esthetic 
risk assessment in implant）とそれに基づく，
治療の選択肢について解説したい．

欠損補綴において，インプラント治療が幅広く
用いられるようになってきた．インプラントは原
則さえ守れば，成果が得られる予知性の高い治療
法であり，少数歯欠損から無歯顎まで多様性の高
い欠損補綴のオプションとなっている．しかし，
咬合再構成を行ううえでは，さまざまな状態で欠
損が混在し，欠損補綴処置の選択には，場合によっ
ては従来型を選択するほうが，最良な場合も少な
くない．また，患者自身の生活環境やニーズ等も
考慮したうえで決定する必要がある．天然歯とイ
ンプラントの大きな違いは，歯根膜の存在による
挙動の差であり，混在させて咬合力を均等に負担
させることは，理論的に非常に困難であるように
思われる．ましてや，動揺度のある歯周病に羅患
した歯を含む歯列にインプラントを行う際は，十
分な配慮が必要になってくる．今回は，咬合再構
成を行った症例を呈示し，欠損補綴の選択基準に
ついて述べてみる．
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インプラントスタートアップ
―補綴学教室がインプラント治療を導入する際の注意点―

Start Up Implant Clinic
―Attentions of Introducing Implant Clinic to Dental University or College by 

Prosthodontic Department―

座長
渡邉文彦
日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴第 2 講座
萩原芳幸
日本大学歯学部歯科補綴第 III 講座
Chairpersons
Fumihiko Watanabe
Department of Crown ＆ Bridge Prosthodontics, 
School of Life Dentistry at Niigata, The Nippon 
Dental University
Yoshiyuki Hagiwara
Nihon University School of Dentistry, 
Department of Fixed Prosthodontics

インプラントで補綴の幅を広げよう！
澤瀬　隆
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
口腔インプラント学分野
Expand Your Prosthetic Options with Implant 
Treatment!
Takashi Sawase
Division of Applied Prosthodontics, Graduate 
School of Biomedical Sciences, Nagasaki 
University

インプラント治療は審美機能回復が可能なかつ
長期間の予後が期待できる欠損修復の有力な選択
肢である．これらインプラント治療には従来の補
綴治療に必要であった知識，技術上に外科，歯周，
エックス線診断それに全身的な隣接医学の知識が
必要となる．今日，臨床へのインプラント治療の
導入に当たってはそれぞれの分野での高い治療技
術と連携が求められているが，口腔外科，歯周が
主導でスタートするか，また補綴が主導でインプ
ラントを行う場合もありその状況によってそれぞ
れの大学で異なっている．これから始めようとす
るとき，補綴学教室がどのようにインプラント治
療を導入していけばよいか．本セッションの目的
は補綴学教室のスムーズなインプラント治療導入
を進めていくための方法について模索する．この
セッションでは 4 名の講師の先生にそれぞれの大
学病院でのインプラント治療の現状，補綴医がど
のような症例から最初にてがけるのがよいか，口
腔外科などとどのようなスタンスでの連携をとっ
ていけばよいのか，さらに補綴医がインプラント
チームの主任としてどのようにトレーニングして
いけばよいか，また補綴が埋入治療を行って行く
べきかなどについて発表していただき，これにつ
いて会場の皆様と考えてみたい．

一般に従来法といわれるブリッジおよび床義歯
による欠損補綴治療は，残存歯および欠損部顎堤
を駆使し，失った支持を代替させ口腔機能の維持
をいかに図るかに英知が傾けられてきた．このよ
うな背景の中登場したインプラント治療は，唯一
支持固定源をプラスすることができる補綴法とし
て，単なる欠損補綴のみならず，残存歯や欠損部
顎堤の保存効果ももたらすことが認められ，いま
や欠損補綴治療に欠かせない治療オプションと
なっている．

しかしながら，インプラント治療の目的は欠損
補綴であるものの，その治療過程において観血的
処置を免れず，またこれまでの縦割りの歯科医学
と異なり，インプラント治療はそれらを包括する
集学的治療ともいわれることから，われわれ一般
臨床家ならびに補綴専門医にとってはいささかの
ステップアップが求められる．

本セッションにおいては，これからインプラン
ト治療を補綴治療の中に導入するに当たって，ス
タートアップの際の注意点，考え方，症例選択，
そして導入後のステップアップついて，演者の経
験を踏まえてお話ししたいと思う．さらに集学的
治療という側面から，特に大学病院においては他
科との連携／棲み分けに苦慮することがある．わ
れわれの真の目的は患者の良好な口腔機能を回復
させることであることを踏まえ，また昨今では補
綴主導のインプラント治療が求められる中で，い
かにして良好なチームアプローチを構築するか，
本学でのインプラント治療の変遷と現状を紹介し
ながら，そこから得られた反省と示唆とともに論
じてみたい．
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インプラントスタートアップ
小久保裕司
鶴見大学歯学部歯科補綴学第 2 講座
Making a Start for Implant Treatment
Yuji Kokubo
Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi 
University School of Dental Medicine

当教室でのインプラント治療の変遷と現状
友竹偉則
徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
口腔顎顔面補綴学分野
Dental Implant Therapy in the Department of 
Prosthodontics in Tokushima University
Yoritoki Tomotake 
Department of Oral ＆ Maxillofacial 
Prosthodontics, Institute of Health Biosciences, 
University of Tokushima Graduate School

インプラント診療をスタートさせるとして，イ
ンプラント専門の診療科を立ち上げる場合と，既
存の診療科間でインプラント診療を立ち上げる場
合がある．後者の場合には大きな混乱はないが，
前者の場合には，あらかじめ各診療科間の役割分
担を明確にしておく必要がある．しかし，それも
固定的に考える必要はなく，インプラント診療科
の人的および技術的な発展に伴って，また患者数
の増加等に伴って，弾力的に変更することが望ま
しい．その際に，症例の難易度によって，補綴科
の歯科医が外科処置を行い，口腔外科医が補綴処
置をすることも視野に入れておくことが賢明であ
る．

インプラント専門の診療科の指導者養成は重要
な課題である．現状では，まず補綴診療の基礎を
修練し，その後に口腔外科の基礎を修得すべきと
考える．インプラント診療の目的は，咬合の回復
と維持を通して全身の健康に寄与するという通常
の補綴診療と変わらないからである．通常の支台
歯形態・印象採得・咬合採得についてばかりでな
く咬合や顎関節に関する知識や技術も必須であ
る．インプラント診療を歯科診療の特化した領域
と捉えるのでなく，広義の歯科修復診療の中に位
置づけるべきである．

インプラント診療科の歯科医がどのような症例
からスタートすべきかに関しては，診療科内に
チームを作り，症例としての難易度，全身状態に
応じて，順次，また個別に教育するシステムを構
築する必要がある．

本セッションでは，初心者が起こしやすい具体
的なトラブルをあげて，埋入位置，上部構造の設
計の重要性等について指摘することとしたい．

当教室では 80 年代半ばからインプラント治療
を開始し，主に下顎遊離端欠損を対象としていた．
CBCT もなく CT が一般的でなかった当時，単純
断層撮影を用い，上部構造の形態から埋入部位を
想定しかつ顎骨状態も把握できる Pilot Hole 
Preparation 法を考案した．さらに，CT データ
から作製した三次元光造形モデルを術前の模擬埋
入として利用したインプラント埋入即時荷重治療
システムを開発し，通法の 2 回法と比べて遜色な
い治療結果を得てきた．これらの開発は，当初よ
りインプラント治療のほとんどの症例について，
埋入術から補綴処置，メンテナンスまでを当教室
が主導して行ってきたことによるものと考えてい
る．

検査・治療用機器が充実してきた近年では，
CT データを利用した埋入シミュレーションによ
る治療計画やその設計を外科処置に反映する外科
用ガイドプレートなどが広く使われるようになっ
ている．このような検査や治療用機器の発達は，
補綴領域と外科領域の役割をある程度分離できる
ものであり，あるいは各領域単独でもある水準以
上でインプラント治療を遂行できることになる．

その一方で，インプラント治療の長期経過症例
の中では，上部構造の破損や隣接面コンタクトの
離開，インプラント周囲炎といったインプラント
に関する問題だけでなく，対合天然歯の動揺や破
折などの問題も生じる．インプラントの治療，天
然歯の治療という考えではなく，歯列単位や咬合
関係での安定・維持といった観点からの治療計
画，治療後の継続的な観察と早期の対応が重要と
なり，補綴診療科はその多くを担うことになる．

本講演では，当教室でのインプラント治療の変
遷と現状から，大学病院における補綴学教室のイ
ンプラント治療への参加の仕方について議論したい．
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補綴（入れ歯）科におけるインプラント治療
城戸寛史
福岡歯科大学咬合修復学講座
口腔インプラント学分野
Implant Treatment in the Department of 
Prosthodontics
Hirofumi Kido
Section of Oral Implantology, Department of 
Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

福岡歯科大学咬合修復学講座（旧補綴学講座）
は有床義歯学分野，冠橋義歯学分野および口腔イ
ンプラント学分野の 3 つの分野で構成されてお
り，それぞれの分野の選任教授の指導下で診療，
教育，研究を行っている．講座で担当する診療科
は補綴（入れ歯）科と口腔インプラント科であり，
口腔インプラント科では，基本的に一人の担当医
が埋入手術から上部構造の装着までの一連のイン
プラント治療を行っている．また，インプラント
治療以外に，残存歯の補綴処置や対合歯の義歯の
製作，あまり複雑でない術前の歯周治療，抜歯，
骨整形，矯正用アンカーの埋入，経過不良のイン
プラントの除去など，他科とオーバーラップする
治療内容も行われている．

本学の補綴科所属の歯科医師は自由にインプラ
ント治療に参加することができ，週に 1 回行われ
る症例検討会で治療計画を報告してインプラント
埋入手術を行う．補綴医に限らずインプラント科
内でも患者の担当医を決定する際には術者の技量
と症例の難易度が考慮される．補綴医が担当する
症例は特に制限されることはなく，症例の難易度
や術者の技量に応じて，手術をサポートするイン
プラント科のスタッフが決定される．補綴医がイ
ンプラント治療を始めるにあたり，最初のハード
ルは外科処置に不慣れであることがあげられる
が，本学ではこの問題がかなり解決できていると
考えられる．

最近の 10 年以内に本学を卒業した歯科医師は
卒前教育としてインプラント埋入手術の模型実習
やコンピューターシミュレーションソフトを使っ
た術前計画の実習を経験しており，最初の基本的
なトレーニングは終了している．このような経験
はインプラント治療を導入するための卒後研修に
移行するために重要であると考える．
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トピックス
●咬むことと脳の認知機能の関連
●良い義歯治療とは
●良いインプラント治療とは

トピックス
●認知機能
●咀嚼
●食事

市民公開講座　Health Lecture for Citizen

認知症予防の第 1歩！しっかり咀嚼するために義歯やインプラント治療を
Impact of Denture and Implant Treatment on Dementia Prevention

座長
宮地建夫
東京支部・東京歯科大学臨床教授
Tateo Miyachi
Tokyo Branch
Clinical Professor at Tokyo Dental College

噛むチカラで脳を守る
小野塚　實
神奈川歯科大学歯学部生理学分野
Involvement of Chewing in Prevention of 
Dementia
Minoru Onozuka 
Department of Physiology and Neuroscience, 
Kanagawa Dental College

超高齢社会を迎えつつあるわが国にあって，要
支援・要介護を必要とする認知症高齢者は今後
10 年間に約 100 万人増加すると推計されていま
す．最近，咀嚼が栄養の摂取だけでなく，認知と
いう脳の高次な機能に関与していることが明らか
になっており，しっかり咬むことで脳の神経ネッ
トワークを活性させることができます．しかし，
歯が失われると咬むことが難しくなり，ここでは
良い義歯やインプラント治療をして，しっかり咬
めるようにすることが必要です．

ここでは，小野塚先生に「咬むチカラで脳を守
る」ことをわかりやすく，かつ皆さんにチューイ
ンガムで実践していただきます．川良先生には良
い義歯治療とはどんなものなのかをお話していた
だき，小宮山先生には，インプラント治療の疑問
のすべてを応えていただきます．

超高齢社会を迎えるわが国において，介護支援
を必要とする認知症の高齢者は，今後 10 年間で
約 100 万人増加すると推計されており，今や認知
症対策は最も喫緊に解決しなければならい課題に
なっています．

近年，全身健康に果たす口（とくに咀嚼）の役
割が科学的に分析されるようになり，咀嚼の働き
が栄養摂取だけでなく，認知という脳の最も高次
な機能に関わっていることが明らかになってきま
した．たとえば，入院中の高齢者の栄養摂取にお
いて，経口から経管や点滴に切り替えると認知症
の出現率が高まるといわれています．一方，軽度
な認知症状のある寝たきり高齢者の義歯の調節な
どの口腔環境を改善し，介護の手を借りて経口摂
食を積極的に行うことにより，QOL の向上や認
知症状の軽減が認められる例が多数報告されてい
ます．

一般に高齢になると，眼，耳などの感受性が落
ち，動きも鈍くなり，意欲がなくなり，若い頃に
比べると外部からの情報量が減少します．これは
記憶の司令塔である海馬や大脳の前頭前野への情
報入力が減衰することに繋がり，この情報量の減
少が著しくなると認知症になり易くなります．高
齢になると使われない脳の神経回路は錆び付き状
態になり，最終的には回復不能な萎縮を招きます．

 “ いかに外部情報量を低下させないか！ ” これ
が認知症予防の決め手になりますが，その鍵の一
つは五感のすべてを同時に働かせる口（食物を咀
嚼すること）であります．

本講演では，この噛むという行為がいかに脳の
認知機能と密接に関連し，脳内の神経ネットワー
ク（特に海馬と前頭前野）を活性化するかについ
て，動画をふんだんに使用し分かりやすく解説し
ます．そして講演の最後に，「間違い探しゲーム」
を行い，認知機能におけるチューイングの効能を
実感していただきます．
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良い義歯治療とは
川良美佐雄
日本大学松戸歯学部口腔機能学講座
What Kind of Denture Will Be Good Denture?
Misao Kawara
Department of Clinical Oral Physiology, Nihon 
University School of Dentistry at Matsudo

良いインプラント治療とは
小宮山彌太郎
東京支部
Preferable Implant as One Treatment Option
Yataro Komiyama
Tokyo Branch

ここでのお話は，取り外し式の部分入れ歯や総
入れ歯を「義歯」と呼んでお話しさせていただき
ます．

義歯の良否の基準は患者さんそれぞれで異なり
ますので，ご本人が十分に満足されていれば，お
使いになっている義歯は良い義歯といっていいで
しょう．しかしながら，残っている歯の状況やあ
ごの土手は経年的にどうしても変化していきま
す．その変化はご存知のように退行的な，悪くなっ
ていくばかりの変化で，良くなっていくことはあ
りません．義歯をお使いの皆さんは例外なく，こ
れ以上状況が悪くならないで欲しいとお考えのこ
とと存じます．私たち歯科医師は患者さんの満足
だけではなく，長期にわたってお口の状況ができ
るだけ変わることがない義歯作りについて勉強を
重ねています．日本補綴歯科学会の専門医は特に
そうです．患者さんお一人お一人の状況が違いま
すし，それぞれに柔軟に適確に対応したいと思っ
ています．

ここで皆さんにお伝えしなくてはならないこと
があります．「義歯によってその悪くなるスピー
ドが違う」ということです．残っている歯に無理
な力が掛かれば無くなるのが早まってしまいます
し，痛すぎたりあちこち動いてしまう義歯はあご
の土手を減らして平らにしてしまいます．だんだ
ん義歯作りが難しくなってきます．ですから私た
ちは，口の中に残っている歯やあごの土手をでき
るだけ減らさない義歯をどのように作るか，設計
や治療術式をいろいろな角度から検討します．新
しく義歯を作る時に，お口の状況が悪くならない
ように作り，作った後もできるだけ悪くならない
ように補修改善することを心がけています．

本日は毎日の臨床で心がけていることをお話し
て，「良い義歯治療とは」を少しでもご理解いた
だければ幸いです．

一生を通してご自身の歯で過ごされることが理
想ですが，現実にはさまざまな原因で歯が失われ
ます．それまで，食物を噛めるといった機能面だ
けではなく，見た目の審美的な観点からも患者さ
んの生活の質の維持に大きな役割を果たしてきた
歯を失うことは，いくつかの問題の原因となりま
す．歯が欠如した部分を補う治療を補綴処置と呼
び，歯科治療の大きな部分を占めます．失った歯
の数や部位により，補綴装置の種類や形態はさま
ざまです．多くの患者さんは，取り外しのできる
入れ歯（総入れ歯や部分入れ歯）であっても十分
に使いこなされ，日常生活に支障を与えることは
少ないと思われますが，解剖学的な条件や治療結
果への期待の程度などによっては，従来の一般的
な入れ歯による治療ではご希望を満たすことがで
きない場合があります．そのような場合に，イン
プラント（人工歯根）を応用した補綴装置が有効
な治療の一選択肢と捉えられるようになってきま
した．

半世紀以上も前からインプラント治療は存在し
ました．ときとして順調なものもある反面，患者
さんに被害を与える報告も数多くあり，決して安
定した治療法とはいえませんでした．今日のイン
プラント療法は，1950 年代後半，金属であるチ
タンと骨とが結合する現象をブローネマルク教授
が実験中に偶然に発見し，それを発展させて
1965 年から患者さんに応用したことに端を発し
ます．現在，世界中では 300 種類以上の方法が臨
床に使われているとされていますが，長期間にわ
たり研究の対象となっているものはごく限られて
います．適切に用いられるならば，10 年，20 年
あるいはそれ以上の単位で安定して機能を発揮す
ることが知られている方法ですが，安易な取り組
みや不注意な口腔清掃などにより，問題を抱える
症例が増えつつあるのも事実です．今回は，イン
プラント療法の基礎知識，ならびにどのような点
をすべきかお話ししたいと思います．
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 The relationship between change of oral condition and oral health-related quality of life of elderly people:~A 
7-year longitudinal study~  

 Enoki K, Ikebe K, Matsuda K, Yoshida M, Maeda Y 
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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 A 10-year Follow-up Study on the Condition of the Remaining Teeth in Patients Received Implants-Supported 
Fixed Partial Dentures  

 Yamazaki S, Arakawa H, Noda K, Matsuka Y, Kuboki T 
Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine Okayama University Graduate School of 
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences 

 
  

 
 

  
1997 4 1 2007 3 31

10
4

103
57.7 50 53

Kaplan-Meier
Log-rank test

2010 3 31

Cox

#213  
 

  

10 40.0 24.4

p 0.02  

3.44 p 0.04
2.12 p 0.02

 

 
  

 1) Priest G Single-tooth implants and their role in 
preserving remaining teeth: a 10-year survival 
study. Int J Oral Maxillofac Implants. 1999; 14: 
181-188. 

 

第 1日　第 1会場

課題口演発表

1 ― 1 ― 2



― 115 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011

  
 

 
10 11  

 
10 11  

 A Multi-center Study on the Efficacy of Prosthodontic Treatments Based on the Challenging Level 
-Study Overview and Baseline Evaluation- 

 
Aita H1), Kimura A2), Sasaki K3), Sato Y4), Ishibashi K5), Kuboki T2), Baba K6), Hideshima M7), Kobayashi H8), Sakurai K9), 
Masumi S10), Koshino H1), Hirai T11) 
1) Health Sciences Univ. of Hokkaido 2) Okayama Univ. 3) Tohoku Univ. 4) Showa Univ. 5) Iwate Medical Univ. 6) Showa Univ. 7) Tokyo Medical and Dental 
Univ. 8) Niigata Univ. 9) Tokyo Dental College 10) Kyushu Dental College 10) Institute of Personalized Medical Science, Health Sciences Univ. of Hokkaido 

 
  

 
 

  

QoL

Axis I) Axis II
QoL Axis III Axis 
IV

Axis I Axis IV
QoL Axis III

0.01
Axis II

QoL Axis III
0.167

Axis I QoL Axis III

0.01  

QoL  

 
 

  
 1) Kimura A, Arakawa H, Hara ES et al. A newly-

developed retrospective appraisal method for 
prosthodontic treatment efficacy. IADR 2010 
Abstract #2171. 

第 1日　第 1会場

課題口演発表

1 ― 1 ― 3



― 116 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011

 

 
  

  

 Relationship between magnitude of immediate load and peri-implant bone reaction  
 

 Esaki D, Matsushita Y, Ayukawa Y, Matsuzaki T, Koyano K 
Division of Oral Rehabilitation Faculty of Dental Science Kyushu University  
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1) Szmukler-Moncler S, Salama H, Reingewirtz Y, 
and Dubruille JH. Timing of loading and effect of 
micromotion on bone-dental implant interface: 
Review of experimental literature. J Biomed Mater 
Res 1998; 43: 192-203. 

2) Frost HM. Bone 'mass' and the 'mechanostat': A 
proposal. The Anatomical Record 1987; 219: 1-9.  
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 * Naert Ignace* Duyck Joke* 
 

 *Department of Prosthetic Dentistry, 
BIOMAT Research Cluster, Katholieke Universiteit Leuven 

 Influence of whole body vibration magnitude and frequency on peri-implant bone healing and osseointegration

 Ogawa T, Zhang X*, Naert I*, Sasaki K, Duyck J* 
Division of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University Graduate School of Dentistry 
*Department of Prosthetic Dentistry, BIOMAT Research Cluster, Katholieke Universiteit Leuven 
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 1) Ogawa T, Zhang X, Naert I et al. The effect of 
whole-body vibration on peri-implant bone 
healing in rats. Clin Oral Implants Res 2011; in 
press. 

 2) Ogawa T, Possemiers T, Zhang X et al. Influence 
of whole-body vibration time on peri-implant 
bone healing: a histomorphometrical animal study. 
J Clin Periodontol 2011; 38: 180-185.  
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 Osteoimmunologic Approach for Understanding Mechanisms of Mechanical Pressure Stress-Induced 
Residual Ridge Reduction 

 Akashi Y, Egusa H, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 

 
  

1

 

/

 

in vitro  
 

  

16.7 mHz 50 kPa

hGF
hOB

RANKL
osteoptotegerin OPG real-time 

RT-PCR ELISA

RAW
NFAT

TRAP  
hGF

10
274

RayBio

RAW
NFAT TRAP  

  
RANKL hOB

hGF hGF hOB
OPG

hGF OPG

hOB RANKL OPG
 

hGF
RAW NFAT TRAP

hOB
hGF  

hGF IL-1 IL-6
IL-8 MCP-1 IL-1RII IL-28A IGFBP-2
Decorin SDF-1 PDGF-BB CD40 HVEM

IL-8 MCP-1 Decorin RAW
NFAT TRAP  

hGF OPG

IL-8 MCP-1
hOB hGF

 
 
 
 
 
 
 
 

hGF  
 

  
1)  Atwood DA. Reduction of residual ridges: A major 

oral disease entity. J Prosthet Dent 1971; 26: 266-
279. 
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GBR  

 , * *  
  

*  
 Experimental Study for Bone Regeneration Ability of Polyphosphate-Adsorbed Interconnected Porous 

Hydroxyapatite 

 Takeshita R, Doi K, Morita K*, Kajihara S, Kubo T*, Akagawa Y 
Department of Advanced Prosthodontics, Hiroshima University Graduate School of Biomedical Sciences 
*Clinic of Oral Implants, Hiroshima University Hospital 
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 1)  Morita K, Doi K, Kubo T et al. Enhanced initial 

bone regeneration with inorganic polyphosphate-
adsorbed hydroxyapatite. Acta Biomaterialia 
2010; 6: 2808- 2815. 
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 in vivo  
  

 *  
 

  
*  

 Fabrication and in vivo Evaluation of Ca-bonded Titanium 
 

 Sakaguchi M, Tsuru K*, Ayukawa Y, Moriyama Y, Ishikawa K*, Koyano K. 
Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, Faculty of Dental Science, Kyushu University  
* Section of Biomaterials, Faculty of Dental Science, Kyushu University  
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1) Ayukawa Y, Takeshita F, Inoue T et al. An 

immunoelectron microscopic localization of 
noncollagenous bone proteins (osteocalcin and 
osteopontin) at the bone-titanium interface of rat 
tibiae. J Biomed Mater Res 1998; 41: 111-119. 

 2 4  
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 *  
**  

 Separation of osteoblast-precursor cells from oral tissues using ALCAM 

 Kamada K*, Nishimura M**, Sadamori S*, Akagawa Y* 
* Department of Advanced Prosthodontics, Hiroshima University Graduate School of Biomedical Sciences 
** Department of Prosthodontics, Nagasaki University Graduate School of Biomedical Sciences  
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1) Lindroos B, Maenpaa K, Ylikomi T, Oja H, 
Suureonen R, Miettinen S. Characterisation of 
human dental pulp stem cells and buccal mucosa 
fibroblasts. Biochemical and Biophysical Res. 
Com. 2008; 368: 329-335. 
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 * * * * *  
* ** * 

 * **
 

 The study of three-dimensional positional relationships of mental foramen 

 Sasaki K*, Furuya J*, Tamada Y*, Sawada A*, Yokose T*, Okubo T, Oda N*, Kondo H**, Suzuki T* 
*Division of Removable Prosthodontics, Department of Prosthodontics, Iwate Medical University  
** Division of Oral Implantology, Department of Prosthodontics, Iwate Medical University 
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 Dental services for palliative care patients.:Prosthodontic treatment 
 

 Mukohyama H 
Department of Oral Surgery, Yokohama city Minato Red Cross Hospital 
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1) Paunovich ED, Aubertin MA, Saunders MJ, 

Prange M., The role of dentistry in palliative care 
of the head and neck cancer patient. Tex Dent J. 
2000; 117: 36-45. 

2) Schimmel M, Schoeni P, Zulian GB, M ller F., 
Utilisation of dental services in a university 
hospital palliative and long-term care unit in 
Geneva. Gerodontology. 2008; 25: 107-112.  

3) Wiseman M., The treatment of oral problems in 
the palliative patient. J Can Dent Assoc. 2006; 72: 
453-458. 

4) 

. 
2008; 22 : 217. 
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 * * 
   

 *
 

 Speech evaluation using the automatic speech intelligibility test system on normal subjects with a palatal plate

 Hattori M, Sumita I Y*, Taniguchi H* 
Clinics for Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Tokyo Medical and Dental University, 
*Maxillofacial Prosthetics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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 1) Hattori M, Sumita YI, Kimura S, Taniguchi H., 
Application of an automatic conversation intelligibil 
-ity test system using computerized speech recogni-
tion technique. J Prosthodont Res. 2010; 54 : 7-13. 

 2) Hattori M, Sumita YI, Kimura S, Mukohyama H, 
Taniguchi H., Development of an automatic speech 
intelligibility test system using a computerized 
speech recognition technique. J Maxillofac Prosthet. 
2005; 28: 46-58.  
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 *   

 *
 

 Measurements between the cervical line of the lower molars and the external oblique as well as the mylohyoid 
line.  -Application to evaluate the length of lower denture flange- 

 
Tsutui C Sakurai N Ito K,  Kageyama I Nomura S 

Division of Comprehensive Prosthodontics Niigata University Graduate School of Medical and Dental 
Sciences *Department of Anatomy, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata 
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1) 

 2000; 30: 23-32.  
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 *  
*

 *  

 Movement of abutment teeth of removable partial dentures for mandibular unilateral free-end missings 
-Effect of modifying embresure clasps for unilateral removable partial dentures- 

 Sekine T, Ohno A, Hayata Y, Yamanouchi T, Suzuki F, Yamamori T, Oumiya N*, Tanaka Y*, Seino K 
Department of Prosthetic Dentistry, Ohu University School of Dentistry,  *Tohoku-Hokkaido Branch 
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 Effects of wearing complete denture on three-dimensional morphology of oropharynx 

 Tamada Y, Furuya J, Abe R, Yamamoto H, Hara A, Nomura T, Oda N, Suzuki T 
Division of Removable Prosthodontics, Department of Prosthodontics, School of Dentistry Iwate Medical 
University 
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 The influence of palatal morphology on strain in maxillary complete denture 

 
Takahashi T, Gonda T, Tomita A, Mizuno Y, Takagaki K, Fujinami Y, Maeda Y. 
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry. 
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 1) Takahashi T, Gonda T, Maeda Y. The influence 

of reinforcement on strain in a maxillary complete 
denture: a Preliminary Report. Int J Prosthodont
in press. 

 2) 
 

1981; 26: 168-187  
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 Influence of properties of denture supporting tissue on pressure-pain threshold 
 

 Isobe A, Sato Y, Kitagawa N, Shimodaira O, Hara S, Takeuchi S  
Department of Geriatric Dentistry, Showa University School of Dentistry 
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 * * *   

 
*  

 Implications to biomechanics of viscoelastic masticatory mucosa 

 Ona M Wakabayashi N Sawada A* Watanabe T* Igarashi Y Suzuki T* 
Department of Removable Partial Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, 
*Department of Removable Prosthodontics, Faculty of Dentistry, Iwate Medical University 
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 *  
 

 Objective evaluaetion of friction feeling to denture base materials 

 Kono K, Hirota M, Shimpo H, Muraisi E, Tokue A, Hayakawa T*, Ohkubo C, 
Department of Removable Prosthodontics *Department of Dental Engineering, 
Tsurumi University School of Dental Medicine 
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 1) Takabayashi Y. Characteristics of denture 
thermoplastic resins for non-metal clasp dentures, 
Dent Mater J, 2010; 29: 353-361. 
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2001; 13: 226-227. 
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 Bonding strength of thermoplastic resins to soft lining materials  

 Kitano N Suzuki T Tokue A Shimpo H Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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1) Takabayashi Y. Characteristics of denture 
thermoplastic resins for nonn-metal clasp dentures. 
Dent Mate J 2010; 29: 353-361. 

2) Hosoi T Non-clasp denture. DE 2009; 168: 1-4. 
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 A questionnaire survey on the thermoplastic resin dentures 

 Suzuki T, Shimpo H, Kitano N, Sato M, Kawai Y, Kanki Y, Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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1)   Takabayashi Y., Characteristics of denture 

thermoplastic resins for non-metal clasp dentures. 
Dent Mater J 2010; 29: 353-361. 
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 Effect of Plasma Exposure on the Adhesion of Resin Cement to Commercially Pure Titanium 

 
Egoshi T Soeno K Taira Y Sawase T 
Department of Applied Prosthodontics Graduate School of Biomedical Sciences Nagasaki University 
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 1) Kibayashi H Teraoka F Fujimoto S et al
Surface modification of pure titanium by plasma 
exposure and its bonding to resin Dent Mater J 
2005;24:53-58  

 2) 

 2002;21:32-39  
 3)  

GF/PP
The Society of Materials 

Science Japan 2002;51:1038-1044  
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 Investigation for avoiding fracture of zirconia all ceramic restorations 

 Nitta S1), Matsunaga T2), Sasaki M1), Katafuchi M1), Daigo Y1), Goto K1), Matsuura T1), Matsuya S3),Sato H1) 2) 
 Fukuoka Dental CollegeDepartment of Oral Rehabilitation, Section of Fixed Prosthodontics1) Oro-facial 
Plastic Medical Center2)Department of Dental Engineering, Section of bioengineering3) 
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Sailer I  Fehér A  Filser F  Gauckler LJ  

Lüthy H  Hämmerle CH.Five-year clinical results of 
zirconia frameworks for posterior fixed partial dentures. 
Int J Prosthodont. 2007 Jul-Aug;20(4):383-388. 

Mori K.Influence of the design of zirconia 
framework on the fracture strength of veneering 
porcelain. Kokubyo Gakkai Zasshi. 2010 Mar;77(1):67-
70. 
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 Co-Cr  
  

 1) 1) ) 1) 1) 
 

 1)  
2)  

 Tensile Strength of Resin Composites for Crown and Bridge to Lasser-sintered Co-Cr Alloy  

 Muratomi R1), Kamada K1), Higuchi S , Taira Y1) , Sawase T1) 
1)Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University 
2)Wada Precision Dental Laboratories 
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 1) Yurdanur U, Tolga A, William B. Internal fit 
evaluation of crowns prepared using a new dental crown 
fabrication technique. J Prosthet Dent 2009;102:253-
259. 
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 Effects of injected resin fragments to periodontal tissues in diabetic mice with special reference to 
histopathological analyses 

 Muramori J, Wakami M, Utsunomiya T*, Uchida T**, Takebayashi C, Ito T**, Yamamoto H*, Aida M
Department of Crown Bridge Prosthodontics, *Department of Oral Pathology, 
**Department of Oral Diagnostics, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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 Towards the Establishment of a Three-Dimensional Finite 
Element Model that can Elucidate the Mechanism of Bone 
Loss around Failing Implants 

 Stegaroiu R, Takano R*, Kurokawa K 

 Department of Oral Health and Welfare, and *Department of Oral Health Science, Division of 
Bio-Prosthodontics, Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences 

  

 
 

 
Purpose: Analyses of mechanical stress around implants 
by the finite element method (FEM) frequently simplify 
the cancellous bone to a homogenous block by 
completely ignoring its trabecular structure. The results of 
these analyses show highest stresses around the implant 
neck and apex in the cortical and cancellous bone 
components, respectively. While stress concentrations 
around implant neck could explain clinically reported 
progressive marginal bone loss without infection, these 
stress distributions can not explain the total bone loss at 
the bone-implant interface that reportedly accounts for 
most failures of biomechanical etiology. Therefore, there 
is a need for a model that can better predict this 
breakdown pattern. As a first step in this quest, the peri-
implant stress distributions in a traditional 3D finite 
element “non-trabecular model” with a homogenous 
cancellous bone component was compared with that of a 
“trabecular model”, in which the bone structure was 
accurately simulated. 
Materials and Methods: Both models were created from 
micro-CT images of a solid-screw implant and abutment 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

placed into a human mandible (dried skull) by using a 
computer program for bone structure analysis (TRI/3D-
Bon, RATOC). A FEM-software (TRI/3D-FEM, 
RATOC) was used to calculate the von Mises stress in 
each model under vertical (200 N) and buccolingual 
(50N) loads applied to the abutment top. 
Results: Regardless of load direction, remarkably higher 
stresses were distributed over larger areas in the 
cancellous bone at the implant-bone interface and its 
vicinity in the “trabecular model” as compared to the 
“non-trabecular model”. In the “trabecular model” under 
both loads, high stresses tended to concentrate in areas 
with few trabeculae and thin cortical bone. In the cortical 
bone, although stress values slightly differed, stress 
distributions were similar in the models: high stresses 
tended to concentrate around the implant neck. 
Conclusion: Conversely to the “non-trabecular model”, 
the stress distribution of the “trabecular model” may 
explain the mechanism of bone break-down around 
failing implants in the absence of infection signs.  
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 Significance of the Main Occluding Area in Implant 
Treatment 

 Goto T, Nishinaka H, Kashiwabara T, Tomotake Y, Nagao K, Ichikawa T 

 Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Institute of Health Biosciences,  
The University of Tokushima 

  

 
 

 
Purpose: Occlusal parameters such as occlusal scheme, 
occlusal contact, and occlusal force have been studied 
by many researchers. Kato proposed the term “main 
occluding area” and defined it as the occluding area 
involved during the first stroke of mastication. Although 
this concept is very important, little information is 
available on the changes in this area before and after 
implant treatment in partially edentulous patients. The 
purpose of this study was to assess the main occluding 
area in partially edentulous patients and to clarify its 
significance. 
Materials and Methods: We enrolled 50 partially 
edentulous patients (15 men and 35 women) and 22 
patients with normal dentition (10 men and 12 women). 
To assess the location of the main occluding area before 
and after implant treatment, each subject was instructed 
to freely bite a piece of dental stopping (GC, Tokyo, 
Japan) once on the partially edentulous side. The 
assessments were repeated three times in each subject. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

The occluding contact area and occluding force were 
measured using a pressure-sensitive sheet Dental 
Prescale® (Fuji, Tokyo, Japan), and the changes before 
and after implant treatment were evaluated. The 
geometrical relationship between the main occluding area 
and occluding force direction was also evaluated 
Results: The main occluding area could be identified in 
both partially edentulous and dentate patients, and the 
location of this area changed after implant treatment. 
The location of the main occluding area was influenced 
by the type of partially edentulous condition; however, 
in all cases, the area was located around the first molars. 
The contact area of and force at the main occluding area 
increased after the implant treatments. The main 
occluding area after implant treatment were located 
appropriate position for supporting the occluding force. 
Conclusion: We concluded that the main occluding area 
may be an important factor in occlusion and for occlusal 
reconstruction in edentulous patients. 
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 Effects of Splinted or Unsplinted Implants with Bar or 
Ball Attachments on Stress Distribution of Maxillary 
Implant-supported Overdentures in Vitro 

 Haruta A, Matsushita Y, Tsukiyama Y, Yamada A, Koyano K 

 Division of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental Science, Kyushu University  
 

  

 
 

 
Purpose: Maxillary implant-supported overdentures have 
been documented with a high implant loss relative to 
other implant treatment options. Some studies reported 
that at least four implants were necessary to support 
maxillary implant-supported overdentures, but there is 
still a lack of studies on the influence of anchorage design 
on stress distribution. The purpose of this in vitro study is 
to evaluate the influence of splinted and unsplinted 
implants with bar or ball attachments of maxillary 
implant-supported overdentures by measuring strain of 
implants. 
Materials and Methods: In this study, edentulous 
maxilla model was used, which was simulated anatomical 
structure and soft bone. Four implants were inserted in 
right and left, canine and premolar position. The surface 
of the model was covered with 4-mm thick layer of 
impression material to simulate oral mucosa, and an 
overdenture without palatal coverage was fabricated. Two 
different types of attachment were considered; splinted 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Dolder bar attachment with clip and unsplinted ball 
attachment. The maxilla model was fixed and 50N 
concentrated load was applied at anterior (loading point 
A), first premolar (loading point B) and first molar region 
(loading point C) of the overdenture. Strains on abutments 
were measured and bending moment was calculated. 
Additionally, denture base movement was measured by a 
position sensor attached in the left first molar region. 
Results: With the loading point A, bending moment and 
denture movement were the largest on both bar and ball 
attachments. With the loading point A and C, bending 
moment on ball attachment was smaller than that on bar 
attachment. With the loading point B and C, denture 
movements were small on both bar and ball attachments. 
Conclusion: Within the limits of the study, unsplinted 
design could be useful for maxillary implant-supported 
overdentures based on the lower stress and better denture 
stability. And it is suggested that loading at anterior 
region should be avoided. 
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 Oral Health Related Quality of Life in Patients Treated by 
Implant Supported Fixed Dentures and Removable Partial 
Dentures 

 Hiroaki Tsukasaki1, Chisako Furuyama1, Masayuki Takaba1, Mika Inukai2, Yoshimasa Igarashi2, 
Kazuyoshi Baba1 

 1.Department of Prosthodontics, Showa University, 2.Section of Removable Partial Denture 
Prosthodontics, Tokyo Medical Dental University 

  

 
 

 
Purpose: This study investigated the association between 
denture status {implant supported fixed dentures (IDs) 
and removable partial dentures (RPDs)} and oral health-
related quality of life (OHRQoL). 
Materials and Methods: Consecutive patients with IDs 
and RPDs were recruited from the Prosthodontics 
Departments at Showa University and Tokyo Medical and 
Dental University. The Japanese version of the Oral 
Health Impact Profile (OHIP-J-49) was administered to 
each subject. For each OHIP-J-49 question, the subjects 
were asked to indicate the frequency with which they had 
experienced a dental problem during the last month. 
Responses were recorded on a 5 point Likert rating scale, 
with 0 being never and 4, very often. Summary scores 
were calculated and regression analyses conducted to 
investigate the association between denture status and 
OHIP-J-49 summary score. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Results: In total 79 ID subjects (mean age ± SD of 
51.7±12.4 years, 44.3% men) and 109 RPD subjects 
(mean age of 66.5 ± 8.6 years, 30% men) participated 
after giving informed consent. The regression analysis 
between the type of treatment and the OHIP-J-49 
summary score revealed a significant association with a 
coefficient of 17.0 (Confidence interval, CI: 10.9 to 23.1). 
When age and duration of denture usage, which had 
significant associations with OHIP-J-49, were included in 
this model, the regression coefficient remained virtually 
unchanged at 17.4 (CI: 9.75 to 25.0), thus indicating little 
potential confounding by them. 
Conclusion: Oral health-related quality of life in patients 
with implant supported fixed dentures is generally less 
impaired than it is in those patients with removable partial 
dentures. 
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 Implant Placement in Esthetic Zone 

 Dr. Jigna Shah, M.D.S Prosthetic and Implant Dentistry 

 Professor & Head Dept. of Dentistry. 
Government Medical College, Bhavnagar, Gujarat, India 

  

 
 

 
Purpose: Evaluation of effectiveness of 
treatment planning, implant positioning and in 
achieving desired esthetics in the maxillary 
anterior region.  
Materials and methods: Five cases of missing 
maxillary anterior teeth were selected for the 
study after the medico clinical and 
lexicographical evaluation. Press fit external hex 
implants were placed in three cases 4 easy hi-tech 
threaded internal hex implants were placed in two 
cases at different angulations. Hard and soft 
tissue management was done in each case as per 
the requisite. 
Result: The final result of implant placement in 
the maxillary anterior esthetic zone is a high 
challenge task. One must review different factors  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

of treatment planning, improvement of hard and 
soft tissue foundation for ideal implant placement 
and correct angulations etc. for achieving desired 
prosthetic end result. Unless the hard and soft 
tissue is treated correctly, papillae formation may 
not be ideal, and requires grafting so that 
implants can be successfully placed with respect 
to spacing between implant and angulations. 
Discussion and Conclusions: The present study 
concludes of placement and angulations for 
achieving successful esthetic outcome. 
 
 
Key words: Anterior maxilla , Dental Implants, 
Implant angulations, Implant restoration, Esthetic 
outcome 
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 Comparison of Analysis of Surface Topography, 
Histomorphometry and Removal Torque between the 
Laser Etched Implant and the Mg-incorporated Oxidized 
Implant in the Rabbit Femur 

 Sang-Hwan Kang 

 Department of dentistry, Major in Prosthodontics 
The Graduate School of Kyoungbook National University 

  

 
 

 
Purpose: In order to increase the success rate of implants 
and enhance osseointegration, many kinds of surface 
modifications have been suggested. According to 
numerous studies up to date, implants with rougher 
surfaces show higher osseointegration and higher bone-
to-implant contacts than those with smooth surfaces. The 
purpose of this study was to do a comparison of removal 
torque and analysis of surface topography between the 
laser etched implants and the Mg-incorporated oxidized 
screw implants. 
Materials and Methods: In this study, 13 rabbits of 
3.0~3.3kg weight were used. Two implants used in this 
study, were the laser etched implant(experimental group) 
and the Mg-incorporated oxidized screw implant(control 
group) both with 8mm height and 3.3mm in diameter. 
The experimental and control group were implanted on 
right and left femur of the rabbits respectively. After 6 
weeks period of healing, removal torques were measured 
from 10 rabbits. The removal torques were measured 
using the digital torque meter MGT-12(Mark-10 
Corporation, New-York, USA), and the connector 
between the implant fixture and the torque meter was 
specially made for the measurement. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Result: The uniform porous structures were observed 
under x100, x500, and x900 magnification in surface 
analysis of experimental groups. Therefore, pore sizes in 
the experimental group were 20~40 , consisting of 
numerous small pores, while in the control group, pore 
sizes were 0.5~3.0 . Also, when implant surfaces were 
observed after the femurs have been removed 
postoperatively, it was observed that the pores of the 
control group were filled with tissues while those of the 
experimental group were not. The removal torques of the 
laser etched surface group and the Mg-incorporated 
oxidized screw implant group were 40.72 Ncm (Sd=13.3; 
range 14.6~56.3 Ncm) and 22.26 Ncm (Sd=6.4; range 
12.8~32.7 Ncm) respectively, group of the laser-etched 
surface showing statistically significantly higher removal 
torques than the control group.(p=0.041) 
Conclusion: In this study, the removal torque values were 
demonstrated that the laser etched implants group shown 
statistically significantly higher.(p=0.041) And surface 
roughness of the laser etched implant significantly higher 
than that of the control group, in Ra, Rq, Rt and Sdr. 
Surface properties of the laser etched implant influenced a 
bone response. 
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 Effect of Histone Deacetylase Inhibitor on Bone 
Regeneration in Rat 

 Rashid MD. Mamunur, Yosuke Akiba, Masaru Kaku, Masako Nagasawa and Katsumi Uoshima 
 

 Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences Division of Bio-
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Purpose: Bone regeneration by means of cell 
management might be a powerful tool for dental implant. 
Histone deacetylase (HDACs) are enzymes involved in 
remodeling of chromatin structure and epigenetic 
integrity. In Chromatin remodeling, Histone deacetylase 
inhibitors (HDACIs) control cell cycles and activate gene 
expressions. Previous reports showed that HDACIs 
regulate osteoblast differentiation by enhancing Runx2-
dependent transcriptional activation and accelerate 
osteogenesis through up-regulating osteoblast marker 
genes in mesenchymal stem cells (MSCs) of bone marrow. 
The objective of this study was to evaluate the effect of 
HDACIs on the induction of bone regeneration of 
maxillary bone defect in rats. 
Materials and Methods: To clarify the bone healing, 24 
male Wister rats were divided into two groups. At the age 
of 4weeks, 1st and 2nd maxillary molars were extracted. 
3weeks after teeth extraction, test group received 
intraperitoneal injections of Valporic acid (600mg/kg 
body weight) and control group received normal saline 
injections once daily for consecutive 7 days. At the age of  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 weeks, bone defects were made in maxilla by peeso-
reamer (diameter 1.7mm) at a speed of 500rpm with 
profound saline irrigation. Rats were killed on days 3, 7, 
14, 28 and 42 after defect formation and fixed with4% 
PFA. Paraffin-embedded histological sections were 
prepared and stained with H-E. 
Results: At 3 days after bone defect, more inflammatory 
cells were seen in control group than that in test group. 
After 7days, more inflammatory cells remained in the 
center of defect in control group than in test group. At 14 
days, more osteoblast like cells were found at the 
periphery of the defects in test group in comparison to the 
control. On the contrary, control group showed a lot of 
inflammatory cells remained in the defect area even after 
14days. 
Conclusion: This study showed that HDACI accelerates 
quick recovery from inflammatory stage and may fasten 
new bone formation. Therefore, HDACI could be a 
potentially new class of bone anabolic agent and useful in 
the treatment of bone regeneration. 
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 Anti-infection Capability of Anti-oxidant Amino Acid 
Derivative on Bone Biomaterial 

 Masahiro Yamada and Kaoru Sakurai 
 

 Oral Health Science Center and Department of Removable Prosthodontics & Gerodontology, 
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Purpose: Prevention of bacterial infection is crucial for 
tissue regeneration. An antioxidant amino acid derivative 
(AAD) has shown to inhibit biofilm formation on various 
artificial medical devices. This in vitro study evaluated 
whether AAD had anti-infection capability to assist bone 
regeneration. 
Materials and Methods: Staphylococcus aureus (S. 
aureus) 209 strain was cultured in Brain-Heart infusion 
(BHI) broth with or without a variety of concentration of 
AAD-addition (2.5mM, 5.0mM, 10.0mM). The number 
of bacteria was assessed by luciferase luminescence-
based ATP activity quantification. Rat gingival fibroblasts 
or femur-derived osteoblasts were cultured on a collagen 
scaffold (CS) with or without AAD-preaddition was co-
incubated with or without S. aureus. Attached fibroblasts 
and collagen synthesis were measured with Calcein and 
Sirius red staining. Alkaline-phosphatase (ALP) staining 
and von Kossa staining were performed for the 
assessment of osteoblastic function on CS. 
Results: ATP activity in the S. aureus culture increased 
by 200 times after 12 hours of incubation. However, that 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

was inhibited in AAD-dose dependent manner down to 
only 4% of that in the culture without AAD. The number 
of attached fibroblasts and the amount of collagen 
synthesis on CS co-incubated with S. aureus at days 7 and 
10 was reduced by 70% and 30%, respectively, as 
compared to that in the culture on without bacterial co-
incubation. However, the impairment of fibroblastic 
viability and function by infection was nearly completely 
prevented by pre-addition of AAD into CS. The 
percentage of ALP positive area on CS was only 2% in 
the osteoblastic culture co-incubated with S. aureus for 7 
days in contrast with 50% on CS pre-added with AAD. 
The percentage of von Kossa positive area was 25% in 
the osteoblastic culture on CS co-incubated with bacteria 
for 21 days, which was increased up to 90% by pre-
addition of AAD into CS. 
Conclusion: AAD restricted the bacterial growth and 
prevented the suppression of fibroblastic and osteoblastic 
function caused by the bacteria, suggesting AAD’s anti-
infection capability to assist bone regeneration. 
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 Intermittent PTH Therapy Accelerates the Healing of 
Tooth Extraction Sockets and Preserves the Alveolar 
Ridge 

 Junro Yamashita 
 

 Division of Prosthodontics, Department of Biologic Materials and Sciences, University of 
Michigan School of Dentistry, Ann Arbor, MI, USA 

  

 
 

 
Purpose: Tooth extraction typically induces bone 
resorption that makes ideal prosthodontic therapy difficult 
to achieve. As delayed healing is one of factors known to 
exacerbate bone loss, finding a way to enhance osseous 
healing would lead to a better therapeutic outcome. It is 
well recognized that intermittent administration of 
parathyroid hormone (PTH) has anabolic actions in bone. 
Given the fact that PTH increases bone mass, we 
hypothesized that intermittent PTH enhances the osseous 
healing of extraction sockets. Using a rat model we 
investigated the effect of intermittent PTH on new bone 
formation and maturation in tooth extraction sockets. 
Materials and Methods: Sprague Dawley rats (n = 42) 
received atraumatic tooth extractions of the left first 
molars and daily PTH injections (80 g/kg) for 7, 14, or 
28 days. The bone anabolic effect of intermittent PTH 
was verified by the microradiographic assessment of 
femurs. Healing of the sockets was assessed by the 
microCT scanning of the mandibles, serum biochemistry 
(TRAcP5b, P1NP, and calcium) and histological  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

assessment of the maxillae. 
Results: The microCT analysis revealed that intermittent 
PTH enhanced bone formation in the sockets and 
accelerated its mineralization from day-7 as significantly 
higher values of bone volume fraction (BV/TV) were 
noted in the PTH groups compared to control. It was also 
noted that resorption of the lingual plates was 
significantly less in the PTH groups than control. Further, 
significantly increased trabecular thickness and decreased 
trabecular numbers were found in the PTH groups, 
suggesting that intermittent PTH enhanced the maturation 
of woven bone. Consistently, histological assessment 
found more bone fill in the PTH groups than control. The 
assessment of P1NP revealed that intermittent PTH 
induces rapid bone formation following tooth extractions, 
thereby accelerating the entire healing process. 
Conclusion: The results of this study clearly show that 
intermittent PTH administration enhances the wound 
healing of tooth extraction sockets and impedes alveolar 
bone resorption at the socket border. 
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 Comparative Speech Analysis of Patients Affected with 
Acquired Hard and Soft Palate Defects 

 Dr. Darshana N Shah 
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Purpose: Speech and esthetics are two important aspects 
of personality of a human being. One of the morbidities 
following the surgical resection is speech impairment. 
The prosthetic intervention with different type of 
prosthesis is necessary to restore the contours of the 
resected palate and to recreate the functional separation. 
Although speech outcome data exist in the literature for 
such patients, relatively few reports have used clinical 
tools designed to measure the acoustic, physiologic, and 
perceptual bases of speech. This investigation reports 
these measures for individuals rehabilitated with a 
maxillary obturator. 
Materials & Methods: Velopharyngeal closure is 
assessed by Cephalograms with and without prosthesis. 
Speech analysis were done and data collected 
prospectively at three clinical visit times (Postoperative, 
Postoperative Immediately after insertion of the obturator, 
Postoperative with obturator after 1 month) for 6 patients 
assigned to two groups based on the extent of their 
resection (Velopharyngeal defects and hard and soft 
palate defects). Improvement in air resonance with open 
bulb palatal prosthesis was compared with closed bulb  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

palatal prosthesis. Acoustic data were obtained with the 
Audio recorder and Articulation and Speech Integibility is 
objectively measured. To evaluate Nasal Air emission and 
Air resonance of each patient we used Dr. Speech 
Software and data was collected. 
Results: Significant differences existed among the three 
variables  and revealed that speech without an obturator 
is significantly different from speech with obturator, 
while speech with an obturator after a month does not 
differ significantly from speech immediately after 
insertion. There was significant difference in air 
resonance between open bulb and close bulb obturators.  
Individuals with soft palate involvement exhibited 
significantly poorer nasalance values than individuals 
with involvement of the hard palate only. 
Conclusion: Improvements in speech function were 
observed with sufficient velopharyngeal closure and 
altered palatal contour which not only improved the 
functions but also helped the patient to regain their 
confidence and prepare the patient to FACE THE 
WORLD AGAIN. 
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 Causal Affect of Earrings for Pierced Ears on Dental 
Metal Allergy 

 Hosoki M, Satsuma T*, Nishigawa K*, Takeuchi H*, Kanbara S*, Kamiryou T**, Kubo Y*, 
Bando E*** 

 Department of Fixed Prosthodontics The University of Tokushima Institute of Health 
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Purpose: This study presents an etiological investigation 
of dental meal allergy patients in Tokushima University 
Hospital during last five years. Elemental analysis of 
earrings for pierced ears was also performed, because 
some elements of earrings were suspected to be a cause of 
metal allergy. 
Materials and Methods: Two hundred seventy six 
patients (63 males and 213 females) that visited Clinic for 
Dental Metal Allergy, Tokushima University Hospital 
were investigated. Elemental components in 36 items of 
earrings on the market were examined with the X-ray 
fluorescence spectrometer (EDX-900, Shimazu 
Corporation).  
Results: Two hundred twenty nine patients (83.3%) 
exhibited positive reactions with any patch test regents 
with dental metal elements. High positive reaction rates  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

were observed with palladium (42.9%), chrome (35.8%), 
nickel (32.2%), tin (24.8%), molybdenum (24.5%) and 
cobalt (24.0%).  Palladium, chrome and nickel agents 
showed the higher positive reaction rate than that of our 
previous researches. Thirty patients have past histories of 
purulent inflammation with earrings and all of these 
patients showed allergy positive reaction. Elementary 
analysis of earrings exhibited the high content rates of 
copper (79.2%), nickel (66.2%), iron (61.0%), zinc 
(48.1%) and chrome (46.8%). 
Conclusion: These results of this study indicated 
potential of earrings to be an inducement to dental metal 
allergy. The European Union already introduced the legal 
regulation on the use of nickel material for ornaments 
such as earrings. This result suggests that this regulation 
should be considered in our country. 
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 A Study on Stress Tolerance Using Salivary Stress Biomarker  
-Effect of Taking Honey Bee Products- 

 Ito Y Takahashi H Makino M Masaki C Nakamoto T Hosokawa R 
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental College 
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 Influence of Chewing Time on Salivaly Stress Markers 

 Sasaki H, Tasaka A, Takeuchi K, Yoshii T, Soeda R, Sugiyama T, Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College 
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 Effect of Gum Chewing on Brain Activity
- Dentulous individuals compared with partial denture weares- 

 Matsuda R, Morokuma M, Yoneyama Y, Okamoto N, Hosoi T, Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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 The Influence of Mastication on Expression of Brain derived Neurotrophic Factor in MCAO RAT Brain 

 
Sasaki S, Toyoshita Y, Watanabe S, Kawanishi K, Aita H, Hashikawa Y, Konishi Y, Ito Y, Koshino H, 
Hirai T 
Department of Oral Rehabilitation , Division of Occlusion and Removable Prosthodontics, Health Sciences 
University of Hokkaido School of Dentistry, *Kyusyu Branch, **Tohoku-Hokkaido Branch. 
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 Active suppression of sleep bruxism using electrical stimuli triggered by heart rate rise 

 Sumiya M, Mizumori T, Kobayashi Y, Inano S, Murashima H, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1) Jadidi F, Castrillon E, Svensson P. Effect of 

conditioning electrical stimuli on temporalis 
electromyographic activity during sleep. J Oral 
Rehabil. 2008 35 : 171-183.  

 P  0.001
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 *  
 

 *  

 Influence of Lateral Inclination in Head Posture on Deviation of Condylar Position 

 
Nakajima Y, Koide K, Sato T, Kondo A*, Asanuma N, Mizuhashi F, Takahashi M, Nishigawa M, Arakawa I, 
Koide K 
Department of Removable Prosthdontics, School of Life Dentistry at Niigata, The Nippon Dental University 
*The Nippon Dental University Niigata Hospital 
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 1)    

 2002; 46: 64-72. 
 2) Ishii M, Koide K, Ueki M, Asanuma N. Influence 

of Body and Head Posture on Deviation of the 
Incisal Point Undergoing Dental Treatment. 
Prosthodont Res Pract 2007; 6: 217-224. 

y 1  
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 The Treatment of Prosthodontics with Intermittent Closed Lock 
-Relationship of Disease and Occlusal Contact-

 Asano J, Sakuma S, Mori T, Ando K, Ikeda H, Ozeki M, Hattori H,Yamamoto T, Fujiwara M, Ito Y. 
Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 

 
  

  

  

  
 1) 

 2005; 17: 85  
 2) 

 2008; 20: 75-76  
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 * ** ***  

*** **** 
 HBS * **  

***  ****  
 Jaw Position and Masseter Muscle Activity during Stable Sleep 

 
Suzuki Y Okura K Shigemoto S Abe S* Yamamoto T** Satsuma T***  
Noguchi N*** Nakamura M Bando E**** 

Department of Fixed Prosthodontics *Department of Comprehensive Dentistry **Department of Oral 
Surgery Institute of Helth Biosciences  The University of Tokushima Grduate School  
***Tokushima University Hospital ****Emeritus Professor 
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 1) 

 2009 2 176  
 2) Kato T Montplaisir JY Guitard F et al

Evidence that experimentally-induced sleep 
bruxism is a consequence of transient arousal J 
Dent Res 2003 82 284-288  
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 * * *    

 *  
 

 Microarray Analysis of Mouse Osteoblast Like Cells under ELF Magnetic Field Stimulation 

 Fukuzawa R Ozawa S Kubo K* Sugita Y* Maeda H* Tanaka Y 
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University, 
*Department of Oral Pathology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
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 1) Imaizumi Y Ozawa S, Shigemori T Tanaka Y. 
Effect of extremely low frequency strong 
magnetic field on proliferation of osteoblastic 
cells. J J Mag Dent 2006; 15(2): 15-17.   

 

X Y  
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 rhBMP-2

 * 

 *  

 Application of Canine Oral Mucosal Fibroblasts and rhBMP-2 to Bone Regeneration  
 

 Umehara K Igarashi Y Yamaguchi A* 
Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School of Tokyo Medical and Dental University 
*Oral Pathology, Graduate School of Tokyo Medical and Dental University 
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 P8  
 

 * **  
**  

 *  
**  

 The Chronological Effect of the Difference of Diet on Learning and Memory in SAMP8 

 Ozeki H Yokoyama T Kato D Shibata N Adachi M Tsuchiya T* Abe A** Murakami H** Ito Y
Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University 
*Department of General Dental Diagnosis and Treatment, Aichi Gakuin University Dental Hospital 
** Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University 
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 1) Tsutsui K
/

Biomed Res 2007; 28 1-7. 
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 , *  
,  

  *
 

 Effects of occlusal support on spatial cognitive performance in long-term molarless rat 

 Sakamoto S Hara T Kurozumi A Oka M Kuroda T Kawata K* Araki D Iida S Minagi S  
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School of 
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences 
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 PMMA
 

 *,** Lippo V.J. Lassila* *** Pekka K. Vallittu* ** 

 * , ** ***
 

 Influence of Molecular Weight of Polymethyl(methacrylate) Beads on the Mechanical Properties of Cross-
linked Denture Base Polymer 

 Kawaguchi T*,** Lassila LVJ* Tokue A *** Vallittu PK* Takahashi Y** 
*University of Turku **Division of Removable Prosthodontics Department of Oral Rehabilitation
Fukuoka Dental College ***Department of Removable Prosthodontics Tsurumi University 
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1) Vallittu PK. Interpenetrating polymer networks 

(IPNs) in dental polymers and composites. In: 
Matinlinna JP, Mittal KL, editor, Adhesion 
aspects in dentistry, the Netherlands: Brill 
Academic Publishers; 2009, 63-74. 
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 * * **  

 *  
**  

 Effect of Fluorinated Monomers on Bending Strength and Dynamic Mechanical Properties of Hard Reline 
Resins  

 
Yoshida K, Kurogi T*, Nakamura Y*, Watanabe I**, Murata H 
Deparatment of Prosthetic Dentistry,Graduate School of Biomedical Sciences,Nagasaki University,*Nagasaki 
University Hospital, **Department of Dental and Biomedical Materials Science, Graduate School of 
Biomedical Sciences, Nagasaki University 
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 Stress Analysis of Various Removable Partial Denture Designs in Unirateral Distal Extension Missing  

 Kanbara R Nakamura Y Masuda T Ohno Y Kumano H Tanaka Y 
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
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 1) , ,

2009; 
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Effect of a Graft Material with Extracted Teeth on the Rat Calvarial Defect Model 

 Matsukawa R, Kondou Y, Ozawa S, Miyata Y, Kojima N, Tanaka Y, Mizutani M*, Ohno N* 

Department of Removable Prosthodontics, Schoool of Dentistry, Aichi-Gakuin University 

*Department of Oral Anatomy, Schoool of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
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Miyata Y, Ozawa S, Kojima N, Kondou Y, Matsukawa R, 
Tanaka Y . An experimental study of bone graft material 
using rat milled tooth. Int J Oral Maxillofac Implants, in 
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 * 
 

 *  
 

 The Ability of Mandibular Movement and Curve of Spee in Patients with Molar Infraocclusion 
A Sagittal Drawing Analysis   

 Karino K Ohata N* 
Tohoku-Hokkaidou Branch 
*Dept. of Oral Rehabilitation, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaidou University  
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 70  
  

 * **  
 

 *

**

 Study of Relationship between Oral Function and Nutrition Intake in Elderly People aged 70 years 

 Inomata T Kagawa R Ikebe K Okada T Okubo H*, Gondo Y** Maeda Y  
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry, 
*University of Tokyo Graduate School of Medicine, **Osaka University Graduate School of Human Sciences 
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1) Otsuka R, Tamakoshi K, Yatsuya H et al. Eating fast leads 
to obesity: findings based on self-administered 
questionnaires among middle-aged Japanese men and 
women. J Epidemiol 2006; 16: 117-124. 
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 QOL  
 

 **
** ** *  

 * **
 

 Exploring determinants of oral health-related QOL among the oldest old in Tokyo 

 Fukumoto M, Iinuma T, Naito Y, Kondo Y, Takeuchi T, Yugi S, Arai Y**, Takayama Y**, Hirose N**, 
Komiyama K and Gionhaku N  
Department of Complete Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry 
*Department of Pathology, Nihon University School of Dentistry 
**Division of Geriatric Medicine, Department of Internal Medicine, Keio University School of Medicine 
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 Standardized Protocol for the Evaluation of the Rest Standing Posture 
– Basis for the Objective Evaluation of the Effect of Prosthetic Treatment on the Body – 

 Kawakami S, Sakamoto S, Maeda N, Morimoto Y, Tamada N, Suwaki M, Kodama N, Oki K, Minagi S. 
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University 
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 1) Dunk N, Lalonde J, Callaghan J. Implications for 

the use of postural analysis as a clinical diagnostic 
tool: Reliability of quantifying upright standing 
spinal postures from photographic images.  
J Manipulative Physiol Ther 2005 ; 28 : 386-92.  
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 *
 

 *  

 The Effects of Oral Muscle Strength Training on Sleep Quality , -Part 1- 

 Suzuki H, Asano T, Watanabe A, Aono H, Yoshimura M, Nagata R*, Takao M, Honki H, Kawara M 
Departments of 1Clinical Oral Physiology, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
* Clinical Oral Physiology, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo 
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( 2 )  2002; 45: 817-828. 
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 Determination of EMG biofeedback training thresholds in clenching behavior subjects 

 Watanabe A, Iizuka T, Sato M, Iwase N, Ino T, Okamoto K, Fujisawa M, Kanemura K*, Tanabe N*,  
Ishibashi K* 
Division of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Meikai University 
*Division of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Iwate Medical University 
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1) Watanabe A, Kanemura K, Tanabe N, et al. Effect 

of elecromyogram biofeedback on daytime 
clenching behavior in subjects with masticatory 
muscle pain. J Prosthodont Res 2010; 
doi:10.1016/j.jpor.2010.09.003 

2) , , . 
.  2010; 30: 151-156. 
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 *  
 

  

 
Relation between Respiration and Swallowing in Edentates 

 

 Tanaka T, Nishi Y, Kaji A, Fushuku M, Kamashita Y, Nagaoka E 
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of Medical 
and Dental Sciences 
Denture Prosthodontic Restoration, Kagoshima University Medical and Dental Hospital  

 
  

- -

 
 

  
12

 5, 10, 20 ml 
 10 g  4 g 

 
1) 

:
2) DA 3) DA

DDA 4) T-DA  
DA

EMGmax EMGmax
T-EMGmax  

2

 
 

  
- -

80 - -
14 - -

70 
- - 5 

 
DDA

DDA T-DA
DA

 
EMGmax

 
EMGmax

20 ml
 5, 10, 20 ml  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 1) 
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 IL1   

 * * * 

 *  

 Roles of IL1 in Masseter Muscle during Masticatory Behavior in Mice 

 Tsuchiya M, Yoneda H*, Kiyama T*, Sasaki K* 
Divisions of Aging and Geriatric Dentistry and *of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University 
Graduate School of Dentistry 

 

 

 
  

 1) Pedersen BK, Akerstrom TC, Nielsen AR et al., 
Role of myokines in exercise and metabolism. J 
Appl Physiol 2007; 103: 1093-1098. 

 2) Ayada K, Tadano T, Endo Y. Gnawing behavior 
of a mouse in a narrow cylinder: a simple system 
for the study of muscle activity, fatigue, and stress. 
Physiol Behav 2002; 77: 161-166. 

IL1KO
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 Effect of Low Intensity Pulsed Ultrasound Stimulation on Sinus Augmentation in Rabbits 

 Takebe H Nakanishi Y Matsubara H Hirose Y Kobayashi H Ochi M 
Division of Fixed Prosthodontics and Oral Implantology, Department of Oral Rehabilitation. 
School of Dentistry, Health Sciences University of Hokkaido 

 
  

1989 Duarte Xavier
 LIPUs

LIPUs
1 20

LIPUs

LIPUs

LIPUs

 
  

3 kg 20

-tricalcium phosphate
-TCP 250 mg

240 mW 1, 3 MHz
2, 4 15 LIPUs

Fisher PLSD

 

  
-TCP 

2 4 
4

 1 MHz 3 
MHz

LIPUs 1 MHz
LIPUs

LIPUs

 

  

 1) Duarte LR The stimulation of bone growth by 
ultrasound Arch Orthop Trauma Surg 1983; 101  
153-9  

2) Xavier CAM Duarte LR Ultrasonic stimulation 
of bone callus  clinical applications. Rev Bras 
Ortop 1983; 18  73-80  

3) 

2008 21 154.

4
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 * *,** *,** * * *,** 

 *  
**  

 Influence of the Angle of Dental Implant and Superstructure Design on the Tissue under the Denture Base 
 

 Yamanaka D* Ohyama T *,** Ishigami T*,** Nakabayashi S* Uchida T* Umekawa Y*,** 
*Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry 
**Division of Clinical Research, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry 
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1) 

 2009 83 265-75  
2) Korioth TW, Hannam AG. Deformation of the 

human mandible during simulated tooth clenching. 
J Dent Res 1994; 73: 56-66.  
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 Cone-beam CT
 

 * **  

  
*  
**  

 The Prediction of Primary Implant Stability Using the Voxel Valueobtained from Cone-beam CT  

 
Isoda K, Ayukawa Y, Tsukiyama Y, Chikui T*, Sogo M**, Matsushita Y, Koyano K 
Division of Oral Rehabilitation, Faculty of Dental Science, Kyushu University 
*Division of Oral and Maxillfofacial Radiology, Faculty of Dental Science, Kyushu University  
**Division of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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 1) Turkyilmaz I, Sennerby L, McGlumphy EA et al. 

Biomechanical aspects of primary implant 
stability: A human cadaver study. Clin Implant 
Dent Relat Res 2009; 11: 113-119. 
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 1) 1) 1), 1,2), 1,3) 
   

 1) ,2) ,3)

 
 Tensile Bond Strengths of Implant on the Laser-welding Custom Abutments 

-Part 3.Effect of abutment length and various temporary cements- 

 Ozaki T1), Kamata M1), Nishigori T, Nihei T1,2), Atsumi M1,3) 
1)Div.of Dental Implant Clinic, 2)Dept.of Oral Medicin, and 3)Dept.of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, 
Kanagawa Dental College 
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1)Bernal G Okamura M Munoz CA;The effects of 
abutment taper, length and cement type on resistance to 
dislodgement of cement-retained, implant supported 
restorations, J Prosthodont 2003;12:111-115. 
2)Iglesia-Puiq M. Custom-made laser-welded titanium 
implant prosthetic abutment. J Prosthet Dent 
2005;94:401-403. 
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A clinical case with 43 years follow-up  
 

 Yamashita A 
Chugoku-Shikoku Branch  Yamashita dental office 
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,  

 2  

 
Influence on the time of abutment preparation for the adhesive bonding strength of resin core 

 

 
 
Honda R, Watanabe F 
Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata 
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Remains of newly developed temporary luting cement after temporary cementation of crown 

 
Yamauchi M, Ishida K, Mio M, Fukuhara T, Nakamura F, Suzuki K 

Department of Prosthodontics, Asahi University School of Dentistry 
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 Stage  transport
Stage  transport  

 * **  

 * ,**
 

 Relationship berween Stage II Transport and Chewing Strokes In Process model 
-Occurrence of Stage II Transport along with the change of the Chewing Rhythm- 

 Sugita D, Matsuo K*,Kato M **, Yamashita S 
Department of Oral and Maxillofacial Biology, matsumoto Dental University 
*Department of Special Care Dentistry, Matsumoto Dental University 
**Tokyo Branch 
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 24  

  
   

  

 Clinical Case Report of TMD for 24 years 
 

 
Kishimoto M 
Oita City Kishimoto Dental Office 
Kyushu Branch 
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 MR  

 * ** ***

**** ***** 
 * ** *** ****  

***** 
 Articular disc and mandibular condyle of healthy dentate subjects by MR imaging interpretation 

-Investigation in centric relation- 

 
Yamamoto M, Nakamura K, Hayashi T, Kondo Y, Kojima E*, Kurata Y**, Okamoto N***, 
Tomizawa O****, Ogura J***** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, ***Kyusyu Branch, ****Tokyo Branch,  
*****Medical Satellite Yaesu Clinic 
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 1) GPT-5: Gossary of Prosthodontic Terms, 5th 

edition. The Academy of Prosthodontics. J 
Prosthet Dent 1987; 58: 717-762. 

 2) 
3 : ; 2009, 
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 2010; 
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* 

 
*  

 A Study about on Terminal Position of Masticatory Movement Path 
-Development of an Analysis Program for Terminal Masticatory Position- 

 Nakamura K, Hayashi T, Yamamoto M, Kondo Y, Moriyama T* 
Tokai Branch, *SHOFU INC. 
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 Speech Evaluation in Maxillectomy Patients - Comparison between Surgical Obturator and Definitive 
Obturator Prosthesis - 

 
Nagai H, Sumita Y, Hattori M, Murase M, Taniguchi H. 
Maxillofacial Prosthetics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 

  

, , , 
, 

QOL . , 
, 

.  

, 
, 

. , 
, 

1), 2) .  
 

  
, 

, 

, 
Aramany 3)  10 , 6

4 51.5 59.8
.  

, , 
, 

, 
, 

PalapressVario, HeraeusKulzer Inc, USA
. 

Coe-soft, GC, America
.  

, 
7 , 

40
100 , PCM

PCM-D50, SONY . 
. 

, , , 
, 

. Wilcoxon
. 

125 . 
21791885 . 

 
  

, 

. , 
, , 

, , , , 
, , .
, , , 
, , , 

.  
Aramany , 

. 
.  

 
 
 

  
1) , . IPA

.  2010; 66: 178-183. 
2) , , . 

, .
 1999; 48: 60-65 

3) Aramany MA. Basic principles of obturator design 
for partially edentulous patients. Part I; Classification. 
J Prosthet Dent 1978; 40: 554-557. 
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 1 1 2 3 4 5 6 2

 7 4 1 8 9 10 11 12

3 13 14

 1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 

13 14 . 
 A Multi-centered Prospective Cohort Study on Reliability and Validity of the Treatment Difficulty Indices Developed by 

Japan Prosthodontic Society. 

 
Kimura A1 Kuboki T1 Ichikawa T2 Hideshima M3 Sato Y4 Tamaki K5 Akagawa Y6 Nagao K2 Sakurai K7 Baba K4  

  Minagi S1  Masumi S8 Sato H9  Sawase T10 Nagaoka E11 Wake H12 Ohyama T3 Hirai T13 Sasaki K14 
1 Okayama University 2 Tokushima University 3 Tokyo Medical and Dental University 4 Showa University 5 Kanagawa Dental College
6 Hiroshima University 7 Tokyo Dental College 8 Kyushu Dental College 9 Fukuoka Dental College 10 Nagasaki University 11 
Kagoshima University 12 Midori pediatric dental clinic 13 Health Sciences University of Hokkaido, 14 Tohoku University 

  

 
 

  
1  

Oral Health Impact Profile OHIP
4 Level 1

4 4   
2  

5

4
2 2

wK Spearmann
  

3  
17 11 18 12

17

OHIP

 
 

  
5

1014
449

64.0 12.7 179 270

151 66.3 11.5 66 85
113

68.4 12.2 42 71   
4

Landis & Koch (1977)

wK 0.62
0.95 0.63

wK=0.88 OHIP =0.74
=0.61

 
OHIP 12.1 38.0
QOL

OHIP

 
 

  
 1) . 

—
—
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 3) Yamazaki M, et al. Japanese version of the Oral 
Health Impact Profile (OHIP-J). J Oral Rehabil 
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 Affect of Prosthodontic Treatment on Rehabilitation Effect for the Falling Elderly 

 
Tanaka M Hayashi A Mukai N Tanioka T Tanaka J Tanaka M 
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University  
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 QoL  

 * **
 

 * **

 
 Impact of Tooth Missing on Health Related Quality of Life. 

 Furuyama C, Mori C*, Tanaka H**, Iida M, Kudo Y, Ishizawa Y, Tsukasaki H, Baba K 
Department of Prosthodontics School of Dentistry,Showa University,  *Shinkawasaki & Omori Health Care 
Center,Hitachi Yokohama Hospital **Department of Dentistry and Oral Surgery, Makita General Hospital 
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1  Fukuhara S, Suzukamo Y. Manual of the SF-8 

Japanese version. Kyoto: Institute for Health 
Outcomes & Process Evaluation Research, 2004. 

2  Yamazaki M, Inukai M, Baba K, John MT. 
Japanese version of the Oral Health Impact 
Profile (OHIP-J). J Oral Rehabil 2007; 34: 159-
168. 

3 Slade GD. Derivation and validation of a short-
form oral health impact profile. Community Dent 
Oral Epidemiol 1997; 25: 284-290. 
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 Relation between Aging and Exteroceptive Suppression 
Periods in the Masseter Muscle 

 Ryoko Nagata, Osamu Komiyama, Takashi Iida, Takashi Asano, Hiroshi Suzuki,  
Ryuichi Takigawa, Hiroshi Aono, Toshikazu Kuroki, Misao Kawara 

 Department of Clinical Oral Physiology, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 

  

 
 

 
Purpose: The exteroceptive suppression (ES) period 
elicited by electric or magnetic stimulation of the mental 
nerve area can be divided into a short-latency reflex (ES1) 
and a long-latency reflex (ES2). The present study 
explored the effect of age on eliciting the ES in the 
masseteric electromyographic (EMG) signal, as the 
evaluation tools of the results of occlusal alteration with 
prosthodontic treatment. 
Materials and Methods: Four healthy men and four 
women participated in a “young” group (25.2 ± 3.0 years) 
and an “older” group (57.7 ± 5.7 years), respectively. 
Surface EMG was recorded from the left masseter muscle. 
Magnetic stimuli were delivered with the use of a single 
pulse and a focal figure-8 coil applied at the left mental 
nerve area with a stimulus intensity set at 3 x sensory 
threshold. The level of pre-stimulus EMG activity was 
kept as constant as possible at 30% of maximum  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

voluntary contraction using visual feedback. ES was 
defined ES as a decrease in EMG activity of more than 
50% below pre-stimulus levels for at least 5 ms.  
Results: There is no significant difference in the level of 
pre-stimulus EMG activity between 2 groups. Clear and 
distinct ES1 appeared in all subjects in both groups, 
however, ES2 appeared only in the “young” group, but 
not in the “older” group. Chi-square test showed a 
significant difference for the appearance ratio between the 
groups (P <0.01).  
Conclusion: Aging may have differential effects on ES1 
and ES2 brainstem circuitries. These pilot observations 
need to be extended in larger groups covering a greater 
age span. Acknowledgement: Supported by a grant-in-aid 
for scientific research (C 20592285) from the Japanese 
Society for the Promotion of Science. 
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 Stability and Stress Analysis of a Posterior Resin-bonded 
Fixed Partial Denture with Different Retainer Designs: 
A 3D Finite Element Study 

 Jie Lin1, Akikazu Shinya1,2, Daiichiro Yokoyama1, Harunori Gomi1, Akiyoshi Shinya1 

 1Department of Crown and Bridge, School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon Dental 
University; 2Department of Prosthetic Dentistry and Biomaterials Science, Institute of Dentistry, 
University of Turku 

  

 
 

 
Purpose: Previous studies have been compared the 
traditional C-shaped retainer to D-shaped and O-shaped 
retainer designs of RBFPD. Botelho et al. 1) presented a 
D-shaped retainer that seems to increase structural rigidity 
over the traditional C-shaped. However, optimum design 
is still scarce for supporting this assumption. In industrial 
fields, the natural frequency is used as an indicator for 
assessing the stability of a structure. This study focused 
on the stability of different retainer designs for maxillary 
posterior RBFPD using finite element (FE) static and 
modal analysis. 
Materials and Methods: A three-dimensional model of a 
3 unit posterior RBFPD was constructed using an image 
processing software (Mimics 10.0; Materialise, Belgium) 
form the computer tomography image. The RBFPD 
consisted of retainers on a maxillary first premolar and 
first molar with a pontic of a second premolar. Three 
different retainer designs, viz. C-shaped (3 axial surface 
wraparounds), D-shaped (3 axial surface wraparounds 
with central groove) and O-shaped (360-degree 
wraparounds) and three different thicknesses viz. 0.4, 0.8, 
and 1.2 mm were constructed. The RBFPD surface  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

models were imported into an FE analysis software 
(ANSYS 10.0, ANSYS, USA) and attribution of material 
properties. Type 4 gold alloys was selected for RBFPD. 
The nodes at the bottom surface of the roots were 
assigned fixed zero displacement. An angle of 45 degrees 
loading of a 100 N force was subjected to lingual cusp at 
the pontic. The natural frequencies and corresponding 
stress distributions were analyzed. 
Results: The O-shaped retainer for 1.2 mm thickness 
showed the highest natural frequencies 11329 Hz and 
lowest Von Mises stresses 51.3 MPa. The C-shaped 
retainer for 0.4 mm thickness showed the lowest natural 
frequencies 2959 Hz and highest Von Mises stresses 71.4 
MPa.  
Conclusion: The stresses values of the remaining tooth 
and prosthesis decreased with greater retainer thickness. 
O and D-shaped retainer show better stability than the 
traditional C-shaped retainer. 
 
 
References: 1) Botelho MG, Dyson JE. Int J Prosthodont. 
2005;18:371-376. 
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 Analysis of Molecular Mechanism for Pathogenesis of 
Nickel Allergy 

 Meinar Nur Ashrin, Watanabe Megumi, Ichikawa Tetsuo 

 Oral & Maxillofacial Prosthodontic Department, Institute of Health Bioscience, The University 
of Tokushima 

  

 
 

 
Purpose : Nickel (Ni) containing metal alloys are 
widespread in the environment and extensively used for 
implants in replacement surgery, denture, orthodontic 
wires, jewerely,  and various other devices. Indeed, Ni is 
the most frequent contact allergen, which results in metal 
allergy which categorized as one of the delayed-type 
hypersensitive (DTH) response. Hence, Ni is of interest 
both as a model for studying allergic contact dermatitis 
and for developing treatment options such as 
immunotherapy for patients with type-IV allergies. 
However, the precise mechanism including 
immunological suppression by regulatory T cell of Ni 
allergy has been remained unclear. In this study we 
analyzed the cellular mechanism for allergic reaction 
using a mouse model of Ni allergy. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Materials and Methods: C57BL/6 mice were induced  
and challenged by intradermal applications of Ni. 
Cutaneous inflammatory lesion was examined by 
pathological and immunological analyses. The infiltrated 
immune cells were detected by flow cytometric and 
immunohistochemical analyses.  
Results: CD3+ T cells, including CD4+ and CD8+ T cells, 
were more infiltrated compared with CD19+ B cells in the 
inflammatory lesion of Ni allergy model. The number of 
Foxp3+ Treg cells and CD11c+ dendritic cells were 
significantly increased compared with those of control 
mice.  
Conclusion: It was shown that T cells play a key role in 
the pathogenesis of nickel allergy. Understanding the 
cellular and molecular mechanism of nickel allergy will 
be useful for the clinical therapy of allergic lesion. 
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 Full Mouth Rehabilitation in Upper Arch with Implant 
Fixed Restorations 

 Myung-Joo Kim*, Woo-Taek Lee, Jae-Bong Lee, Jung-Suk Han, Seong-Joo Heo, Jai-Young 
Koak, Seong-Hun Kim, Seong-Kyun Kim, Young-Jun Lim, Ho-Beom Kwon, In-Sung Yeo 

 Department of Prosthodontics, School of dentistry, Seoul National University 

  

 
 

 
Purpose: This case is about a 54 year-old female patient 
whose chief complaint was discomfort due to the mobility 
of the abutment teeth in the existing upper RPD. She did 
not have any generalized condition that would interfere 
with dental treatment and wanted to receive fixed 
prosthodontic treatment using implants.  
Materials and Methods: In the clinical case of fully 
edentulous patient, treatment using implants can be 
divided into two types; fixed prosthetic design and 
implant overdenture. Treatment type can be chosen 
according to the economic status, patient’s oral hygiene 
and esthetic factors, such as condition of the residual 
ridge, interocclusal space, occluding teeth, and lip support. 
Generally, fixed PFM bridge restoration of the edentulous 
patient requires normal interocclusal relationship, 
minimally absorbed alveolar ridge, and vertically bulging 
form of the alveolar ridge. There are two types of 
implant-supported fixed partial denture according to the 
anchoring system; screw-retained and cement-retained 
type. Treatment method can be chosen according to the 
ease of production, passivity of the structure, retention, 
retrievability, occlusion, and esthetic. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Results: CT stent was fabricated using the temporary 
denture prior to surgery. Two fixtures in the right 
posterior, four fixtures in the anterior and three fixtures in 
the left posterior of the maxilla were implanted using the 
CT stent. Temporary restorations were fabricated as 
screw-retained types and were divided into three parts; 
anterior, right and left posterior. The type of occlusion 
with the occluding teeth were established so that it is 
guided by canine and central incisor during anterior 
movement and the canine and premolar form group 
function during lateral movement. 
Conclusion: Final restorations in the anterior area were 
fabricated as cement-retained types splinting all four 
fixtures because implant fixtures were not parallel to each 
other and splinting provides much better esthetic result. 
Even though the holes of the occlusal surface were 
bucally located and has a limitation in esthetics, screw-
retained types using UCLA abutments were used as final 
restorations in the posterior area for better retrievability.  
Implant fixed restorations with screwed and cemented 
type have led to compromised and acceptable results 
which shows good tissue response afterward in follow-up 
appointments. The patient was satisfied with the final 
prosthesis. 
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 Treatment of Partially Edentulous Patients with Implant-
supported Fixed Prosthesis 

 Jai-Young Koak, Myung-Joo Kim, Young-Jun Lim, Sung-Hun Kim,  
Seong-Kyun Kim, Jung-Suk Han, Jai-Bong Lee, Seong-Joo Heo 

 Department of Prosthodontics, Seoul National University, College of Dentistry 

  

 
 

 
Purpose: Bone density is related to the bone-implant 
contact and the pattern of strain generated in a bone. 
Therefore some strategy is required to increase bone-
implant contact in partial denture design. This case 
presents a restoration through implant-removable 
prosthesis in a partially edentulous area with improper 
bone quantity and quality.  
Materials and methods: Patients with bilaterally missing 
of posterior maxillary teeth and combined with
insufficient bone height were selected. Patients received 
imaging, measurement and diagnosis. In order to gain 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

adequate retention and stability, implants were placed. 6 
month later after implants placement, implant supported 
removable partial denture was placed. 
Results: After insertion of implant-supported prosthesis, 
the patient felt comfort. Enhanced masticatory and 
function were obtained. 
Conclusion: Since 2001 until now, SNUDH has followed 
for implant supported removable prostheses. During that 
time, no implant was failed due to the failed 
osseointegration after prosthesis was placed. 
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 The Enhancement of Bone Formation by Various 
Modifications of Biphasic Calcium Phosphate Bone 
Substitute 

 Sungtae Kim 
 

 Yonsei University College of Dentistry Department of Prosthodontics 

  

 
 

 
Purpose:  
• To find methods to enhance the bone forming ability of 
biphasic calcium phosphate bone substitute.  
• To evaluate effect of the modified biphasic calcium 
phosphate bone substitute by adding BMP-2, or gallate, or 
synthetic oligopeptide on enhancement of bone forming 
ability  
• To investigate proper adsorption rate and release rate.  
Materials and Methods: In the Rabbit sinus defect 
model (6mm-diameter bilaterally), were BMP-2 or 
Gallate or Synthetic oligopeptide coated biphasic calcium 
phosphate applied. Animals were sacrificed after 4 and 8  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

weeks. Radiographic analysis with micro-CT and 
Microscopic analysis for evaluating the difference of new 
bone formation were performed.  
Results: BMP-2 and gallate-coated biphasic calcium 
phosphate bone substitute showed most new bone 
formation. Releasing kinetics of each bone substitute was 
evaluated 
Conclusion: Within the limit of this study, it was found 
that BMP-2 and gallate coating was one of the most 
effective methods to enhance the effect of biphasic 
calcium phosphate bone substitute. 
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 Evaluation of live broadcast lecture system on complete denture prosthodontics education 

 Iwaki M,  Kanazawa M,  Kinoshita A* Sunaga M* Andou K Minakuchi S 
Complete Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
*Educational Media Development, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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 * * 

  
*  

 Fabricating of metal frame works for complete denture using selective laser melting 

 Kanazawa M Imamura S Minakuchi S Nomura N* Hanawa T* 
Department of Complete Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
*Institutes of Biomaterials and Bioengineering, Tokyo Medical and Dental University  
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 Study on Strain Bihaviour of Lower Complete Dentures 
-Influence of Occlusal Form - 

 Saeki H, Kimoto S, Kawai Y, Kanno K, Shima Y, So K 
Department of Gnatho-Oral Prosthetic Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry At Matsudo 
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 *  
 

 *  

 Effectiveness of painting model in exercise of complete denture 

 
Arakawa I  Koide K Asanuma N  Kondo A* Sato T  Mizuhashi F Takahashi M Nakajima Y
Nishigawa M  Koide K. Department of Removable Prosthdontics School of Life Dentistry at Niigata  
The Nippon Dental University  *The Nippon Dental University Niigata Hospital 
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 CAD/CAM
 

 *  
**  

 

 Face simulation system for fabricating complete denture applying CAD/CAM technology 

 Katase H Kanazawa M Inokoshi M Yamamoto S Hirano S Minakuchi S Kataoka K Wada S 
Complete Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, *Maxillofacial 
Orthognathics, **Department of computer applied design, Shonan Institute of Technology 
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1)  Kanazawa M, Inokoshi M, Minakuchi S, and 

Ohbayashi N. Trial of a CAD/CAM system for 
fabricating complete dentures. Dent Mater J 2011; 
30: 93-96. 
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 1  

 Objective Evaluation of Masticatory Function before and after Complete Denture Treatment 

 Hashimoto M, Shiga H, Kobayashi Y, Arakawa I, Yokoyama M, Nakajima K 
Department of Partial and Complete Denture, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at 
Tokyo 

 
  

1

 

 
 

  
10 68 82

74.5 20

RM-6000

Roche Diagnostics
Accu-check® comfort

5
10

10
1

paired t-test  
 

  

t = 4.737, p < 0.01
1

t = 5.121, 
p < 0.01

: t = 2.608, p < 0.05; : t = 4.646, 
p < 0.01  

5
1)

 

 

 
 

  
 1) 

 1994 9 73-83  

第 2，3日　第 4会場

ポスター発表

1 ― 4 ― 12



― 200 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011
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 *  
 A Study on Experimental Resin for Coating Cast Clasp 

-Shear Bond Strength of Ether Urethane Acrylate- 

 Hamasaka H Sone M Kurihara M Shimokawara S Toyota Y Negoro R Yorichika S Maki S
Nishiwaki N* Tobe T* Ohkawa S 
Division of Removable Prosthodontics Department of Restorative and Biomaterials Sciences Meikai 
University School of Dentistry *Higashi-Kanto Branch 
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 * **
 

 Examination on the fit of denture base with the non-clasp denture material 
 

 
Miyanaga H* Ando T* Tauchi Y* Okada M ** Maeda Y* 
* Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry
**Okada dental clinic 
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 Mechnical properties of denture base materials for non-clasp denture after thermocycling 
 

 Hamanaka I, Shimizu H, Takahashi Y 
Division of Removable Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College 
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 1) Hamanaka I, Takahashi Y, Shimizu H. Mechanical 

properties of injection-molded thermoplastic 
denture base resins. Acta Odontol Scand 2011; 69: 
75-79. 
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 Design and Fabrication method of Non-clasp Denture with Polyamide Resin 

 Arita M, Masumi S, Sakamoto F, Furuhashi K, Hori S , Kubo M, Yasumoto K , Wakuda K, Okayoshi T 

Division of Occlusion & Maxillofacial Reconstruction, Kyushu Dental College 
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 *
 

 Consideration of the ‘non-clasp denture’ based on the load exerted on the abutment teeth and the load exerted 
under the denture base. 

 Yoda N Watanabe M* Suenaga H Miyajima K Takahiro C Hamada T* Sasaki K 
Division of Advanced Prosthetic Dentistry,Tohoku University Graduate School of Dentistry,  
*Department of Oral Health Care Promotion, Tohoku University Graduate School of Dentistry 
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 1) 

2009 28 161-167  
 2)  Kawaguchi T, Kawata T, Kuriyagawa T, Sasaki 

K. In vivo 3-Dimensional measurement of the 
force exerted on a tooth during clenching. J 
Biomech, 2007; 40: 244-251. 

3)  Yoda N, Yokoyama M, Adachi G, Takahashi M, 
Sasaki K. Evaluation of the retentive force of a 
beta-type Ti-6Mo-4Sn alloy wire clasp. Int J 
Prosthodont, 2010; 23: 38-41. 
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 Study for the Coordination in the Activities of Jaw Muscles during Mastication in Partially Edentuous 
Patients-Concerning the Effects of Wearing Denture 

 
Kamiya K, Narita N, Ishii T, Sato K, Nakamura K, Hata Y  
Department of Stomatognathic Science and Occlusion, Nihon University School of Dentistry at Mastudo 
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*  

 Construction of Partial Denture Framework Using Light-Cured Preformed Pattern 

 Takaichi A, Wakabyashi N, Kamijo S*, Murakami N, Toyoshima Y, Matsubara W*, Igarashi Y 
Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University  
Dental Laboratory, University Hospital of Dentistry, Tokyo Medical and Dental University* 
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, , , , , , ,  
,  

 *  

 Effect of Maintenance Care on Periodontal Conditions of Remaining Teeth Five Years after RPD Placement 

 
Fuji T, Hanabuchi S, Koyama S*, Yoda N, Sasaki T, Yokoyama M, Ogawa T, Hanawa S, Sato N, Shigemitu R, 
Suenaga H, Orii Y, Akatsuka R, Shiraishii N, Takeuchi Y, Sasaki K. Division of Advanced Prosthetic Dentistry 
Tohoku University Graduate School of Dentistry, *Maxillofacial Prosthetics Clinic Tohoku University Hospital 
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  Attract P  

 * **  
 * **

 

 The Attractive Force and Composition Analysis of Magnetic Alloy for dental Casting”Attract P” 

 Yoshihara K Iwai T Nakamura Y  Kawai T* Takada Y** Tanaka Y 
Department of removable Prosthodontics School of Dentistry Aichi-Gakuin University  
*Department of Dental Materials, Aichi Gakuin University School of Dentistry 
**Department of Dental Materials Tohoku University Graduate School of Dentistry Department of Dentistry
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 PMMA/  

  

  
*  

 Application of PMMA/divinyl adipate resin to denture base 

 Hara T Tanaka J* Minagi S 
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama University Graduate School  
*Department of Biomaterials, Okayama University Graduate School 
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 Basic Properties of Presently Major Pour Type Denture Base Acrylic Resins 

 Ando T Sato M Wadachi Z Sekinishi T, Igarashi Y 
Removable Partial Denture Prosthodontics Graduate School Tokyo Medical and Dental University  
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 * ** * 
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**

 
 Influence of water-powder ratio and mixing procedures on character of alginate impression material 

 Kimura A Kawahara A Yazaki T* Tanimoto Y** Kawai Y* 
Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo, Gnatho-Oral Prosthetic Rehabilitation  
*Department of Gnatho-Oral Prosthetic Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry at Matsudo
**Department of Dental Biomaterials, Nihon University School of Dentistry at Matsudo 
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 1 *  
 

 Influence of joint designs on laser welding of cast metal plates and wrought wires  
 

 Takayama Y, Nomoto R*, Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine  
* Department of Dental Engineering, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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1
  

 
  

 A Case Report of Dysphagia Rehabilitation using Palatal Augmentation Prosthesis for oral cancer patient 

 Aki S, Furuya J, Nakamura S, Sato T, Yonezawa Y, Yoda S, Kanno Y, Suzuki T 
Division of Removable Prosthodontics, Department of Prosthodontics, School of Dentistry, Iwate Medical 
University 
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 Development of the articulation simulation system using a vocal tract model  
 

Sumita YI, Inohara K * **, Hattori M, Ohbayashi N***,Taniguchi H 
 
Maxillofacial Prosthetics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
*Speech Pathology and Audiology, Rehabilitation Medicine, University of Alberta, **Dysphagia 
Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry, ***Oral and Maxillofacial Radiology, Graduate School, 
Tokyo Medical and Dental University 
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1) Sumita YI, Ozawa S, Mukohyama H, Ueno T, 
Ohyama T, Taniguchi T. Digital acoustic analysis of five 
vowels in maxillectomy patients. J Oral Rehabil 2002; 
29:649-656. 
2) Inohara K, Sumita Y I, Ohbayashi N, Ino S, 
Kurabayashi T, Ifukube T, Taniguchi H. Standardization 
of Thresholding for Binary Conversion of Vocal Tract 
Modeling in Computed Tomography. J of Voice 2010; 
24: 503-509.  
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 Carolina M. Iegami*, Regina Tamaki*
 

  
*  

 Masticatory Efficiency Evaluation MethodusingParticle Analysis of Heterogeneous Food 
-For the clinical decision making of oral nutrition grading - 

 Sugimoto K, Iegami CM*, Iida S, Naito M, Torigoe M, Tamaki R*, Minagi S 
Dept. of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation, Okayama Univ. 
*Dept. of Prosthodontics, School of Dentistry, Univ. of Sao Paulo 
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 Adaptability of the Cast clasps made with the newly Developed  Light-cured Resins for Clasp Patterns  
 

 
Kogiso T.,Sakane M.,Nakamura Y., Kumano H.,Masuda T.,Kawai T.,Tanaka Y., 
Department of Removable Prosthodontics,*Dental Material Science,School Dent,Aichi-Gakuin Univ. 
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 Two 20-year- follow-up Casecs in the PatientsTreated byPocelain Laminate Venner 
 

  Nakazawa A. 
Tokyo Branch 
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 Bond Strength of Newly-developed Self-adhesive Resin Cement to Ceramics 

 Yoshida K, Kamada K*, Taira Y*, Sawase T* 
Clinic of Fixed Prosthodontics, Nagasaki University Hospital, *Department of Applied Prosthodontics, 
Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University 
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 1) Han L, Okamoto A, Fukushima M, et al. 
Evaluation of physical properties and surface 
degradation of self-adhesive resin cements. Dent 
Mater J 26: 906-914, 2007. 
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 Effective Conditions to the Zirconia Frame for Buid up Self Curing Resin 

 Fujino T Fujii T Okawa T Komasa S Torii K Tanaka M 
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
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 CAD/CAM

  
 

  

 Evaluation of Instrument Shade Matching for All-ceramic Crowns using the CAD/CAM system. 

 
Odaira C, Ishioka M, Inomata Y, Omi N, Yoshida D,Shimeno T,Furukawa K,Takebe J, Ishibashi K 
Department of Prosthodontics Division of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Iwate Medical 
University 
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 The Effect of Alumina Diameter for Sand-blast to Zirconia 

 Muraguchi K Murahara S Sakoguchi K Shiomuki D Minami H Minesaki Y Onizuka T, Tanaka T, 
Morohoshi Y 
Department of Fixed Prosthetic Dentistry, Advanced The rapeutic Course, Kagoshima University Graduate 
School of Medical and Dental Sciences *Morohoshi Dental Clinic 
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 1) Koichi M, Hiroyuki M, Yoshito M, et al. 
A study of self-adhesive resin cements for 
bonding to silver-palladium-copper-gold alloy 
- Inclusion of primer components into cement 
base  Dental Materials Journal 2011; in press. 
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**  

 A Study of Bond Strength of Hybrid Ceramics to Zirconia Coping Material-Effect of Itro Treatment-  
Miyaji K* ,Ishida Y**,Satou H,Nakayama N,Nishimoto H,Amemiya M,Nagamine M,Hayashi T,Ootomo U*,
Okamoto N*,Sakai U,Kageyama M,Kamata M

 
*Department of Occlusal Rehabilitation, Ohu University, Graduate School of Dentistry,Department of 
Prosthetic Dentistry,Ohu University School of Dentistry, **Department of Biomaterials Science,Ohu 
University School of Dentistry  
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 P- ZR
 

 * 

 *  

 A Clinical Case of the Patient Applied with Nano-Zirconia (P-NanoZR) Prosthesis 

 Aruga.T ,Takayama Y, Nishiyama Y* 
Medical corporation of Shuuwakai, *Dental Support Research Institute  
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 Clinical Evaluation of All Ceramic Restorations Fabricated with Ce-TZP/Al2O3 Nanocomposite 

 Kizuki Y, Kawazu A, Ueda Y, Nemoto R, Fujita R, Miura H 
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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1 * 

 The Influence of Color of the Resin Cement for a Color of the Laminating Veneer Restoration 

 Akiyama M ,  Kuroiwa A* Mizoue S* ,  Komachiya M* Yamaguchi M* Suzuki Y* 
Department of Oral and Maxillofacial Biology Graduate School of Oral Medicine ,Matumoto Dental 
University ,Department of Removable Prosthodontics, Matumoto Dental University* 
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 Influence of Light irradiation on Mechanical Properties of Dual-curing Resin Cement under the Restration. 

 Shiomuki D, Minami H, Sakoguchi K, Murahara S, Muraguchi K, Minesaki Y, Onituka T, Suzuki S , Tanaka 
T 
Department of Fixed Prosthodontics,Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Science  
*Department of  Prosthodontics,University of  Alabama at  Birmingham, school of  dentistry 
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  * * *   

** 
 *

**  
 Wear of Resins for Temporary Crown 

 Murahara S, Sakoguchi K, Minami H*, Muraguchi K*, Shiomuki D, Minesaki Y*, Onizuka T, Tanaka T,  
Suzuki S**. 
Department of Fixed Prosthodontics Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Sciences, 
*Fixed Prosthetic Clinic Kagoshima University Medical and Dental Hospital, 
**Department of Prosthodontics and Biomaterials University of Alabama at Birmingham School of Dentistry.
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 1) Leinfelder KF, Beaudreau RW, Mazer RB. An in 

vitro device for predicting clinical wear. 
Quintessence Int 1989; 20: 755-61. 

 2) Suzuki S, Leinfelder KF. Localized wear and 
marginal integrity of posterior resin composites. 
Am J Dent 1993; 6: 199-03. 
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**** * * *,** 

 * **
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 Bonding and Wear Characteristics of a Tri-n-butylborane Initiated Adhesive Resin Filled with Pre-

polymerized Composite Particles 

 Naito K*, Koizumi H*,**, Yamashita M*, Ishii T*, Tsutsumi K***, Tanaka H*, Shoji Y****, Torizuka 
K* Nameta Y* Matsumura H*,** 

*Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, **Division of Advanced Dental 
Treatment, Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry, ***Chugoku-Shikoku Branch, 
****Tokai Branch 
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1) Nakabayashi N, Kojima K, Masuhara E. The 

promotion of adhesion by the infiltration of 
monomers into tooth substrates. J Biomed Mater 
Res 1982;16: 265-273. 

2) Rou WJ, Chang PI, Imai Y. A new method for the 
evaluation of the wear of restorative materials on 
Class V cavity. Dent Mater J 1988;7: 206-216. 
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 Tensile Bond Strengths of Self-adhesive Resin Cements and Conventional Resin Cements to Dental Materials 

 Otake S Ueda Y Inuzuka M Komada W Ikeda M* Yoshida K Miura H 
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, 
*Faculty of Dentistry School for Dental Technology, Tokyo Medical and Dental University 
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 1   Blatz MB, Sadan A, Martin J, Lang B.: In vitro 

evaluation of shear bond strengths of resin to 
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cycling. J Prosthet Dent 2004; 91: 356-362. 
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 A Study on New Composite Resin Core Material by Three point Bending Test. 

 Sasaki K, Tsubota Y, Yamazaki H, Nishimura Y, Fukagawa N, Nomoto R*, Fukushima S 
Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 

*Department of Dental Engineering, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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 Long-term Clinical Study on Composite Resin Core Restorations with Fiber Post  -Part 1- 

 
Tsubota Y, Fukagawa N, Nishimura Y, Sasaki K, Yokoyama T, Fukushima S, Miura H, Komada W, Shinya A, Shinya A, Tanaka T, Minezaki Y. 

Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, *Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and 
Dental University, **Department of Crown and Bridge, School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon Dental University, ***Department of Fixed 
Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of Medical and Dental Science 
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 1) Peroz I, Blankenstein F, Lange KP, Naumann M. 

Restoring endodontically treated teeth with posts and 
cores-A review.Quitessence Int 2005; 36:737-746.  
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 * **  
 

 Effects of the long term immersion of addition-type silicone rubber impression materials in disinfectant solutions 
on the dimensional accuracy of stone casts 

 
Hiraguchi H*,**, Yoneyama T*,** 
*Department of Dental Materials, Nihon University School of Dentistry, **Division of Biomaterials Science, 
Dental Research Center, Nihon University School of Dentistry 
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*  

 *  

 A 21-year Follow-up of the Patient with Advanced Periodontal Disease Treated by Cross-arch Fixed 
Bridge  

 Kobayashi K, Sekita T, Kobayashi K*, Hoshino T and Takeuchi S 
Clinic of Geriatric Dentistry, Tokyo Medical and Dental University, *Tokyo Branch 
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1) Nyman S, Lindhe J: Prosthetic rehabilitation 

of patients with advanced periodontal
disease.J Clin Periodontol 1976;33:135-147  
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 *  
**  

 In vitro Study on the Retention of Various Pontics for Direct Resin-bonded Fixed Partial Denture 
 

 Minesaki Y, Minami H, Murahara S, Muraguchi K, Kadokawa A, Nomura K*, Suzuki S** , Onizuka T, 
Tanaka T 
Dept. of Fixed Prosthodontics Kagoshima University Graduate School of Medicaland Dental Sciences
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 1) 

 1999; 43: 286-292.  
 2) Minesaki Y, Suzuki S, Kajihara H, Tanaka T. 

Effect of Reinforcement Methods on the 
Retention of Resin-bonded Fixed Partial Dentures 
using a Composite Denture Tooth as a pontic: In 
Vitro Evaluation. J Adhes Dent 2003; 5: 225-234.  
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 *,**  **  
 

 * **   
 

 Fundamental Examination of Environment Causing Occlusal Trauma
Part 1. Study on Crown Restration  

 Imai A*,** Tanaka M**   
 
*Kansai Brauch, ** Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University
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 The Investigation of the Distribution in Tooth Restored with Various Kind of Post and Core System in 
Function  

 Okada D, Miura H, Ogura R, Shin C, Komada W, Kumagae N, Ueda Y, Inagaki T, Fujita R. 
  
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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 Statistical Analysis of Prostheses Restorations at Dental Hospital of Tokyo Medical and Dental University 
 

 Shin C, Okada D, Abe H, Ogura R, Kumagae N, Nemoto R, Omori S, Kataoka I, Ueda Y, Inagaki T, Fujita R, 
Yoshida K, Miura H. 
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University 
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 * * **  

* *** 
 *  

** ***  
 Free Dental Treatment for Asylum Seekers in Tsurumi University Dental Hospital  -Part 1- 

 
Fukagawa N Nishimura Y Sato Y* Shimpo H* Mizuno Y** Fukushima S, Ohkubo C*, Nagasaka S*** 
Department of Fixed Prosthodontics, *Department of Removable Prosthodontics, **Dental Technician 
Training Institute and ***Center for International Exchange, Tsurumi University School of Dental Medicine. 
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 Precisio of Angle of Condylar Path with Check Bite Techniques Using Intraoral Gothic Arch Tracers  
for Dentulous Subject  

 Ando K Sakuma S Mori T Adachi M Ozeki H Hattori H Fujiwara M Ito Y 
Department of Fixed Prosthodontics School of Dentistry Aichi-Gakuin University 
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 Association between Occlusal Curvature and Masticatory function in Complete Dentate Subjects 

 Fueki K, Okano K, Yoshida E, Shoui K, Kagaya K, Igarashi Y 
Section of Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University  
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1) Kagaya K, Minami I, Nakamura T, Sato M, Ueno 

T, Igarashi Y. Three-dimensional analysis of 
occlusal curvature in healthy Japanese young 
adults. J Oral Rehabil 2009; 36: 257-263. 

2) Sugiura T, Fueki K, Igarashi Y. Comparisons 
between a mixing ability test and masticatory 
performance tests using a brittle or an elastic test 
food. J Oral Rehabil 2009; 36: 159-167. 

3)  Sato H, Fueki K, Sueda S, Sato S, Shiozaki T, 
Kato M et al. A New and simple method for 
evaluating masticatory function using newly 
developed artificial test food. J Oral Rehabil 
2003; 30: 68-73. 
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 Association between Occlusal Curvature and Masticatory Movement in Complete Dentate Subjects 

 Okano K, Fueki K, Yoshida E, Shoui K, Kagaya K, Igarashi Y 
Section of Removable Partial Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University  
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1) Kagaya K, Minami I, Nakamura T, Sato M, Ueno 
T, Igarashi Y. Three-dimensional analysis of 
occlusal curvature in healthy Japanese young 
adults. J Oral Rehabil 2009; 36: 257-263. 

2) Yoshida E, Fueki K, Igarashi Y. Association 
between food mixing ability and mandibular 
movements during chewing of a wax cube. J Oral 
Rehabil 2007;34:791-799. 
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 Evaluation of Measurement Methods of Occlusal Contact Aarea. 
-Pressure Sensitive Sheets and Silicone Materials -  

 Murai S, Matsuda K, Ikebe K, Miyashita Y, Maeda Y 
Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1) Hidaka O, Iwasaki M, Saito M, et al. Influence of 
clenching intensity on bite force balance, occlusal 
contact area, and average bite pressure. J Dent Res 
1999; 78: 1336-1344. 

2) 
 1987; 31: 1553-

1557. 

第 2，3日　第 4会場

ポスター発表

1 ― 4 ― 55



― 243 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011

  

  

  

 Effects of aging on brain activity associated with mastication 

 
Kobayashi T Toya H Kaminaka H Sakuraba H Kondo T Suzuki T  
Division of Removable Prosthodontics Department of Prosthodontic School of Dentistry Iwate Medical 
University 
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 1) Mattay V S, Fera F, Tessitore A et al. 
Neurophysiological correlates of age-related 
changes in human motor function. Neurology 
2002; 58: 630-635.  
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 *  

 Influence of Stress such as Mandibular Position Change on Prefrontal Cortex Blood Flow by Time-Resolved 
Spectroscopy 

 Amemiya A, Takeda T, Kurokawa K, Hasegawa K, Takayama K, Sato T, Nakajima K, Ishigami K, Tsujii T*, 
Sakatani K* 
Department of Sports Dentistry, Tokyo Dental College 
*Department of Neurological Surgery, Division of Optical Brain Engineering, Nihon University School of 
Medicine 

 

HbO2, Hb, tHb 

1)

4 2008; 52(117 )
205

3) 
 2008; 45: 128-

133
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 1  

 Change in Brain Blood Flow of Masticatory Area, Motor Area, Frontal Motor Area during Masticatory 
Movement and Body Movement 

 Shiga H, Kobayashi Y, Arakawa I, Yokoyama M, Shibuya H 
Department of Partial and Complete Denture, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at 
Tokyo 

 
  

 
 

  

10 5 5 21 46
32.5  

20

NIRO200

5  
10

10 10
1 10 3

3
 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PET f-MRI
1,2)

 
 

  
 1) Momose T, Nishikawa J, Watanabe T, Sasaki Y, 

Senda M, Kubota K, et al. Effect of mastication 
on regional cerebral blood flow in humans 
examined by positron-emission tomography with 
15O-labelled water and magnetic resonance 
imaging. Archs Oral Biol 1997; 42: 57-61. 

 2) fMRI
  

2000 48 10-17  

A B C
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 * 

 *  
 

 Considerig the Activity of Prefrontal Cortex with Wearing Denture 

 Narita N, Kamiya K, Ishii T, Kawasaki S* 
Department of Stomatognathic Science and Occlusion, Nihon University School of Dentistry at Mastudo, 
*Hitachi Medical Corporation Application Development Office 
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1)  Sharp DJ, Scott SK, Wise RJ. Monitoring and the 

  controlled processing of meaning: distinct 
prefrontal systems. Cereb Cortex 2004; 14: 1-10. 
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 Study for the Coordination between Jaw and Neck Muscle Activities during Mastication 

 Ishii T, Narita N, Kamiya K, Endo H*, Sato T, Nakamura K, Hata Y 
Department of Stomatognathic Science and Occlusion, Nihon University School of Dentistry at Mastudo, 
*National Institute of Advanced Industrial Science and Technology 
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 1)

 1996; 2: 159-165. 
2) 

2010; 2(119 ): 182.
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 * * *,** *  

 *  **  

 Influence of Decline of Occlusal Support on Bilateral Striatal Dopamine Release in Rats 

 
Kokuba Y*, Okuda K*, Maeda T*,**, Okazaki J* 
*Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
**Department of Pstgraduate Clinical Training, Osaka Dental University 
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 1) Matsuno A, Inoue H: Hippocampal Glutamate 
Release on Learningand Memory in Teeth-loss 
Rats. Prosthodont Res Prac 2008; 7: 71-77. 
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Activity of Occipital Cortex Accompanying Ora Shape Discriminatin Task (OSA) 

 
 
Kaiba Y, Narita N*, Kamiya K*, Kagawa T, Ishii T*, Minakuchi S, Endo H**, Kawasaki S*** 
Department of Complete Denture Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University, 
*Department of Stomatognathic Science and Occlusion, Nihon University School of Dentistry at Mastudo,  
** National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, ***Hitachi Medical Corporation 
Application Development Office 
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1) Ptito M, Moesgaard SM, Gjedde A, Kupers R. 

Cross-modal plasticity revealed by electrotactil 
estimulation of the tongue in the congenitally 
blind. Brain 2005; 128: 606-614. 
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 Effect of Deviation of Mandibular Position and Jaw Function on the Sway of Center of Body Balance  
-Part 3- Bite Force Balance and Feet Pressure 

 Nishiyama Y Ohnuki M Ohkubo C Miyamoto H* Okamoto N Okayama S 
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
*Inter-Reha Co.,Ltd. 
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 1) Perinetti G, Contardo L.  Posturography as a 

diagnostic aid in dentistry:  a systematic review. 
J Oral Rehabil 2009; 36: 922-936.  
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3

 
 

  

 Influence of the Experimentally Deviated Mandibular Position on Static Body Balance 
Biomechanics Examination using 3 Dimension Analysis and Floor Reaction Force Meter 

 Yamazaki G Takeda T Amemiya A Mishima O Kurokawa K Nakajima K Shimada A  
Narimatsu K Sekiguchi C Maeda M Ishigami K 
Department of Sports Dentistry, Tokyo Dental College 
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 *  

 
 * 

 Effect of experimental leg length discrepancy on upright posture, head position and stomatognathic function 
 

 Maeda N  Sakaguchi K  Maruyama T* Yokoyama A 
Department of Oral Functional Prosthodontics  Division of Oral Functional Science  Graduate School of 
Dental Medicine  Hokkaido University 
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1) Maeda N, Sakaguchi K et al. Effects of 

experimental leg length discrepancies on body 
posture and dental occlusion. J Craniomandib 
Pract (in press) 

2) Sakaguchi K, Mehta N, Abdallah E et al. 
Examination of the relationship between 
mandibular position and body posture. J 
Craniomandib Pract 2007; 25 :237-249. 

第 2，3日　第 4会場

ポスター発表

1 ― 4 ― 65



― 253 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011

  

   

  

 Clinical Classification of Patients Complain of Occlusal Dysesthesia  

 Green Dental Clinic Medical Corporation 
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 Changes in Occlusion and Symptoms by TMJ Manipulation 

 Green Dental Clinic Medical Corporation 

 
  

  

 
  

 
  

1) 
2008: 38.  

2) 

 2004; 64(11)745: 93-110. 
 

第 2，3日　第 4会場

ポスター発表

1 ― 4 ― 67



― 255 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011

  
 

   
,  

 
 

 Clinical Study on Uncomfortable Sensation of Occlusion. -Part2 The Factors of Uncomfortable 
Sensation of Occlusion - 

 Kobayashi G*, Masuoka D**, Otsu N**, Shimada A**, Shibuya T**, Mimura M**, Miyachi 
H***, Miyaoka H***, Wake H**, Tamaki K*,** 
*Removable Prosthetics, Dept. of Oral & Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental 
College, **Dept. of Occlusion & Liaison in Kanagawa Dental Hospital, ***Dept. of Psychiatry , 
Kitasato University School of Medicine 

 

5)Clark GT, Minakuchi H, et al. : Orofacial pain and 
sensory disorders in the elderly. Dent Clin North Am 
2005; 49: 343-362. 

6)Reeves JL, Merrill RL. : Diagnostic and treatment 
challenges in occlusal dysesthesia. J Calif Dent Assoc 
2007; 35: 198-207. 
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 Reduced Mastication at Early Stage of Life Accelerates Impaired Spatial Learnig Ability.  
 

 Kawahata M, Ohno A, Kawamoto S, Hori N, Kimoto K 
 
Kanagawa Dental College, Division of Fixed Prostodontics, Dept of Oral & Maxillofacial Rehabilitation 

 
  

 
  

  
  

 1) Onozuka M Watanabe K Seyed M et al. Reduced 
mastication stimulates impairment of spatial 
memory and degeneration of hippocampal 
neurons in aged SAMP8 mice. Behavioural Brain 
Research 1999; 826: 148-153.  

 2) Darci M Kathleen E Matthew J et al. Paw 
preference, rotation, and dopamine function in 
collins HI and LO mouse strains. Physiology & 
Behavior 1997; 61: 525-535.  

3) Kushida S Kimoto K Hori N et al. Soft-diet feeding 
decreases dopamine release and impairs aversion 
learning in Alzheimer model rats. Neuroscience 
Letters 2008; 439: 208-211.      
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 * **  
*** **** ***** ****** 

 * ** *** ****  
***** ******

 Statistical Examination of Occlusal Force in Gender Difference 
-Normal value of occlusal force- 

 Kondo Y, Nakamura K, Hayashi T, Yamamoto M, Kojima* E, Kurata Y**, Tomizawa O***, 
Okamoto N****, Onozawa H*****, Tsuji M****** 
Tokai Branch, *Nishi-Kanto Branch, **Higashi-Kanto Branch, Tokyo Branch, ****Kyusyu Branch, *****GC Co, ******Scimolex Co 
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 * * *  
 

  
*  

 A Prospective Intervention Study for Patients with Temporomandibular Disorders 
-Minimal Clinically Important Difference (MCID) for OHIP- 

 Funato M Kudo Y  Nishiyama A* Abe Y Ota T* Kino K* Furuya R Baba K 
Department of Prosthodontics School of Dentistry, Showa University  
*Temporomandibular Joint and Occlusion,Graduate School,Tokyo Medical and Dental University 
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 1) Norman GR, Sloan JA, Wyrwich KW. 

Interpretation of changes in health-related quality 
of life: the remarkable universality of half a 
standard deviation. Med Care 2003; 41: 582-592. 
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 * ** *
*** 

 *
** ***  

 The Influence of Craniofacial Morphology to Nocturnal Masseter Muscle Activity with Sleep Breathing 
Disorders Patients  

 Inoko Y Yoshida M* Shimizu K**, Ida I, Watanabe F, Terada K*, Kawakami Y*** 
Department of Crown and Bridge and *Orthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at Niigata, 
**Comprehensive Dental Care, The Nippon Dental University Niigata Hospital,*** Chugoku-Shikoku Branch 
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1) Jamieson A, Guilleminault C, Partinen M, et al. 

Obstructive sleep apneic patients have cranio-
mandibular abnomalities. Sleep 1986; 9: 469-477. 

2) Inoko Y, Shimizu K, Morita O, Kohno M. 
Relationship between master muscle activity and 
sleep-disordered breathing. Sleep Biol Rhythms 
2004; 2: 67-8. 

3) Sjhölm T, Lehtinen I, Helnius H. Masseter muscle 
activity in diagnosed sleep bruxists compared with 
non-symptomatic controls. J Sleep Res 1995; 4: 48-
55. 
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 Effect of oral appliances on obstructive sleep apnea syndrome. 
 

 Nonogaki R Ota M Ito T Matui K Yokoyama T Uno M Oka T Ishigami H Kurachi M 
Department of Prosthodontics, Asahi University School of Dentistry 
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 Comparison of Masticatory Muscle Activities by Continuous EMG Record at Daytime and Nighttime 
 

 Tanabe N, Kanemura K, Endoh H, Imamura H, Asano A , Takebe J, Ishibashi K 
Division of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Iwate Medical University, Division of Education for 
the General Dentistry Operative Dentistry 
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 1) Gohdo Y, Fujisawa M. Determination of electro-

myogram biofeedback threshold for patients with 
clenching behavior. Prosthodont Res Pract 2004; 3: 
46-54. 
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 ** *** * 
****  

 HBS  *  **
*** ****  

 Study on a kinematic dental bite registration method.  
-Determination of the position of the mandibular condyle- 

 Bando N, Shigemoto S, Ishikawa T**, Suzuki Y, Nakamura M, Satsuma T***, Nakano M*, Bando E**** 
Dept of Fixed Prosthodontics, *Dept of Functional Oral Care and Welfare, The Univ of Tokushima, **Center for Advanced 
Dental Health Care, ***General Dentistry, Tokushima Univ Hospital, ****Honorary Professor, The Univ of Tokushima 
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 ** *  
 

 *
, **  

 Research  on Evaluation of Movement of  Tongue 

 Shirahige C Morimoto Y Naito M Oisaka N Suwaki M* Oki K, Minagi S 
Department of Occlusal and Oral Functional Rehabilitation Graduate School of Medicine, dentistry and 
Pharmaceutical Sciences Okayama University *Occlusal and Oral Rehabilitation Okayama University 
Hospital **Oisaka Electronic Equipment Ltd.  
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1) Hori K, Ono T, Nokubi T. Coordination of tongue  

pressure and jaw movement in mastication. J Dent 
Res. 2006: 85; 187-191.  

2) Hayashi R, Tsuga K, Hoshikawa R et al. A nobel 
handy probe for tongue pressure measurement. Int J 
Prosthodont 2002: 15; 385-388 
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 * * **

   *   
 *  

**  
 Objective Pain Evaluation with Wavelet Analysis of ECG Potential Fluctuation 

 

 Sakuma S, Nakata K*, Otsuka F, Inamoto K*, Nagata S**, Ando K, Ikeda H, Hattori H, Tabe O, Takeuchi Y, 
Hujiwara M, Mori T, Nakamura H*, Ito Y. Department of Fixed Prosthodontics and *Endodontics School of 
Dentistry Aichi-Gakuin University, **Dainippon Sumitomo Pharma Co., Ltd. 

 
  

  

  

 

 
  

 1) Yamamoto K, Nagata S, Kasugai K. Wavelet 
analysis of ECG potential fluctuations is effective 
for quantitative and continuous pain monitoring in 
healthy volunteers and cancer in patients. 13th 
World Congress on Pain. Abstracts 2010; 21. 

 2) Sakuma S, Nakata K, Otsuka F, Inamoto K, 
Nagata S, Ando K, Shimizu M et al. New method 
for pain evaluation (1st report): analysis method. 
The 58th Annual Meeting of Japanese Association 
for Dental Research. Abstracts 2010; 114. 
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 *  
** 

  *  
**  

 Development of Prototype Jaw Operated Alternative Computer Mouse 

 Nakamura M, Shigemoto S, Nakno M*, Kori M, Okura K, Suzuki Y, Bando N, Bando E** 
Dept of Fixed Prosthodontics, *Dept of Functional Oral Care and Welfare, Institute of Health Biosciences, 
The Univ of Tokushima Grad Sch, **Honorary Professor, The Univ of Tokushima 
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 1) Armanini A, Conci N. Eye tracking as an 
accessible assistive tool. Image Analysis for 
Multimedia Interactive Services (WIAMIS). 11th 
International Workshop 2010: 1-4. 
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 Conduction of Swallowing Pressure in the Mouth and the Pharynx. 

 Shibuya T, Tanaka E, Tsujimoto K, Takahashi K, Komasa Y 
Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University 
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* * *

*
 Dental implant-retained prosthetic rehabilitation of a bilateral maxillectomy patient with a free fibula 

osteocutaneous flap: A case report 

 Otomaru T., Sumita I.Y., Kosaka M., Munakata M. *, Tachikawa N. *, Kasugai S. *, Taniguchi H. 
Department of Maxillofacial Prosthetics, Tokyo Medical and Dental University 
*Oral Implantology and Regenerative Dental Medicine, Tokyo Medical and Dental University 
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 Clinical Examination of the Implant Treatment for the Patients with Cleft Lip and Palate 

 Miyamae S, Murakami H, Takeuchi K, Ueno A, Ishikawa T, Sahashi K, Hattori M 
Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
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 * * 

 *  

 The Influence of Implant Treatment Experience on Dentist’s Attitude of Implant Therapy using Multiple 
Correspondence Analysis 

 Kashiwagi K Fujii T Arai K* Tanioka T Tanaka M Kawazoe T* 
Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, *Department of Oral 
Implantology, Osaka Dental University Hospital 
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 1) Carlsson GE, Lindquist LW. Ten-year 
longitudinal study of masticatory function in 
edentulous patients treated with fixed complete 
dentures on osseointegrated implants. Int J  
Prosthodont  1994; 7: 448-453. 

 2) Kent G, Johns R. Effects of osseointegrated 
implants on psychological and social well-being: 
a comparison with replacement removable 
prostheses. Int J Prosthodont  1994; 9: 103-106. 

 3) Benzecri JP. Correspondence analysis handbook. 
New York: Marcel Dekker; 1992. 

 4) Brigitte LR, Henry R. Multiple Correspondence 
Analysis. California: Sage Publications. Inc; 2009. 
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 Assessment of Treatment Protocols for Implant Prosthodontic Intervention Using Patient-reported Outcome 
Measure 

 
Misumi S, Makino M, Akasaki Y, Seo Y, Masaki C, Nakamoto T, Hosokawa R 
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental College  
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1) Yamazaki M, Inukai M, Baba K, John MT. 
Japanese version of Oral Health Impact Profile 
(OHIP-J). J Oral Rehabil.  2007; 34(3):159-68. 
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 Postoperative Evaluation of Intervention for Missing Tooth by Two-Dimentional Laser Dopplar Blood 
Flowmetry 

 Kanao M Kajiwara N Nakamoto T Kondou Y Iida T Masaki C  Hosokawa R  
Dept of Oral Reconstruction and Rihabilitation  Kyushu Dental College 
Kyushu Branch 

 
  

2

2

 
 

  

 
1 18

2
OZ-1 Omegawave

1

9 Thermo 
GEAR NEC Avio

  
2 4 6

t p < 0.05
 

  
1 2

P=0.044
P=0.036 P=0.024

2   
2

2
 

 
 
 

  
1) Mavropoulos A. et al. Gingival blood flow in 
periodontitis patients before and after periodontal surgery 
assessed in smokers and non-smokers. J Periodontol 
2007; 78: 1774-82  

* P<0.05  
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 Study on the Connection of Implants to Abutment Teeth with Removable Denture 
 

 Horie N, Watanabe T, Niibe K, Arima N, Nishiyama R, Ikeda H, Suzuki K, Suzuki K, Nakagawa T 
Department of Dentistry and Oral Surgery, School of Medicine, Keio University 

 
  

 
  

PD,PDo-p

PDI
PDI(ball)

 
  

PDI(ball) PDI(o-p&ball) ,
PDI PDIo-p , PDI PDIo-p

,PDI PDI(ball) ,PDIo-p PDI(ball)
% ,PD

,PDI(o-p&ball)
PD PDo-p

,
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

B 
19791459  
 

   
 1)  

 

PD 
PDo-p
PDI 
PDIo-p
PDI(ball)
PDI(o-p&ball)

第 2，3日　第 4会場

ポスター発表

1 ― 4 ― 85



― 273 ―

日補綴会誌　3・120回特別号，2011

 

Ecological Momentary Assessment
 *  
 *

 
 Sequential Measurement and Factor Analysis of Postoperative Pain and Swelling Sensation after Dental 

Implant Surgery - Application of Cellular Phone-based Ecological Momentary Assessment- 

 
Ryuta Kuroi, Hajime Minakuchi, Emilio Satoshi Hara, Aya Kawakami, Yoshizo Matsuka, Hiroki Okada* 
and Takuo Kuboki. 
Okayama Univ. Grad. Sch. Med., Dent. and Pharmaceu. Sci.  
*Kagawa University Hospital 
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1) 1) Schiffman, S., Stone, A.A., and Hufford, M.R.: 
Ecological Momenary Assessment. Annu Rev Clin Psycol 
2008; 4: 1-32. 
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 Effect of the Implant Surgery on the Pain Threshold of Head and Neck Region 
 

 Ono K, Ishigaki S, Uchida M, Miyauchi T, Fukuda S ,Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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IV   
1) Yeomans DC, Proudfit HK. Nociceptive responses to 

high and low rates of noxious cutaneous heating are 
mediated by different nociceptors in the rat: 
electrophysiological evidence. Pain. 1996; 68: 141-
150. 
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 * * * *  
 

 
*  

 Involvement of Calcium-ion Influx in Osteoclast Responses to Mechanical Stress 

 
Okazaki S, Makihira S*, Mine Y, Shuto T*, Moroi R*,Terada Y*, Nikawa H
Department of Oral Biology and Engineering, Division of Oral Health Science, Graduate School of 
Biomedical Sciences, Hiroshima University, *Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral 
Rehabilitation, Graduate School of Dental Science, Kyushu University 
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 1) Kadow-Romacker A, Hoffmann JE, Duda G et al. 
Effect of mechanical stimulation on osteoblast- 
and osteoclast-like cells in vitro. Cells Tissues 
Organs 2009;  190:61-68. 

 2) Ito S, Kume H, Naruse K et al. A novel Ca2+ 
influx pathway activated by mechanical stretch in 
human airway smooth muscle cell. Am J Respir 
Cell Mol Biol 2008; 38:407-413.  
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 in vitro

  

 
 

 Mechanism for Bone Marrow Stromal Cells Calcification by Calcium Phosphate Scaffold in Vitro
 

 Yoshizawa Y Nishinmura M, Suehiro F, Kurogi T*, Namikoshi T*, Murata H Nagasaki 
University , Graduate School of Biomedical Sciences, Department of Prosthetic Dentistry
Nagasaki University hospital* 
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1) Matsushima A, Kotobuki N, Tadokoro M. et al.  
In vivo osteogenic capability of human 
mesenchymal cells cultured on hydroxyapatite 
and on beta-tricalcium phosphate, Artif Organs  
2009; 33: 474-481.  

2) Anada T, Kumagai T, Honda Y. et al. Dose-
dependent osteogenic effect of octacalcium 
phosphate on mouse bone marrow stromal cells, 
Tissue Eng Part A 2008; 14: 965-978. 
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 Attachment of a Connective Tissue Around the Anodization-Hydrothermal Treatment of Titanium  
The Behavior of Mouse Fibroblast-like cells in vitro  

 
Miura S, Takebe J, Ito S, Kikuchi S, Miyata K, Ishibashi K 
Department of Prosthodontics, Division of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry,  
Iwate Medical University 
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1)  Kikuchi S, Takebe J. Characterization of the  
    surface deposition on anodized-hydrothermally 
    treated commercially pure titanium after immersion  

in simulated body fluid.  
J Prosthodont Res 2010; 54: 70-77. 

 2) Takebe J, Ito S, Champagne, CM et al. Anodic 
oxidation and hydrothermal treatment of 
commercially pure titanium surfaces increases  
expression of bone morphogene-tic protein-2 in  
the adherent macrophage cell line J774A.1.  
J Biomed Mater Res 80A: 2007; 711-718. 
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 * ** ***
 

 * ** ***  
 

 Biocompatibility of Ti surface controls the nano structure 

 
 Komasa S  Nishida H *  Taguchi Y **, Fujino T,Saratani K, Takeda S***, Tanaka M, Kawazoe T 

  Osaka Dental University, Department of Fixed Prosthodontics and Occlusion, *Department of Operative Dentistry, 
** Department of Periodontology, ***Depatment of Biomaterials 
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1) Guida L, Annuziata M, Rocci A. 

Biological response of human bone marrow 
mesenchymal stem cells to fluoride-modified 
titanium surfaces: Clin Oral Implants Res 2010; 
21: 1234-1241. 
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 Examination of the Complex Formed on the Titanium Surface Using the Improved Thin Film Formation 
Technology   

 Kuwabara A, Hori N, Hoshi N, Sawada T, Kimoto K 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Oral and maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental 
College 
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1) Ogawa T, Saruwatari L, Takeuchi K, Aita H, and 

Ohno N. Ti Nano-nodular Structuring for Bone 
Integration and Regeneration. J Dent Res. 87(8): 
751-756,2008 
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Stress Analysis of Maxillary and Mandibular Bone by Three Dimension Finite 
Element Method  

 Influence of boundary condition and occulusal situation  

 Ohno Y Knbara R Nakamura Y  Kumano H Masuda T Iwai T,Tanaka Y 
Department of Removable Prosthodontics School of Dentistry Aichi-Gakuinn University  
 

 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
Ando A., Nakamura Y., Kanbara R. et al:The Effect of 
Abutment Tooth Connection with Extracoronal 
Attachment using the Three Dimensional Finite Element 
Method- Part 2 . The Construction of Finite Element 
Model from CT Data- . JJ Mag Dent 2009; 18  

23 P204-207 :1983  
   

1985; P222 ,223.  
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 Biomechanical evaluation of bone healing of incisor extraction socket in type 2 diabetic aged rats
 

 
Nakamura H, Nishizaki H, Okazaki J 
Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University 
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 1) Sakai D, Okazaki J, Komasa Y: Bone Healing  

of Tooth Extraction Socket in Type 2 Diabetes.  
J Oral Tissue Engine: 2008 ; 5 ( 3 ) : 134-144 

 2) :
. . 2005 ; 72 : 98-105.  
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 Trial of Bone Quality Determination by Quantitative and Qualitative Analyses of Collagen 
- Relation among Collagen Content, Extent of Lysine Hydroxylation, and Mineral Content – 

 Sasaki M, Matsuura T, Tokutomi K, Katafuchi M, Ishikawa M, Sato H 
Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka dental College 
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 1) Pornprasertsuk S, et al. Overexpression of lysyl 

hydroxylase-2b leads to defective collagen 
fibrillogenesis and matrix mineralization. J Bone 
Miner Res 2005; 20:81-87. 

 2) Tokutomi K et al. Characterization of mandibular 
bones in senile osteoporotic mice. Connect Tissue 
Res 2008; 49:361-366. 
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 Development of an Optical Impression System for Dental Implants 
-Comparison of Impression Accuracy between a Proposed Method and a Conventional Method- 

 Ono S, Kusumoto N, Nakano T, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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 1) 

2
 2009; 28: 286. 

 2) Jemt T. Failures and complications in 391 
consecutively inserted fixed prostheses supported 
by Brånemark implants in edentulous jaws: A 
study of treatment from the time of prosthesis 
placement to the first annual checkup. Int J Oral 
Maxillofac Implants 1991; 6: 270-276. 
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 *, **  ** * **  

 *  **

 
 The Flexural Strength and Color Stability of Trial Acrylic Denture Base Resins 

 Dilnur M1*,**, Hong G*, Hamada T*, Sasaki K** 

*Department of Oral Health Care Promotion, Graduate School of Dentistry, Tohoku University,  **Division of 
Advanced Prosthetic Dentistry, Graduate School of Dentistry, Tohoku University 
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 * * *  

 *
 

 Studies on Rheological Properties of Experimental Light-curing Pattern Resins 
 

 Kadokawa A, Kanie T*, Minesaki Y, Fujii K*, Arikawa H*, Tanaka T 
Department of Fixed Prosthetic Dentistry, *Department of Biomaterials Science, Graduate School of Medical 
and Dental Sciences, Kagoshima University 
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5 %  
 

  
PG 0.041 % 0.025

0.031 % nB iB PG
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iE iB PG

 
 

 
Code Polymer Monomer (P/L) ratio 
nM PnBMA MMA 0.9 
nE PnBMA EMA 1.2 
nB PnBMA BMA 1.4 
iM PiBMA MMA 1.9 
iE PiBMA EMA 2.4 
iB PiBMA BMA 2.7 
iED PiBMA EDMA 2.5 

 
  

 1) 
1993 37 86-97  
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 Effect of Magnetic Shielding on Polymerization of Microwave-curing Type Denture Base Resin with Metals 

 Kashiwabara T Goto T Nagao K Ichikawa T 
Department of Oral and Maxillofacial Prothodontics, Institute of Health Biosciences, The University of 
Tokushima 
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 1) 

2008; 35: 109-112  
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 PMMA
biodeterioration  

 *,**** * ** *** * **** 

 * ** ***
****  

 Biodeterioration of PMMA Resin by the Oral Cavity Environment -Evaluation of the Deterioration of Used 
Denture- 

 
Matsuo H*,****,Suenaga H*,Takahasi M**,Suzuki O***,Sasaki K*,Takahasi N**** 
*Devision of Advanced Prosthetic Dentistry ,**Division of Dental Biomaterials ,***Division of Craniofacial 
Function Engineering ,****Division of oral Ecology and Biochemistry ,Tohoku University Graduate School 
of Dentistry 
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1.  
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2.  
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1)
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C=C
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P<0.05 100 m
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PMMA
C C C C

 
100 m
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2  

 
 

  
 1) M Mikai,M Koike,H Fuji. Quantitative analysis of 
allergenic ingredients in eluate extracted from used 
denture base resin. J Oral Rehabili 2006; 33: 216-220. 
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 ®  

 *  

  *  
 

 Effect of the Antibacterial Functional Water (Bioshot) on Surface Texture of Denture Base 
Acrylic Resin 

 Kinumatsu E, Tasaka A, Takano T, Yamada M, Ueda T, Oda Y*, Sakurai K  
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology ,  
and*Department of Dental Materials Science, Tokyo Dental College 
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 1) 

 2000; 35: 268 275  
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®  
 *  

 *  
 

 Antimicrobial Effect of Anti-bacterial Functional Water (Bioshot®) on Candida Attached to Denture Base 
Acrylic Resin. 

 Ryu M Izumi S Yasui M Ueda T Yamada M Tamai H*  Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College,  

Nishikantou Branch 
 

  

1
1)

Candida 
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2)
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Scheffe 0.05  
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BP 5.33  0.44 log RFU RP 4.63  0.15 log RFU
DC 6.61  0.20 log RFU PC 6.77  0.12 log RFU
NC 6.87  0.17 log RFU BS BP DC
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BP DC
PC NC RP BP DC PC

NC
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 1) Yasui M Ryu M Sakurai K Ishihara K. 

Colonization of oral cavity by periodontopathic bacteria in 
complete denture werers. Gerodontology in press 

 2)  Odds FC. Candida infections: an overview. Crit Rev 
Microbiol 1987; 15: 1-5. 

Candida albicans ATP  
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 S-PRG MMA P.gingivalis  

  

  

 Influence of MMA Resin including S-PRG Filler on P.gingivalis 

 Uematsu S Watanabe K Takita H Higashino Y Nigauri A Iwahori M Miyao M 
Department of Prosthodontics School of Dentistry Asahi University 
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S.mutans 2 4
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A.viscosus
2 4 5wt% 10wt%  

20wt%  
P. gingivalis 2 5w% 10w%
20w%  
 

(S-PRG)

 
 

 
1)

 2004
30 115-132  
2) Saku S Kotake H Scougall-Vilchis R  Ohashi S
Hotta M Horiuchi S et al Antibacterial activity of 
composite resin with glass–ionomerfiller particles Dent 
Mater J 2010 29 193-198  
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 MPC S, mutans
 

 * ** *** *** ** ***  
** *  

 *
** NPO *** 

 Inhibition of Streptococcus Mutans Biofilm Formation to Denture Base with MPC Polymer 

 Takahashi N, Morisaki H*, Inoue Y**, Hiranuma K***, Kinoshita T****, Yasuda N**, Ishihara K**,  
Igarashi T*, Baba K 
Department of Prosthodontics School of Dentistry,Showa University, *Department of Oral Microbiology 
School of Dentistry,Showa University, **Department of Bioengineering School of Engineering, The 
University of Tokyo, ***Non-profit Organization “keep your Tooth and Oral Health” 
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MPC
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(p 0.01)
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(p
0.01)  S. 
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1) Ishihara K, Nomura H, Mihara T, Kurita K, 

Iwasaki Y, Nakabayashi N. Why do phospholipid 
polymers reduce protein adsorption? J Biomed 
Mater Res 1998; 39: 323-330. 

S.mutans  
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 * ** * * * *** * 
 *  

**  
***

 Development of the Tissue Conditioner with High Durability which Used Polymerizable Plasticizer 

 Tsuka H*, Hong G**, Maeda T*, Mizumachi W*, Sadamori S*, Nikawa H***, Akagawa Y*  
* Department of Advanced Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima University 
** Department of Oral Health Care Promotion, Graduate School of Dentistry, Tohoku University 
***Department of Oral Biology & Engineering, Graduate School of Biomedical Sciences, Hiroshima 
University 
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(p<0.05)
B
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B
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tan  
 

  
1) Murata H, Narasaki Y, Hamada T, McCabe JF. 

An alcohol-free tissue conditioner A laboratory 
evaluation. J Dent 2006; 34: 307-315. 
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 , *, *, ,  

 , *  
 

 A Study of Cytotoxicity of Commercial Tissue Conditioners 

 
Minato T, Suehiro F, Kurogi T* , Yamaguchi Y*, Nishimura M Murata H 
Department of Prosthetic Dentistry, Graduate School of Biomedical Scienes, Nagasaki University 
*Nagasaki University Hospital 
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1) Murata H, Narasaki Y, Hamada T, et al. An 
alcohol-free tissue conditioner – A laboratory 
evaluation. J Dent 2006; 34: 307-315. 
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 * *,** * ** 
 *  **

 

 The Initial Viscosity and Adhesive Strength of Cream-type Denture Adhesives and Oral Moisturs 

 Hong G*, Dilinuer MS*,**, Hamada T*, Sasaki K** 
 
*Department of Oral Health Care Promotion, Graduate School of Dentistry, Tohoku University, **Department of 
Advanced Prosthetic Dentistry, Graduate School of Dentistry, Tohoku University 
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1.  
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FAG Fit Angel Gel Panasonic Dental
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BMG Bio Xtra Mouth Gel Bio-X Healthcare

TGG Tafuglip Gel KOBAYASHI 

PGS Poliglip S GlaxoSmithKline

LDC Liodent Cream LION 
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 Application of Mouthguard Cleaning Solution to Denture Cleaning 

 Watanabe A, Suzuki H, Kawara M, Takahashi S, Matsubara Y, Kuroki S, Komiyama O, Iida T, Takikawa R, 
Yoshimura M. Department of Clinical Oeal Physiology, Nihon University School of Dentistry at Matsudo. 

 
I   

 

1)  

 
  

II   

1)
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1 2
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1) 

2010; 13: 92-98.
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 * 

 *  

 Influence of Thermal Shrinkage of Mouthguard Sheet Material on the Thickness of Mouthguard Sheet 
- Difference of the Shape of Mouthguard Sheet Material- 

 Takahashi M Koide K Mizuhashi F Ohnuma T Watanabe H Morita O* 
Department of Removable Prosthodontics, The Nippon Dental University School of Life Dentistry at 
Niigata * The Nippon Dental University 

 
  

1)

2)

 
 

  

127 127
4.0 mm Keystone Spo

MG21 127 127 4.0 mm
MG21

10 mm

20 mm
15 mm

MG-
n  3 cm V

MG-v  2  

Ultradent
15 mm
 2  1 

 6  
21-

111 YDM
10 mm

5

Spo
MG21

 t 
 

 

  
Spo

MG-v MG-n
p<0.01

MG21

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

V

V
 

 
  

 1) 

 2003 12 1391-1399  
 2) 

 2010 2
61-69  
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 Possibility of New Disinfection Method using Reactive Oxygen Species. 
-Influence on Denture Base Resin- 

 Odagiri K Sawada T Hori N Kimoto K 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental 
College 
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ivoclar vivadent )
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24
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30
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SEM
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 1) 

 
2006; 27: 104 114  

 2) 

 
2009; 30:26-31  

 3)  Verran J, Kossar S, McCord JF. Microbiological 
study of selected risk areas in dental technology 
laboratories. J Dent 1996; 24: 77-80  
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 * * * 
* ** * 

 *
**  

 Effects of Metal Primers for Non-noble Metal Alloys on the Bonding of Auto-polymerizing Repairing Resins 
to Non-noble Alloys 

 
Minami H, Muraguchi K, Shiomuki D, Sakoguchi K, Murahara S*, Minesaki Y, Taguchi N*, Onizuka T*, 
Suzuki S**, Tanaka T*. Kagoshima Univ. Medical and Dental Hospital, *Kagoshima Univ. Graduate School 
of Medical and Dental Sciences, ** Department of Prosthodontics, Univ. of Alabama at Birmingham 
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1) Saito M, Notani K, Miura Y, Kawasaki T: 
Complications and failures in removable partial 
dentures: a clinical evaluation. J Oral Rehabil 
2002; 29: 627-633.  

2) 

2010 28 139-144  
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 Influence of Wave Form on Deformation of Dental Metal Frames in Laser Welding 

 Miura K, Sato H, Sakai U, Shimakura M 
Department of Prosthodontics School of Dentistry Ohu University 
 

 
  

 
 

  

MC GC Co-Cr GM800
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4 ms 0 3
5
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3
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1

1) Shimakura M, Yamada S, Takeuchi M, Miura K, 
Ikeyama J. Influence of irradiation conditions on the 
deformation of pure titanium frames in laser 
welding. Dent Mater J 2009; 28: 243-247. 
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 *  

 *
 

 Stabirity of Antimicrobial and Antifungal Effects of Tissue Conditioners Containing the Photocatalyst 

 Moroi R Uchimaru M  Sakai T Deguchi M*, Terada Y 
Section of Fixed Prosthodontics,Division of Oral Rehabilitation,Faculty of Dental Science,Kyushu 
University,* Section of Research and Development,Shofu Inc. 
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1) .

.
 2005; 49 114 : 102.  

2) Yali C, Sakai T, Moroi R et al. Self-cleaning 
Ability of a Photocatalyst-containing Denture 
Base Material. Dent Mater J 2008; 27: 179-186. 

3) 

 2008; 52 117 : 221. 
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 * **  
 

 * **  

 Prevention Systems Construction of Root Caries by Treatment Material of Hypersensitive Dentin 
- Fuluoride Ion Release from Various Dental Materials- 

 Ogami K Koike T Nishimiya H Ueda T Koga H* Maki Y** Sakurai K 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, *Department of Epidemiology and Public 
Health and **Deapartment of Social Dentistry, Tokyo Dental College 
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 1) Koga H, Kameyama A, Matsukubo T, et al. 

Comparison of short-team in vitro fluoride release 
and recharge from four different types of pit-and-
fissure sealants.  Bull Tokyo Dent Coll 2004; 45: 
173-179. 
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 * * * * * ** *  
* * 

 * **Department of Prosthetic Dentistry and 
Biomaterials Science, University of Turku 

 Effect of Loading Conditions on the Fracture Toughness of Alumina and Zirconia. 

 
Harada K* Kuroda S* Lin J* Yokoyama D* Shinya A* ** Gomi H* Hatano Y* Shinya A* 
*Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University, School of Life Dentistry at Tokyo 
**Department of Prosthetic Dentistry and Biomaterials Science, University of Turku 
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1) 

 2010; 29:479  

   
Fig.1 1/2   Fig.2 1/2 

   
Fig.3  Fig.4  
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  * ** *   
  

* **  
 Mechanical Properties of Dental Zilconia-ceramic Bond Stength with the Surface Treatment of Silica 

Coating Method 

 Yamaguchi H,  Hamano N, Hojo S, Okada S*, Tamura T** , Teranaka T*, Ino S 
Division of Removable Prosthetic, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental 
College *Department of Oral Medicine Division of Restorative Dentistry, Kanagawa Dental College 
**Nishi-Kanto Branch 
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 1) Kosmac T Oblak C Jevnikar P et al The 
effect of surface grinding and sandblasting on 
flexural strength and reliability of Y-TZP zirconia 
ceramic. Dent Mater 1999; 15: 426-433  

MPa
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ex vivo  

 3  

 * *  

 *
 

 Application of 3D Collagen Scaffolds Coated with Carbon Nanotubes for Bone Tissue Engeering. 

 Hirata E, Watari F* Uo M* Yokoyama A 
Department of Oral Fanctional Prosthodontics, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University
*Biomedical Materials & Engineering 
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1)  Hirata E, Uo M, Nodasaka Y et al. Development of 

a 3D Collagen Scaffold Coated With Multiwalled 
Carbon Nanotubes. J Biomed Mater Res B Appl 
Biomater 2010; 93B: 544-550. 

2) Hirata E, Uo M, Takita H et al. 3D collagen scaffold 
coated with multiwalled carbon nanotubes: initial 
call attachment to internal surface. J Biomed Mater 
Res B Appl Biomater 2009; 90B: 629-634. 
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The Study on Application of Shortwave Diathermy for Dentistry  
 -Effects of Pulsed Shortwave on salivation- 

 Mukai C, Kidokoro M, Mukaibou T, Nakamoto T, Makino M, Masaki C,Hosokawa R 
Department of Oral Reconstruction and Rehabilitation, Kyushu Dental College 
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1) Seiger C, Draper DO. Use of pulsed shortwave 

diathermy and joint mobilization to increase ankle 
range of motion in the presence of surgical 
implanted metal: A case series. J Orthop Sports 
Phys Ther. 2006; 36: 669-677. 
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 Three-Dimensional Culture of Human Mesenchymal Stem Cells Using Radial-Flow Bioreactor   

 Katayama A Arano T Sato T 
Department of Crown and Bridge Prosthodontics, Tokyo Dental College 
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 1) Arano T, Sato T, Yoshinari M et al. Osteoblastic 

Cell Proliferation with Uniform Distribution in a 
Large Scaffold Using Radial-Flow Bioreactor. 
Tissue Engineering: Part C 2010; 16: 1387.  
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 microRNA  

 
*

 *

 Changes in the expression of microRNA in the embryonic development of mouse tongue 

 Makuuchi S Yamane A* Ohkubo C 
Department of Removable Prosthodontics and * Biophysics, 
Tsurumi University School of Dental Medicine 
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Real time PCR  
 

miR-199a3p miR-199a5p

Real time PCR  
 

miR-133a miR-181a

Real time PCR  
  

 1) Bushati N, Cohen SM. microRNA functions. 
Annu Rev Cell Dev Biol 2007 ; 23: 175-205.

 2) Yamane A, Fukui T. Characteristics of 
masticatory and tongue muscle. J Oral Biosci 
2007; 49: 206-210.

 3) Yamane A. Embryonic and postnatal develop-
ment of masticatory and tongue muscles. Cell 
tissue Res 2005; 322: 183-189.  
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 XII  

 *,** Rocavado JM Rosales* * *,** 

 *
**

 The Tissue Distribution and Contribution to Mineralization Control of Type XII collagen in PDL 

 Kaku M.*,**, Rocavado JMR.*, Nozawa M.*, Uoshima K.*,** 
*Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Science, Niigata University  
**Niigata University Medical and Dental Hospital 
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1) Kaku M, Uoshima K et al. Investigation of 
periodontal ligament reaction upon excessive 
occlusal load – Osteopontin induction among 
periodontal ligament cells. J Periodontal Res 2005; 
40: 59-66. 

2) Font B, Eichenberger D et al. Characterization of the 
interactions of type XII collagen with two small 
proteoglycans from fetal bovine tendon, decorin and 
fibromodulin. Matrix Biol. 1996; 15: 341-348. 
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 *

 
*

 Effect of application of EMDOGAIN and tissue culture on the periodontal healing after implantation of teeth 

 Kato T, Saito A, Saito E*, Yuge F, Ohata N 
Dept.of Oral Rehabilitation, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 
*Dept.of Periodontology and Endodontology, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 
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 1) 

in 
vitro

 2005; 48: 546-552. 
 2) Schjott M, Andreasen JO. Emdogain does not 

prevent progressive root resorption after 
replantation of avulsed teeth: a clinical study. 
Dent Traumatol 2005; 21: 46–50. 
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 *

 
*

 Effect of root conditionings beforehand application of EMDOGAIN on the remnant periodontal ligament of 
extracted teeth 

 Yuge F, Saito A, Saito E*, Tanino Y, Kato T, Ohata N 
Dept.of Oral Rehabilitation, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 
*Dept.of Periodontology and Endodontology, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University 
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 1) Guzmán MN, Silva FD, Méndez GV et al. The 

effect of Emdogain and 24% EDTA root 
conditioning on periodontal healing of replanted 
dog's teeth. Dent Traumatol 2009; 25: 43-50.

 2) 

  
 
 

ALP ALP  
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 IL-6 sIL-6r PGE2  

 * *,** * * * *  
* *** **** *,** 

 * **
*** ****  

 Effects of IL-6 and sIL-6r on PGE2 production and osteoclstic differentiation of chondrocytes 

 Honda K* Aida Y*,** Watanabe Y* Tanigawa S* Fujii K* Yagi T* Yoshinari K*  
Takano K*** Nakasato N**** Matsumura H*,** 
*Department of Fixed Prosthodontics,  and  **Division of Advanced Dental Treatment, Dental Research 
Center, Nihon University School of Dentistry ***Tohoku-Hokkaido Branch ****Higashi-Kanto Branch 
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 1) Aida Y, Maeno M, Suzuki N, Namba A, 
Motohashi M, Matsumoto M et al. The effect of 
IL-1 on the expression of inflammatory 
cytokines and their receptors in human 
chondrocyote. Life Sci 2006; 79: 764-771.

 2) Namba A, Aida Y, Suzuki N, Watanabe Y, 
Kawato T, Motohashi M et al. Effects of IL-6 and 
soluble IL-6 receptor on the expression of 
cartilage matrix proteins in human chondrocyte. 
Connect Tissue Res 2007; 48: 263-270. 
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 iPS  

  
 

  

 Enhanced Osteogenesis of Gingiva-Derived iPS Cells by Small Molecules 

 
Kayashima H, Egusa H, Sasaki J, Uraguchi S, Yu G, Wang F, Fukuyasu S, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1) Egusa H, Okita K, Kayashima H et al. 

Gingival fibroblasts as a promising source of 
induced pluripotent stem cells. PLoS One 
2010; 5: e12743. 
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 small Heat Shock Protein  

 * *,** Rocavado JM Rosales* *,** 
  

 *  
**  

 Gene Expression of Small HSPs During Osteoblast Differentiation. 

 Nozawa M* Kaku M*,** Rocavado JM R* , Uoshima K*,** 
*Division of Bio-Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Science, Niigata University  
**Niigata University Medical and Dental Hospital 
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 1) Taylor RP, Benjamin IJ. Small heat shock proteins: a new 
classification scheme in mammals. J Mol Cell Cardiol 
2005 ; 38:433-444. 

 2)  ,    
27 (heat shock protein 27 : HSP27)   
2002;  9, 89-94.

 3) Cooper LF, Uoshima K. Differential estrogenic regulation  
of small M(r) heat shock protein expression in osteoblasts. 
J Biol Chem 1994; 269: 7869-7873.  
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 * ** **  

 *
**  

 Mechanical stress induces IL-6 mRNA expression via transforming growth factor -activated 
kinase 1 signaling pathways in osteoblasts 

 Fukuno N Matsui H Kanda Y Suzuki O* Kobayashi T** Tamura S** Sasaki K 
Divisions of Advanced Prosthetic Dentistry and *Craniofacial Function Engineering Graduate School of 
Dentistry, Tohoku University, **Department of Biochemistry, Institute of Development, Aging, and Cancer, 
tohkuUniversity 
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 1) Zaidi, M. Skeletal remodeling in health and 
disease. Nat Med 2007; 13: 791-801.

 2) Sims, N. A., Jenkins, B. J., Quinn, J. M. et al. 
Glycoprotein 130 regulates bone turnover and 
bone size by distinct downstream signaling 
pathways. J Clin Invest 2004; 113: 379-389. 
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 * *, ** * * 

 * **  
 

 FGFR2b Signaling Controls the Amelogenic Potency of Dental Epithelial Stem Cells 

 Kuremoto K*, Maeda T*,**, Nishizaki H*, Okazaki J* 
*Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 
**Department of Postgraduate Clinical Training, Osaka Dental University 
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 1) Parsa S, Ramasamy SK, De Langhe S et al. 

Terminal end bud maintenance in mammary 
gland is dependent upon FGFR2b signaling. Dev 
Biol 2008; 317: 121-131. 

micro CT  
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 T
 

  

  

 Effect of oral Streptococci on the growth and immunosuppressive activity of regulatory T cells 

 
Saeki A Yokoyama A  
Department of Oral Functional Prosthodontics, Division of Oral Functional Science, Graduate School of 
Dental Medicine, Hokkaido University  
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 1) Yasmine Beljkaid. Regulatory T cells and 
infection: a dangerous necessity. Nat Rev 
Immunol 2007; 7: 875-888.

 2) Haiying Liu, Mousa Komai-Koma, Damo Xu et 
al.Toll-like receptor 2 signaling modulates the 
functions of CD4+CD25+ regulatory T cells. 
PNAS 2006; 103:7048-7053. 
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 * ** *** *** **  

*  
 * ** ***

 

 Induction of differentiation of odontoblast-like cells from neural crest-derived cells isolated from mouse 
whisker pads 

  Miyauchi T, Suzawa T*, Ono M**, Hayashi R***, Nishida K***, Maki K**, Kamijo R*, Baba K 
Department of Prosthodontics, *Biochemistry, **Orthodontics School of Dentistry, Showa University,  
*,**Department of Ophthalmology, Graduate School of Medicine, Osaka University 
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 1) Nagoshi N, et al. Ontogeny and multipotency of 
neural crest-derived stem cells in mouse bone 
marrow, dorsal root ganglia, and whisker pad. 
Cell Stem Cell 2008; 2: 392-403.

 2) Kanakubo S, et al. Abnormal migration and 
distribution of neural crest cells in Pax6 
heterozygous mutant eye, a model for human eye 
diseases. Genes Cells 2006; 11: 919-933.  
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 1 1, 2 1, 5 1 2 3  

1, 4 1, 4, 5 
 1 2 3

4 5  
 Functional tooth regeneration by the transplantation of a bioengineered tooth unit. 

 

 Oshima M1, Mizuno M1,2, Ogawa M1,5, Nakao K1, Yamamoto T2, Kasugai S3, Saito M1,4, Tsuji T1,4,5 
1Res. Inst. for Sci. & Tech., Tokyo Univ. of Sci., 2Div. of Orthod. and Dentofac. Orthop., Grad. Sch. of Dent, 
Tohoku Univ., 3Oral Implantology and Regenerative Dental Medicine Grad. Sch., Tokyo Med. and Dent. 
Univ., 4Fac. of Indus. Sci. & Tech., Tokyo Univ. of Sci., 5Organ Technologies Inc. 
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 1) K. Nakao et al., The development of a 
bioengineered organ germ method, Nat Methods 
2007; 4: 227.

 2) E. Ikeda et al., Fully functional bioengineered 
tooth replacement as an organ replacement 
therapy, Proc Natl Acad Sci U S A 2009; 106: 
13475-13480. 

. 

CT  
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 * *
 

 *  

 Murine modle for metallic allergy and the effect by the history of influence with the gram-negative bacterial 
component. 

 Adachi N, Takayama E, Kurachi K, Kondoh N 
Department of Prosthodontics, *Oral Biochemistry, Asaahi University School of Dentistry. 

 
  

 
  

 
  

 
 

 
1)  Ji-Yeon, Kyungmin Huh, Ki-Young, Jun-Mo Yang, 

Tae Jin Kim. Nickel induces secretion of IFN-  by 
splenic natural killer cells. Experimental and 
molecular medicine 2009; 41: 288-295. 
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 Relationship between oral microbial flora of lingal mucosa and denture plaque in patients with maxillofacial 
prosthesis 

 Murakami M, Nishi Y, Seto K, Kamashita Y, Nagaoka E 
Department of Oral Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School of Medical and 
Dental Sciences  
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 Candida albicans

  

     

 Effect of surface roughness of acrylic resin on antifungal resistance in Candida albicans biofilm 

 
Watamoto T, Imura S, Junichi Sasaki, Egusa H, Yatani H 
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
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1) Watamoto T, Samaranayake LP, Jayatilake JA et al. Effect 

of filamentation and mode of growth on antifungal 
susceptibility of Candida albicans. Int J Antimicrob Agents. 
34: 333-9, 2009. 
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 * * ** **  
**  

  
* **  

 Investigation of an adherence inhibition of denture plaque by specular surface polishing  

 Nishi Y, Murakami M, Maruyama H, Ushijima M*, Kamashita Y*, Hamamura S**, Umezono M**,  
Kufukihara H**,  Nagaoka E  
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics, Kagoshima University Graduate School  
*Denture Prosthodontic Restoration, **Dental Technicians Section, Kagoshima University Hospital 
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 1) Radford DR, Sweet SP, Challacombe SH, et al. 
Adherence of Candida albicans to denture-base 
materials with different surface finishes. J Dent 
1998; 26: 577-583. 

 2) Sumi Y, Kagami H, Ohtsuka Y, et al. High 
correlation between the bacterial species in 
denture plaque and pharyngeal microflora. 
Gerodontology 2003; 20: 84-87.  
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 * *,** * 
 

 * **  
 

 
Influence of Forms and Setting Position of Maxillary Major Connectors on Salivary Amylase 

 

 Furukawa M*  Maeda T*,** Okazaki J* 
*Department of Removable Prosthodontics and Occlusion,Osaka Dental University 
**Department of Postgraduate Clinical Training, Osaka Denral University 
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 Micro-CT

 * * * * 

 
*  

 Qualititative and quantitative analysis of the low-mineral diet ovariectomised rats femora by using 
micro-CT analysis system 

 
Suzuki S, Nakada H*, Hayashi Y*, Gunji A*, Kawai Y* 
Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo, Gnatho-Oral Prosthetic Rehabilitation 
* Department of Gnatho-Oral Prosthetic Rehabilitation, Nihon University School of Dentistry at Matsudo. 

 
 

 

 
  

 
  

 1) Hietala EL. The effect of ovariectomy on 
periosteal bone formation and bone resorption in 
adult rats. Bone Miner 1993; 20: 57-65. 
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 Analgesic effect of newly developed Botulinum toxin type A (150 kDa) for neuropathic pain induced by 

infraorbital nerve constriction in trigeminal nerve area 

 Kumada A , Matsuka Y, Maruhama K , Maekawa K, Kuboki T 
Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences,  
Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine 

 

  
 1) Kitamura Y, Matsuka Y, Spigelman I et al. 

Botulinum toxin type a (150 kDa) decreases 
exaggerated neurotransmitter release from 
trigeminal ganglion neurons and relieves 
neuropathy behaviors induced by infraorbital 
nerve constriction. Neuroscience 2009; 159: 
1422-1429.
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日補綴会誌　3・120回特別号，2011 専門医研修会

トピックス
●医療連携
●障害回復
●補綴歯科

トピックス
●顎顔面補綴
●ガイドライン
●先進医療

専門医研修会　Prosthodontic Specialist Seminar

補綴歯科専門医に必要な顎顔面補綴治療
Required the Clinical Skill about Maxillofacial Prosthetic Treatment for 

Prosthetic Specialists

座長
祇園白信仁
日本大学歯学部歯科補綴学教室総義歯補綴学講座
Chairperson
Nobuhito Gionhaku 
Department of Complete Denture 
Prosthodontics, Nihon University School of 
Dentistry

口腔外科医の立場から望む知識と技術
後藤昌昭
佐賀大学医学部歯科口腔外科学講座
Theory and Technique of Oral and Maxillofacial 
Rehabilitation for Prosthodontic Specialty, in 
Position of Oral Surgery
Masaaki Goto
Department of Oral and Maxillofacial Surgery, 
Saga University School of Medicine

顎顔面補綴治療は，顎顔面領域の腫瘍や外傷に
よって，あるいは先天性の原因で生じた組織欠損
に対して，患者の審美性や機能の回復を図り
QOLを向上するうえで重要な役割を果たしてい
る．さらに，近年は医学の進歩に伴って外傷や悪
性腫瘍後の生存率が大幅に向上し，同治療に対す
る需要も拡大している．
補綴歯科専門医として顎顔面補綴治療は必修の

内容であるが，一般的な補綴治療とは異なってお
り，補綴領域の知識のみでなく多方面に渡る知識
と連携が必要とされる．同時に，得た知識を活用
する場を造り，症例に応じた治療法のベストチョ
イスとそれを実践できる技術力が要求される．
口腔外科分野との連携を考えた場合には，術前

のカンファレンスから参画し組織切除や組織再建
についての意見交換を行い，顎顔面補綴治療の開
始時期についても両者で検討を行う必要がある．
また，顎顔面補綴装置装着による言語音の明瞭度
等の検討には言語療法士の協力が，装置に用いる
材料の特性等に対しては歯科理工学的知識の助力
が必要となる．
本研修会では，日本顎顔面補綴学会の口腔外科

を専門とする認定医の立場からの，組織の切除や
再建を行う際の補綴歯科医との連携と協力に主眼
をおいた教育をしていただきます．同学会の補綴
歯科を専門とする認定医の立場からは，上顎顎欠
損に因る発音障害および審美障害等に対する，下
顎顎欠損に因る咬合障害等に対する柔軟な思考に
基づく対応を教示いただきます．
顎顔面補綴治療において，補綴歯科専門医に何

が求められており，どのような治療を行うべきで
あるかの役割分担を学んでいただき，患者の
QOL 向上に，責務を果たす糧となることを臨ん
でいる．

悪性腫瘍，外傷，炎症，先天性疾患によって生
じた口腔顎顔面領域の欠損に対する治療法の発達
は目覚しく，関連診療科からなるチームアプロー
チによって，審美的，機能的再建が行われるよう
になった．ただ，咀嚼機能の回復においては，顎
補綴が必須であり，最終補綴装置を考慮した再建
手術を口腔外科医と歯科補綴医が共同で計画する
ことが重要である．顎顔面欠損の修復では再建手
術と顎顔面補綴による修復法があるが，顎顔面補
綴治療は先進医療として承認されており，患者へ
の侵襲も少なく，可逆的治療法であることから，
有用性はきわめて高い．しかし，顔面補綴に関し
てはシリコーンをはじめとして日本国内での製作
材料の入手が困難であり，欧米では専門職種とし
て活躍しているアナプラストロジストの教育もわ
が国においては不十分である．
また，デンタルインプラントの普及に伴い顎顔
面補綴装置にデンタルインプラントを併用するこ
とで，装置は強固な維持が得られるようになり，
その有用性は明らかである．しかし，患者が負担
する医療費が高く，放射線治療や化学療法の残存
率への影響も明確でないことが問題である．
日本顎顔面補綴学会は 30 年以上にわたり歯科
補綴，口腔外科，歯科技工，言語治療などの専門
家が集まり，新たな治療法の開発や，機能評価に
関する研究討論を続けてきた．そして昨年，学会
として顎顔面補綴治療に関するガイドラインを策
定した．ガイドラインの作成は，日本歯科医学会
の支援のもとで，日本補綴歯科学会，日本口腔外
科学会，日本顎顔面補綴学会の会員の協力による
ものである．
今回の発表では，ガイドラインの推奨度も参照
しながら，顎顔面補綴治療における，歯科補綴と
口腔外科の協力の重要性を報告する．
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顎顔面補綴科医の立場から望む知識と技術
石上友彦
日本大学歯学部歯科補綴学教室 II 講座
The Knowledge and Technique of Maxillofacial 
Prosthodontist for a General Prosthodontist
Tomohiko Ishigami
Department of Partial Denture Prosthodontics 
Nihon University School of Dentistry

顎顔面補綴治療は一般的な補綴歯科治療とは異
なり，従来の補綴歯科専門医の枠を超えた外科的
知識や柔軟な補綴思考が必要であるが，これを補
綴歯科専門医として理解することは，他領域の専
門医と連携するためには不可欠である．基本的に
口腔や顔面に欠損および機能障害をきたす原疾患
はさまざまであるが，現状では悪性腫瘍に関する
ものがその大半を占めている．具体的な治療とし
ては，上顎では欠損に基づく漏洩に因る発音障害，
機能障害，審美障害などへの対応，下顎では咬合
機能の回復処置となる．
上顎顎欠損の状態は病状と外科手術により千差

万別である．たとえば欠損が硬口蓋に限局か軟口
蓋に及ぶか，欠損が口腔内に限局か口腔外に穿孔
し可動域を含むか，さらに皮膚移植の有無，開口
障害や舌欠損の有無等それぞれ状態は大きく異な
る．植皮等による外科的な口蓋閉鎖処置は心理的
な面からも患者自身にとって臨床的な価値は高
い．しかし，柔らかな移植皮弁は義歯の維持機能
の妨げとなる．可動量の多い皮弁部には支持を求
めるよりは咬合時のバランスを確保する形態が求
められる．欠損が口腔外に穿孔している場合はエ
ピテーゼとの連結により顎義歯の維持を求めるこ
ともあり両者の関連が重要となる．すなわち，顎
義歯が口腔内に維持されることが重要となる．
下顎顎欠損は下顎骨の連続性が再建されない場

合の機能回復は困難なことが多い．なぜなら，残
存下顎骨は患側へ偏位し，下顎運動路も健側に回
転中心を持ち，顎位が不安定になるからである．
本来の下顎運動や顎位よりも摘出の部位や範囲に
よりさまざまな対応が必要となる．その他，先天
奇形への処置や顔面欠損への補綴処置など外科的
処置との連携を常に視野に置きながら治療を行う
必要がある．今回，さまざまな顎顔面補綴処置を
供覧し，補綴の専門性を考えてみたい．
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 Conventional prostheses of a patient with cleft lip and palate and with edentulous maxillae 

 Otomaru T. 
Department of Maxillofacial Prosthetics, Tokyo Medical and Dental University 
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Restoration with an Implant-Supported Removable Bridge Applying a Bar Attachment for an Edentulous Mandible. 

 Kawamoto S.  
Kagoshima University Medical and Dental Hospital, Department of Denture Prosthodontic Restoration 

 
 

 

2
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 Improvement of Denture Stability by Using Flange Technique for Complete Denture Case with Oral Habites  

 
Koike T 
Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College 
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 A Case Report of Prosthetic Rehabilitation for Mastication Disorder to Severe Attrition of Lower Anterior Teeth. 

 
Sawada T 
Division of Fixed Prosthodontics, Department of Oral and Maxillofacial Rehabilitation, Kanagawa Dental College 
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